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m 
被 害 想 定 

。 ・ 震 度⑤ 強 か ら ⑦ の 強 い 揺 れ が 生 じ る こ と か ら 
大 河 内 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 .  建 物 倒 壊 に よ る 人 的 被 害 と し て 死 者 、 重 症 ・ 軽 症 者 が 発 生 す る 。 

大 河 内 地 区 防 災 計 画 建 物 の 全 壊 、 半 壊 が お こ る 。 
ー 地 区 の 助 け 合 いル ー ル 作 り ー 建 物 に 火 災 が お こ る 。 

ラ イ フ ラ イ ン の 被 害 と し て 、 
① 上 水 道 の 断 水 が お こ る 。 
② 下 水 道 に 支 障が 生 じ る 。 
③ 電 気が 停 電 す る 。 

平 成 ③① 年 ① 月 ④ 電 話が 不 通 と な る 。 
桂 瀬 地 区 ⑤ 携 帯 電 話 が つ な が り に く く な る 。 充 電 で き な い た め 、通 信 でき な い 。 

⑤ .  ⑭ の 被 害 に よ り 、 避 難 生 活 を し な く て は な ら な い 地 区 が 発 生 する 。 
⑥ .  が れ き 等 の 廃 棄 物 が 多 く 発 生 する 。 
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桂 瀬 地 区 の 概 要 桂 瀬 地 区 避 難 計画 
庭 り 

談 C 逢 I  に k 桂 瀬地 区 の 目 標 桂 瀬 地 区 の 綱 急 遷 難 場所 
⑳⑥ 人 ⑨④ 世 帯 _ ③④.  0% + ら ナ 二 

(  定 成 S① 年 田 現 を ` 自 助 ・ 共 助 に よ り 命 を 守 る 」 大 河 内 小 学 校 

大 河 内 地 区 市 民 セ ン タ ー 

集 落 は 大 き く ③ つ の 地 区 に 分 か れ 、 阪 内 川 右 岸 の 国 道 ⑯⑥ 号 線 沿 い の 茶 屋 、 茶 屋 から 南 側 に 入 っ た 河 原 出 地 区 
里 地 区 と な っ て い る 。 里 地 区 は 山 に 近 い が 急 傾 斜 で は な い 。 い ず れ も 集 落の 周 囲 は 田 畑 が 多 い 。 里 地 区 か ら 河 避 難 行 動 時 の 基 本 ル ー ル 
原 出 、 茶 屋 地 区 へと 桂 瀬 川 が 流 れ 、 阪 内 川 に 流 れ て い る 。 

O 〇 避 難 先 を 隣 近 所 に 連 絡 す る 。 家 族 で 避 難 先 、 連 絡 方 法 を 決 め て お く 。 

[  過 去の 災 害 経 験 」 O 〇 安 全な 服 装 、 靴 等 で 歩 い て 避 難 す る 。 (  要 支 援 者 の 車 で の 還 難 は 可 )
|  ・ 昭 和 ⑤⑦ 年 の 台 風 ①0 号 に よ り 地 区の 住 民 宅 の 近 く で 川 が 増 水し、 漫 水 の 恐 れ が 生 じ た 。 ー 閻 炊 応 す る 

[  南 海ト ラ フ 地 震 時 の 被 害 想 定 」 ^ 貝 で ” 
|  - 南 海 ト ラ フ 地 震 時 に は ど の 様 な 状 況 に な る と 思 わ れ る か 々  (  別紙 ① に 記 入 ) 還 難所 運 営 時 の 基 本 ル ー ル 

の 〇 避 難 者 で 共 に 助 け 合 う こ と に 努 め る 。 

圏 桂 瀬 地 区 O 〇 要 支 援 者 を 優 先 した ス ペ ー ス 、 配 置 と す る 。 

〇 ペ ッ ト 類 は 入 室 を 禁 止 す る 。(  ア レ ル ギ ー)  等 の 問 題 も あ る )  
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2費囁橿近膚印の翼_  " 

* 時 間 に 余 裕 の あ る 場 吊 は 、 土 砥 装 害警 戒 区 域 に か か っ て い な い 市 の 指 定 緊 急 還 難 場 所 へ 選 難 する 。 
* 桂 瀬 集 会 所 に つ い て は 、 土 砂 災 害 薇 戒 区 域 に か か る こ と か ら 大 雨 警 報 (  土 砂)  発 表 時 に は 、 邂 難 場 所 と 
し て 關 設 し な い が 、 地 域 の 描 点 と な る 施 設 であ る こ と か ら 、 安 全 な 還 難 場 所 へ 選 難 す る 前 の 中継 所 とす る 。 

③ 避 難 勧 告 等 発 令 時 着 m 一一 i  浩 

・ 土 砂 災 害 警 戒 区 域 外 の 指 定 睨 急 還 難 場 所 へ 避 難 す る こ と が 困難 な 場 合 は 、 集 会 所 や そ の 他 へ 避 難 

④ 桂 瀬 川 増 水 時 ド ニ ーーーー ー ー ニ= 
“ 浸 水 の お そ れ の な い よ り 高 い と こ ろ に あ る 空 寧 へ に

 一
 

* 選 雛 する 障 に は 、 選 難 先 を 隔 近 所 等 に 連 維 す る こ と と し 、 連 絡 を 受 け た 佐 民 は、 速 や 
か に 自 涙 会 (  自 主 防 災 協 謙 会 )  会 長 へ 報 告 す る 。 

・ 自 治 会 (  自 主 防 災 協 譜 会)  会 長 は 地 区 住 民 の 遷 難 先 を 把 握 し 、 避 難 先 へ の 造 難 支 援
が 必 要 な も の が い な い か ど う か を 確 認 す る 。 
* 遷 難 支 援 す る 際 に は 、 写 支 援 者 に 対 し て 複 数 の 支 援 者 で 対 応 す る よ う 取 り 決 め て お く 。 

② 地 霊 発 生 直 様 の 行 動 國 誌 誌 圃 m 一 湯國 

* 建 坂の 外 に 飛 び 出 さな い (  落 下 物 に 注 意 )  
・ 揺 れ が お さ ま っ た ら 、ガ ス の 元 栓 を し め る 。 電 気 の プ レ ー カ ー を 切 る 。 

③ 遷 難 行 動時 I  セ ーー _  一 一 Sem 
“ 塙 ぎ わ 、 が け の そ ば な ど を 邂 けて 遽 難 す る 。 
“ 垂 れ 下 がっ た 電 線 に 触 れ な い 、 近 づ か な い 
* 落 下 物 、 ガ ラ ス 片 、 ブ ロ ッ ク 堺 な ど に 気 を つ け る 。 

④ 遽 難 所 到 着 後 閻 m 一浩 
* 遷 難 所 開 設 者 、 自治 会 長 等 へ 氏 名 、 人 数 な ど を 幅 告 する 。 
* 邂 難 所 の 運 営 に 参 加 し 、 共 に 肋 け 合 う 。 

パ 
臺毒蕃ろる鱧は、 遽 難 先を 購 近 所 に 連 絡 する 。 連 維 を 受 け た 人 は 、 速 や か に 自 治 会 長 

誰臺艶生轟 避 難 時 の 家族 間 の 適 絡 方 法 を 日 頃 から 、 決 め て お く 。 
* 非 常 持 ち 出 し 品 を 持 って 避 難 す る 。 水 、非彙糞{ ‡出豪る震り、響蠣入礦って爛軌 
* 車 を 恵 わ ず 、 歩 い て 選 離 す る 。 (  要 支 援 者 の 選 難 は 除 く )  ー 

作 成 目 的 大 規 模 災 害 発 生 後 ⑦② 時 間 ( ③ 日 )  ま で の 地 区の 助 け 合 い 計 画 

津 用 細 織 自 治 会 、 自 主 防 、 福 祉 会 、 消 防 分 団 、 学 校 区 等 を 活 用 

活 用 贄 用 市 か ら の 補 助 ・ 助 成 を 確 保 し、 こ れ を 活 用し な が ら 進 め て い く 

PDCA サ イ ク ル 

検 証 結 果 を 次 に 反 映 Fl an 地 区 防 炎 計 画 を 作 成 
改 葉 ・ 再 企 画 計 画 _

LTF 進 り ①T リ 

鉤 環 

i  楊 検 証 結 果 を 記 録 地 区 防 災 訓 練 を 実 施
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大 河 内 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 
大 河 内 地 区 防 災 計 画 

地 区 の助 け 合 いル ー ル 作 り 

平 成 ③ ① 年 ① 月 
阪 内 地 区 

阪 内 地 区 の 業 要 

I  ロ 前 相 - 工 前 Fに E 
②⑤⑦ 人 ①0⑨ 世 帯 ④⑤.  ①% 

(  定 成 ① 年 月 現 圭 

東 西 に 流 れ る 阪 内 川 と 川 に 沿 っ て 県 道 青 山 ②⑨ 号 線 沿 い に 集 落が 点 在 し、⑨⑤% 以 上 が 山 林 で あ り ま す が 、
静 か で 住 み よ い 地 域 で あ り ま す 。 昭 和 ③0 年 代 は⑮0 世 帯も あ り 、 人 口 も ⑥00 人 以 上 が 住 ん で い た 時 も 有 り ま す 
が 、年  々人 口 減 少 が 続 き 、 空 き 家 や 田 畑の 放 棄 地 が 増 へ 高 齢 化 が 益  々進 ん で い ま す 。 

* 昭 和 ③④ 年 ⑨ 月 ②⑥ 日 の 伊 勢 湾 台 風 
* 昭 和 ⑤⑦ 年 台 風 ①0 号 ( ⑤⑦ 災 害 )  

|  ・ 南 海 ト ラ フ 地 震 時 に は ど の 様 な 状 況 に な る と 思 わ れ る か ? (  別 紙 ① に 記 入 )  

[  阪 内 地 区 

別 紙 ① 
被 害想 定 

①、 山 崩 れ ・ 崖 崩 れ ・ 地 す べ り ・ 川 の 氾 濫 ・ 土 砂 災 害 

②、 土 砂 崩 れ に よ る 建 物 倒 壊 

③、 電 気 ・ 水 道 ・ 道 路 ・ 通 信 の 不 通 

④、 地 域 の 孤 立 化 (  県 道 ②⑨ 号 線 決 壊 、 倒 木 な ど に 伴 う 時 )

阪 内 地 区 還 難 計 画 

阪 内 地 区 の 目 標 阪 内 地 区 の 緊 急 還 難 場 所 

` 災 害 時 の 安 心 安 全 は 大 河 内 小 学 校 
大 河 内 地 区 市 民 セ ン タ ー 一 人 一 人 の 助 け 合 い 」 

避 難行 動 時 の 基 本 ル ー ル 

O 〇 普 段 か ら 家 族 及 び 地 域 で 基 本 ル ー ル を 話 し 合 う 
O 〇 還 難 時 の コ ー ス と 最 寄り の 還 難 場 所 確 認 ・ 還 難 時 の 非 常 持 ち 出 し 品 の 確 認 
O 〇 避 難 時 の 適 切な 行 動 と 連 絡 方 法 な ど 
O 〇 高 齢 者 等 の 要 支 援 者 の 避 難 優 先 、 地 域の 家 族 構 成 、 安 否 確 認 

避 難 所 運 営 時 の 基 本 ル ー ル 

O 〇 役 割 分 担 を 決 め 一 人 一 人 が 助 け 合 い 
O 〇 避 難 所 内 での 生 活 ル ー ル を 作 成 し 、他 者 へ の 配 慮 を す る 
O 〇 高 齢 者 等 の 要 配 慮 者 へ の 心 配 り 
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誌 ー ョ 
剛_ 確鯱~肺出し轟の襲 
大 雨 警 報 (  土 砂 災 害 )  発 複 時 、 阪 内 防 災 セ ン タ ー は 、 土 砂 災 害 警 戒 区 域 に 掛 か る た め 、 大 河 内小 学 校 

か 大 泊 内 地 区 市 民 セ ン タ ー に 避 難 支 援 する 。 

③ 邉 難 勢 告 等 発 人昌 e 
* 各 世 算 に 対 し 連 絡 綱 に よ り 連 筑 を 図 り 、遜 離 場 所 ・ 避 離 者 等 の 安 否 状 況 を 取 る 。 

ワ 地麗飄菫膚翼の斤動 " }  

・ 身 を 守 る 行 動 をす る 、 火 元 や ブ レ ー カ ー を 切 っ て い る か 確 認 
* 阪 内 町 違 絡 綱 に よ る 地 震 被 害 の 把 撒 と 住 民 の 安 否 確 脳 

③ 避 難 行 動 時 ー ーーーーー 
* 大 き な 地 霊 の 場 合 、 余 霊 に 注 意 し 、阪 内 防 災 セ ン タ ー が 安 全 な 場 所 へ 遷 難 す る 。 

④ 阪 内 川 増 水 時 ー 団 _  
* 安 全 な 住 人 の 家 に 選 離 し 、 班 長 に 連 絡 す る 、 琴 長は 隈 時 自 治 会 (  自 主 防 災 会 )  会 長 に 連 絡 す る 。 

い な い か ど う か を 確 認 す る 。 
* 志 配 慮 者 に 対 し て は 、 複 数 人 員 で 対 応 す る 。 

蜃琴糞菫{ _ 睾套史全」遣欄によ凱各鸞轟の遣亀状況を撰揖し櫂蜂、 眞 治 会 (  自 主 防 

・自暗農( ~自主防災農} 魔鼻は̀ 地 区 住 民 の 避 難 状 渓 を 把 握 し た 後 、 支 援 が 必 要 な 人 が 

* 隣 近 所 の 安 否 確認 

④ 遷 難 所 到 着 装 

* 住 民 の 安 否 を 碁 長 ま た は 自 治 会 (  自 主 防 烈 会 )  会 長 に 連 絡 

大 規 模 災 害 発 生 後 ⑦② 時 間 ( ③ 日 )  ま で の 地 区の 助 け 合 い 計 画 

自 治 会 、 自 主 防 、 福 祉 会 、 消 防 分 団 、 学 校 区 等 を 活 用 

市 か ら の 補 助 ・ 助 成 を 確 保 し、 こ れ を 活 用 し な が ら 進 め て い く 

PDCA サ イ ク ル 

作 成 目 的 

活 用 組 織 

洒 用 費 用 

検 証 結 果 を 次 に 反 映 地 区 防 災 計 画 を 作 成 

検 証 結 果 を 記 録 地 区 防 災 訓 練 を 実 施
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大 河 内 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 
大 河 内 地 区 防 災 計 画 

地 区 の助 け 合 いル ー ル 作 り 

平 成 ③ ① 年 ① 月 
笹 川 町 山 村 地 区 

笹 川 町 山 村 地 区 の 概 要 
ー ス ョ ー ma |  oeocowe |  

②①② 人 ⑥④ 世 帯 ②⑧. ⑧%0 
]  (  平 成 ③0 年 ③ 月 現 を )  [  山 村 地 区 の 特 微 

北 西 に 堀 坂 山 ・ 観 音 岳 が あ り 、 山 村 地 区は 東 西 斜 面 に 位 置 し て い ま す 。 
山 村 地 域 と 高 畑 地 域 に 分 か れ て 丘 陵 地 に 位 置 し ま す 。 
主 に 北 西 に は 、 果 樹 園 が 広 が り 南 東 側 に 住 宅 地 域 が あ り ま す 。 大 き な 河 川 は な く 水 害の 危 険 は ほ と ん ど 見 ら れ な い 。 

[  通 去 の 災 害 経 験 」 
全 焼 の 住 宅 火 災 が 、 数 件 あ り ま し た 。 
集 中 豪 雨 や 台 風 に よ る 田 畑の 水 害が 時  々あ り ま し た 。 
川 の 増 水 に よ り 、 道 路 の通 行が 困 難 に な る 。 

[ 甫海トラフ地震等の被害想定 ]  

|  ・ 南 海 ト ラ フ 地 震 時 に は ど の 様 な 状 況 に な る と 思 わ れ る か 々 ? (  別 紙 ①に 記 入 )

ー 謬 ー - 

別 紙 ① 

①.  風 水 害 の 被 害 想 定 
時 間 当 た り の 大 雨 が ⑤0mm/nh 超 え る よ う に な る と 小 さな 河 川 が オ ー バ ー フ ロ ー し 

て 道 路 上 に 氾 濫し 始 め る 。 

要 支 援 者 の 方 に は 、 不 安 な た め 、 事 前 に 状 態の 把 握 や 精 神 的 な 援 助が 必 要 で あ 
り 、 状 況 に 応 じ て 親 戚 や 集 会 所 の 避 難を 促 す 必 要 が あ る 。 基 本 は 自 宅 待 機 で あ る 。 

の 被 害 想 定 ②.  政 害 想 

緊 急 地 震 速 報 の 時 に は 、 あ わ て ず ま ず 身 の 安 全 を 確 保 す る こ と を 第 一 と す る が 、 
震 度 ⑥~ マ ⑦ の 地 震が 発 生 す れ ば 、 耐 震 補 強 し て い な い 住 宅 が ⑨0% を 超 え る た め 倒 
壊 の 危 険 が あ り ま す 。 

丘 陵 地 の た め 、 と こ ろ ど こ ろ に 石 積 が あ り 、 崩 れ る 危 険 が あ り ま す 。 地 震 の 時 に は 、 
火 災 を 起 こ さ な い こ と に 注 意 が 必 要 で あ る 。 停 電 、 断 水 が 発 生 す る 恐 れ が あ る た め 、 
井 戸の あ る 家 では 飲 料 水 の 確 保 が 必 要 。

笹 川 町 山 村 地 区 避 難 計画 

山 村 地 区 の 目 標 

` 防 災の 役 割 (  自 己 責 任 で ) 」 

避 難行 動 時 の 基 本 ル ー ル 

山 村 地 区 の 緊 急 避 難 場 所 

` 山 村 集 会 所 、 大 河 内 小 学 校 」 

O 〇 両 隣 に お 声 が け を す る 。 
O 〇 要 支 援 者 の 方 を 優 先 し て 避 難 す る 。 
O 〇 地 区 避 難 場 所 に 集 合 し て 徒 歩 に て 避 難 す る 。 

避 難 所 運 営 時 の 基 本 ル ー ル (  地 区 一 時 還 難 所 )  

O 〇 要 支 援 者 ・ 乳 幼 児 を 優 先 し て 、避 難 所 内 に 場 所 を 決 め る 。 
〇 プ ラ イ バ シ ー を 守 る こ と 。 
O 〇 自 主 防 災 組 繁 の 役 割 を し っ か り と 実 行し て 、 リ ー ダ ー と し て 行 動す る 。 
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笹 川 町 山 村 地 区 に お け る 還 難 所 等 の 位 置 
ェ ー ーーー ー ミ て ニ ー デ ーー ョ ー ョ に ス k ベ 鱒 

卜 ・_ ュ_ 麟.  `〝 ーー ク デ ー ン ス 口 JJ 打 } 凸 区 ー:  ベ ー キ ー ヤー ー い ⑦ イ ー て AARa 侵 目 な リ )  E ッ W 
目 胆 細 が ②①① に ア ー ン ご 
]  ョ > の - ' ・\・:  

E ク ッ 
a て メ 、 ペ |  t & い く へ へ る 
I  マ s い 鶏 や 

_ ー・董で ③ D _ "・ J &。 

ン ト 
こ に ー 

ー 華 ィ m り ョ 「 に ま ? 

s 笹 川 町 山 村 地 区 の 還 難 先 と 避 難 時 の ル ー ル (  風 水 害 )  
① 台 風 接 近 前 の 還 難 
* 華 本 的 に は 、自 守 待 機 が 良 い と 思 われ る 。 
一 ム ー のへ "' ・"ー に u ecu ざ る が か 磁 眺 i  o 

② 台 風 接 近 直 前 の 選 難 國uー l  着 

* 華 本 的 に は 、 自 宅 待 機 が 良 い と 思 わ れ る 。 
* 自 宅 に 請 わ れ る と こ ろ が あ る 場 合を 除 い て は 、 自 宅 待 機 が 良 い 。 
` 一 時 遷 難 所 の 場 合 は 、 坂 ・ 石 垣 が あ る の で 十 分 気 を 付 け て 避 難 す る 。 

③ 避 難 勧 告 等 発 令 時 _  
* 華 本 的 に は 、 自 宅 待 機 が 毘 い と 思 わ れ る 。 
* も し 発 令 さ れ れ ば 、 十 分 気 を 付 け 地 区 一 時 避 難 所 に 避 難 す る 。 

④ 付 近 の 用 排 水 路 増 水 時 國 ー 一 
|  - 小さ な 川 で あ る が 、 水 か さ が 増 え る と 危 険 に な る の で 、 川 の 近 く を 邂 け て 選 難 す る 。 

* 遷 難 す る 際 に は 、 選 難 先 を 隣 近 所 等 に 連 絡 す る こ と と し 、 遠 絡 を 受 け た 住 民 は 、 遠 や 
か に 自 治 会 (  自 主 防 炎 協 膳 会 )  会 長 へ 報 告 す る 。 
“ 大 雨 時 に 還 難 す る 際 には 、 一 人 で 選 難 せ ず 、複 数 人 で 遷 難 する 。 
* 自 治 会 (  自 主 防 災 協 警 会 )  会 長 は 地 区 住 民 の 避 難 先 を 把 撒 し 、 避 離 先 へ の 邂 難 支 援
が 必 要 な 者 が い な い か ど う か を 確 認 す る 。 
ー漂糞攫すろ薫には'  志 支 援 者 に 対 し て 複 数 の 支 援 者 で 対 応 す る よ う に 予 め 取 り 決 め 
て お く 。 

笹 川 町 山 村 地 区 の 避 難 先 と 還 難 時 の ル ー ル (  地 霞 )  

“ 寧 族 で 防 炎 に つ い て 話 し 合 う 。 ・垂竈ーの讐賽轟を 
k T ` ' d 。 c ⑧② _ ' = M っ ビ つ * よ 曲 cd こ 難 障 し 

準 備 し て お く 。 
` プ い * 

② 地 霜 発 生 直 磐 の 行 勲 
・ 落 ち 着 い て 、 身 を 隠 す。 
* 寧 浜 の 安 否 確 障 、 火 の 元 を 確 認 す る 。 
“ ラ ジ オ を つ け る 。 
“ 靴 を 履 く 。 

③ 邉 難 行 動 時 
* 紫 震 に 注 意、 隣 近 所 で 助 け 合 う 。 
“ ブ ロ ッ ク 塀 、 か れ き に 近 ず く な 、 漏 電 ・ ガ ス 濡 れ に 注 意。
ァ x 芒 )  呼 

[  体 所 氏 名 の 確 認、 家 族 の 安 否 。 ・自 宅 、 近 陳 の 状 況 報 告 。

選 難 時 の 
に 【 - た 

大 河 内 地 区 防 災 計 画 の P DC A サ イ ク ル 

作 成 目 的 大 規 模 災 害 発 生 後 ⑦② 時 間 ( ③ 日 )  ま で の 地 区 の 助 け 合 い 計 画 

活 用 細 織 自 治 会 、 自 主 防 、 福 祉 会 、 消 防 分 団 、 学 校 区 等 を 活 用 

活 用 贄 用 市 か ら の 補 助 ・ 助 成 を 確 保 し、 こ れ を 活 用 し な が ら 進 め て い く 

PDCA サ イ ク ル 

検 証 結 果 を 次 に 反 映 地 区 防 災 計 画 を 作 成 
計 

霜 瑛 ー 
れ ス Do 

検 証 結 果 を 記 録 aas 逢 地 区 防 災 訓 練 を 実 施
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別 紙 ① 

被 害 想 定 
泳 り 協 譲 会 

大汀実蓋房壷菖嘉桑尋薔議= ・ 阪 内 川 の 増 水 に よ る 、 住 宅 ・ 道 路 の 浸 水 被 害 

ー 地 区 の 助 け 向 いル ー ル 作 り ー ・ 山 か ら の 流 水 に よ る 土 砂 炎 害

平 成 ③ ① 年 ① 月 
笹 川 町 寺 井 地区 

笹 川 町 寺 井 地 区 の 概 要 笹 川 町 寺 井 地 区 避 難 計画 

|  ス ロ |  祀 将 数 |  oommr of e 寺 井 地 区 の 目 標 寺 井 地 区 の 緊 急 還 難 場 所 
egomg ー コ Cmmm pai mmi ess 喪 se so ① メ ョヘ ハ テ ら 

寺 井 公 会 所 
阪 内 川 を 跨 い で 、 平 地 と 山 端の 集 落 で あ る 。 避 難 行 動 時 の 基 本 ル ー ル 

|  通 去 の 災 害 経 験 |  O リ ー ダ ー を 立 て る 。 
|  こ れ か ま で は 特 に 大 き な 被 害 は 無 か っ た 。 ー O 〇 情 報 を 収 集 す る こ と 。 

O 災 害 時 要 配 慮 者 へ 手 を 差 し 伸 べ る 。 
[  風 水 害 の 被 害 想 定 _  」 

|  ・ 吊 風 な ど の 風 水 害 では ど の 様 な 状 況 に な る と 思 わ れ る か ゃ (  別 紙 ①に 記 入 )  ー 避 難 所 運 営 時 の 基 本 ル ー ル 

O 災 害 要 配 慮 者 を 優 先 し サ ポ ー ト す る 。
[  キ 存 地 区 |  O 地 区 の す べ て の 住 民 に 気 を 配 る 。 

O 食 事 や 衛 生 面 に 気 を 付 け る 。 
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寺 井 地 区 の 避 難 先 と 避 難 時 の ル ー ル (  地 震 )  笹 川 町 寺 井 地 区 に お け る 邉 難所 等 の 位 置 
ー 一 ー ー ョ ー ペ ー 

・ 非 常 食 の 賞 味 期 限 の チ ェ ッ ク 
・ 毛 布 な ど の 在 庫 確 話
② 地 霞 発 生 直 後 の 行 動 

・ ガ ス の 元 栓 チ ェ ッ ク や 電 気 の プ レ ー カ ー を 切 り 、 そ の 他 の 火 元 確 認 
* 次 の 余 震 を 考 え 近 く の 安 全 な 場 所 へ ー 時 還 難

③ 還 難 行 動 時 

“ 避 難 の 際 に は 、 あ ら か じ め 決 め て お い た 安 全 な ル ー ト に 沿 って 、 近 隣 の 方 々  と 助 け 合 い 還 難 す る 

・ 先 ず 、 家 族 や 近 所 の 方 々  の 安 否 確 認 を す る 

“ 夜 間 の 場 合 は 慌 て ず 、 明 か り を 持 っ て 足 元 や 周 辺 の 瓦 礫 に 十 分 注 意 し 還 難 す る 

“ 道 路 の 亀 裂 や 地 滑り ・ 落 石 、 特 に 建 物 の 崩 壊 現 場 付 近 に は 十 分 注 意 す る 

笹 川 町 寺 井 地 区 の 避 難 先 と 避 難 時 の ル ー ル (  風 水害 )  大 河 内 地 区 防 災 計 画 の P DC A サ イク ル 
① 台 風 接 近 前 の 避 難 
` 迅 く て 定 全 な 癖 物 に 早 め に 遽 難 す る 作 成 目 的 大 規 模 災 害 発 生 後 ⑦② 時 間 ( ③ 日)  ま で の 地 区 の 助 け 合 い 計 画 

ー ト ーー 活 用 組 織 自 治 会 、 自 主 防 、 福 祉 会 、 消 防 分 団 、 学 校 区 等 を 活 用 

謀 謀 健 代 0 喪 道 椿 楊 0 向 向 0 000 0u 活 用 費 用 _  市 か ら の 補 助 ・ 助 成 を 確 保 し、 こ れ を 活 用 し な が ら 進 め て い く 

③ 還 難 勧 告 等 発 令 時 PDCA サ イ ク ル 
` 寺 井 公 会 所 ま た は 大 河 内 小 学 校 へ 還 難 す る 

検 証 結 果 を 次 に 反 映 地 区 防 災 計 画を 作 成 

* 寺 井 公 会 所 ま た は 大 河 内 小 学 校 へ 河 川 の 近 く を 還 け て 避 難 す る 

* 夜 間 に つ い て は 、 慌 て ず 照 明 器 具 を 携 帯 し 、 足 元 な ど に 気 を 付 け て 還 難 す る 

* 河 川 の 水 位 が 時 は 、 水 路 や 水 溜 り に は 十 分 に 気 を 付 け る 検 証 結 果 を 記 録 

“ 強 風 時 は 飛 散 物 に 十 分 気 を 付 け る 

地 区防 災 訓 練 を 実 施 



－
9

－

大 河 内 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 
大 河 内 地 区 防 災 計 画 

地 区 の助 け 合 いル ー ル 作 り 

勢 津 地 区 の 概 要 

平 成 ③ ① 年 ① 月 
勢 津 地 区 

o ド e o |  
⑨⑦ 人 ④① 世 帯 ③⑧.  ⑲% 

[  要 誠 坪 区 の 曽 健 」 ② 
* 勢 津 川 沿 い に 集 落が 点 在 し て い る 。 
* 集 落の 距 離 が 長 い 。 ( ②. ⑦km)  
* 両 側 の 山 が 急 峻 で 、土 砂 災 害 の 危 険 度 が 高 い 。 
* 橋 の 数 が 多 い 。 (  土 石 流 等 の 被 害 拡 大)  
* 他 地 区 へ の 通 り 抜 け が で き な い 。 (  山 道で 危 険 度 が 高 い )  

* 昭 和 ⑤⑦ 年 台 風①0 号 で 大 き な 被 害 が 発 生 し た 。 
* 全 て の 橋 が 流 さ れ 、 孤 立 し た 。 

|  ・ 風 小 害 や 南 海 ト ラ フ 地 震 時 に は ど の 様 な 状 況 に な る と 思 わ れ る か? (  別 紙 ① に 記 入 )  

勢 津地 区 

別 紙 ① 

被 害想 定 

* 多 く の 場 所 で 土 砂 崩 れが 発 生 す る 。 

・ 地 震 に よ り 家 屋が 倒 壊 す る 。(  大 半 が 木 造 住 宅 で 、 耐 震 基 準 を 満 た 
し て い な い )  

` 土 石 流 に よ り 家 が 倒 壊・ 流 失 する 。 

・ 堀 坂 山 周 辺 の 地 形 は 急 峻 で 表 土 が 柔 ら か い 。 ま た 昭 和 ③⑦ 年 ご ろ 植 
林 さ れ た 杉 檜 の人 工 林 が多 く 、 大 量 の 雨 水を 保 水 で き な い 。 そ の た 
め 、 山 林 表 層 が 崩 壊し 、 流 木 ・ 土 石 が 川 に 流 れ 込 む こ と に よ り 、 橋 に 
詰 ま り 大 洪 水 を 引 き 起 こ す 。 
` 橋 が 流 さ れ る と 集 落 が 孤 立 する 。 

* 水 道 の パ イ プ が 破 損し 、 断 水 とな り 、 ラ イ フ ラ イ ン に 影 響が 出 る。 

* 火 災が 発 生 する 。 

勢 津 地 区 避 難 計 画 

勢 津 地 区 の 目 標 勢 津 地 区 の 緊 急 避 難 場 所 

` 危 険 を 感 じ た ら 早 く 避 難 す る 」 大 河 内 小 学 校 
大 河 内地 区 市 民 セ ン タ ー 

還 難行 動 時 の 基 本 ル ー ル 

O 〇 土 石 流 が 予 想 さ れ る と き は 、 川 の 近 く を 通 ら な い 。 
O 〇 要 支 援 者 の 避 難 を 迅 速 に 行 う 。 
O 〇 地 鳴 り 等 を 感 じ た ら 、 山 の 近 く を 通 ら な い 。 

避 難 所 運 営 時 の 基 本 ル ー ル 
O 〇 勢 津 地 区 の 避 難 所 (  公 会 堂 、 お 寺 )  の 安 全 性 に つ い て 検 討の 余 地 あ り 。 
お 寺 集 会 所 :  土 砂 炎 害 の お そ れ が あ る 時 は 使 え な い よ う に な っ て お り 、 一 昨 年 の 
台 風 で 裏 山 が 崩 壊 し、 崩 壊 場 所 の み の 工 事 が 終 了 し て い る も の の 、 大 雨 が 降 る と 、 
薔なり危険である。また、橋を渡っての避難となるため、水ーにょっては危険度が 

ま る 。 
勢 津 公 会 堂 :  昭 和 ③0 年 代に 裏 山 が 崩 壊 し て 、 全 壊し て い る 。 そ の 後 建 替 え ら れ た 
建 物 で あ る が 、 依 然 褻 山 の 崩 落 が 心 配 で あ る 。 
住民の中には依然として自分の方がまだ安全であるとの認識が強〈、今後」 

時 難 所 を ど の 様 に 位 置 付 け し て い く か 、 大 き な 課 題 で あ る o 



－
1
0

－

勢 津 地 区 に お け る 還 難 所 等 の 位 置 

① 台 風 接 近 前 の還 難 

勢 津 地 区 の 還 難 先 と 避 難 時 の ル ー ル (  風 水 害 )  

* 親 戚や 友 人 宅 等 の 安 全 な 場 所 (  土 砂 炎 害 警 戒 区 域 に か か ら な い 場 所 )  へ 早 期 に 避 難 す る 。 
構繕膏り卿不寓由幟疇 傭ー~釉ー=紺ろ・ 

r _ 「 (  ま ` 紆 【 思 を |  用 し た 呼 び か け 、 防 災 要 員 畠 祉 

轟縄懺攫軋翼罰印轟驚 靖 

_ 口L鯱糊壇音は 土 砂 炎 宮 薇 戒 区 域 に か か って い な い 市 の 指 定 緊 急 避 難 場 所 へ 還 難 する 。 

詰 を と り 、 居 !  (  防 災 報 員 と の 遣 

鷺寶0ぉ柵翡L噛り賞L蠣薦に髄膿へ瞰ろ'  

閤 誠 P 闇 迷や か に 自 治 会 (自 主 防 災 協 譜 会)  会 長 へ 報 告 す る 。 
* 大 雨 時 に 避 難 す る 際 に は 、 一 人 で 遽 難 せ ず 、複 数 人 で 還 難 す る 。 
・ 自 治 会(  自 主 防 災 協 譜 会 )  会 長 は 地 区 住 民 の 把 握 し、 還 難 先 へ の 避 離 支 援 が 必 要 な 
者 が い な い か ど う か を 確 認 す る 。 

* 遷 難 する 際 に は 、 還 難 先 を 防 炎 要 員 等 に 連 絡 す る こ と と し 、 連 絡 を 受 け た 防 炎 姜 員 は 、 
さ 

ノ 

勢 津 地 区 の 還 難 先 と 避 難 時 の ル ー ル (  

八 規 慎 地 醒 び 

|  ④ 遷 難 所 到 着 後 l  ERRam= シ ョ ーー ーーー: = ョ ョ ョ m 団 

毎 年 ⑫ 月 に 防 災 託 練 を 富 方 し て お り 、 平 素 の 啓 菓 活 動 及 び 訓 練 が 必 要 との 認 膳 で 一 致 して お りま す 。 
今 後 も 、 自 助 ・ 共 助 の 精 神 を 各 人 が 持 て る よ う 、 地 区 自 主 防 災 会 と し て 活 動 し て 行 き ま す 。 

ト ー 

大 河 内 地 区 防 災 計 画 の P DC A サ イ ク ル 

作 成 目 的 大 規 模 災 害 発 生 後 ⑦② 時 間 ( ③ 日 )  ま で の 地 区の 助 け 合 い 計 画 

活 用 細 織 自 治 会 、 自 主 防 、 福 祉 会 、 消 防 分 団 、 学 校 区 等 を 活 用 

活 用 買 用 市 か ら の 補 助 ・ 助 成 を 確 保 し、 こ れ を 活 用し な が ら 進 め て い く 

PDCA サ イ ク ル 

検 証 結 果 を 次に 反 映 '  _  地 区 防 災 計 画 を 作 成 
改 喪 ・ 再 企 画 計 画 

(  屈 横 口 定 代 葉 機 月 

検 証 結 果 を 記 録 地 区 防 炎 訓 練 を 実 施 
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別 紙 ① 
台 風 及 び 集 中 豪 雨 に よ る 被 害 想 定 

* り り 協 壊 空 O 阪 内 川 の 氾 濫 に よ る 家 屋 へ の 浸 水 災 害 
大 河 内地区まちづ萎( …丿 響議= O 山 林の 開 発 に 伴 う 土 石 流 発 生 、 家 屋の 倒 壊 

大 河内 地 区 防 災 計 画 O 急 傾 斜 地 の 崩 壊 
地 区 の助 け 合 い ル ー ル 作 り 

平 成 ③ ① 年 ① 月 
大 河 内 町 

大 河 内 町 の 概 要 大 河 内 町 還 難 計 画 

囁 大 河 内 町 の 目 標 大 河 内 町 の 緊 急 避 難 場 所
[  大 河 内 町 の 特 徴 」 に r r  ` 災 害 に 強 い ま ち づ く り 」 大 河内 小 学 校 

大 河 内 地 区 市 民 セ ン タ ー 
O 〇 脇 谷 、 根 木 、 茶 屋 、 広 阪 の ④ 地 区 で 成 り 立 つ 

E 紺 O 〇 国 道 の 西 側 は 、 山 林 開 発 中 で あ る 避 難行 動 時 の 基 本 ル ー ル 

O 〇 O 最 新 の 情 報 収 集 
O 〇 O 早 め の 選 難 : F で 台 号 に に 朋 i  、 ョ 夏 睦 

O 〇 直 近 で は 昭 和 ⑤⑦ 年 台 風 ①0 号 に よ る 家 屋 崩 壊 、 床 上 ・ 床 下 浸 水 O 〇 携 行 品 は 必 要 最 小 限 

避 難 所 運 営 時 の 基 本 ル ー ル 

O 〇 周 囲 の 人 へ の 心 配り を し よ う 
〇 避 難 所 内 で の ル ー ル を 守 ろ う 
O 〇 健 康 管 理 に 努 め 
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大 
① 台 風 接 近 前 の 避 難 
O 正 確 な 気 象 情 報 を 収 集し 、安 全 な 場 所 へ 早 期 に 遷 離 

大 河 内 町 に お け る 邉 難 所 等 の 位 置 

河 内 町 の 還 難 先 と 還 難 時 の ル ー ル (  風 水 害 )  

② 台 風 接 近 直 前 の 遷 難 i  一 向 

O 〇 最 新 の 気 象 情 報 に 注 意 し 、 身 の 周 り の 環 境 の 変 化 に も 注 意 し な が ら 緊 急 避 難 場 所 へ 避 難 
〇 O 緊 急 速 報 メ ー ル (  エリ ア メ ー ル ) に 従 い 、 緊 憩 避 難 場 所 へ 還 難 

③ 避 難 勧 告 等 発 令 時 i mmーーーー ョ 

O 直 ち に 緊 怠 邂 難 場 所 に 避 難 す る 

④ 阪 内 川 増 水 時 ー 梨 誌 _  
O 滲 水 の お そ れ の 無 い 場 所 へ 早 期 に 選 離 

遷 離 時 の 
番 意 点 

O 〇 選 難 す る 際 に は 、 邉 難 先 を 隣 近 所 等 に 遮 絡 す る こ と と し 、 連 絡 を 受 け た 住 民 は 、 
速 や か に 自 治 弟 (  自 主 防 炎 協 體 会 )  会 長 へ 報 告 

O 大 雨 時 に 避 難 す る 際 に は 、 一 人 で 還 難 せ ず 、複 数 人 で 避 難 
O 〇 自 治 金 (  自 主 防 災 協 譜 会 )  鈍 長 は 地 区 住 民 の 避 難 先 を 把 撒 し 、 還 難 先 へ の 避 難 支 援 

が 必 要 な 者 が い な いか ど う か を 確 誤 

大 河 内 町 の 還 難 先 と 避 難 時 の ル ー ル (  地 震 )  
① 平 時 の 確 認 事 項 

O 〇 O 机 な ど の 下 に も ぐ り 、 倒 れ て く る 寧 具 や 蕪 下 物に 注 意 する 
O ド F ア や 恒 を 關 け て 逃 げ 道 を 確 保 する 
〇 O ラ ジ オ 及 び テ レ ビ で 最 断 情 報 を 入 手 す る 

③ 還 離 行 動時 誠 団i mーー _  ーーー ョ ョ a 
O 家 族 及 び 隣 近 所 の 安 全 を 確 脳 す る 
O 出 火 が あ れ ば 初 期 の 浩 化 を 行 う 

④ 避 難 所 到 着 後 l i i sasー.  _  一一 - ョ 圃 
O 町 内 住 民 の 安 全 を 確 認 す る |  

O 遵 難 す る 際 に は 、 選 難 先 を 隙 近 所 等 に 遮 絡 す る こ と と し 、 遡 絡 を 受 け た 住 民 は 、 
閘 学 閻 途 や かに 自 治 会 (  自 主 防 災 協 譚 会)  会 長 へ 報 告 
ピ デ ザ ① 談 大 RI R に 想 雌 す る 際 に は 、 一 人 で 遷 離 せ ず 、 後 数 人 で 進 鰐 

O 自 治 会(  自 主 防 炎 協 識 会)  鈍 長 は 地 区 住 民 の 選 雌 先 を 把 握 し 、 遷 離 先 へ の 週 鮮 支 援 
が 必 要 な 者 が い な い か ど うか を 確 認 

大 河 内 町 防 炎 計 画 の P DC A サ イ ク ル 

作 成目 的 大 規 模 災 害 発 生 後 ⑦② 時 間 ( ③ 日 )  ま で の 地 区の 助 け 合 い計 画 

活 用 細 織 自 治 会 、 自 主 防 、 福 祉 会 、 消 防 分 団 、 学 校 区 等 を 活 用 

活 用 買 用 市 か ら の 補 助 ・ 助 成 を 確 保 し、 こ れ を 活 用し な が ら 進 め て い く 

PDCA サ イ ク ル 

検 証 結 果 を 次に 反 映 F ュ n 羞 地 区 防 災 計 画 を 作 成 
改 葉 ・ 再 企 画 計 画 _

(  昌 息 口 水 代 葉 桓 月 )

検 証 結 果 を 記 録 sabs 道 _  地 区 防 災 訓 練 を 実 施
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誌 誌 0 着 0 着 ⑪ 初 紙 ① 
被 害 想 定 

大 河 内 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 、 家 屋 の 価 壊 

大 河 内 地 区 防 災 計 画 ②、 土 砂 崩 れ 
~地区の助け合いル一ル作り~ ③、 土 砂 流 入 に よ る 河 川 の 氾 濫 

④、 道 路 の 寸 断 

⑤、 イ ン フ ラ の 喪 失 

平 成 ③① 年 ① 月 ら 、 然 
辻 原 地 区 ⑦、 上 記 の 災 害 に よ る 人 的 被 害 

辻 原 地 区 の 概 要 辻 原 地 区 避 難 計画 

圏 M 卵 睦 進 E 辻 原 地 区 の 目 標 辻 原 地 区 の 緊 急 避 難 場 所 
②③⑧ 人 ①0② 世 帯 ④④・①⑨% Ei EEZr③ ー て awomz ィ nnueo 

河 内 ‡ セ ン タ ー 
辻 原 地 区 内 は 国 道 ⑯⑥ 号 線 、 県 道 松 阪 青 山 線 が 通 っ て い る 。 ま た 東 西 に 阪 内 川 が 流 れ 、 阪 内 川 を 挟 んで 南 北 喜璽集 萱嘉市民 タ 
に 住 居 が 点 在 す る 山 間 (  や ま あ い )  の 狭 い 地 区 で あ り 、 津 波 以 外 の 全 て の 災 害 が 想 定 さ れ る 。 / 会 P 
最 近 の 事 例 で は 平 成 ②⑨ 年 ①0 月 の 台 風②① 号 に よ る 土 砂 災 害 で 国 道 ⑯⑥ 号 線 が 寸 断 さ れ 、 他 地 域 に も 大 き な 影 還 難 行 動 時 の 基 本 ル ー ル 
響 を 及 ぼ す 地 区 で あ る 。 

O 正 確 な 情 報 収 集 
[  通 大 の 交 曹 経 験 |  O 闔 近 所 の 人 と の 逢 策 )  

ー O 〇 早 め の 遷 難 (  一 人 で は 行 動 し な い )  
し 向 a⑤⑦ 年 和馬 ①0⑧ _  O 〇 非 常 持 出 袋 を 携 帯 す る 。 

|  ・ 合 風 や 南 海ト ラ フ 地 震 時 に は ど の 様 な 状 況 に な る と 思 わ れ る か ? (  別紙 ① に 記 入 )  ー 避 難所 運 営 時 の 基 本 ル ー ル 

O 〇 運 営 協 議 会 の 設 置 
辻 原 町 O 〇 避 難 者 に 守 っ て も ら い た い ル ー ル の 説 明 

O 〇 災 害 時 要 配 慮 者 へ 配 慮 し た 運 営 を 心 が け る 
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糞賽疇纂囁糊蠣ー〟ー蠍厭ー魄ろ・ (  謙 報 、 避 難 情 報 に 関 わら ず )  

② 台 風 接 近 直 前 の 週 難 國 國 談 mmm 一 - 圃 援 謀 

正 確 な 情 報 収 集 に 努 め、 早 めの 邂 難 搭 備 と 近 所 の 人 た ち と の 連 絡 を 取 り 合 う。 

③ 避 難 勢 告 等 発 令 時 m 浩 
正 確 な 情 報 収 集 に 努 め 、 避 離 で き る か ど う か 早 期 に 決 断 し 、 で き な い 場 吊は 近 く の よ り 安 全 な 場 所 に 避 難 
す る 。 速 や か に 自 治 会 役 員 、 ま た は 自 主 防 災 組 織 役 員 に 遮 絡 す る 。 

④ 阪 内 川 増 水 時 ー 唇 _  
氾 濫 し た 場 合 は 漫 水 、 ま た は 道 路 の 寸 断 の お そ れ が あ り 無 理 に 遷 難 せ ず ② 階 で 待 機 す る 。 

一 人 で 行 動 し な い 。 
ラ ジ オ 、 通 悟 機 嘆 を 擁 帯 し 情 報を 収 集 す る 。 
家 か ら の 持 出 品 は 最 小 限 に す る 。 
長 結 は 履 か な い 。 

自 助 によ る 備 え の 確 脳 遷 難 経 路 の 確 認 遡 絡 を 取 り 合 う 方 法 の 確 謗 常 時 持 出 品 の 確 認 

② 地 霊 発 生 直 策 の 行 勝 

①、 ガ ス 栓 、 電 気 プ レ ー カ ー の 遮 断 ④、 要 配 盧 者 の 安 全 確 認 及 び 共 助 に よ る 敢 出 
②、 家 族 の 安 全 確 膜 ⑤、 正 確 な 情 報 収 集 ( SNS を 活 用 す る )  
③、 隣 近 所 の 安 全 確 謝 

③ 遷 離 行 動 時 
余 震 に 気 を 付 ⑧ さ 

要 で あ り 、 ょり翼瑚攪酬帥 簾鸞賞鱒出震棚轟.  

|  ④ 還 離 所 到 着 後 |  ー 和 副 誌 誌 圃 m 

|  ー 一 次 邉 難 所 の 安 全 徳 認 ダ メ な 場 合 は 二 次 選 難 所 に 向 か う 。 還 難 所 逼 喪 体 制 に 積 極 的 に 参 加 す る 。 

一 人で は 行 動 しな い 。 
私 有 車 で は き る だ け 移 動 し な い 。 淺 滞 の 原 因 に な る 。 

て 

作 成目 的 大 規 模 災 害 発 生 後 ⑦② 時 間 ( ③ 日 )  ま で の 地 区の 助 け 合 い計 画 

活 用 細 織 自 治 会 、 自 主 防 、 福 祉 会 、 消 防 分 団 、 学 校 区 等 を 活 用 

活 用 贄 用 市 か ら の 補 助 ・ 助 成 を 確 保 し、 こ れ を 活 用 し な が ら 進 め て い く 

PDCA サ イ ク ル 

検 証 結 果 を 次 に 反 映 地 区 防 災 計 画 を 作 成 

検 証 結 果 を 記 録 地 区 防 災 訓 練 を 実 施 
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別 紙 ① 
南 海 ト ラ フ 地 震 に よ る 被 害 想 定 

矩 り り 協 壊 空 O 古 い 家 の 倒 壊 

ケ ン 大 決内 逢 区 防 炎 計 画 、 O ェ m れ に よ る 連 畜 の r  
へ 地 区 の 助 け 合 い ル ー ル 作 り ー O 高 連 道 路 の 機 梁 の 倒 基 

平 成 ③ ① 年 ① 月 
矢 津 地 区 

矢 津 地 区 の 概 要 矢 津 地 区 還 難 計 

e 
|  ③0② 人 |  ⑫③ 世 帯|  

計 画 

矢 津 地 区 の 目 標 矢 津 地 区 の 緊 急 避 難 場 所 
[  矢 津 地 区 の 特 徴 」 し ョ ョ つ ッ ー | ` 迅 速 ・ 適 切 な 支 持と 行 動 」 大 河 内 小 学 校 

津 六 会 商 
O 〇 高 齢 者 の 家 庭 や 一 人 暮 ら し の 家 庭 が 多 い 矢 津 公 会 堂 
O 〇 手 入 れ の さ れ て い な い 山 林 が 多 い 
O 耕 作 放 棄 地 も 多 く な り シ カ * イ ノ シ シ ・ サ ル が 出 没 し て い る 
O 〇 地 区 内 で の 交 流が 少 な く な っ て き て い る 邂 難 行 動 時 の 基 本 ル ー ル 
〇 メ イ ン 道 路 が 一 本 し か な く 通 勤 通 学 時 の 事 故 が 心 配
O 〇 傾 斜 地 の た め 家 屋 や 田 畑 に 石 積 みが 多 い 

O 火 元 の 確 認 
O 〇 近 隣 へ の 声 か け 

〇 昭 和 ⑤⑦ 年 台 風①0 号 に よ り 矢 津 川が 氾 濫 し中 矢 津 の 寺 ⑦ の 庫 裡が 全 壊 し た O 〇 指 導 者 の 指 示 に 従 う 

避 難 所 運 営 時 の 基 本 ル ー ル 

O 〇 通 路 ・ ト イ レ の 確 保 
O 〇 平 等な 扱 い と 弱 者 優 先 
O 〇 指 導 者 の 指 示 を 守 る 



－
1
6

－

矢 津 地 区 に お け る 還 難 所 等 の 位 置 

① 台 風 接 近 前 の 還 難 
O 持 出 物 の 用 意 
O 〇 一 人 暮 ら し の 老 人 等 に 声 を か け ョ 

② 台 風 接 近 直 前 の 還 難 ー 

O 自 力 で の 移 動が 困 難 な 高 齢 者 を 送 る 
O 〇 O 自 宅 の 方 が 安 全 な 時 は 外 に 出 ない 
O 川(  矢 津 川 等 )  に は 近 づ か な い 

③ 避 難 勧 告 等 発 令 時 閲 誌 m 一 l  
O 独 居 老 人 に 声 を か け る 
O 〇 自 宅 が 安 全 と 考 え た 時 は 外 に 出 な い 

ー 一 
④ 矢 津 川 増 水 時 
O 〇 絶 対 に 近 づ かな い 

お ヨ 手 よ の 闇 O 〇 自 分 の 居 場 所 を 家 族 や 隣 人 に 知 ら せ る 
O 〇 独 居 老 人 の 安 否 を 確 認 す る 

矢 津 地 区 の 還 難 先 と 避 難 時 のル ー ル (  地 霞 )  

O 危 険 箇 所 の 確 認 
O 〇 選 難 ル ー ト の 確 認 
O 〇 要 支 援 者 と 救 助 者 の 確 認 

② 地 震 発 生 直 後 の 行 動 ー ョ 

O 倒 壊 家 屋 や 道 路 の 寸 断 な ど の 状 況 を 把 握 す る 
O 〇 周 囲 の 安 全 確 保 

③ 還 難 行 動 時 
O 〇 助 け 合 い の 精 神で 行 動 
O 安 全 確 認 

④ 避 難 所 到 着 後 閲 託 m 一 浩 

ワ ー 一 一 

O 〇 ル ー ル を 守 る 
〇 リ ー ダ ー の 指 示 に 従 う 

大 河 内 地 区 防 災 計 画 の P DC A サ イ ク ル 

作 成目 的 大 規 模 災 害 発 生 後 ⑦② 時 間 ( ③ 日 )  ま で の 地 区 の 助 け 合 い 計 画 

活 用 組 織 自 治 会 、 自 主 防 、 福 祉 会 、 消 防 分 団 、 学 校 区 等を 活 用 

活 用 費 用 市 か ら の 補 助 ・ 助 成 を 確 保 し、 こ れ を 活 用 し な が ら 進 め て い く 

PDCA サ イ ク ル 

検 証 結 果 を 次 に 反 映 地 区 防 災 計 画 を 作 成 

検 証 結 果 を 記 録 地 区防 災 訓 練 を 実 施



 

 
 
 
 

西黒部地区防災計画 

～地震･津波避難編～ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

平成３1 年２月 

西黒部まちづくり協議会 
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~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 1 ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

序章 
計画策定に至った背景 

平成 29 年度に、松阪市津波避難対策基本方針が策定され、五主町、高須町、松名瀬

町（それぞれ一部）が津波避難困難地域として抽出されました。 

平成 30 年度には、『松阪市津波避難計画』を市が作成し、西黒部地区では『地区津

波避難計画』の作成を目的として、様々なワークショップなどを実施してきました。 

ワークショップでは、自助の重要性等を再確認し、避難経路を考え、課題抽出などを

行い、地区内の住民が全員無事に避難できるよう検討し、その成果として平成 31 年 2

月に『西黒部地区防災計画～地震・津波避難編～』を作成しました。 

 

 

１ 計画の対象地区の範囲 
計画の対象地区は松阪市のうち、「高須町」「西黒部町」「松名瀬町」からなる西黒部

地区です。 

 

図 対象地区の範囲 

 

  

西 黒 部 地 区 防 災 計 画  

 

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 2 ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

２ 活動目標 
活動目標は以下のとおりです。 

 

 

 

⇒西黒部地区防災計画の概要版を各戸に配布するとともに、住民への理解を求める

呼びかけを行います。 

 

 

 

⇒災害発生前の対策として、個人・家族ですること、西黒部地区ですることを確実

に実施します。 

  

住民の防災意識向上 

地震・津波の発生に備えた実行動の実施 
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ー 地 霊 ・ 津 波 邉 難 鍋 ー 

序 章 

計 画 策 定 に 至 っ た 背 景 

平 成 ②⑨ 年 度 に 、 松 阪 市 津 波 避 難 対 策 基 本 方 針 が 策 定 さ れ 、 五 主 町 、 高 須 町、 松 名 瀬 

町 〈 で そ れ ぞ れ 一 部 )  が 津 波 避 難 困 難 地 域 と し て 抽 出 さ れ ま し た 。 

平 成 ③0 年 度 に は 、『 松 阪 市 津 波 避 難 計 画 』 を 市 が 作 成 し 、 西 黒 部 地 区 で は 『 地 区 津 

波 避 難 計 画 』 の 作 成 を 目 的 と し て 、 様 反 な ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど を 実 施 し て き ま し た 。 

ワ ー ク シ ョ ッ プ で は 、 自 助 の 重 要 性 等 を 再 確 認 し 、 還 難 経 路 を 考 え、 課 題 抽 出 な ど を 

行 い 、 地 区 内 の 住 民 が 全 員 無 事 に 還 難 で き る よ う 検 討 し、 そ の 成 果 と し て 平 成 ③① 年 ② 

月 に 『 西 黒 部 地 区 防 災 計 画 へ 地 震 ・ 津 波 避 難 編 へ 』 を 作 成 し ま し た 。 

① 計 画の 対 象 地 区 の 範 囲 

計 画 の 対 象 地 区 は 松 阪 市 の う ち 、̀  高 須 町 」` 西 黒 部 町 」` 松 名瀬 町 」 か ら な る 西 黒 部 

地 区 です 。 

図 対 象 地 区 の 範 囲 

/ _ ど汽 丿_ ・"丿 巳叩 ④00 ⑧00 ①. ②00 ] `燭需 

几 倒 N 
mgi mi i t e 区 畑 〈 

町 暗 

西 墨 都 地 区 防 災 計 画 

② 活 動 目 標 

活 動 目 標 は 以 下 の と お りで す 。 

羊 住 民 の 防 災 意 識 向上 

う 西 黒 部 地 区 防 災 計 画 の 概 要 版 を 各 戸 に 配 布 す る と と も に 、 住 民 へ の 理 解 を 求 め る 

呼 び か け を 行 い ま す 。 

羊 地 震 ・ 津 波の 発 生に 備 え た 実 行 動 の 実 施 

う 災 害 発 生 前 の 対 策 と し て 、 個 人 ・ 家族ですること" 西 黒 部 地 区 で す る こと を 確 実 

に 実 施 し ま す 。 



～ 地 震 ･津 波 避難 編 ～  

 

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 3 ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

３ 地区の特性 
3-1. ⻄⿊部地区の地理 

西黒部地区は松阪市の東部に位置し、１級河川の櫛田川下流の両岸に位置し、北は伊

勢湾に面し、南は国道 23 号線が通り、西には 2 級河川の金剛川が流れています。 

田畑に囲まれ、河口には日本でも有数の干潟があり、はまぼう群生地などの自然があ

ります。松名瀬町には、松阪市唯一の海水浴場があり、潮干狩りも盛んで、県内はもち

ろん、他県からも多くの人が訪れる観光地として知られています。 

 

3-2. ⻄⿊部地区の⼈⼝ 

平成 30 年 1 月現在の人口は以下のとおりです。 

 

 人口 世帯数 
内 75～

79 歳 

内 80～

84 歳 

内 85～

89 歳 

内 90～

94 歳 

内 95～

99 歳 

100 歳

以上 

高須町 625  243  40  27  28  14  8  0  

西黒部町 977  383  62  55  36  25  4  1  

松名瀬町 545  226  30  33  25  7  1  0  

合計 2,147  852  132  115  89  46  13  1  
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~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 4 ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

４ 地区の災害履歴及び想定される災害 
4-1. ⻄⿊部地区の災害履歴 

昭和 34 年 伊勢湾台風（9 月 26 日～27 日） 

 ９月 21 日にマリアナ諸島の東海上で発生した台風第 15 号は、中心気圧が１日に

91hPa 下がるなど猛烈に発達し、非常に広い暴風域を伴った。 最盛期を過ぎた後も

あまり衰えることなく北上し、26 日 18 時頃和歌山県潮岬の西に上陸した。   

上陸後６時間余りで本州を縦断、富山市の東から日本海に進み、北陸、東北地方の

日本海沿いを北上し、東北地方北部を通って太平洋側に出た。 

旧松阪市内の被害状況（松阪市史より） 

人的被害 死者 3 人、重傷者 5 人、軽症者 21 人 

建物被害 全壊 163 戸、流出 6 戸、半壊 283 戸、 

床上浸水 769 戸、床下浸水 1,958 戸 

 

昭和 57 年 台風第 10 号と前線（8 月 1 日～3 日） 

 志摩半島の先端をかすめ、渥美半島西部に上陸。中部地方に大雨が降り、名松線の

全線が土砂崩れのため不通となり、嬉野小原で民家 4 棟が土砂で押しつぶされた。そ

のあと南岸の前線と 9 号台風崩れの低気圧で再び大雨となり、南勢地方で住宅の浸

水が相次ぎ、自衛隊の派遣要請をおこない、災害救助法も適用されました。 

松阪市内の被害状況（松阪市地域防災計画より） 

人的被害 死者 19 人、行方不明者 2 人、重傷者 8 人 

建物被害 全壊 38 戸、半壊 42 戸、浸水 3,965 戸 

 

平成 29 年 台風第 21 号（10 月 21 日） 

 非常に強い台風第 21 号は、21 日から 22 日にかけて日本の南を北上し、23 日

3 時頃、超大型・強い勢力で静岡県御前崎市付近に上陸しました。台風はその後、広

い暴風域を伴ったまま北東に進み、23 日 15 時に北海道の東で温帯低気圧となりま

したが、台風を取り巻く発達した雨雲や本州付近に停滞した前線の影響により、西日

本から東日本、東北地方の広い範囲で記録的な大雨となりました。 

 三重河川国道事務所が設置している、櫛田川水系豊原雨量観測所では総雨量 485

㎜（時間最大 50 ㎜/h）が観測され、櫛田川水系佐奈川では計画高水位を超過しまし

た。 

西黒部地区においては、各地で道路冠水や家屋の浸水被害が発生しました。 

住家被害 床上浸水 17 戸、床下浸水 14 戸（松阪市災害対策本部発表資料より） 
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③ 地 区 の 特 性 ④ 地 区の 災 害 履 歴 及 び 想 定 さ れ る 災 害 
③-①.  酉 黒 部 地 区 の 地 理 ④-①.  酉 黒 部 地 区 の 災 害 履 歴 

西 黒部 地 区 は 松 阪 市 の 東 部に 位 置 し 、① 級 河 川 の 櫛 田 川 下 流 の 両 岸 に 位 置 し 、 北 は 伊 昭 和 ③④ 年 伊 勢 港 台 風 〈⑨ 月 ②⑥ 日 へ ② て ⑦ 日 )  

勢 湾 に 面 し 、 南 は 国 道 ②③ 号 線 が 通 り、 西 には ② 級 河 川 の 金 剛 川 が 流 れ て い ま す 。 ⑨ 月 ②① 日 に マ リ ア ナ 諸 島 の 東 海 上 で 発 生 し た 台 風 第 ⑮ 号 は 、 中 心 気 圧 が ① 日 に 

田 畑 に 囲 ま れ 、 河 口 に は 曰 本 で も 有 数 の 干 潟 が あ り 、 は ま ぼ う 群 生 地 な ど の 自 然 が あ ⑨①hPa 下 が る な ど 猛 烈 に 発 達 し 、 非 常に 広 い 暴 風 域 を 伴 っ た 。 最 盛 期 を 過 ぎ た 後 も 

り ま す 。 松 名 瀬 町 に は 、 松 阪 市 唯 一 の 海 水 浴 場 が あ り 、 潮 十 狩 り も 盛 ん で 、 県 内 は も ち あ ま の 衰 える こ と な く 北 上し 、②⑥ 日 ①⑧ 時 頃 和 歌山 県 潮 岬 の 西 に 上 陸 し た 。

ろ ん 、 他 県 か ら も 多 くの 人 が 訪 れ る 観 光 地 と し て 知 ら れ て い ま す 。 上 陸 後 ⑥ 時 間 余 り で 本 州 を 縦 断 、 富 山 市 の 東 か ら 日 本 海に 進 み 、 北 陸 、 東 北 地 方 の 

日 本 海 沿 い を 北 上 し 、 東 北 地 方 北 部 を 通 っ て 太 平 洋 側 に 出 た 。 

③-②.  酉 黒 部 地 区 の 人 口 旧 松 阪 市 内 の 被 害 状 況 (  松 阪 市 史 よ り )  

人 的 被 害 死 者 ③ 人 、 重 傷 者 ⑤人 、 軽 症 者 ②① 人 

建 物 被 害 全 壊 ⑯③ 戸 、 流 出 ⑥ 戸 、 半 壊 ②⑧③ 戸 、 

床 上 浸 水 ⑦⑥⑨ 戸 、 床 下 浸 水 ⑲⑤⑧ 戸 

平 成 ③0 年 ① 月 現 在 の 人 口 は 以 下 の と お り で す 。 

人 団 世 常 数 内 ⑦⑤ へ |  内 ⑧0~ |  内 ⑧⑤ へ |  内 ⑨0~ |  内 ⑨⑤~ |  ①00 歳 

⑨ 歳 |  ⑧④ 歳 |  ⑧⑨ 歳 |  ⑨④ 歳 |  ⑨⑨ 歴 |  以 ド 昭 和 ⑤⑦ 年 台 風 第①0 号 と 前 線 〈⑧ 月 ① 日 へ ③ 白 
き ②m |  ⑥②⑤ |  ②④③ |  ④0|  ②⑦ |  ②⑧|  ⑭ ⑧ ⑨ 志 摩 半 島 の 先 端 を か す め 、 淘 美 半 島 西 部 に 上 陸 。 中 部 地 方 に 大 雨 が 降 り 、名 松 線 の 
gWam |  ⑨⑦⑦ |  ③⑧③ |  _ ⑥②|  S⑤⑤|  ③⑥|  ②⑤ ④ ① 全 線 が土 砂 崩 れ の た め 不 通 と な り 、 嬉 野 小 原 で 民 家 ④ 棟 が 土 砂で 押 し つ ぶ さ れ た 。 そ 
を る 津 |  ⑤④⑤ |  ②②⑥ |  ③0|  ③③ |  ②⑤ ィ ① ⑨ の あ と 南 岸 の 前 線 と ⑨ 号 台 風 崩 れ の 低 気 圧 で 再 び 大 雨 と な り 、 南 勢 地 方 で 住 宅 の 浸 
蜀 |  ②①④⑦ |  ⑧⑤② |  ①③②|  ⑪⑤|  ⑧ae |  ④⑥|  ①③ ① 水 が 相 次 ぎ 、 自 衛 隊 の派 遣 要 請 な お こ な い 、災 害 敢 助 法 も 適 用 さ れ ま し た 。 

松 阪 市 内 の 被 害 志 況 (  松 阪 市 地 域 防 災 計 画 よ り う 

人 的 被 害 死 者 ⑲ 人 、 行 方 不 明 者 ②人 、 重 傷 者 ⑧ 人 

建 物 被 害 全 壊 ③⑧ 戸 、 半 壊 ④② 戸 、 浸 水 ③⑨⑥⑤ 戸 

平 成 ②⑨ 年 台 風 第 ②① 号 〈①0 月 ②① 日 う )  

非 常 に 強 い 台 風 第 ②① 号 は 、②①日 か ら ②② 日 に か け て 日 本 の 南 を 北 上 し、②③ 日 

③ 時 頃 、 超 大 型 ・ 強 い 勢 力 で 静 岡 県 御 前 崎 市 付 近 に 上 陸 し ま し た 。 台 風 は そ の 後 、 広 

い 暴 風 域 を 伴 っ た ま ま 北 東 に 進 み 、②③ 日 ⑮ 時 に 北 海 道 の 東 で 温 帯 低 気 圧 と な り ま 

し た が 、 台 風 を 取 り 巻 く 発 達 し た 雨 雲 や 本 州 付 近 に 停 滞 し た 前 線 の 影 響 に よ り 、 西 日 

本 か ら 東 日 本 、 東 北 地 方 の 広 い 範 囲 で 記 録 的 な 大 雨 と な り ま し た 。 

三 重 河 川 国 道 事 務 所 が 設 置 し て い る 、 櫛 田 川 水 系 豊 原 雨 量 観 測 所 で は 総 雨 量 ④⑧⑤ 

` 叩 (  時 間 最 大 ⑤O mm/h)  が 観 測 さ れ 、 櫛 田 川 水 系 佐 奈 川 で は 計 画 高 水 位 を 超 過 し ま し 

た 。 

西 黒 部 地 区 に お い て は 、 各 地で 道 路 冠 水 や 家 屋の 浸 水 被 害 が 発 生 し ま し た 。 

住 家 被 害 床 上 浸 水 ⑰ 戸 、 床 下 浸 水 ⑭ 戸 (  松 阪 市 災 害 対 策 本 部 発 表 資 料 よ り う 
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4-2. 想定される災害 

南海トラフでは、過去 100 年から 150 年の間隔で巨大地震が発生しており、今後

もその発生が予測されていることから、南海トラフ地震を想定します。 

 

津波浸水予測図 

南海トラフの理論上最大クラスの

地震を想定した場合にどの範囲まで

浸水するかを、示した図です。 

浸水の深さに応じて色分けしてあ

ります。 

西黒部地区においては、２～５ｍ

の最大浸水深が想定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波浸水深 30ｃｍ到達予測時間分布図 

南海トラフの理論上最大クラスの

地震を想定した場合に、避難行動を取

れなくなる一つの目安とされている

「浸水深 30ｃｍ」に、どの場所がど

のくらいの時間で達するかを、その時

間に応じて色分けした図です。 

西黒部地区においては、概ね 40～

60 分の想定がされています。 

「いつまでに、どの方向に避難しな

ければいけないか」を判断するための

ものです。 

 

 

 
（引用：三重県地震被害想定調査結果（平成 26 年 3 月）） 

（引用：三重県地震被害想定調査結果（平成 26 年 3 月）） 

西 黒 部 地 区 防 災 計 画  
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５ 平常時の活動 
5-1. 個⼈・家族ですること 

 

 

⇒西黒部地区では、震度 6 強～7 が想定されています。 

液状化の危険性も極めて高いです。 

津波は、最大津波高 3.8ｍ。最大浸水深 2～5ｍです。 

 

 

 

 

⇒自宅の耐震化をしましょう。また、家具の転倒防止も実施しましょう。 

家や家具に潰されるだけでなく、避難経路が通れなくなるかもしれません。 

 

 

 

 

⇒家庭備蓄も重要ですが、先ずは非常持ち出し袋を準備し、避難の備えをしましょ

う。 

また、家族構成にあった持ち出し品を準備しましょう。 

（例）：赤ちゃん     ・・・粉ミルクやオムツ 

薬を常用している人・・・お薬手帳のコピーや予備の薬など 

 

 

 

 

⇒災害時の連絡手段や避難場所、避難経路などを話し合っておきましょう。 

（例）：連絡手段として災害用伝言ダイヤル『171』の利用 

遠くの親戚に伝言板になってもらう 

 

 

 

 

⇒顔の見えるお付き合いを日頃よりしておきましょう。 

 

  

南海トラフ地震を知る 

住宅やブロック塀の耐震化、家具の転倒防止 

非常持ち出し袋を家族人数分準備 

家族防災会議をする 

近所付き合い 

－
2
0

－

ー 地 霊 ・ 津 波 邉 難 鍋 ー 西 墨 部 地 区 防 災 計 画 

④-②.  想 定 さ れ る 災 害 

南 海 ト ラ フ で は 、 過 去 ①00 年 か ら ⑮0 年 の 間 隔 で 巨 大 地 震 が 発 生 し て お り 、 今 後 

も そ の 発 生 が 予 測 さ れ て い る こ と か ら 、 南 海 ト ラ フ 地 震を 想 定 し ま す 。 

津 波 浸 水 予 測 図 
南 海 ト ラ フ の 理 論 上 最 大 ク ラ ス の 

地 震 を想 定 し た 場 合 に ど の 範 囲ま で 
浸 水 する か を 、 示 した 図で す 。 り 
浸 水の 深 さ に 応 じ て 色 分 け し て あ 識 

り ま す 。 '  
西 黒 部 地 区 に お い て は 、②⑤m 

の 最 大 浸 水 深 が 想 定 さ れ て い ま す 。

h 

(  引 用:  三 重 県 地 震 被 害 想 定 調 査 結 果 (  平 成 ②⑥ 年 ③ 月 う )  

津 波 浸 水 深 ③0 c m 到 道 予 測 時 間 分 布図 
南 海 ト ラ フ の 理 論 上 最 大 ク ラ ス の 

地 震 な想 定 し た 場 合 に 、避 難 行 動 を 取 
れ な く な る ー つ の 目 安と さ れ て い る 曖 
` 浸 水 深 ③0cm」 に 、 ど の 場 所 がど 
の く ら い の 時 間 で 達 す る かを 、 そ の 時 ョ 
間 に 応 じ て 色 分 け し た 図 で す 。 .  
西 黒部 地 区 に お い ては 、 概 ね ④0 ョ 

⑥0 分 の 想 定 が さ れ て い ま す 。 
` い つ ま で に 、ど の 方 向 に 避 難し な 

け れ ば い け な い か 」を 粘 断 す る た め の 
も の で す 。 

r  ト ot  コ てTe e お ② 返 ら s 

(  弓 :  三 重 県 地 震 被 害 想 定 調 査 結 果 (  平 成 ②⑥ 年 ③ 月 う)

⑤ 平 常 時 の 活 動 

⑤-①.  個 人 ・ 家 族 で す る こ と 

羊 南 海 ト ラ フ 地 震を 知る 

尋西黒部地区では、 震 度 ⑥ 強 へ ⑦ が 想 定 さ れ て い ま す 。 

液 状 化 の 危 険 性 も 極 め て 高 い で す 。 

津 波は、 最 大 津 波 高 ③. ⑧m。 最 大 浸 水 深 ② へ ⑤m で す 。 

芋 住 宅 や ブ ロ ッ ク 塀 の 耐 震 化 、 家 具 の 転 倒 防 止 

っ 自 宅 の 耐 震 化 を し ま し ょ う 。ま た 、 家 具 の 転 倒 防 止 も 実 施 し ま し ょ う 。 

家 や 家 具 に 潰 さ れ る だ け で な く 、 避 難 経 路 が 通 れ な く な る か も し れ ま せ ん 。 

羊 非 常 持 ち 出 し 袋 を 家 族 人 数 分 準 備

っ 家 庭 備 葵 も 重 要 で す が 、先ずは非常持ち田し袋を準備し、 避 難 の 備 え を しま し ょ 

う 。 

ま た 、 家 族 構 成 に あ っ ただ 持 ち 出 し 品 を 準 備 し ま し ょ う 。 

(  例 )  :  赤 ち る ん ・ * * 粉 ミ ル ク や オ ム ツ 

薬 を 常 用 し て い る 人 ・・・お 薙 手 帳 の コ ピ ー や 予 備 の 薙 な ど 

芋 家 族防 災 会 議 を す る 

う 災 害 時 の 連 絡 手 段 や 避 難 場 所 、 避 難 経 路 な ど を 話 し 合 っ て お き ま し ょ う 。 

(  例 )  : 連 絡 手 段 と し て 災 害 用 伝 言 ダ イ ヤ ル 『①⑦①』 の 利 用 

遠 く の 親 戚 に 伝 言 板 に な っ て も ら う 

近 所 付 き 合 い 

う 顔 の 見 え る お 付 き 合 い を 日 頃 よ り し て おき ま し ょ う 。 
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5-2. ⻄⿊部地区ですること 

 

 

⇒西黒部地区が抱える自然災害のリスクを住民に知ってもらいます。 

 

 

 

 

⇒災害発生時の危険箇所などをチェックし、避難経路を見直します。 

 

 

 

 

 

⇒避難経路、避難先、避難にかかる時間を再確認します。 

 さらに、避難行動要支援者への対応を考え、訓練を実施します。 

 

 

 

 

 

⇒安否確認は、災害発生時に一番重要です。 

自治会でできることを考え、繰り返し訓練を実施します。 

 

 

 

  

防災意識の高揚 

定期的にタウンウォッチングを実施 

津波避難訓練、防災訓練の実施（西黒部まちづくり協議会） 

安否確認方法の確立と訓練の実施（各自治会） 

西 黒 部 地 区 防 災 計 画  
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６ 発災後の活動 
6-1. 発災直後の活動 

地震発生直後は、先ずは自分自身の命を守らなければいけません。 

地震による人的被害の多くは、揺れによる家具等の倒壊、落下物等による負傷です。

身を守るためには、周囲をよく見る、落下物から離れる、低くなる、頭を守るのが効果

的です。 

 

 

 

 

 

 

（引用：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議）          

 

自主防災隊や消防団も被災者となります。 

共助活動のためにも、自分や家族が負傷しないようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-2. 発災後の個⼈・家族ですること 

 

 

⇒家族の安否確認だけでなく、となり近所の安否確認も忘れないようにしましょう。 

 

 

 

⇒都市ガスやプロパンガスを使用している場合、震度５弱以上の揺れをガスメーター

が感知すると、自動的に遮断されるため、慌てて火を止めに行かないでください。 

 また、ろうそく等の裸火の場合火災発生のリスクが高いです。木造住宅が密集して

いる地域のため、揺れがおさまったら必ず初期消火に努めてください。 

家族の安否確認 

火の始末 

－
2
1

－

ー 地 霊 ・ 津 波 邉 難 鍋 ー 

⑤-②.  酉 黒 部 地 区 で す る こ と 

羊 防 災 意 識 の 高 揚 

う 西 黒 部 地 区 が 抱 え る 自 然 災 害 の リ ス ク を 住 民 に 知 っ て ち ら い ま す 。 

韋 定 期 的 に タ ウ ン ウ ォ ッ チ ン グ を 実 施 

苔災害発生時の危険箇所などをチェックレ、 避' 難経路を見直します。 

芋 津 波 避 難 訓 練 、 防 災 訓 練 の 実 施 (  西 黒 部 ま ち づ く り 協 議 会 )  

う 避 難 経 路 、 還 難 先 、 避 難 に か か る 時 間 を 再 確 認 し ま す 。 

さ ら に 、 避 難 行 動 要 支 援 者 へ の 対 応を 考 え 、 訓 練 を 実 施 し ま す 。 

羊 安 否 確 認 方 法 の 確 立 と 訓 練 の 実 施 (  各 自 治 会 う 

う 安 否 確 認 は 、 災 害 発 生 時 に ー 番 重 要 で す 。 

自 治 会 で で き る こと を 考 え 、 繰 り 返 し 訓 練 を 実 施 し ま す 。 

西 墨 都 地 区 防 災 計 画 

⑥ 発 災 後 の 活 動 

⑥-①.  発 災 直 後 の 活 動 

地 震 発 生 直 後 は 、 先 ず は 自 分 自 身 の 命 を 守 ら な け れ ば い け ま せ ん 。 

地 震 に よ る 人 的 被 害 の 多 く は 、 揺 れ に よ る 家 具 等 の 倒 壊 、 落 下 物 等 に よ る 負 傷 で す 。 

身 を 守 る た め に は 、 周 囲 を よ く 見 る 、 落 下 物 か ら 離 れ る 、 侑 く な る 、 頭 を 守 る の が 幽 果 

的 で す 。 

CQVER!  HOLD QN!  

〈 引 用:  効 果 的 な 防 災 訓 練 と 防 災 啓 発 提 唱 会 議 )  

自 主 防 災 隊 や 消 防 団 も 被 災 者 と な り ま す 。 

共 助 活 動 の た め に も 、 自 分 ゆ 家 族が 負 傷 し な い よ う に し ま し ょ う 。 

⑥-②.  発 災 後 の 個 人 ・ 家 族 で す る こ と 

羊 家 族 の 安 否 確 認 

っ 家 族 の 安 否 碁 認 だ け で な く 、 と な り 近 所 の 安 否 確 謗 も 忘 れ な い よ う に し ま し ょ う 。 

災 の 始 末 

う 都 市 ガ ス や プ ロ パ ン ガ ス を 使 用 し て い る 場 合 、 震 度 ⑤ 弱 以 上 の 揺 れ を ガ ス メ ー タ ー 

が 感 知 す る と 、 自 動 的 に 遮 断 さ れ る た め 、 慌 て て 火 を 止 め に 行 か な い で く だ さ い 。 

ま た 、 ろ う そ く 等 の 裸 災の 場 合 災 炎 発 生 のリ ス ク が 高 い で す 。 木 造 住 宅 が密 集 し て 

い る 地 域 の た め 、 揺 れ が お さ まっ た ら 志 ず 初 期 消 災 に 努 め て く だ さ い 。
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⇒電気器具のスイッチを切り、コンセントを抜きましょう。 

（感震ブレーカーの設置などを考えてみてはいかがでしょうか。） 

電気のブレーカーやガスの元栓を切りましょう。 

非常持ち出し袋を持参しましょう。 

となり近所へも声をかけ避難しましょう。 

 

 

 

⇒より早く！より遠く！より高く！避難しましょう。 

 

【津波避難の三原則】（岩手県釜石市の津波防災教育より） 

１．「想定にとらわれるな」 

２．「最善を尽くせ」 

３．「率先避難者たれ」 

 

 

6-3. 発災後の⻄⿊部地区ですること 

 

 

⇒自治会単位で安否確認を実施します。 

西黒部まちづくり協議会で安否情報を集約します。 

 

 

 

⇒逃げ遅れをゼロにします。 

 

 

 

⇒一人で避難できない人の介添えを実施します。 

 

 

 

⇒津波緊急一時避難ビル（学校など）で、避難者数を確認し、災害対策本部へ情報

を伝えます。 

津波からの避難 

避難する 

安否確認 

避難の呼びかけ、避難誘導 

避難先での情報発信 

避難行動要支援者への対応 

西 黒 部 地 区 防 災 計 画  
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７ 津波避難時の経路と避難先 
7-1. 高須町の避難 

・津波発生時の緊急一時避難先は「松阪浄化センター」、「西黒部小学校」、「東部カン

トリーエレベーター」を想定します。 

・後藤組については「丸亀ビル」「松阪商工会議所」「マンションエスポワール M」、

「マンションエスポワール MⅡ」への避難も想定します。 

・時間に余裕があれば、もっと南（内陸）へ避難します。 

・主たる避難経路には、海岸沿いや河川沿いの道路も想定していますが、地震発生時

には危険をともなう可能性があります。そのため、実際の避難にあたっては、安全

性を確認したうえで避難します。 

 

7-2. ⻄⿊部町の避難 

・津波発生時の緊急一時避難先は「西黒部小学校」、「東部カントリーエレベーター」、

「朝見小学校」を想定します。 

・時間に余裕があれば、もっと南（内陸）へ避難します。 

・南（内陸）へ避難する際の主たる避難経路は「松阪・多岐バイパス」「主要地方道松

阪第 2 環状線」とします。 

 

7-3. 松名瀬町の避難 

・津波発生時の緊急一時避難先は「医療法人まとかた（大西病院）」、国道 23 号南勢

バイパスの「緊急避難階段」を想定します。 

・主たる避難経路には、松名瀬橋や新松名瀬橋、河川沿いの道路も想定していますが、

地震発生時には危険をともなう可能性があります。そのため、実際の避難にあたっ

ては、安全性を確認したうえで避難します。 

 

 

  

－
2
2

－

ー 地 霊 ・ 津 波 邉 難 鍋 ー 

避 難す る 

う 電 気 器 具 の ス イ ッ チ を 切 り 、 コ ンセ ン ト を 抜 き ま し ょ う 。 

(  感 震 ブ プ レ ー カー の 設 置 な ど を 考 え て み ひみ て は い が か が で し ょ う か 。)  

電 気の プ レ ー カー や ガ ス の 元 校 を 切 り ま し ょ う 。 

非 常 持 ち 出 し 袋 を 持 参 し ま し ょ う 。 

と な り 近 所 へ も 声 を か け 避 難 し ま し ょ う 。 

羊 津 波か ら の 避 難 

う よ り 早 く !  よ り 遠 くぐ !  よ り 高 く !  避 難 し ま し ょ う 。 

【 津 波 避 難 の 三 原 則 】 (  岩 手 県 釜 石 市 の 津 波 防 災 教 育 よ り う 

①.  ` 想 定 に と ら わ れ る な 」 

②.  ` 最 善 を 尽 く せ 」 

③.  ` 率 先 避 難 者 た れ 」 

⑥-③.  発 災 後 の 西 黒 部 地 区 で す る こ と 

a 

ロ コ ミ 

安 否 確 説 

っ う 自 治 会 単 位 で 安 否 確 認 を 実 施 し ま す 。 

西 黒 部 ま ち づ く り 協 議 会 で 安 否 情 報 を 集 約 し ま す 。 

芋 避 難 の 号 び か け 、 避 難 誘 導 ー 

う 逃 げ 遅 れ を ゼ ロ に し ま す 。 '  

羊 避 難行 動 要 支 援 者 へ の 寿 応 [  

コ 一 人 で 還 難 で き な い 人 の 介 添 え を 実 施 し ま す 。

命 避 難 先 で の 情 報 発 信 ー 

っ う 津 波 緊 急 一 時 邂 難 ビ ル (  学 校 な ど )  で 、 避 難 者 数 を確 認し 、 災 害対 策 本 部 へ情 報 

を 伝 え ま す 。 

西 墨 都 地 区 防 災 計 画 

⑦ 津 波 還 難 時 の 経 路と 避 難 先 

⑦-①.  高 須 町 の 避 難 

・ 津 波 発 生 時 の 緊 急 一 時 避 難 先 は ̀  松 阪 浄 化 セ ン タ ー」 ` 西 黒 部 小 学 校 」、̀  東 部 カ ン 

ト リ ー エ レ ベ ー タ ー」 を 想 定 し ま す 。 

・ 後 藤 組 に つ い て は ` 丸 亀 ビ ル 」` 松 阪 商 工 会 議 所」` マ ン シ ョ ンエ ス ポ ワ ー ル ML」、 

` マ ン シ ョ ン エ ス ポ ワ ー ル MT 」 へ の 還 難も 想 定 し ま す 。 

・ 時 間 に 余 裕 が あ れ ば 、 も っ と 南 (  内 陸 )  へ 避 難 し ま す 。 

・ 主 た る 避 難 経 路 に は 、 海 岸 沿 い や 河 川 沿 い の 道 路 も 想 定 し て い ま す が 、 地 震 発 生 時 

に は 危 陰 を と も な う 可 能 性 が あ り ま す 。 そ の た め 、 実 際 の 避 難 に あ た っ て は 、 安 全 

性 を 碁 謳 し た う え で 避 難 し ま す 。 

⑦-②.  酉 黒 部 町 の 避 難 

・ 津 波 発 生 時 の 緊 急 一 時 避 難 先 は ̀  西 黒 部 小 学 校 」 ̀  東 部 カ ン ト リ ー エ レ ベ ー タ ー」、 

` 朝 見 小 学 校 」 を 想 定 し ま す 。 

・ 時 間 に 余 裕 が あ れ ば 、 も っ と 南 (  内 陸 )  へ 還 難 し ま す 。 

・ 南 (  内 陸 )  へ 避 難 す る 際 の 主 た る 避 難 経 路 は ̀  松 阪 ・ 多 岐 バ イ パ ス 」 ` 主 要 地 方 道 松 

阪 第 ②環 志 線 」 と しま す 。 

⑦-③.  松 名 瀬 町 の 避 難 

・ 津 波 発 生 時 の 緊 急 一 時 避 難 先 は ̀  医 療 法 人 ま と か た (  大 西 病 院 ) 」、 国 道 ②③ 号 南 勢 

バ イ パ ス の ` 緊 急 避 難 階 段 」 を 想 定 し ま す 。 

・ 主 た る 避 難 経 路 に は 、 松 名 瀬 橋 ゆ 新 松 名 瀬 橋 、 河 川 沿 い の 道 路 も 想 定 し て い ま す が 、 

地 震 発 生 時 に は 危 険 な と も な う 可 能 性 が あ り ま す 。 そ の た め 、 実 際 の 還 難 に あ た っ 

て は 、 安 全 性 を 確 認 し た う え で 避 難 し ま す 。



～地 震 ･津 波 避 難 編 ～  
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西 黒部 地 区 防災 計 画  
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８ 課題や問題点 
避難先が決まっていない 

⇒自宅から津波時の緊急避難先が近いが、海側にある場合など避難先に迷わ 

れている方がみえました。また、落橋がなければ地区外への避難を想定され

ている方もみえました。被害の状況にもよりますが、複数の避難先や避難経

路を決めておき、災害の状況により判断しましょう。 

的確な判断ができるよう、日頃より避難経路や避難先の確認。避難訓練、防

災訓練へ積極的に参加しましょう。 

 

道路は割れていないか？液状化は大丈夫か？ 

⇒液状化については、三重県が液状化危険度予測分布図を公表しています。 

着色部分（特に赤色部分）が全て液状化するとは限らないため、事前に避難経

路を複数想定しておき、発災時の状況により避難経路を選択してください。 

 

※様々な要因により、避難経路の損壊が想定

されるため、事前の備えとして 

・複数の避難経路を考えておく 

・破損個所を早く確認し伝達できる体制を

作っておく 

 

 

 

 

避難する手段で迷う（自動車？自転車？） 

ブロック塀が道路側に倒壊すれば通れない。 

⇒車での避難を考えている方がみえました。 

津波避難時に車を利用すると、家屋などの倒壊により、道路閉塞が発生し通行

障害が予想されます。また、一斉に車避難した場合、渋滞で逃げ遅れることも

予想されます。緊急車両の通行の妨げにもなるので、基本的に車両の使用は控

えましょう。 

地震によるブロック塀や電柱の倒壊も予想されます。避難の際、障害となる物

が少ない避難経路を考えておくことも重要です。 

・自助：家屋の耐震化、ブロック塀の除却を行う。 

・共助：車避難は基本的に控え、近隣で声を掛け合い、早期避難に努める。 

※避難行動要支援者への対応として、車いすやリヤカーでの避難も想定してお

きましょう。 

（引用：三重県地震被害想定調査結果（平成 26 年 3 月）） 
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要支援者の避難誘導は ⇒ 消防団の対応 

⇒発災時刻にもよります。 

消防団員が在宅の場合、避難誘導や救出救助活動を期待できますが、不在の

場合近隣での助け合いが必要不可欠になります。 

・日頃より、近隣での助け合いができるよう『顔の見えるお付き合い』をして

おきましょう。 

・消防団においては津波発生時の退避ルールが決められているため、相互理解

を深め二次被害防止のため、地域住民も同様に退避行動をとるようにしまし

ょう。 

  

西 黒 部 地 区 防 災 計 画  
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９ 今後の活動目標 
本計画の策定に向けワークショップを実施し、多くの住民が参加しながらたくさん

の意見を出し合い、地震・津波について考えてきました。しかし、まだ西黒部地区の

全員に認知されたわけではありません。また、高齢者を連れての避難をどうするか？

（避難行動要支援者への対応）といった課題も残されています。 

 

●やるべきこと、できることを考える 

【個人・各家庭】 

①すぐできること→②少し頑張ればできること→③困難なこと 

【地区・自治会】 

①すぐできること→②少し頑張ればできること→③困難なこと 

【行政（市役所・県・国）】 

 

これからは、個人や家族、西黒部地区がそれぞれできることに対して、優先順位を持

って取り組みます。それでも困難なことは市に協力を求めます。 

それぞれの立場で、「できない理由を考えるのではなく、今のプロセスでできること」

を考え、積み上げていきます。 

 

●継続的な活動のスタート（PDCA サイクル） 

課題はまだまだあり、まちの状況は変化していきます。 

本計画策定を機に継続的な活動のスタートとして、PDCA サイクルをまわすことで、

災害に強い西黒部を目指します。 

 

Plan（計画） ：避難計画をつくる。 

Do（実施(訓練)） ：避難訓練を行う。 

Check（検証） ：訓練を行ってみて、うまくいきそうか？ 

Action（見直し） ：問題点・修正点はないか。 

 

  

見直して
計画を書
き直す 
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ン _  ⑨ 今 後 の 活 動 目 標 
要 支 援 者 の 避 難 誘導 ` 
っ 発 災 時 刻 にこ ち よ り ま す 。 本 計 画 の 策 定 に 向 け ワ ー ク ショ ッ プ を 実 施し 、 多 くの 住 民が 参 加 し な が ら た く さ ん 

消 防団 員 が在 宅 の 場 合 、 避 難 誘 導 や 敢 出 敢 助 活 動 を 期 待 で き ま す が 、 不 在 の の 意 見 を 出 し 合 い 、 地 震 ・ 津 波 に つ い て 考 え て き ま し た 。 し か し 、 ま だ 西 黒 部 地 区 の 

場 合 近 隣 で の 助 け 合 い が 忽 要 不 可 欠 に な り ま す 。 全 員 に 謗 知 さ れ た わ け で は あ り ま せ ん 。 ま た 、 高 齢 者 を 連 れ て の 還 難 を ど う す る か ? 

・ 日 頃 よ り 、 近 嘴 で の 助 け 合 い が で き る よ う 『 顔 の 見 え る お 付 き 合 い 』 を し て (  避 難 行 動 要 支 援 者 へ の 対 応 )  と い っ た 課 題 も 残 さ れ て い ま す 。 

お き ま し ょ う 。 
・ 消 防 団 に お い て は 津 波 発 生 時 の 退 避 ル ー ル が 決 め ら れ て い る た め 、 相 互 理 解 @ や る べ き こ と 、 で き る こ と を 老 える 

を 深 め 二 次 被 害 防 止 の た め 、 地 域 住 民 も 同 様 に 退 避 行 動 を な と る よ う に し ま し 【 個 人 ・ 各 家 庭 】 

よ う 。 ① す ぐ で き る こ と っ ③ 少 し 頑 張 れば で き る こ と っ ③ 困 難 な こ と 
【 地 区 ・ 自 治 会 】 ヾ  閻 

① す ぐ で き る こ と っ ③ 少 し 頑 張 れば で き る こ と っ ③ 困 難 な こ と 

【 行 政 (  市 役 所 ・ 県 ・ 国 )  う 】 ォ キ ー |  

こ れ か ら は 、 個 人 や 寧 族 、 西 黒 部 地 区 が そ れ ぞ れ で き る こ と に 対 して 、 優 先 順 位 を 持 

っ て 取 り 組 み ま す 。 そ れ で も 困 難 な こ と は 市 に 協 力 を 求 め ま す 。 

そ れ ぞ れ の 立 場 で 、̀  で きな い 理 由を 考 え る の で は な く 、 今 の プ ロ セ ス で で き る こ と 」 

を 考 え 、 積 み 上 げ て い き ま す 。 

@ 繁 続 的 な 活 動 の ス タ ー ト ( PDCA サ イ ク ル )  

課 題 は ま だ ま だ あ り 、 ま ち の 災 況 は 変 化 し て い き ま す 。 

本 計 画 策 定 を 機 に 繁 続 的 な 活 動 の ス タ ー ト と し て 、 PDCA サ イ ク ル を ま わ す こ と で 、 

災 害 に 強 い 西 黒 部 を 目 指 し ま す 。 

Pl an (  計 画 う :  邂 難 計 画 を つ く る 。 ォ ー 一 一 一 

Do (  実 施 (  討 繍 )  :  避 難 訓 練 を 行 う。 見 直 し て 計 画 を 書 Check (  検 証 :  訓 練 な 行 っ て か み て 、 うま く いき そ う か ? |  映 
Act i on C 見 直 し )  :  問 題 点 ・ 修 正 点 は な い か 。 
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参考 計画策定に向けての検討経過 
日付 会議名等 議題等 

平成３０年 

5 月 21 日 
代表者会議 地区津波避難計画作成に向けた説明 

平成３０年 

6 月１4 日 
全体会議 

（1）松阪市津波避難対策基本方針について 

（2）ワークショップの取り組みについて 

平成３０年 

７月 18 日 
第 1 回ワークショップ 

（1）防災講演会 

（三重大学大学院工学研究科 川口准教授） 

（2）今後の進め方（説明） 

平成３０年 

９月２3 日 
第２回ワークショップ 

（1）津波を想定した避難訓練 

⇒西黒部小学校から朝見小学校まで徒歩
避難 

（西黒部小学校児童と合同開催） 

平成３０年 

9 月～12 月 
第３回ワークショップ 

（1）災害図上訓練（ＤＩＧ） 

⇒避難経路をみんなで考える 

西黒部町・高須町：組単位で実施 

松名瀬町：全体で実施 

今後の予定 ワークショップ （1）災害図上訓練（ＤＩＧ）の振り返り 

今後の予定 代表者会議、全体会議 （1）地区防災計画の修正 

 

～災害図上訓練（ＤＩＧ）実施詳細～ 

実施日 時間 自治会 地区 参加人数 

8 月 25 日(土) 19：00­20：00 高須町 中 15 

8 月 25 日(土) 20：15­21：00 高須町 後藤 20 

9 月 17 日(月) 19：00­20：30 高須町 旭二・高須 40 

9 月 23 日(日) 19：00­20：30 高須町 旭一 20 

10 月 7 日(日) 18：00­20：00 松名瀬町 （全体） 37 

10 月 7 日(日) 19：00­20：30 高須町 浦新田 20 

10 月 20 日(土) 18：00­19：30 高須町 共栄 20 

11 月 17 日(土) 19：00­20：30 西黒部町 網屋 38 

11 月 23 日(金) 19：00­20：30 西黒部町 西浦 27 

12 月 1 日(土) 19：00­20：30 西黒部町 一色 23 

12 月 2 日(日) 19：00­20：30 西黒部町 北出 45 

12 月 9 日(日) 14：30­16：15 西黒部町 山之世古 40 

1 月 13 日(日) 14：00­15：30 西黒部町 四ツ谷 30 
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参 考 計 画 策 定 に 向 け て の 検 討 経 過 

B せ 会 譜 向 等 詣 顕 竿 
① 3 。 

0 代 表 者 会 議 地 区 津 波 避 難 計 画 作 成 に 向 けた 説 明 
⑤ 月 ②① 日 

平 成 ③0 年 っ 会 謀 ① 松 阪 市 津 波 避 難 列 策 基 本 方 針 に つ い て 
⑥ 月 ⑭ 日 ー ド ②)  ワ ー ク ショ ッ プ の 取 り 組 み に つ い て 

① 防 災 謝 演 会 
平 成 ③0 年 ー 

第 ① 回 ワ ー ク ショ ッ プ (  三 重 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 川 口 准 教 授う

②)  今 後 の 進 め 方 (  説 明 )

( ①)  津 波 を 想 定 し た 避 難 訓 練 
平 成③0 經 級 カ と 吉 返 手 で 往 メ 一 姜 ③0 年 |  っ ロ ロ ー ク シ ョ ッ プ 尋蓋璧部小子校かb朝見小子校まて症歩 

⑦ 月 ①⑧ 日 

⑨ 月 ②③ 日 
(  西 黒 部 小 学 校 児 童 と 合 同 開 催 う 

( ①)  炎 害 図 上 訓 練 〈D①G)  

平 成 ③0 年 閻 、 う 邂 難 経 路 を み ん な で 考 え る 

⑨ 月 へ⑫ 月 第 ③ 君 ワ ー ク シ ョ ッ プ 西 黒部 町 ・ 高 須 町 :  組 単 位 で 実 施 

松 名 瀬 町 :  全 体 で 実 施 

今 後 の 予 定 ワ ー ク シ ョ ッ プ ( ①)  宋 害 図 上 訓 練 〈D①G)  の 振 り 返 り 

今 後 の 予 定 代 表 者 会 議 、 全 体 会 議 ( ①)  地 区 防 炎 計 画 の 修 正 

く
 

炎 害 図 上 訓 練 〈D ①G)  実 施 詳 細 
実 施 日 暁 間 自 治会 地 区 参 加 人 数 

⑧ 月 ②⑤ 日 (  地 ) ⑲ :  00 - ⑳ :  00 高 須 町 中 ⑮ 

⑧ 月 ②⑤ 日 (  土 )  |  ⑳ :  ⑮ - ②① :  00 高 須 町 後 藤 ⑳ 

⑨ 月 ⑰ 日 月 )  ⑲ :  O0 - ⑳ : ③0 高 須 町 旭 二 ・ 高 須 ④0 

⑨ 月 ②③ 日 (  白 ) ⑲ :  00 - ⑳ : ③0 高 須 町 旭 一 ⑳ 

①0 月 了 日 (  白 )  ①⑧ : OO - ⑳ : 00 松 名 瀬町 (  全 体 う ③ て 

①0 月 ⑦ 日 ( 曰 ) ⑲ :  00 - ⑳ :  ③0 高 須 町 浦 新 田 ⑳ 

①0 月 ⑳ 日 (  土)  |  ①⑧ :  O0 - ⑲ : ③0 高 須 町 共 栄 ⑳ 

⑪ 月 ⑰ 日 (  士)  |  ⑲ :  00 - ⑳ :  ③0 西 黒部 町 綱 屋 ③⑧ 

⑪ 月 ②③ 日 (  金 )  |  ⑲ :  O0 - ⑳ : ③0 西 黒部 町 西 浦 ② て / 

⑫ 月 ① 日 (  地 ⑲ :  00 - ⑳ : ③0 西 黒部 町 ー 色 ②③ 

⑫ 月 ② 日 ( 曰 ) ⑲ :  00 - ⑳ : ③0 西 黒部 町 北 出 ④⑤ 

⑫ 月 ⑨ 日 ( 白 )  ⑭ :  ③0 - ⑯ : ⑮ 西 黒部 町 山 之 世 古 ④0 

① 月 ①③ 日 ( 日 )  ⑭ :  00 - ⑮ :  ③0 西 黒部 町 四 ツ 谷 ③0 



 

 
 
 
 

鵲地区防災計画 

～地震･津波避難編～ 

 
 
 
 
 
 

平成３1 年２月  鵲まちづくり協議会 
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序章 
計画策定に至った背景 

平成 29 年度に、松阪市津波避難対策基本方針が策定され、五主町、高須町、松名瀬

町（それぞれ一部）が津波避難困難地域として抽出されました。 

平成 30 年度には、『松阪市津波避難計画』を市が作成し、鵲地区では『地区津波避

難計画』の作成を目的として、様々なワークショップなどを実施してきました。 

ワークショップでは、自助の重要性等を再確認し、避難経路を考え、課題抽出などを

行い、地区内の住民が全員無事に避難できるよう検討し、その成果として平成 31 年２

月に『鵲地区防災計画 ～地震・津波避難編～』を作成しました。 

 

 

１ 計画の対象地区の範囲 
計画の対象地区は松阪市のうち、「五主町」「笠松町」「小舟江町」「星合町」からな

る鵲地区です。 

 

図 対象地区の範囲 

 

  

鵲 地区 防 災 計 画  

 

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 2 ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

２ 基本方針（目的） 
松阪市の防災ビジョンである「災害時の人的被害ゼロ」を実現するため、鵲地区が

目指す地区防災のスローガンとして以下を掲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年度に松阪市津波避難対策基本方針において、鵲地区の一部が、

津波避難困難地域と指定されました。そこで地区でできる事を考え、実行

していくためにも、上記スローガンを合言葉に、様々なワークショップを

実施し本計画を作成しました。 

今後も、住民の皆さまと防災訓練等を通じ『鵲地区防災計画』の周知、見

直しを行っていきたいと思います。 

ご協力よろしくお願いします。 

鵲まちづくり協議会 会長 髙瀬 良弘 

 

 

 

３ 活動目標 
活動目標は以下のとおりです。 

 

 

 

⇒鵲地区防災計画の概要版を各戸に配布するとともに、住民への理解を求める呼び

かけを行います。 

 

 

 

⇒災害発生前の対策として、個人・家族ですること、鵲地区ですることを確実に実

施します。 

  

住民の防災意識向上 

地震・津波の発生に備えた実行動の実施 

 全員参加で被害者『０』 

みんなで作ろう強い鵲 
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序 章 

計 画 策 定 に 至 っ た 背 景 

平 成 ②⑨ 年 度 に 、 松 阪 市 津 波 避 難 対 策 基 本 方 針 が 策 定 さ れ 、 五 主 町 、 高 須 町、 松 名 瀬 

町 〈 で そ れ ぞ れ 一 部 )  が 津 波 避 難 困 難 地 域 と し て 抽 出 さ れ ま し た 。 

平 成 ③0 年 度 に は 、『 松 阪 市 津 波 避 難 計 画 』 を 市 が 作 成 し 、 鵠 地 区 では 『 地 区 津 波 避 

難 計 画 』 の 作 成 を 目 的 と し て 、 様 反 な ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど を 実 施 し て き ま し た 。

ワ ー ク シ ョ ッ プ で は 、 自 助 の 重 要 性 等 を 再 確 認 し 、 還 難 経 路 を 考 え、 課 題 抽 出 な ど を 

行 い 、 地 区 内 の 住 民 が 全 員 無 事 に 避 難 で き る よ う 検 討 し 、 そ の 成 果 と し て 平 成 ③① 年 ② 

月 に 『 鶴 地 区 防 災 計 画 へ 地 震 ・ 津 波 避 難 編 へ 』 を 作 成 し ま し た 。

① 計 画の 対 象 地 区 の 範 囲 

計 画 の 対 象 地 区 は 松 阪 市 の う ち 、̀  五 主 町 」` 笠 松 町」` 小 舟 江 町 」` 星 合 町」 から な 

る 鶴 地 区 で す 。 

図 対 象 地 区 の 箱 囲 

: 0 ⑮0③0d ⑥00 ⑨00 ①. ②00 
し ニ ュ ・ ニ ー 

` 言 |  N 
コ i nt s に 男 〈 

己 m 

② 基 本 方 針 (  目 的 )  

松 阪 市 の 防 炎 ビ ジ ョ ン で あ る ` 宇 害 時 の 人 的 被 害 ゼ ロ 」 を 実 現 す る た め 、 鶯 地 区 が

目 指す 地 区 防 災 の ス ロ ー ガ ン と し て 以 下 を 掲 げ ま す 。 

荷 容 者 『0』 
み ん を な で 作 ろ う 強 い 鶴 

汐平成 ⑳ 年 度 に 松 阪 市 津 波 避 難 対 策 基 本 方 針 に お い て 、 鵠地区のー部歩ぷ 

津 波 避 難 困 難 地 域 と 指 定 さ れ ま し た 。 そ こ で 地 区 で で き る 事 を 考 え 、 実 行 

し て い て く た め に も 、 上 記 ス ワ ロ ー ガ ン を 合 言 蒋 に 、 様  々な ワ ー ク シ ョ ッ プ を 

実 施 し 本 計 画 を 作 成 し ま した 。 

今 後 も 、 住 民 の 皆 さ ま と 防 災 託 練 等 を 通 じ 『 鵠 地 区 防 災 計 画 』 の 周 知 、 見 

直 しを 行 っ て い き た い と 思 います 。 

ご 協 刀 よ ろ し く お 願 い し ま す 。 

又 鶴 ま ち づ く り 協 議 会 会 長 高 瀬 良ヅ 

③ 活 動 目 標 

活 動 目 標 は 以 下 の と お りで す 。 

羊 住 民の 防 災 意 講 向 上 
鷹 地 区 防 然 計 画 の 概 要 版 を 各 戸に 配 布 す る と と ち に 、 住 民 へ の 理 解 をな 求 め る 呼 び 

か け を 行 い ま す 。 

芋 地 震 ・ 津 波の 発 生に 備 え だ 実 行 動 の 実 施 

っ 災 宮 発 生 前 の 刑 策 と し て 、 個 人 ・ 家 施 で す る こ と 、 韻 地 区 で す る こ と を 確 実 に 実 

施 し ま す 。 



～ 地 震 ･津 波 避 難 編 ～  
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４ 地区の特性 
4-1. 鵲地区の地理 

鵲地区は松阪市の北東部に位置し、北には１級河川の雲出川、南には２級河川の碧

川が流れ、西には国道 23 号線が一部横断しており、東は伊勢湾に面しています。 

面積は 4.39ｋ㎡で平坦な田園風景が広がる自然豊かな地域です。 

 

4-2. 鵲地区の⼈⼝ 

平成 30 年 1 月現在の人口は以下のとおりです。 

 

 人口 世帯数 
内 75～

79 歳 

内 80～

84 歳 

内 85～

89 歳 

内 90～

94 歳 

内 95～

99 歳 

100 歳

以上 

小舟江町 337 150 12 6 5 11 0 0 

笠松町 470 198 24 33 14 7 5 0 

星合町 343 131 22 17 9 4 1 0 

五主町 951 410 38 32 29 17 3 3 

合計 2,101 889 96 88 57 39 9 3 

 

4-3. 『鵲防災の日』 

昭和 28 年台風第 13 号の襲来を受け、当地区は甚大な被害を受けました。 

そこで、被災した教訓を忘れないためにも 9 月 25 日を『鵲防災の日』と制定し、毎

年防災訓練などを実施し、命を守るための活動をしています。 

  

鵲 地区 防 災 計 画  
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５ 地区の災害履歴及び想定される災害 
5-1. 鵲地区の災害履歴 

昭和 28 年台風第 13 号（9 月 22 日～26 日） 

 ９月 18 日にグアム島の南東海上で発生した台風第 13 号は、22 日になって急速に

発達し、非常に強い勢力を保ったまま北緯 30 度まで北上した。 その後はやや衰えた

が、25 日 17 時に三重県志摩半島を横断し、伊勢湾を経て 18 時半頃愛知県知多半島

に上陸した。 21 時には長野県諏訪市付近、26 日 00 時に新潟市の東を通って、06

時には三陸沖に進んだ。 

 四国から関東地方にかけての広い範囲で 20～30m/s の最大風速を観測した。 ま

た、期間降水量は舞鶴（京都府舞鶴市）で 507.0mm に達したほか、四国、近畿、東

海、北陸地方で 200mm を超え、愛知、三重、京都、滋賀、大阪、福井の各府県では

甚大な被害が発生した。 

 鵲地区においては、死者 9 名、流出家屋 15 戸、全壊家屋 10 戸、半壊家屋 30 戸、

床上浸水 277 戸、床下浸水全村であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 34 年 伊勢湾台風（9 月 26 日～27 日） 

 ９月 21 日にマリアナ諸島の東海上で発生した台風第 15 号は、中心気圧が１日に

91hPa 下がるなど猛烈に発達し、非常に広い暴風域を伴った。 最盛期を過ぎた後も

あまり衰えることなく北上し、26 日 18 時頃和歌山県潮岬の西に上陸した。上陸後６

時間余りで本州を縦断、富山市の東から日本海に進み、北陸、東北地方の日本海沿いを

北上し、東北地方北部を通って太平洋側に出た。 

 勢力が強く暴風域も広かったため、広い範囲で強風が吹き、伊良湖（愛知県渥美町）

で最大風速 45.4m/s（最大瞬間風速 55.3m/s）、名古屋で 37.0m/s（同 45.7m/s）

を観測するなど、九州から北海道にかけてのほぼ全国で 20m/s を超える最大風速と

30m/s を超える最大瞬間風速を観測した。 

 鵲地区においては、昭和 28 年台風第 13 号を受け、堤防を建設したため甚大な被

害はなかった。  
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④ 地 区 の 特 性 

④-①.  鶴 地 区 の 地 理 

鶯 地 区 防 災 計 画 

鶴 地 区 は 松 阪 市 の 北 東 部 に 位 置 し、 北 に は ① 級 河 川 の 雲 出 川 、 南 に は ② 級 河 川 の 碧 

川 が 流 れ 、 西 に は 国 道 ②③ 号 線 が 一 部 横 断 し て お り 、 東 は 伊 勢 湾 に 面 し て い ま す 。 

面 積は ④. ③⑨ k mf  で 平 坦 な 田 園 風 景 が 広 が る 自 然 豊 か な 地 域 で す 。 

④-②.  鵜 地 区 の 人 口 

⑤ 地 区の 災 害 履 歴 及 び 想 定 さ れ る 災 害 

⑤-①.  鵠 地 区 の 災 害 履 歴 

平 成 ③0 年 ① 月 現 在 の 人 口 は 以 下 の と お り で す 。 

内 ⑦⑤ へ |  内 ⑧0~ |  内 ⑧⑤ へ |  内 ⑨0~ |  内 ⑨⑤~ |  ①00 歳 
人 ロ 世 帯 数 

⑦⑨ 歳 ⑧④ 歳 ⑧⑨ 歳 ⑨④ 歳 ⑨⑨ 歳 以 上 

小 舟 江 町 ③③⑦ ⑮0 ⑫ ⑥ ら ⑪ 0 0】 

笠 松 町 ④⑦0 ⑲⑧ ②④ ③③ ⑭ 了 ら 0 

量 合 町 ③④③ ①③① ②② ⑰ ⑨ ④ ① ⑯】 

五 主 町 ⑨⑤① ④①0 ③⑧ ③② ②⑨ ⑰ ③ ③ 

合 計 る ろ ①0① S⑧⑧⑨ ⑨⑥ ⑧⑧ ⑤⑦ ③⑨ ⑨ ③ 

④-③.  【『 鶯 防 災 の日 』 

昭 和 ②⑧ 年 台 風 第 ①③ 号 の 襲 来を を 受 け 、 当 地 区 は 甚 大な 被 害 を 受 け ま し た 。 

そ こ で 、 被 災 し た 教 訓 を 忘 れ な い た め に も ⑨ 月 ②⑤ 日 を 『 鵜 防 災 の 日 』 と 制 定 し 、 毎 

年 防 災 訓 練 な ど を 実 施 し 、 命 を 守 る た め の 活 動 を し て い ま す 。 

昭 和 ②⑧ 年 台 風 第 ①③ 号 〈⑨ 月 ②② 日 へ ②⑥ 曰 )  

⑨ 月①⑧ 日 に グ ア ム 島 の 南 東 海 上 で 発 生 し た 台 風 第 ①③ 号 は 、②② 日 に な って 急 速 に 

発 達 し 、 非 常 に 強 い 勢 力 を 保 っ た ま ま 北 緯 ③0 度 まで 北 上 し た 。 そ の 後 は や や ゆ 衰 え た 

が 、②⑤ 日 ⑰ 時 に 三 重 県 志 摩 半 島 を 横 断 し 、 伊 勢 湾 を 経 て ①⑧ 時 半 頃 愛 知 県 知 多 半 島 

に 上 陸 し た 。 ②① 時 に は 長 野 県 諏 訪 市 付 近 、②⑥ 日 OO 時 に 新 潟 市 の 東 を 通 っ て 、0⑥ 

時 に は 三 陸 決 に 進 ん だ 。 

四 国か ら 関 東 地 方 に か け て の 広 い 範 囲 で ⑳~③Om/s の 最 大 風 速 を 観 測 し た 。 ま 

た 、 期間 降 水 量 は 舞 鶴 (  京 都 府 舞 鶴 市 )  で ⑤0⑦Omm に 達 し たほ か 、 四 国 、 近 畿 、 東 

海 、 北 陸 地 方 で⑳Omm を 超 え 、 愛 知 、 三 重 、 京 都 、 滋 賀 、 大 阪 、 福 井の 各 府 県 で は 

甚 大 な 被 害 が 発 生 し た 。 

鵜 地 区 に お い て は 、死 者 ⑨ 名 、 流 出 寧 屋 ⑮ 戸 、 全 壊 家 屋 ①0 戸 、 半 壊 家 屋 ③0 戸 、 

床 上 浸 水 ②⑦⑦ 戸 、 床 下 浸 水 全 村 で あ っ た 。 

昭 和 ③④ 年 伊 勢 港 台 風 〈⑨ 月 ②⑥ 日 へ ②⑦ 曰 )  
⑨ 月 ②① 日 に マ リ ア ナ 諸 島 の 東 海 上 で 発 生 し た 台 風 第 ⑮ 号 は 、 中 血 気 圧が ① 日 に 

⑨①hPa 下 が る な ど 猛 烈 に 発 達 し 、 非 常 に 広 い 暴 風 域 を 伴 っ た 。 最 盛 期 を 過 ぎ た 後 も 

あ ま り 衰 え る こ と な く 北 上し 、②⑥ 日 ①⑧ 時 頃 和 歌 山 県 潮 岬 の 西 に 上 陳し た 。 上 陸 後 ⑥ 

時 間 余 り で 本 州 を 縦 断 、 冨 山 市 の 東 か ら 日 本 海 に 進 み 、 北 陸 、 東 北 地 方 の 日 本 海 沿 い を 

北 上 し 、 東 北 地 方 北 部 を 通 っ て 太 平 洋 側 に 出 た。 

勢 力 が 強 く 暴 風 域 も 広 か っ た だ め 、 広 い 範 囲 で 強 風 が 吹 き、 伊 良 湖 (  愛 知 県 渥 美 町 う 

で 最 大 風 速 ④⑤. ④m/s (  最 大 瞬 間 風 速 ⑤⑤. ③m/s う 、 名 古 屋 で ③⑦. Om/s (  同 ④⑤. ⑦m/s う )  

を 観 測 す る な ど 、 九 州 から 北 海 道 に か け て の ほ ぼ ぽ 全 国 で ②Om/s を 超 え る 最 大 風 速 と 

③Om/s を 超 え る 最 大 瞬 間 風 速 を 観 測 し た 。 

鶴 地 区 に お い て は 、昭 和 ②⑧年 台 風 第 ①③ 号 を 受 け 、 堤 防を 建 設 し た た め 甚 大 な 被 

害 は な か っ た 。
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5-2. 想定される災害 

南海トラフでは、過去 100 年から 150 年の間隔で巨大地震が発生しており、今後

もその発生が予測されていることから、南海トラフ地震を想定します。 

 

津波浸水予測図 

南海トラフの理論上最大クラスの

地震を想定した場合にどの範囲まで

浸水するかを、示した図です。 

浸水の深さに応じて色分けしてあ

ります。 

鵲地区においては、２～５ｍの最大

浸水深が想定されています。 

 

 

 

 

 

 

（引用：三重県地震被害想定調査結果（平成 26 年 3 月）） 

 

 

津波浸水深 30cm 到達予測時間分布図 

南海トラフの理論上最大クラスの

地震を想定した場合に、避難行動を取

れなくなる一つの目安とされている

「浸水深 30cm」に、どの場所がどの

くらいの時間で達するかを、その時間

に応じて色分けした図です。 

「いつまでに、どの方向に避難しな

ければいけないか」を判断するための

ものです。 

鵲地区においては、概ね40～60分

の想定がされています。 

 

 

 

（引用：三重県地震被害想定調査結果（平成 26 年 3 月）） 

鵲 地区 防 災 計 画  
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６ 平常時の活動 
6-1. 個⼈・家族ですること 

 

 

⇒鵲地区では、震度 6 強～7 が想定されています。 

液状化の危険性も極めて高いです。 

津波は、最大津波高 3.8ｍ。最大浸水深 2～5ｍです。 

 

 

 

 

⇒自宅の耐震化をしましょう。また、家具の転倒防止も実施しましょう。 

家や家具に潰されるだけでなく、避難経路が通れなくなるかもしれません。 

 

 

 

 

⇒家庭備蓄も重要ですが、先ずは非常持ち出し袋を準備し、避難の備えをしましょ

う。また、家族構成にあった持ち出し品を準備しましょう。 

（例）：赤ちゃん     ・・・粉ミルクやオムツ 

薬を常用している人・・・お薬手帳のコピーや予備の薬など 

 

 

 

 

⇒災害時の連絡手段や避難場所、避難経路などを話し合っておきましょう。 

（例）：連絡手段として災害用伝言ダイヤル『171』の利用 

遠くの親戚に伝言板になってもらう 

 

 

 

 

⇒顔の見えるお付き合いを日頃よりしておきましょう。 

 

  

南海トラフ地震を知る 

住宅やブロック塀の耐震化、家具の転倒防止 

非常持ち出し袋を家族人数分準備 

家族防災会議をする 

近所付き合い 
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⑤-②.  想 定 さ れ る 災 害 

南 海 ト ラ フ で は 、 過 去 ①00 年 か ら ⑮0 年 の 間 隔 で 巨 大 地 震 が 発 生 し て お り 、 今 後 

も そ の 発 生 が 予 測 さ れ て い る こ と か ら 、 南 海 ト ラ フ 地 震を 想 定 し ま す 。 

津 波 浸 水 予 測 図 
南 海 ト ラ フ の 理 論 上 最 大 ク ラ ス の 

地 震 を 想 定 し た 場 合 に ど の 範 囲 ま で 

浸 水 す る か を 、 示 した 図 で す 。 

浸 水 の 深 さ に 応 じ て 色 分 け し て あ 

り ま す 。 

鶴 地 区 に お い て は 、 ② ん ⑤m の 最 大 

浸 水 深 が 想 定 さ れ て い ま す 。 

津 波 浸 水 深 ③0cm 到 達 字 測 時 間 分 布 圏 
南 海 ト ラ フ の 理 論 上 最 大 ク ラ ス の 

地 震 を 想 定 し た 場 合 に 、 避 難 行 動 を 取 
れ な く な る 一 つの 目 安 と さ れ てい る 闘 
` 浸 水 深 ③0cm」 に、 ど の 場 所 が と の 
く ら い の 時 間 で 達 す る かを 、 そ の 時 間 に に 
に 応 じて 色 分 け し た 図 です 。 ー 

` いつ ま で に 、 ど の 方 向 に 避 難 し な 
け れ ば い け な い か 」を 判 断 す る た め の 
も の で す 。
鶴 地 区 に お い ては 、 概 ね ④0~⑥0 分 暴 

の 想 定 が び さ れ て い ま す 。 R 

⑥ 平 常 時 の 活 動 

⑥-①.  個 人 ・ 家 族 で す る こ と 

伶 南 海 ト ラ フ 地 震を 知 る 

う 鵠 地 区 で は 、 震 度 ⑥ 強 へ⑦ が 想 定 さ れ て い ま す 。 

液 状 化 の 危 険 性 も 極 め て 高 い で す 。 

津 波は、 最 大 津 波 高 ③. ⑧m。 最 大 浸 水 深 ② へ ⑤m で す 。 

布 住 宅や ゆ ブ ロ ッ ク 塀 の 耐 震 化 、 家 具の 転 倒 防 止 

っ 自 宅 の 耐 震 化 を し ま し ょ う 。ま た 、 家 具 の 転 倒 防 止 も 実 施 し ま し ょ う 。 

家 や 家 具 に 潰 さ れ る だ け で な く 、 避 難 経 路 が 通 れ な く な る か も し れ ま せ ん 。 

鯱 非 常 持 ち 出 し 袋 を 家 族 人 数 分 準 備 

う 家 庭 備 蕃 も 重 要 で す が 、 先 ず は 非 常 持 ち 出 し袋 を 準 備し 、 避 難 の 備 え を し ま し ょ 

う 。 ま た 、 家 族 構 成 に あ っ た 持 ち 出 し 品 を 準 備 し ま し ょ う 。 

(  例 )  :  赤 ち ゅ ん ・ * * 粉 ミ ル ク や オ ム ツ 

薬 を 常 用 し て い る 人 ・・・お 薙 手 帳 の コ ピ ー や 予 備 の 薙 な ど 

命 家 族 防 災 会 議 を す る 眉 

う 災 害 時 の 連 絡 手 段 や 避 難 場 所 、 避 難 経 路 な ど を 話 し 合 っ て お き ま し ょ う 。 

(  例 う : 連 絡 手 段 と し て 災 害 用 伝 言 ダ イ ヤ ル 『①⑦①』 の 利 用 ` 彦 

遠 く の 親 戚 に 伝 言 板 に な っ て も ら う M に T

近 所 付 き 合 い 

顔 の 見 え る お 付 き 合 い を 日 頃 よ り し て おき ま し ょ う 。 
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6-2. 鵲地区ですること 

 

 

⇒鵲地区が抱える、自然災害リスクを住民に知ってもらいます。 

 

 

 

 

⇒災害発生時の危険箇所などをチェックし、避難経路を見直します。 

 

 

 

 

 

⇒避難経路、避難先、避難に要する時間を再確認します。 

 さらに、避難行動要支援者への対応を考え、訓練を実施します。 

 

 

 

 

 

⇒安否確認は、災害発生時に一番重要です。 

自治会でできることを考え、繰り返し訓練を実施します。 

 

 

 

  

防災意識の高揚 

定期的にタウンウォッチングを実施 

津波避難訓練、防災訓練の実施（鵲まちづくり協議会） 

安否確認方法の確立と訓練の実施（各自治会） 

鵲 地区 防 災 計 画  
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７ 発災後の活動 
7-1. 発災直後の活動 

地震発生直後は、先ずは自分自身の命を守らなければいけません。 

地震による人的被害の多くは、揺れによる家具等の倒壊、落下物等による負傷です。

身を守るためには、周囲をよく見る、落下物から離れる、低くなる、頭を守るのが効果

的です。 

 

 

 

 

 

 

（引用：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議）          

 

自主防災隊や消防団も被災者となります。 

共助活動のためにも、自分や家族が負傷しないようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-2. 発災後の個⼈・家族ですること 

 

 

⇒家族の安否確認だけでなく、となり近所の安否確認も忘れないようにしましょう。 

 

 

 

⇒都市ガスやプロパンガスを使用している場合、震度５弱以上の揺れをガスメーター

が感知すると、自動的に遮断されるため、慌てて火を止めに行かないでください。 

 また、ろうそく等の裸火の場合火災発生のリスクが高いです。木造住宅が密集して

いる地域のため、揺れがおさまったら必ず初期消火に努めてください。 

家族の安否確認 

火の始末 

－
3
1

－

ー 地 霊 ・ 津 波 邉 難 鍋 ー 

⑥-②.  鶯 地 区 で す る こ と 

羊 君 灼 意 識 の 高 揚 
っ つ う 韻 地 区 が 抱 える 、自 然 灼 害 リ ス ク を 住 民 に 知 っ て ち も ら い ま す 。 

a 

難 定 期 的 に タ ウ ン ウォ ッ チ ン グ を 実 施 

苔災害発生時の危険箇所などをチェックレ、 避' 難経路を見直します。 

爺 津 波避 難 訓 練 、 防 炎 訓 練 の 実 施 〈 鶴 ま ち づ く り 協 議 会 

う 避 難 経 路 、 還 難 先 、 避 難 に 要 す る 時 間 を 再 確 認 し ま す 。 

さ ら に 、 避 難 行 動 要 支 援 者 へ の 対 応 を 考 え 、 訓 練 を 実 施 し ま す 。 

羊 安 否確 謗 方 法 の 確 立 と 訓 練 の実 施 (  各 自 治 会 )  

う 安 否 確 認 は 、 災 害 発 生 時 に ー 番 重 要 で す 。 

自 治 会 で で き る こと を 考 え 、 繰 り 返 し 訓 練 を 実 施 し ま す 。 

鶯 地 区 防 災 計 画 

⑦ 発 災 後 の 活 動 

⑦-①.  発 災 直 後 の 活 動 

地 震 発 生 直 後 は 、 先 ず は 自 分 自 身 の 命 を 守 ら な け れ ば い け ま せ ん 。 

地 震 に よ る 人 的 被 害 の 多 く は 、 揺 れ に よ る 家 具 等 の 倒 壊 、 落 下 物 等 に よ る 負 傷 で す 。 

身 を 守 る た め に は 、 周 囲 を よ く 見 る 、 落 下 物 か ら 離 れ る 、 侑 く な る 、 頭 を 守 る の が 幽 果 

的 で す 。 

CQVER!  HOLD QN!  

〈 引 用:  効 果 的 な 防 災 訓 練 と 防 災 啓 発 提 唱 会 議 )  

自 主 防 災 隊 や 消 防 団 も 被 災 者 と な り ま す 。 

共 助 活 動 の た め に も 、 自 分 ゆ 家 族が 負 傷 し な い よ う に し ま し ょ う 。 

⑦-②.  発 災 後 の 個 人 ・ 家 族 で す る こ と 

輪 家 族 の 安 否確 諒
っ つ 家 族 の 安 否 確 認 だ け で な く 、 と な り 近 所 の 安 否 確 認 も 忘 れ な い よ う に し ま し ょ う 。

災 の 始 末 

う 都 市 ガ ス や プ ロ パ ン ガ ス を 使 用 し て い る 場 合 、 震 度 ⑤ 弱 以 上 の 揺 れ を ガ ス メ ー タ ー 

が 感 知 す る と 、 自 動 的 に 遮 断 さ れ る た め 、 慌 て て 火 を 止 め に 行 か な い で く だ さ い 。 

ま た 、 ろ う そ く 等 の 裸 災の 場 合 災 炎 発 生 のリ ス ク が 高 い で す 。 木 造 住 宅 が密 集 し て 

い る 地 域 の た め 、 揺 れ が お さ まっ た ら 志 ず 初 期 消 災 に 努 め て く だ さ い 。
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⇒電気器具のスイッチを切り、コンセントを抜きましょう。 

（感震ブレーカーの設置などを考えてみてはいかがでしょうか。） 

電気のブレーカーやガスの元栓を切りましょう。 

非常持ち出し袋を持参しましょう。 

となり近所へも声をかけ、避難しましょう。 

 

 

 

⇒より早く！より遠く！より高く！避難しましょう。 

 

【津波避難の三原則】（岩手県釜石市の津波防災教育より） 

１．「想定にとらわれるな」 

２．「最善を尽くせ」 

３．「率先避難者たれ」 

 

7-3. 発災後の鵲地区ですること 

 

 

⇒自治会単位で安否確認を実施します。 

鵲まちづくり協議会で安否情報を集約します。 

 

 

 

⇒逃げ遅れをゼロにします。 

 

 

 

⇒一人で避難できない人の介添えを実施します。 

 

 

 

⇒津波緊急一時避難ビル（学校など）で、避難者数を確認し、災害対策本部へ情報

を伝えます。 

 

津波からの避難 

避難する 

安否確認 

避難の呼びかけ、避難誘導 

避難先での情報発信 

避難行動要支援者への対応 

鵲 地区 防 災 計 画  
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８ 津波避難時の経路と避難先 
8-1. 五主町自治会・五主団地自治会の避難 

・津波発生時の緊急一時避難先は「鵲小学校」を想定します。 

時間に余裕があれば、もっと西（内陸）へ避難します。 

・主たる避難経路は市道星合五主 1 号線­市道小津星合線とし、想定される液状化

等の被害状況によっては、市道星合五主線（通学路）­市道小津星合線とします。 

 

8-2. 岡田区自治会の避難 

・津波発生時の緊急一時避難先は「鵲小学校」、「小野江小学校」を想定します。 

・主たる避難経路は、小野江小学校方面は市道星合 1 号線­農道 201 号線­市道舞

出小野江線とし、鵲小学校方面は市道小津星合線­県道津三雲線とします。また、

雲出川堤防は主たる避難経路の被害状況を鑑み、やむを得ない場合にのみ使用しま

す。 

 

8-3. 星合町自治会の避難 

・津波発生時の緊急一時避難先は「小野江小学校」及び「津波浸水想定区域外」を想

定します。 

・主たる避難経路は県道津三雲線­市道星合舞出線­県道嬉野津線とします。 

 

8-4. 笠松町自治会の避難 

・津波発生時の緊急一時避難先は「クリーニング米若本社」、「ニチレイ・ロジスティ

クス東海三重物流センター」を想定します。 

逃げ遅れた際の緊急一時避難先として、「鵲小学校」も想定します。 

・主たる避難経路は県道津三雲線­市道笠松中林線­国道 23 号線とします。十軒屋

住民に関しては、主たる避難経路は市道笠松十軒屋線とします。市道笠松西肥留線

沿い住民に関しては、主たる避難経路は市道笠松西肥留線とします。 

 

8-5. 小舟江町自治会の避難 

・津波発生時の緊急一時避難先は「津波浸水想定区域外」を想定します。 

逃げ遅れた際の緊急一時避難先に関して、国道 23 号線以東の住民はクリーニング

米若本社とし、国道 23 号線以西の住民はニチレイ・ロジスティクス東海三重物流

センターとします。 

・主たる避難経路は市道笠松中林線­国道 23 号線または市道小舟江曽原 1 号線­

県道三雲久居線­県道嬉野津線とします。 

－
3
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避 難す る 

う 電 気 器 具 の ス イ ッ チ を 切 り 、 コ ンセ ン ト を 抜 き ま し ょ う 。 

(  感 震 ブ プ レ ー カー の 設 置 な ど を 考 え て み ひみ て は い が か が で し ょ う か 。)  

電 気の プ レ ー カー や ガ ス の 元 校 を 切 り ま し ょ う 。 

非 常 持 ち 出 し 袋 を 持 参 し ま し ょ う 。 

と な り 近 所 へ も 声 を か がけ 、 避 難 し ま し ょ う 。 

芋 津 波 か ら の 避 難 

う よ り 早 く !  よ り 遠 ぐ !  よ り 高 ぐ く !  避 難 し ま し ょ う 。 

【 津 波 避 難 の 三 原 則 】 (  岩 手 県 釜 石 市 の 津 波 防 災 教 育 よ り う 

①.  ` 想 定 に と ら わ れ る な 」 

②.  ` 最 善 を 尽 く せ 」 

③.  ` 率 先 避 難 者 た れ 」 

⑦-③.  発 災 後 の 鶴 地 区 で す る こ と 

っ 自 治 会 単 位 で 安 否 確 認 を 実 施 し ま す 。 

鶴 ま ち づ く り 協 議 会 で 安 否 情 報 を 集 約 し ま す 。 

羊 邂 難の 呼 び か け 、 邂 難 誘 導 
っ う 逃 げ 遅 れ を ゼ ロ に し ま す 。 

禿 連 難 行 動 要 支 援 老 へ の 対 応 |  
コ ー 人 で 選 難 で き な い 人 の 介 添 え な 実 施 し ま す 。 

羊 通 難 先 での 情 報 発 信 |  
っ 津 波 緊 急 一 時 邂 難 ビル (  学 校 な ど )  で 、 還 難 者 数 を 確 認 し 、 安 害対 策 本 部 へ 情 報 

を 伝 え ま す 。 

⑧ 津 波 還 難 時 の 経 路 と 避 難 先 

⑧-①.  五 主 町 自 治 会 ・ 五 主 団 地 自 治 会 の 避 難 

・ 津 波 発 生 時 の 緊 急 一 時 避 難 先 は ̀  鶴 小 学 校 」 を 想 定 し ま す 。 
時 間 に 余 裕 が あ れ ば 、 も っ と 西 (  内 陸 )  へ 避 難 し ま す 。 

・ 主 た る 避 難 経 路 は 市 道 星 合 五 主 ①号 線 - 市 道 小 津 星 合 線 と し 、 想 定 さ れ る 液 災 化 

等 の 被 害 狂 況 に よ っ て は 、 市 道 星 合 五 主 線 (  通 学 路 )  - 市 道 小 津 星 合 線 と し ま す 。 

⑧-②.  岡 田 区 自 治 会 の 避 難 

・ 津 波 発 生 時 の 緊 急 一 時 避 難 先 は ̀  鵠 小 学 校 」、̀  小 野 江 小 学 校 」 を 想 定 し ま す 。 

・ 主 た る 避 難 経 路 は 、 小 野 江 小 学 校 方 面 は 市 道 星 合 ① 号 線 - 農 道 ⑳① 号 線 - 市 道 舞 

出 小 野 江 線 と し 、 鶯 小 学 校 方 面 は 市 道 小 津 星 合 線 - 県 道津 三 雲 線 と し ま す 。 ま た 、

雲 出 川 堤 防 は 玩 た る 避 難 経 路 の 被 害 状 況 を 鑑 み 、 や む を 得 な い 場 合 に の み 使 用 し ま 

す 。 

⑧-③.  星 合 町 自 治 会 の 避 難 

・ 津 波 発 生 時 の 緊 急 一 時 還 難 先 は ̀  小 野 江 小 学 校 」 及 び ̀  津 波 浸 水 想 定 区 域 外 」 を 想 
定 し ま す 。 

・ 主 た る 避 難 経 路 は 県 道 津 三 雲 線 - 市 道 星 合 舞 出 線 - 県 道 嬉 野 津 線 と し ま す 。

⑧-④.  笠 松 町 自 治 会 の 避 難 

・ 津 波 発 生 時 の 緊 急 一 時 避 難 先 は ̀ ク リ ー ニ ン グ 米 若 本 社 」、̀  ニ チ レ イ ・ ロ ジ ス テ ィ 
ク ス 東 海 三 重 物 流 セ ン タ ー」 を 想 定 し ま す 。 
逃 げ 遅 れ た 際 の 緊 急 一 時 避 難 先 と し て 、̀  鶴 小 学 校 」 も 想 定 し ま す 。 

・ 主 た る 避 難 経 路は 県 道 津 三 雲 線 - 市 道 笠 松中 林 線 - 国 道 ②③ 号 線 と し ま す 。 十 軒 屋 
住 民 に 関 し ては 、 主 た る 避 難 経 路 は 市 道 笠 松十 軒 屋 線 と し ま す 。 市 道 笠 松 西 肥 留 線 
沿 い 住 民 に 関 し て は 、 主 た る 避 難 経 路は 市 道 笠 松 西 肥 留 線 と し ま す 。 

⑧-⑤.  小 舟 江 町 自 治 会 の 避 難 

・ 津 波 発 生 時 の 緊 急 一 時 避 難 先 は ̀  津 波 浸 水 想 定 区 域 外 」 を 想 定 し ま す 。 

逃 げ 遅 れ た 際 の 緊 急 一 時 避 難 先 に 関 し て 、 国 道 ②③ 号 線 以 東 の 住 民 は ク リ ー ニ ン グ 

米 若 本 社 と し 、 国 道 ②③ 号 線 以 西 の 住 民 は ニ チ レ イ・ ロ ジ ス テ ィ ク ス 東 海 三 重 物 流 

セ ン タ ー と し ま す 。

・ 主 た る 避 難 経 路 は 市 道 笠 松 中 林 線 - 国 道 ②③ 号 線 ま た は 市 道 小 舟 江 曽 原 ① 号 線 - 

県 道 三 雲 久 居 線 - 県 道 嬉 野 津 線 と し ま す 。
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９ 課題や問題点 
液状化は大丈夫か？ 

⇒液状化については、三重県が液状化危険度予測分布図を公表しています。 

着色部分（特に赤色部分）が全て液状化するとは限らないため、事前に避難経

路を複数想定しておき、発災時の状況により避難経路を選択してください。 

 

※様々な要因により、避難経路の損壊が想定さ  

れるため、事前の備えとして 

・複数の避難経路を考えておく 

・破損個所を早く確認し伝達できる体制を作っ 

ておく 

 

 

 

車で避難できない。（家屋・ブロック塀倒壊） 

電柱が倒れ、避難経路が阻まれる。 

⇒家屋などの倒壊により、道路閉塞が発生し車両の通行障害が予想されます。 

また、一斉に車避難した場合、渋滞で逃げ遅れることも予想されます。 

緊急車両の通行の妨げにもなるので、基本的に車両の使用は控えましょう。 

地震による電柱の倒壊も予想されます。なるべく電柱の少ない避難経路を考え

ておくことも重要です。 

・自助：家屋の耐震化、ブロック塀の除去を行う。 

・共助：車避難は基本的におこなわず、近隣で声を掛け合い、早期避難に努める。 

・避難行動要支援者への対応として、車いすやリヤカーでの避難も想定しておき

ましょう。 

 

要支援者の避難誘導は ⇒ 消防団の対応 

⇒発災時刻にもよります。 

消防団員が在宅の場合、避難誘導や救出救助活動を期待できますが、不在の

場合近隣での助け合いが必要不可欠になります。 

・日頃より、近隣での助け合いができるよう『顔の見えるお付き合い』をして

おきましょう。 

・消防団においては津波発生時の退避ルールが決められているため、相互理解

を深め二次被害防止のため、地域住民も同様に退避行動をとるようにしまし

ょう。 

  

（引用：三重県地震被害想定調査結果（平成 26 年 3 月）） 
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１０ 今後の活動目標 
本計画の策定に向けワークショップを実施し、多くの住民が参加しながらた

くさんの意見を出し合い、地震・津波について考えてきました。しかし、まだ鵲

地区の全員に認知されたわけではありません。また、高齢者を連れての避難をど

うするか？（避難行動要支援者への対応）といった課題も残されています。 

 

●やるべきこと、できることを考える 

【個人・各家庭】 

①すぐできること→②少し頑張ればできること→③困難なこと 

【地区・自治会】 

①すぐできること→②少し頑張ればできること→③困難なこと 

【行政（市役所・県・国）】 

 

これからは、個人や家族、鵲地区がそれぞれできることに対して、優先順位を持って

取り組みます。それでも困難なことは市に協力を求めます。 

それぞれの立場で、「できない理由を考えるのではなく、今のプロセスでできること」

を考え、積み上げていきます。 

 

●継続的な活動のスタート（PDCA サイクル） 

課題はまだまだあり、まちの状況は変化していきます。 

本計画策定を機に継続的な活動のスタートとして、PDCA サイクルをまわすことで、

『全員参加で被害者『０』 みんなで作ろう強い鵲』を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Plan（計画） ：避難計画をつくる。 

Do（実行(訓練)） ：避難訓練を行う。 

Check（評価） ：訓練を行ってみて、うまくいきそうか？ 

Action（改善） ：問題点・修正点はないか。 

 

  

見直して
計画を書
き直す 

鵲 地区 防 災 計 画  
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参考 計画策定に向けての検討経過 
 

日付 会議名等 議題等 

平成３０年 

５月１５日 
代表者会議 地区津波避難計画作成に向けた説明 

平成３０年 

７月９日 
代表者会議 第1回ワークショップ実施に向けての調整 

平成３０年 

７月１９日 
全体会議 

（1）松阪市津波避難対策基本方針について 

（2）ワークショップの取り組みについて 

平成３０年 

７月２２日 
第 1 回ワークショップ 

（1）防災講演会（川口准教授） 

（2）今後の進め方（説明） 

平成３０年 

８月３１日 

9 月 7 日 

第２回ワークショップ 

（1）災害図上訓練（ＤＩＧ） 

⇒避難経路をみんなで考える 

対象地区 8月31日：星合町、五主町 

9月7日：小舟江町、笠松町 

平成３０年 

９月２４日 
第３回ワークショップ 

（1）津波を想定した避難訓練 

（2）防災講演会（川口准教授） 

平成３１年 

１月２３日 
第４回ワークショップ （1）災害図上訓練（ＤＩＧ）の振り返り 
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ー 地 霊 ・ 津 波 邉 難 鍋 ー 

① 0 今 後 の活 動 目 標 

本 計 画の 策 定 に 向 け ワ ー ク シ ョ ッ プ を 実 施 し 、 多 く の 住 民 が 参 加 し な が ら た 

ぐ く さ ん の 意 見を 出 し 合 い 、 地 震 ・ 津 波 に つ い て 考 え て き ま し た 。 し か し 、 ま だ 鶯 

地 区 の 全 員 に 謳 知 さ れ た わ け で は あ り ま せ ん 。 ま た 、 高 齢 者 を 連 れ て の 避 難 を ど 

う す る か ? (  邉 難 行 動 要 支 援 者 へ の 対 応 )  と い っ た 課 題 も 残 さ れ て い ま す 。 

@ や る べ き こ と 、 でき る こ と を 老 え る 

【 個 人 ・ 各 家 庭 】

① す ぐ で き る こ と っ ⑧ 少 し 頑 張 れ ば で き る こ と っ ー③ 困 難 な こ と 

【 地 区 ・ 自 治 会 】  ヾ |  

① す ぐ で き る こ と っ ⑧ 少 し 頑 張 れ ば で き る こ と っ ③ 困 難 な こ と 

【 行 政 ( 市 役 所 ・ 県 ・ 国 ) 】 ヾ  |  

こ れ か ら は 、 個 人 や 寧 族 、 鵜 地 区 が そ れ ぞ れ でき る こ と に 対 して 、 優 先 順 位 を 持 っ て 

取 り 組 み ま す 。 そ れ で も 困 難 な こ と は 市 に 協 力を 求 め ま す 。 

そ れ ぞ れ の 立 場 で 、̀  で きな い 理 由 を 考 え る の で は な く 、 今 の プ ロ セ ス で で き る こ と 」 

を 考 え 、 積 み 上 げ て い き ま す 。 

@ 継 続 的 な 活 動 の ス タ ー ト 〈PDCA サ イ ク ル )  

課 題は ま だ ま だ あ り 、 ま ち の 如 況 は 変 化 し て い き ま す 。 

本 計 画 篠 定 を 機 に 繁 続 的 な 活 動 の ス タ ー ト と し て 、 PDCA サ イ ク ル を ま わ す こ と で 、 

(  会 員 参 加 で 被 害 者 『O』 み ん な で 作 ろ う 強 い 鵜 』 を 目 指 し ま す 。 

Pl an (  計 画 う :  避 難 計 画 な つ くる 。 ー 一一 
Do (  実 行 0 組 ) :  避 難 訊 練 を 行う 。 惧 レ て 
Check (  評 砲 )  :  訊 練 を 行 っ て ひ み て 、 うま く いき そ う か ? |  き 直 す 
Act i on (  改 善 )  :  問 題 点 ・ 修 正 点 は な い か 。 

鶯 地 区 防 災 計 画 

参 考 計 画 策 定 に 向 け て の 検 討 経 過 

日 付 会 謝 名 等 議 題 等 
平 成 ③0 年 

代 表 者 会 議 地 区 津 波 還 難 計 画 作 成 に 向 け た 説 明 
⑤ 月 ① ⑤ 日 
成 ③0

T 啓 ③0 年 代 表 者 会議 第 ① 回 ワ ー ク シ ョッ プ 実 施に 向 け て の 調 整 
⑦ 月 ⑨ 日 

平 成 ③0 年 っ 会 会 警 ( ①)  松 阪 市 津 波 邂 難 寿 策 基 本 方 針 に つ い て 
⑦ 月 ① ⑨ 日 ー ②)  ワ ー ク シ ョ ッ プ の 取 り 組 みに つ い て 
平 成 ③0 年 騙 ① 団 ワ ー ク シ ョ ッ プ |  ⑫ 防 欧 講 演 会 OI I  口 准攻 揚 
⑦ 月 ②② 日 ② 今 後 の 進 め 方 (  説 明 う

① 宇 害 図 上 訓 練 CD ①G 或 ③0 年 ( 〉十 図 上 訓 練(  ) ` 
う 避 難 経 路 を み ん な で 老 え る 

⑧ 月 ③① 日 第 ② 回 ワ ー ク シ ョ ッ プ |  ,  ` 
対 象 地 区 ⑧ 月 ③① 日 :  星 合 町 、 五 主 町 

⑨ 月 ⑦ 日 
⑨ 月 ⑦ 日 :  小 舟江 町 、 笠 松 町 

平 成 ③0 年 闘 ( ①)  津 波 を 想 定 し た 避 難 訓 練 
第 ③ 回 ワ ー ク ショ ッ プ _  

⑨ 月 ②④ 日 ②)  防 炎 講 演 会 川 口 准 教 授 
⑪ gー 

で 敦③① 年 第 ④ 回 ワ ー ク ショ ッ プ |  ( ①)  宇 害 図 上 訓 練 〈D ①G)  の 振 り 返 り 
① 月 ②③ 日 
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計 画 の 対 象 地 区の 範 囲 

② 基 本 方 針 〈 目 的 )  

策 定 

③ 活 動 目標 

⑤ 地 区 の 災 害 履 歴 お よ び 想 定 さ れ る 炎 害 

⑥ ふ だ ん の 災 害 へ の 備 え 

⑧ 災 害 避 難 時 の 経 路 と避 難 先 ・ 

⑨ 課 題 ゆ や 問 題 点 

① 0 今 後 の活 動 目 標 

④ 地 区 の 特 性 C 地 理 、 人 口 な ど )  

資 料 

⑦ 災 害 が 発 生 し た と き の 行 動 

参 考 計 画 策 定 に 向 け て の 検 討 経 過 

園 日 次 

序 章 
① 

團 改 定 履 歴 

令 和 ② 年 ③ 月 

大 石 地 区 ま ち づ く り 協 議会 

令 和 ② 年 ③ 月 
大 石 地 区 ま ち づ く り 協 議 会

マ ス コ ッ ト キ ャ ラ ク タ ー 

お い し い た け 
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序章 

■計画策定に至った経緯 

 大石地区では、平成 29 年度土砂災害防止法にもとづく基礎調査が実施され、大

石町、小片野町、六呂木町の急傾斜地を中心に、土砂災害警戒、特別警戒区域の指

定がなされました。また、近年の気候変動により大雨、台風の多発がみられるなど、

水害・土砂災害から大切な家族と地域を守る、防災・減災の行動について、「大石地

区防災計画（風水害編）」として取りまとめました。 

 

 

１ 計画の対象地区の範囲 

「大石町」「小片野町」「六呂木町」からなる大石地区を計画の対象範囲とします。 
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２ 基本方針（目的） 

松阪市の防災ビジョンである【災害時の人的被害ゼロ】を実現するため、以下の 
とおり基本方針（目的）を定めます。 
 

家庭・地域の防災・減災力を高め、 

「災害時の人的被害ゼロ」を目指す避難行動を！ 

 

 

 

３ 活動目標 

活動方針（目的）を実現するための活動目標を以下のとおり定めます。 

 

雨を、危険を、情報を、避難の方法を知ろう 

 

■防災意識の向上と防災・減災力の強化 

 ・家庭で災害時対応（防災情報入手、家族の役割、安全な場所、集合・避難場所、 

経路の確認）について話し合いを行う。 

・訓練で「チェックリスト」を配布、家庭で「非常持ち出し袋」、「非常食（備蓄品）」 

の備えを行う。 

■風水害（土砂災害等）の発生にそなえ防災・減災点検活動の実施 

 ・防災組織（自治会、組長等）で避難経路の安全確認を行う。 

 ・ハザードマップ等で土砂災害、浸水等の災害危険箇所の確認を行う。 

 ・風水害の備え、誰もが「土嚢作り、積み込み」が出来るように訓練を行う。 

■身近な居住地域での日頃の声かけ、助け合いの実施 

・「風水害タイムライン」を作成、個人、家庭、地域の防災組織（自治会・自主防災 

隊・消防団など）の行動計画を定める。 

・自主防災隊は避難情報に基づき、災害時要支援（防災カルテ等）対象者の安否確

認を行う。 

 ・自治会、まちづくり協議会では「緊急連絡網」に基づき、災害情報、安否確認を

集約、把握する。 
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園 計 画 策 定 に 至 っ た 経 緯 

大 石 地 区 で は 、 平 成 ②⑨ 年 度 土 砂 災 害 防 止 法 に ち と づ く 基 礎 調 査 が 実 施 さ れ 、 大 

石 町 、小 片 野 町 、 六 呂 木 町 の 急 側 斜 地 を 中 心 に 、 土 砂 災 害 警 戒 、 特 別 警 戒 区 域 の 指 

定 が な さ れ ま し た 。 ま た 、 近 年の 気 候 変 動 に よ り 大 雨 、 台 風 の 多 発 が み ら れ る な とど と 、 

水 害 ・ 土 砂 炎 害 か ら 大 切な 家 族 と 地 域を 守 る 、 防 炎 ・ 涯 災 の 行 動 に つ い て 、` 大 石 地 

区 防 炎 計 画 (  風 水 害 編 う 」 と し て 取 り ま と め ま し た 。 

` 大 石 町 」` 小 片 野 町」` 六 呂 木 町」 から な る 大 石 地 区 を 計 画 の 対 象 範 囲 と し ま す 。 

po ニ ー い W ・ 進 

松 阪 市 の 防 災 ビ ジ ョ ン で あ る 【 災 害 時 の 人 的 被 害 ゼ ロ 】 を 実 現 す る た め 、 以 下 の

と お り 基 本 方 針 (  目 的 ) を 定 め ま す 。

家 庭 ・ 地 域の 防 災 ・ 涯 災 力 を 高 め、 

` 災 害 時 の 人 的 被 害 ゼロ 」 を 目 指 す 避 難 行 動 を !  

活 動 方 針 (  目 的 )  を 実 現 す る た め の 活 動 目 標 を 以 下 の と お り 定 め ま す 。 

雨 を 、 危 陰 を、 情 報 を 、 避 難 の方 法 を 知 ろ う 

園 防 災 意 識 の 向 上と 防 災 ・ 混 災 力 の 強 化 

・ 家 庭 で 災 害 時 対 庚 (  防 炎 情 報 入 手、 家 族 の 役 割 、 安 全 な 場 所 、 集 合 ・ 避 難 場 所 、

経 路 の 確 謗 )  に つ い て 話 し 合 い を 行 う 。 

・ 訓 練 で̀ チ ェ ッ ク リ ス ト 」 を 配 布 、家 庭 で ̀  非 常 持 ち 出 し 袋 」、 ̀ 非 常 食 (  備 蕃 品 ) 」 

の 備 え を 行 う 。 

国 風 水 害 て 土 砂災 害 等 )  の 発 生 に そ な え 防 災 ・ 減 災 点 検 活 動 の 実 施 

・ 防 炎 組 織 〈 自 治 会 、 組 長 等 )  で 避 難 経 路 の 安 全 確 認 を 行 う 。 

・ ハ ザ ー ド マ ッ プ 等 で 土 砂 炎 害 、 浸 水 等 の 炎 害 危 険 箇 所 の 碁 認 を 行 う 。 

・ 風 水 害 の 備 え 、 誰 ち が ` 土 嚢 作 り 、 積 み 込 み 」 が 出 来 る よ う に 訓 練 を 行 う 。 

園 身 近 な 居 住 地 域 で の 日 頃 の 声 が かけ 、 助 け 合 い の 実 施 

″ 風 水 害 タ イ ム ラ イ ン 」 を 作 成 、 個 人 、 家 庭 、 地 域の 防 炎 組 織 ( 自 治 会 ・ 自 主 防 災 

隊 ・ 消 防 団 な ど )  の 行 動 計 画 を 定 め る 。 

・ 自 主 防 災 隊 は 避 難情 報 に 基 づ き 、 炎 害 時 要 支 援 (  防 災 カ ル テ 等 ) 対 象 者 の 安 否 確 

認 を 行 う 。 

・ 自 治 会 、 ま ち づ く り 協 議 会 で は ` 緊 急 連 絡 網 」 に 基 づ き 、 炎 害 情 報 、 安 否 碁 認 を 

集 約 、 把 握 す る 。
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４ 地区の特性（地理、人口など） 

大石地区の地理や人口などの特性は、以下のとおりです。 

・地区の地理など 

市域のほぼ中間に位置する中山間地域 

一級河川櫛田川の中流域左岸河岸段丘及び、支流の山間地集落 

  国道 166 号線と県道（小片野駅部田線、古江小片野線）の交通結節点 

 ・地区の人口など 

人口 1,462 人、715 世帯（令和 2 年 2 月 1 日現在） 

 

 

５ 地区の災害履歴および想定される災害 

■地区の災害履歴 

・昭和 34 年伊勢湾台風（9 月 26 日～27 日）で櫛田川が増水、氾濫し旧大石村

役場 1 階部分の水没 

・昭和 43 年大石町谷川河川災害、谷地区上流部護岸の破損 

・平成 29 年台風 21 号（10 月 21 日～22 日）に伴う集中豪雨により大石町、

小片野町、六呂木町各地で斜面崩壊、倒木による通行止め、そして、最長 4 日間

に及ぶ停電 

 

 

 

 

 

 

 

■想定される災害 

 ・大雨、台風、地震等による風水害（土砂災害、河川、山地災害等） 

（山崩れ、地滑り、風倒木、生活道路の通行止め、長期停電、冠水被害等） 
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６ ふだんの災害への備え 

■個人・家族ですること 

 ・防災気象情報の入手、雨の降り方、川の増水、危険斜面の状況を知る。 

 ・土砂災害ハザードマップの警戒、特別警戒区域を知る。 

・屋内安全箇所、近隣の安全箇所、指定緊急避難所を知る。 

 ・住宅耐震化、家具転倒防止、非常持出常備、家族で情報共有、近所付き合い。 

■地域ですること 

 ・防災研修、避難訓練を実施し防災・減災意識を高める。 

・定期的にタウンウォチングを実施し危険箇所を確認する。 

 ・災害時要支援者の把握と安否確認、支援の取り決めをおこなう。 

 ・災害発生時の情報共有と、「助け合い」による「自主防災組織」を育成する。 

 

 

７ 災害が発生したときの行動 

 

「風水害タイムライン」に基づき行動する 

 

■発災直後の行動は・・・ 

 ・自分自身、家族の命を守る！ 

■発災後に個人・家族ですることは・・・ 

 ・家族、近所の安否確認、自宅の安全場所、地域待避所、指定避難所への避難 

■発災後に地区ですることは・・・ 

 ・住民の安否確認、避難経路の安全確認、避難呼びかけ、避難誘導・支援 

 ・避難行動要支援者の支援、避難所の運営、快適性の確保 

・避難先での情報発信、住民への災害時広報、行政との折衝 
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大 石 地 区の 地 理 や 人 口 な ど の 特 性 は 、 以 下 の と お り で す 。 

・ 地 区 の 地 理 な ど 

市 域 の ほ ぼ 中 間 に 位 置 する 中 山 間 地 填 

一 紗 河 川 櫛 田 川 の 中 流 域 左 岸 河 岸 段 丘 及 び 、 支 流 の 山 間 地 集 落 

国 道 ⑯⑥ 号 線 と 県 道 (  小 片 野 駅 部 田 線 、 古 江 小 片 野 線 )  の 交 通 結節 点 

・ 地 区 の 人 口 な ど 

人 口 ①. ④⑥② 人 、⑦①⑤ 世 帯 (  令 和 ② 年 ② 月 ① 日 現 在 ぅ 

⑤ mmommmmokOmeenel ea 
園 地 区 の 炎 害 履 歴 

・ 昭 和 ③④ 年 伊 勢 湾 台 風 〈⑨ 月 ②⑥ 日 へ ②⑦ 曰 )  で 櫛 田 川 が 増 水 、 氾 濫 し 旧 大 石 村 

役 場 ① 階 部 分 の 水 没 

・ 昭 和 ④③ 年 大 石町 谷 川 河 川 炎 害 、 谷 地 区 上 流 部 護 岸 の 破 損 

・ 平 成 ②⑨ 年 台 風 ②① 号 〈①0 月 ②① 日 へ ②② 日 )  に 伴 う 集 中 豪 雨 に よ り 大 石 町 、

小 片 野 町 、六 呂 木 町 各 地 で 斜 面 崩 壊 、 倒 木 に よ る 通 行 止 め 、 そ し て 、 最 長 ④ 日 間 

に 及 ぶ 停 電 

国 想 定 さ れ る 災 害 

・ 大 雨 、 台 風 、 地 震 等 に よ る 風 水 害 (  土 砂 災 害、 河 川 、 山 地 災 害 等 
C 山 崩 れ 、 地 滑り 、 風 倒 木 、 生 活 道 路 の 通 行 止 め 、 長 期 偕 電 、 冠 水 被 害 等 )  

園 個 人 ・ 家 族 で す る こ と 

・ 防 炎 気 象 情 報 の 入 手 、 雨 の 降 り 方 、 川 の 増 水 、危 険 斜 面 の 災 況 を 知 る 。 
・ 土 砂 炎 害 ハ ザ ー ド マ ッ プ の 警 戒 、 特 別 警 戒 区 域 を 知 る 。 

・ 屋 内 安 全 箇 所 、 近 隣 の 安 全 箇 所 、 指 定 緊 急 避 難 所 を 知 る 。 

・ 住 宅 耐 震 化 、 家 具 転 倒 防 止 、 非 常 持 出 常 備 、 家 族で 情 報 共 有 、 近 所 付 き 合 い 。 

團 地 域 で す る こ と 

・ 防 炎 研 修 、 避 難 訓 練 を 実 施 し 防 災 ・ 減 災 意 識 を 高 め る 。 

・ 定 期 的 に タ ウ ン ウ ォ チ ン グ を 実 施 し 危 険 箇 所 を 確 認 す る 。 

・ 災 害 時 要 支 援 者 の 把 握 と安 否 確 謗 、 支 援 の 取 り 決 め を お こ な う 。 

・ 災 害 発 生 時 の 情 報 共 有 と 、̀  助 け 合 い」 に よ る ` 自 主 防 災 組 織 」 を 育 成 す る 。 

` 風 水 害 タ イ ム ラ イ ン 」 に 基 づ き 行 動 す る 

園 発 災 直 後 の 行 動 は・・・ 

・ 自 分 自 身 、 家 族 の 若 を 守る !  

園 発 災 後 に 個 人 ・ 家 族 で す る こ と は ・・・ 

・ 家 族 、 近 所の 安 否 確 認 、 自 宗の 安 全 場 所 、 地 域 待 避 所 、 指 定 避 難 所 へ の 邂 難 

園 発 災 後 に 地 区 で す る こ と は ・・・ 

・ 住 民 の 安 否 確 認 、 避 難 経 路 の 安 全 確 謗 、 避 難 呼 び か け 、 避 難 誘 導 ・ 支 援 

・ 避 難 行 動 要 支 援 者 の 支 援 、 避 難 所 の 運 営 、 快 適 性 の 確 保 

・ 避 難 先 で の 情 報 発 信、 住 民 へ の 炎 害 時 広 報 、 行 政 と の 折 衝
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８ 災害避難時の経路と避難先 

■大石町自治会の避難経路および集合先・一時退避所、指定避難所 

①矢下地区（矢下組） 

自宅等 ▶ 一時退避所（矢下集会所）   ▶ 指定避難所（南小学校） 

②谷地区（谷下、寺海戸、谷中、都組） 

自宅等 ▶ 一時退避所（谷集会所）    ▶ 指定避難所（南小学校） 

③谷地区（北谷組） 

自宅等 ▶ 一時退避所（防災センター）  ▶ 指定避難所（南小学校） 

 ④本郷地区（上出、中出組） 

自宅等 ▶ 集合場所（ＪＡ松阪旧大石店） ▶ 指定避難所（南小学校） 

⑤本郷地区（久保田、下出組） 

自宅等 ▶ 一時退避所（久保田集会所）  ▶ 指定避難所（南小学校） 

⑥本郷地区（滝組） 

自宅等 ▶ 集合場所（大石不動院）    ▶ 指定避難所（南小学校） 

 ⑦本郷地区（脇・奥殿組） 

自宅等 ▶ 一時退避所（蓮浄寺）     ▶ 指定避難所（南小学校）  
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■小片野町自治会の避難経路および指定避難所 

 ①山側（上出上・下、山際、奥出上・下、下出、大下出組） 

自宅等 ▶ 指定避難所（南小学校）   ※市道、国道中心に移動 

 ②平地（東、西、南、北、古野、栄町、瀬戸出組） 

自宅等 ▶ 指定避難所（南小学校）   ※市道・県道、国道中心に移動 
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園 大 石 町 自 治 会 の 避 難 経 路 お よ び 集 合 先 ・ 一 時 退 還 所 、 指 定 還 難 所 

① 矢 下 地 区 (  矢 下 組 う
自 宅 等 e 一 時 退 避 所 C 矢 下 集 会 所 う レ 指 定 避 難 所 ( 南 小 学 校 )  

② 谷 地 区 (  谷 下 、 寺 海 戸、 谷 中 、 都 組 )  
自 宅 等 e 一 時 退 避 所 ( 谷 集 会所 う と 指 定 避 難 所 (  南 小 学 校 )  

③ 谷 地 区 (  北 谷 組 う 
自 宅 等 e 一 時 退 避 所 (  防 災 セ ン タ ー う )  と 指 定 避 難 所 (  南 小 学 校 )  

④ 本 郷 地 区 (  上 出 、 中 出 組 う 

自 宅 等 i  集 合 場 所 〈( J A 松 阪 旧 大 石 店 )  酉 指 定 邂 難 所 ( 南 小 学 校 )  

⑧ 本 郷 地 区 (  久 保 田 、 下 出 組 )  

自 宅 等 e 一 時 退 避 所 て 久 保 田 集 会 所 )  と 指 定 避 難 所 (  南 小 学 校 )  

@⑥ 本 郷 地 区 (  滝 組 )  

自 宅 等 i  集 合 場 所 (  大 石 不 動 院 う と 指 定 避 難 所 (  南 小 学 校 )  

⑦ 本 郷 地 区 (  脇 ・ 奥 殿 組 う 

自 宅 等 e 一 時 退 避 所 (  蓮 浄 寺 う と 指 定 避 難 所 (  南 小 学 校 )  

園 小 片 野 町 自 治 会 の 避 難 経 路 お よ び 指 定 避 難 所 

① 山 側 ( 上 出 上 ・ 下 、 山 際 、 奥 出 上 ・ 下 、 下 出 、 大 下 出 組 う 

自 宅 等 e 指 定 避 難 所 ( 南 小 学 校う ※ 市 道 、 国 道 中 心 に 移 動 

② 平 地(  東 、 西 、 南 、 北 、 古 野 、 栄 町 、 瀬 戸 出 組 )  

自 宅 等 e 指 定 避 難 所 ( 南 小 学 校う ※ 市 道 ・ 県 道 、 国 道 中 瓜 に 移 動 

人 A AEEASSukeer eS S S S 
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■六呂木自治会の避難経路および一時退避所、指定避難所 

 ①六呂木全地区（東広出、西広出、北出、上出、下出上・下組） 

自宅等 ▶ 一時退避所（六呂木集会所） ▶ 指定避難所（南小学校）  
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９ 課題や問題点 

 ・急傾斜地等、地形上、斜面崩落により避難経路が確保できない災害発生 

 ・災害時の連絡、地域の助け合い、自主防災・減災体制づくり 

 ・災害時要支援者への支援の仕組み（ルール）と支援体制づくり 

 ・ふだんの近所付き合い、居住地域での助け合い意識を高めること 

 ・地域の防災、減災力の育成（災害時の活動力等）と人材、資機材の整備 

 

 

１０ 今後の活動目標 

 ・やるべきこと、できることを考え、徐々に地域の防災・減災力を高める。 

 ・防災、減災活動の「継続」と計画の「レベルアップ（PDCA）」を図る。 

 ・自主防災組織（自治会、自主防災隊、消防団及びまちづくり協議会等）の 

役割と活動・行動の実践を進める。 
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役 割 と 活 動 ・ 行 動の 実 践 を 進 め る 

・ 自 主 防 災 組 織 (  自 治 会 、 自 主 防 炎 隊 、 消 防 団 及 び ま ち づ く り 協 議 会 等 )  の 

・ や ゆ る べ き こ と 、 で き る こ と を 考 え 、 徐 尻 に 地 域 の 防 炎 ・ 涯 災 力 を 高 め る 。 

・ 防 炎 、 減 炎 活 動 の̀ 継 続 」 と 計 画 の ̀  レ ベ ル ア ッ プ ( PDCA) 」 を 図 る 。 

自 宅 等 

① 六 明 木 全 地 区 (  東 広 出 、 

園 六 呂 木 自 治 会 の 避 難 経 路 お よ び 一 時 退 避 所 、

西 広 出 、 北 出 、上 出 、 下出 上 

一 時 退 避 所 (  六 呂 木 集 会 所 う 

指 定 避 難 所 

下 組 う 
と 指 定 避 難 所 (  南 小 学 校 )  

急 傾 斜 地 等 

災 害 時 の 連 絡 

・ 地 域 の防 災 、

、 地 形 上 

、 地 域 の 助 け 合 い 、 自 主 防 災 ・ 減 炎 体 制 づ く り 

・ 災 害 時 要 支 援 者 へ の 支 援 の 仕 組 み C ル ー 

斜 面 崩 落 に よ り 避 難 経 路 が 確 保 で き な い 炎 害 発 生 

ル )  と 麦 援 体 制 づ く り 

・ ふ だ ん の 近 所 付 き 合 い 、 居 住 地 域 で の 助 け 合 い 意 識 を 高 め る こ と 

減 災 力 の 育 成 ( 災 害 時 の 活 動 力 等 )  と 人 材 、 資 機 材 の 整 備
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資料 

■家族と地域を守る 松阪市大石地区風水害タイムライン 
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■松阪市大石地区防災計画（風水害編） 概要版 
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園 家 族 と 地 域 を 守 る 松 阪 市 大 石 地 区 風 水 害 タ イ ム ラ イ ン 

園 松 阪 市 大 石 地 区 防 災 計 画 (  風 水 害 編 ) 概 要 版

驚鵬と踵蠣毒守轟 松 阪市 太 石 地 

松 呂 市 の 
避 槻 情 報 

〈 ち 

災 宇 発 生 悟 増 

地 報 の 状 況 (  わ き 水 が 波 る ・ 山 鳴 
り が す る ・ 棚 入 が 恰 く など )  、 土 
硝 炎 室 の 初 兆 がら 別 断 

緊 急 時 の 女 撥 途 絡 元 は・・・ 
〈 自 治 飲 ・ 細 長 ・ 親 医 など 》 

〈 お な ま え )  

* 冨 甲 き S)  

* 指 定 送 姜 所 ふ の 
造 葉 向 完 エ 

・ 逼 猛 囲 蟻 な 歯 含 
は 自 守 や 辻 鐡 で 
の 安 全 呂 磐 侵 

私 と 無 陳 は

“ 柳 富 狂 決 0 把 報 
と た 途 乗 

・ 坪 居 の 安 音 様脹 

“ 拾 定 患 雄 所 連 塁 

寧 庭 ・ 地 域 の 防 然 ・ 減 災 カ を 高 め 、 烈 害 時 の 
人 的 梨 害 ゼ ロ を 目 指 す 避 雛 行 動 を ̀  

(  向 和 ② 年 月 ⑰ 日 防 )  
大 石 地 区 ま ち づ ぐ り 協 譜 会 

阿 鉄 防 狐 部 会 

松 阪 市 太 石 地 医 防 焼 計 画 (  風 ボ 

計 画 作 成 の 背 景 は … 

土 砂 屓 電 警 殉 ・ 策 削 警 戒 区 基 の 浩 定 が 世 さ れ ま し だ た 。 ま だ 、 近 年 の 篠 挺 複 動 に よ り 大 西 ・ 台 恐 の 多 発 が み ら れ る な ど 、永 呂 ・ エ 
砂 表 嵌 から 大 切 な 壹 族 と 地 域を 守 る た め の 阿 袈 ・ 溪 無 の 行 動 に つ い て 、 ` 大 石 地 区 時 裂 訂 國 (  国 水 喪 線 )  」 とし て 取 り ま ど め ま 
し た 。

大 行 地 区 では 、 平 砥 ②⑧ 年 庸 土 破 灼 害 防 止 流 に ち も と づ ぐ 基 碇 祭 杏 が 査 破 さ れ 、 大 石 町 ・ 小 片 野 町 ・ 六 口 木 男 の 思 賽 鋼 地 を 中 ぬ mに 、 

圖 活 動 目 播 は ‥ 戸 を 、 危 険 を 、 情 報 を 、 避 離 の 方 法 を 知 ろ う !  
両 防 被 意 誕 の 向 上 と 旺 裂 ・ 渓 炎 力 の 強 仁 

` 寧 誠で 被 紀 時 知 怪 ( 防 炎 情 坪 入 手 、 窩 陳 の 役 茂 、 安 全 な 場 防 、 紫 口 ・ 遅 雑 場 所 、 逢 難 慶 跡 の 雄 語 )  に つ い て 誉 し 吉 う 。 
・ 令 辣 で ` チ エ ッ ダ リ ス ト 』 芦 配 市 し 、 厩 踵 で ̀  然 宿 暁 荷 窒 効 ら 出 し 裏 」 ゆ ` 華 帝 食 (  槌 葵 含 )  の 楠え な 行 う 、 

常 風 水 害 (  土 砂 烈 害 等 )  の 発 生に そ な え 陀 災 ・ 嶽 災 点 検 活 動 の 実 胆 
・ 晦 斑 雌 嬉 (  自 泊 会 ・ 祖 畑 等 )  で 哲 無 島 踏 の 安 全 碇 諒 を 行 う .  
・ ハ ザ ー ド マ ッ プ 寺 で 工 那 灰 託 ・ 深 水 等 の 裾 雲 会 陵 碇 所 の 篠 院 地 行 う 。 
・ 風 水 宿 に 塔 え、 誰 ち が ` 土 の う づ ぐ り ・ 槍 み 込 み 」 が で き る よ う 、 詞 綱 君 行 う 。 

身 近な 居 住 地 域 で の 日 頃 の 声 か け 、 助 け 合 い の 実 施 
・ ` 颯 水 宇 タ イ ム ラ イ ン 」 を を 惚 成 、 砲 人 ・ 富 益 ・ 地 堪 の 絡 蝉 細 譜 て 自 主 晒 奇 唱 ・ 鳳 唯 回 な ど )  の 行 勃 計 巡を 定 的 る 。 
` 自 圭 防 役 踏 は 遣 蛭 情 報 に 基 づ ぎき 、 送 霊 時 要 如 播 〈 防 被 カ ル テ 等 )  途 欲 更 の 安 君 確 証 を 行 う 。 
・ 自 思 会 ・ ま ち づ ぐ り 博 議 会 で は ̀  縛 急 連 策 綱 」 に 華 ゴ づき ,  裕 舐 情 報 や 安 口 砂 碇 枚 結 ・ 把 隈 す る 。 

普 殴 の? 

ヤ 佑 人 ・ 家 族 で す る こと は … 
・ 皐 彿 気 思 情 報 の 入 手 、 周 の 蜂 り 方 、 川 の 城 水、 偏 附 鋼 画 の 松 況 を 知 る 、 
・ 土 玩 災 室 ハ サ ー ドマ ッ プ の 薇 戒 ・ 特 別 喪 祖 区 城 知 る 。 
・ 屋 内 安 全 管 所 、 返 階 の 安 全 面 所 、 指 定 緊 急 逢 難 所 を 知 る 
` 住 名 電 患 化 ・ 嚢員鯱槽距止、 非 帖 揃 ち 出 し 向 の帖 節 、 客 浜 で 悟 報 の 共 月 や 近 所 づ き あ い さ 行 う .  

地 壊 で す る こと は 一 、 
・騎擬瀋巖凱縁・防災冊攫轄輛瞞災・糠災脅高め嵐 
・ 定 留 時 に タ ウ ン ウ ォ ッ チ ン グ を 宵 体 し、 会 院 箇 所 磋 証 す る 。 
・ 被 宋 師 翼 支 播 畜 の 卍 院 と 安 口 玩 硝 、 支 損 の 取 り 決 め な 作 る 。 
・ 袋 宮 弄 生 崎 の 修 報 共 有 と 。 ` 助 け 君 い 」 に よ る ` 自 主 晒 無 組 瀧 」 妃 育 成 す る 、 

じ だ と ま の 行 動 は …
風 水 容 タ イ ム ラ イ ン (  こ の 紙 の 悪 面 )  に ち も と づ き 行 動 す る !  

\ 袁 害 発 生 直 後 の 行 動 は … 
・ 自 分 自 きと 室 脱 の 和 を 守 る ① 

そ 製 害 発 生 後 に 餡 人 ・ 寧 族 で す る こと は … 
` 富 読 ・ 近 所の 安 否 雄 隘 、 自 容 の 安 入 な 瑞 所 ・ 地 医 後 置 所 ・ 指 定 逢 鎖 所 への 珪 貴 。

争 宿 害 発 生 後 に 地 壊 で す る こと は … 
・ 住 氏 の 安 君 研 鯉 、 選 雌 経 路 の 安 全 理 談 、 唇 難 号 び が け 、 選 疑 認 導 ・ 支 極 。 
` 選 難 行 動 要 支 裸 家 へ の 支 援 、 進 難 所 の 涛 嵌・ 快 逃 性 の 硬 侯 。
・ 融 雄 売 で 左 修 坪 発 価 、 住 民 ハ の 請 壷 暁 広 報 、 行 攻 と の 振 窮 。 

赫よぴ侍鮒 還 雛 所 )  
一 簾n蠍元 ー 智 待 喪 所 ( 彙会 一 拮 宋 道 然 所 (  南 小 学 按 

学 

お よ び 一 時 待 逢 所 ・ 避 難 所 )  
・ 自 老 等 ユ 一 暁 枯 過 所 〔鼻〟項)  一 拒 宋 逅 難 所 (  午 出 学 校 】 

ー 9 ー 一ー。一 
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■松阪市土砂災害ハザードマップ（大石地区） 
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参考 計画策定に向けての検討経過 

 ・令和元年 ５月２２日  第 1 回防災防犯部会 

・令和元年 ５月２９日  第 1 回全体会議 

 ・令和元年 ６月２１日  第 2 回防災防犯部会 

・令和元年 ６月２３日  防災講演会 

               講演会（三重大学 川口准教授） 

               住民説明会（地区防災計画について） 

 ・令和元年 ７月 ７日  ワークショップ 

                災害図上訓練（DIG）実施 

 ・令和元年 ７月１８日  第 3 回防災防犯部会 

 ・令和元年 ８月 ９日  第 4 回防災防犯部会 

 ・令和元年 ９月１３日  第 5 回防災防犯部会 

 ・令和元年 ９月２９日  防災訓練 

                指定避難所（南小学校）への避難訓練 

                防災報告会（多気町長谷地区土砂災害被害報告） 

 ・令和元年１０月２５日  第 6 回防災防犯部会 

 ・令和元年１１月１５日  第 1 回検討会 

 ・令和元年１２月１１日  第 2 回検討会 

 ・令和元年１２月２０日  第 7 回防災防犯部会 

 ・令和２年 １月２３日  第 8 回防災防犯部会 兼 第 2 回全体会議 

 ・令和２年 ２月 ８日  防災計画説明会 

－
4
1

－

園 松 阪 市 土 砂 炎 害 ハ ザ ー ドマ ッ プ (  大 石 地 区 )  

第 ① 回 防 災 防 犯 部 会 

第 ① 回 全 体 会 議

第 ② 回 防 災 防 犯 部 会 

君 災 講 演 会 

令 和 元 年 ⑤ 月 ② ② 日 

・ 吉 和 元 年 ⑤ 月 ②⑨ 日 

・ 吉 和 元 年 ⑥ 月 ② ① 日 

・ 吉 和 元 年 ⑥ 月 ② ③ 日 

川 口 准 教 授 )  重 大 学 

住 民 説 明 会 (  地 区防 炎 計 画 に つ い て う )  

ワ ー ク シ ョ ッ プ 

表 害 図 上 訓 練 CDI G)  実 施 

第 ③ 回 防 災 防 犯 部 会 

第 ④ 回 防 災 防 犯 部 会 

第 ⑤ 回 防 災 防 犯 部 会 

善 演 会 て 

防 災 訓 練 

・ 令 和 元 年 ⑦ 月 ⑦ 日 

・ 吉 和 元 年 ⑦ 月 ① ⑧ 日 

・ 令 和 元 年 ⑧ 月 ⑨ 日 

・ 吉 和 元 年 ⑨ 月 ① ③ 日 

・ 令 和 元 年 ⑨ 月 ②⑨ 日 

指 定 避 難 所 ( 南 小 学 校 )  へ の 避 難 訓 練 

防 災 報 告 会 ( 多 気 町 長 谷 地 区 土 砂 災 害 被 害 報 告 )  

第 ⑥ 回 防 災 防 犯 部 会 

第 ① 回 検 討 会 

第 ② 回 検 討 会 

・ 吉 和 元 年 ① 0 月 ② ⑤ 日 

・ 吉 和 元 年 ① ① 月 ① ⑤ 日 

第 ⑧ 回 防 災 防 犯 部 会 兼 第 ② 回 全 体 会 議 
第 ⑦ 回 防 災 防 犯 部 会 

防 災 計 画 説 明 会 

① 月 ②③ 日 

・ 令 和 ② 年 ② 月 ⑧ 日 

・ 吉 和 元 年 ① ② 月 ⑳ 日 

・ 吉 和 元 年 ① ② 月 ① ① 日 

・ 令 和 ② 年 
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F覆 ④ さ 

ー 地 患 ・ 価 故 鋒 一

ま ち づ く り 協 議 会 
i i r i at n i ③chi  KVO 

全 や ② 寸 ③ 月 

あ 
レ ーー ツ 

活 動 目 標 ・・・・・・・・ 

潟 地 区 の 地 理 ・・・・・・・  

港 地 区 の 人 口 ・・・・・・・・ 

港 地 区 の 炎 害 履 歴 _  ・・・・ ・ 

想 定 され る 災 害 _  ・・・・ ・ 

平 時 か ら の 備 え ・・・・ ・ 

発 災 時 ・・・・・・・・ 

港 地 区 の 津 波 避 難 経 路 と 避 難 先 

今 後の 活 動 目 標 _  ・・・・ ・ 

本 計 画 策 定 に 向 け て の 検 討過 程 

コ
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は じ め に 

み ん な 一 緒 に 

何 
と も 

- み ` 
平 成 ③0 年 度 に 、『 松 阪 市 津 波 避 難 計 画 』 が 策 定 され 、 津 波 避 難 困 難 地 域 が 指 定 さ れ ま し 

た 。 

た だ す 

共 に 助 か ろ う 

- 

目 

な 

と 

` 

` 
こ れ ら の 地 域 は 津 波 避 難 困 

ま た 、 同 計 画 策 定 過 程 で 道 路 幅 を ③m 以 上 と す る 条 件 で の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン し た と こ ろ 、 
避 難可 能 距 離 と し て は 十 分 で あ る も の の 、 幅 員 ③m 末 溜 の 道 路 が 多 い 地 域 で は 、 避 難 困 難 で 
あ り 、 対 象 地 域 と し て 、 町 平 尾 町 、 猟 師 町 が 抽 出 さ れ ま し た 。
難 地 域 で は な く 、道 路 へ 出 る こ と が 困 難 で あ る 地 域 で あ る こと か ら 、̀  避 難 道 路 狭 あ い 地 域 」 
と し て 位 置 づ け ら れ ま し た 。

課 題 抽 出 な ど を 行い 、 地 区 内 の 住 民 が 全 員 無 事 
潜 地 区 で は 『 地 区 防 災 計 画』 の 作 成 を 目 的 と し て 、 様 友 な ワ ー ク ショ ッ プ な ど を 実 施 し 、 

に 避 難 で き る よ う 検 討 し 、『 港 地 区 防 災 計 画 』 を 作 成 し ま し た 。
自 助 の 重 要 性 を 再 碁 認 し 、 避 難 経 路 を 考 え 、 

活 動 目標 

・ 港 地 区 住 民 の 防 炎 意 識 の 高 揚 
画 の 箱 囲 

・ 避 難 路 に 面 し た ブ ロ ッ ク 塀 の 撤 去 又 は 耐 震 化 

地 霞 、 津 波 の 発 生 に 備 え た 実 行 動 の 実 施 

計 画 の 対 象 地 区 は 松 阪 市 の う ち 、̀  大 塚 町 」` 大 平 尾 町 」` 久 保 田 町 」` 新 松 ヶ 島 町 」` 船 江 
町 (  船 江 町 団 地 北 う 」` 町 平 尾 町 」` 猟 師 町 」 か ら な る 港 地 区 で す 。 

滅 地 区 の 地 理 
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松 阪 市 の 沿 岸 部 に 位 置 し 、 北 部 は 伊 勢 湾 に 面 し 、 東 部 は ② 級 河 川 の 阪 内 川 が 流 れ、 地 区 内 
の 中 央 に 国 道 ② ③ 号 が東 西 に 横 断 し て い ま す 。 

古 く か ら 漁 業が 盛 ん で 、 主 要 海 産 物 は 、 あ さ の り 貝、 あ お さ 、 黒 の り で す 。 

写 真 ま たは イ ラ ス ト 

図 対 象 地 区 の 範 囲
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潟 地 区 の 人 口 代 和 ② 年 ① 月 ① 日 現 在 う 港 地 区 の 災 害 履 歴 

年 齢 ③区 分 別 割 合 昭 和 ②⑧ 年 台 風 第 ①③ 号 〈⑨ 月 ②② ②⑥ 曰 
人 口 |  世 常 数 |  年 少 。 |  生 産 年 齢 |  老 年 ⑨ 月①⑧ 日 に グ ア ム 島 の 南 東 海 上 で 発 生 し た 台 風 第 ①③ 号 は 、②② 日 に な っ て 急 速 に発 

a つ ⑭ |  ae-eep |  Ge⑤mkb 達 し 、 非 常 に 強 い 勢 力 を 保 っ た ま ま 北 緯 ③0 度 まで 北 上 し た 。 そ の 後 は ゆ ゆ 衰 え た が 、 
②⑤ 日 ⑰ 時 に 三 重 県 志 摩 半 島 を 横 断 し 、 伊 勢 湾 を 経 て ①⑧ 時 半 頃 愛 知 県 知 多 半 島 に 上 陸 

ズ 荘 ⑯ ⑭ ⑮⑧ ⑨ ⑳②⑧ し た 。 ②① 時 に は 長 野 県 諏 訪 市 付 近 、②⑥ 日 O0 時 に 新 潟 市 の 東 通 っ て 、O⑥ 時 に は 三 
唸 決 に 進 ん だ 。 ` ら ら ら 

契 圃 ⑭ ⑲ ⑤⑤① 保 |  句 來 四 国か ら 関 東 地 方 に か け て の 広 い 範 囲 で ⑳~③Om/s の 最 大 風 速 を 観 測 し た。 ま た 、 
c ゥ o 期 間 降 水 量 は 舞 鵜 (  京 都 府 舞 鶴 市 )  で ⑤0⑦Omm に 達 し たほ か 、四 国 、 近 畿 、 東 海 、 北 

B 詞 M ⑲ ⑲ ⑨② の ② 問 地 方 で ⑳Omm を 超 え 、 愛 知 、 三 重 、 京 都 、滋 賀 、 大 阪 、 福 井 の 各 府 県 で は 甚 大 な 被 
新 松 ヶ 島 町 ⑧①0 ③②0 ⑨⑤% |  ⑥①. 0%|  ②⑨⑤% 曰 が 発 生 し た 。 
船 江 町 ぃ ⑯② ⑧③ |  ⑪⑦%|  ⑤③⑦%|  ③④⑥% 
⑧ 江 SBH⑧dP 昭 和 ③④ 年 伊 勢 港 台 風 〈⑨ 月 ②⑥ 日 へ ②⑦ 日 う )  
町 平尾 町 ⑪②②|  ④⑦⑦|  ⑪. ⑥% |  ⑤④⑨%|  ③③⑤% ⑨ 月 ②① 日 に マ リ ア ナ 諸 島の 東 海 上 で 発 生 し た 台 風 第 ⑮ 号 は 、 中 血 気 圧 が① 日 に 
- ⑨①hPa 下 が る な ど 猛 烏 に 発 達 し 、 非 帖 に 広 い 暴 風 域 を 伴 っ た 。 最 盛 期 を 過 ぎ た 後 も あ 
涼 師 町 ⑪③⑨ ⑤④⑨ S③% |  ⑤⑦②% |  ③④⑥% ま の 衰 え る こ と な く 北 上 し 、②⑥ 日 ①⑧ 時 頃 和 歌 山 県 潮 岬 の 西 に 上 陸 し た 。 
っ 託 ao⑧ |  ①go① |  コ ogzz |  oz④② |  ③① o 上 問 後 ⑥ 時 間 余 り で 本 州 を 縦 断 、 富 山 市 の 東 か ら 日 本 海 に 進 み 、 北 陸 、 東 北 地 方 の 日 本 
e '  '  つ て ろ つ 海 沿 い を 北 上し 、 東 北 地 方 北 部 を 通 っ て 太 平 洋 側 に 出 た。 

旧 松 阪 市 内 の 被 害 志 況 (  松 阪 市 史 よ り )  
人 的 被 害 死 者 ③ 人 、 重 傷 者 ⑤ 人 、 軽 症 者 ②① 人 

建 物 被 害 全 壊 ⑯③ 戸 、 流 出 ⑥ 戸 、 半 壊 ②⑧③ 戸 、
床 上 浸 水 ⑦⑥⑨ 戸 、 床 下 浸 水⑲⑤⑧ 戸 

志摩半島の先端をかすめ 屋美半島西部に上睦 中 部 地 方 に 大 雨 が 降 り 、 名 松 線 の 全 線
が 土 砂 崩 れ の た め 不 通 と な り 、 嬉 野 小 原 で 民 家 ④ 棟 が 土 砂 で 押 し つ ぶ さ れ た 。 そ の あ と 

南 岸 の 前 線 と ⑨ 号 台 風 崩 れ の 侑 気 圧 で 再 び 大 雨 と な り 、 南 勢 地 方で 住 宅 の 浸 水 が 相 次 ぎ 、 
自 衛 隊 の 派 遣 要 請 な お こ な い 、 災 害 救 助 法 も 適 用 さ れ ま し た 。 

松 阪 市 内 の 被 害 状 況 (  松 阪 市 地 域 防 災 計 画 よ り う)  
人 的 被 害 死 者 ⑲ 人 、 行 方 不 明 者 ② 人 、 重 傷 者 ⑧ 人 
建 物 被 害 全 壊 ③⑧ 戸 、 半 壊 ④② 戸 、 浸 水 ③⑨⑥⑤ 戸
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想 定 さ れ る 炎 害 

南 海 ト ラ フ で は 、 過 去 ①00 年 から ⑮0 年 の 間 暢 で 巨 大 地 震 が 発 生 し て お の り 、 今 後 も そ 

の 発 生 が 予 測 さ れ て い る こ と か ら 、 南 海ト ラ フ 地 震を 想 定 し ま す 。 

震 度 分 布 図 

南 海 ト ラ フ の 理 論 上 最 大 ク ラ ス の 震 度 分 布 図 

潟 地 区 に お い て は 、 震 度⑥ 強 ヘ⑦ の 想 定 が さ れ て い ま す 。

津 波 浸 水 予 測 図 
南 海 ト ラ フ の 理 論 上 最 大 ク ラ ス の 地 震 を 想 定 し た 場 合 に ど の 範 囲 ま で 浸 水 す る か を 、 示 し 

た 図 で す 。 

浸 水 の 深 さに 府 じ て 色 分 け し て あ り ま す 。 
港 地 区 に お い て は 、② へ ⑤m の 最 大 浸 水 深 が 想 定 さ れ て い ま す 。 

津 波 浸 水 深③0c m 到 達 予 測 時 間 分 布 図 
南 海 ト ラ フ の 理 論 上 最 大 ク ラ ス の 地 震 を 想 定 し た 場 合 に 、 避 難 行 動 を 取 れ な く な る ー つ の 

目 安 と さ れ て い る ` 浸 水 深 ③0c m」 に 、 ど の 場 所 が ど の く ら い の 時 間 で 達 す る か を 、 そ の 
時 間 に 忌 じ て 色 分 け し た 図 で す 。 

港 地 区 に お い て は 、 概 ね ④0 へ ~⑥0 分 の 想 定 が さ れ て 

い ま す が 、 一 部 地 域 は 0 へ ① 0 分 と 想 定 さ れ て お の 、 早 

期 避 難 が 求 め ら れ ま す 。

ま
 せ

 ち
 き

 せ
 き

 ミ
 ュ

 a
 

荒
 

き
 長

 ま
 ま 
き
 君

 言
 き
 璽

 

平 時 から の 備 え 

(  自 助 )  
・ 南 涛ト ラ フ 地 震を 知る 
・ 非 常 持 ち 出 し 袋 の 準 備 を す る 。
・ 家 具の 固 定 を す る 。 
・ 地 震 に 強 い 家 に す る 。(  住 宅の 耐 震 化 う 
・ 地 震 に 強 い ブ ロ ッ ク 塀 に す る 。 (  ブ ロ ッ ク 塀 の 取 り 壊 し を す る 。)  
・ 家 族 防 災 会 議 を し て 、 避 難 先 や 連 絡 方 法 を 話 し て お く 。 

(  共 助 う 
・ 防 災 意 識 の さ ら な る 高 揚 。 (  防 炎 訓 練 や 避 難 訓 練 の 実 施 )  
・ 日 頃 か ら の 近 所 付 き 合 い 。(  顔 の 見 え る 関 係 を つ く り ま し ょ う う )  
・ 安 否 確 謗 の 方 法 を 確 立 し 、 訓 練 を 実 施 。
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発 災 暁 港 地 区 の 津 波 避 難 経 路 と 避 難 先 
(  自 助 ) 津 波 の 避 難 は 、『 遠 く 高 く 』 を 基 本 と し 、 可 能 で あ れ ば 津 波 浸 水 エリ ア の 外 へ 避 難 す る 。
・ 先 ず は 、 自 分 や 家 族の 命 を 守 る 津 波 緊 急 一 時 避 難 場 所 は 下 表 の と お り で す 。
・ 災 の 始 末 を す る 。 (  で き る 限 り 初 期 消 灰 を す る 。)  ま た 、 主 た る 津 波 避 難 経 路 に つ い て は 、 別 添 地 図 の と お りで す 。 
・ 避 難 す る と き は 、 電 気 プ レ ー カ ーOFF 
ガ ス の 元 栓 OFF 自 治会 名 津 波緊 急 一 時 避 難 場 所 

大 塚 町 松 阪 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー マ ー ム 

株 式会 社 桃 屋 松 阪 工 場 
倉 男 旨 松 阪 シ ョ ッ ピ ン グ セン タ ー マ ー ム 

松 阪 シ ョ ッ ピ ング セ ン タ ー マ ー ム 
大 平 尾 町 港 小 学 校 

錫 田 中 学 校 
新 松 ヶ 島 町 松 阪 シ ョ ッ ピ ン グ セン タ ー マ ー ム 
町 平 尾 町 松 阪 シ ョ ッ ピ ン グ セン タ ー マ ー ム 

松 阪 シ ョ ッ ピ ング セ ン タ ー マ ー ム 
津 君 旨 ① 松 阪 市 リ サ イ ク ル セ ン タ ー 

(  共 助 ) 猟 師 町 ② 松 阪 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー マ ー ム 
・ 隣 近 所 の 安 否 確 認 (  ケ ガ した だ 人 が い た ら 敗 助や 応 急 手 当 実 施 松 阪 市 リ サ イ ク ル セ ン タ ー 
・ 隣 近 所 に 声 な か け て 一 緒 に 還 難 (  邉 難 行 動 要 支 援 者 の サ ポ ー ト も 実 施 ) 淵 師 町 松 阪 シ ョ ッ ピ ン グセ ン タ ー マ ー ム 
・ 邂 難 先 での 情 報 発 信 松 阪 市 リ サ イ ク ル セ ン タ ー 

。 松 阪 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー マ ー ム 
男 ④ 松 阪 市 リ サ イ ク ル セ ン タ ー 
、 松 阪 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー マ ー ム 

洞 那 町 ⑤ 松 阪 市 リ サ イ ク ル セ ン タ ー 
'  松 阪 シ ョ ッ ピ ング セ ン タ ー マ ー ム 
談 前 松 阪 市 リ サ イ ク ル セ ン タ ー 

松 和 自 動 車 学校 
、 株 式会 社 大 戸 鋼 材 セ ン タ ー 
浜 決 明 城 涛 松 阪 市 リ サ イ ク ル セ ン タ ー 

鎌 田 中 学 校 
船 江 町 団 地 北 松 阪 シ ョ ッ ピ ン グ セン タ ー マ ー ム 
小 霧 団 地 松 阪 シ ョ ッ ピ ン グ セン タ ー マ ー ム 
新 小 霧 団 地 松 阪 シ ョ ッ ピ ン グ セン タ ー マ ー ム 

っ 滞 小 学 校 
枚 尾 松 阪 シ ョ ッ ピ ン グ セン タ ー マ ー ム 
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|  

今 後 の 活 動 目 標 

本 計 画 の 策 定 に 向 け ワ ー ク ショ ッ プ を 実 施し 、 多 く の 住 民 が 参 加 し な が ら た く さ ん の 意 

見 を 出 し 合 い 、 地 震 ・ 津 波 に つ い て 考 え て き ま し た 。 し か し 、 ま だ 港 地 区 の 全 員 に 認 知 さ 

れ た わ け で は あ り ま せ ん 。 ま た 、 高 齢 者 を 連 れ て の 避 難 なを ど う す る か “ (  避 難 行 動 要 支援 

者 へ の 対 応 )  と い っ た 課 題 も 残 さ れ て い ま す 。

@ や る べ き こ と 、 で き る こ と を 老 え る 
【 個 人 ・ 各 家 庭 】 

①すくてきること今②少し頑張ればてきること今③困難なこと 
【 地 区 ・ 自 治 会 】l  

①すくてきること髑②少し頑張ればてきること今③困難なこと 
【 行 政 (  市 役 所 ・ 県 ・ 国 )  う ネ ー 

こ れ か ら は 、 個 人 や 家 族 、 港 地 区 が そ れ ぞ れ で き る こ と に 対 して 、 優 先順 位 を 持 っ て 取 り 

組 み ま す 。 そ れ で も 困 難 な こ と は 市 に 協 力を 求 め ま す 。 

そ れ ぞ れ の 立 場 で、̀  で き な い 理 由 を 考 え る の で は な く 、 今 のプ ロ セス で で き る こ と 」 を 

考 え 、 積 み 上 げ て い き ま す 。 

@ 継 続 的 な 活 動 の ス タ ー ト ( PDCA サ イ ク ル )  
課 題 は ま だ ま だ あ り 、 ま ち の 炎 況 は 変 化 し て い き ま す 。 
本 計 画 策 定 を 機 に 継 続 的 な 活 動 の ス タ ー ト と し て 、PDCA サ イ ク ル を ま わ す こ と で 、 炎 

害 に 強 い 港 地 区 を 目 指 し ま す 。 

Pl an (  計 画 )  :  還 難 計 画 な つ く る 。 s l  @ 
Do (  実 施 (  訓 繍 う :  避 難 訓 練 を 行 う 。 Act i on _  Pl an 
Check (  検 証 :  訊 練 を 行 っ て み て 、 う ま く い き そ う か ? ら 
Act i on (  見 直 し )  :  問 題 点 ・ 修 正 点 は な い か 。 黒~ 耆 

本 計 画 策 定 に 向 け て の 検 討 過 程 

日 付 会 議 名 な ど 議 題 な と ど 

令 和 元 年 ⑤ 月 ⑨ 日 代 表 者 会 議 |  地区 防 災 計 画 策 定 に 向 け た 説 明会 
⑫ 防 災 講 演 会 

令 和 元 年 ⑦ 月 ① ① 日 全 体 会 議 (  三 重 大 学 陳 工 研 究 科 川 口 准 教 授う 
C②② 地 区 防 災 計 画 に つ い て 説 明 (  防 災 寿 策課 

ー : 。 て ⑫ ワ ー ク シ ョ ッ プ の 進 め 方 に つ い て 
T 和 冗 年 ⑧ 月 ① ① 日 |  代 表 肉 会 譜 |  て ② 防 安 討 練 に つ い て 

( ⑧/②⑥)  小 雫 団 地 、 新 小 霞 団 地、 船 江 町 団 地 北 自 治 会 
( ⑨/⑥)  猟 師 塩 浜 自 治 会 

ー ら ロ ク ッ ュ プ |  ⑨/②⑤ 猟 師 町 ⑰ 自 治 会 
名 和 元 年 ⑧ 月 つ ⑨ 月 | ワ ー ク シ ョ ッ プ |  o/②⑥)  大 平 尾 町 、 新 松ヶ 島 町 自 治 会 

( ⑨/②⑦ 町 平 尾 町 自 治 会 
( ⑨/③O 大 塚 町、 久 保 田 町 自 治 会 

令 和 元 年 ⑨ 月 ①③ 日 |  代 表 者 会 議 |  防 災 訓 練 に つ い て 

ー ー ク マ ュ ッ プ |  防 災 訓練 
名 和 元 年 ①0 月 ②⑦ 日 |  ワ ー ク ショ ッ プ |  て 汐 避難 訊 練、 物 資 搬 送 訓 練 、 傷 病 者 搬 送 訓 練 )  

令 和 元 年 ⑫ 月 ⑨ 日 全 体 会 議 |  防 灼 訓 練 の ふ り か え り 

吉 和 元 年 ⑫ 月 ⑯ 日 |  代 表 者 会 議 |  防 灼 訓 練 の ふ り か え り (  報 告 

令 和 元 年 ⑫ 月 ②① 日 |  ワ ー ク シ ョ ッ プ |  防 災 訓 練 (  港 小と 合 同で 実 施 )  

令 和 ② 年 ① 月 ②⑦ 日 |  代 表 者 会 議 |  地 区 防 災 計 画 (  素 案 )  協 議 

令 和 ② 年 ② 月 ⑳ 日 |  全 体 会 議 |  地 区 防 灼 計 画 (  素 案 )  説 明 及 び 採 択 

令 和 ② 年 ③ 月 ⑰ 日 |  松 阪 市 防 災 会 議 |  地 区 防 灼 計 画 提 案 

令 和 ② 年 ③ 月 ⑰ 日 松 阪 市 防 災 会 議 提 案 説 明 
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茅 広 江 地 区 

防 災 計 画 

令 和 ③ 年 ③ 月 _  
茅 広 江 ま ち づ く り 協 議 会 
茅 広 江 地 区 自 治 連 合 会 

は じ め に ・ ① 

① .  計 画の 対 象 地 区 の 範 囲・・・・・・・・・・・・・・・・・. ・ ① 

②.  基 本 方 針 (  目 的 )  ・・・ ・ ル ・ ② 

③.  活 動 目 標 ・・・・ ・ ② 

④.  地 区 の 特 性 (  地 理 、 人 口 な ど )  ・・・ ・ ト ・ ト ト ー ト ③ 

⑤.  地 区の 災 害 履 歴 お よ び 想 定 さ れ る 災 害 ・・・・・・・・・・・ ③ 

⑥.  災 害 へ の 備 え ・・・・ ・ ル ル ⑤ 

⑦.  災 害 が 発 生 し た と き の 行 動 ・・・・・・・・・・・・・・・. ・ ⑥ 

⑧.  課 題 や 問 題 点 ・・・・・ ・ ル ・ ⑦ 

⑨.  茅 広 江 地 区 防 災 計 画 策 定 ま で の 歩 み ・・・・・・・・・・ ・ ・ ⑧ 

① 0.  災 害 避 難 時 の 避 難 経 路 と タ ウ ン ウ ォ ッチ ン グ に よ る 

危 険 箇 所 の 把 握 (  上 茅 原 、 下 茅 原 )  、 茅 広 江 地 区 防 

災 計 画 策 定 検 討 会 議 録 (  広 瀬 町)  ・・・・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ト ・ ⑨ 

① ①.  上 茅 原 ・ 下 茅 原 ・ 広 瀬 町 風 水 害 タ イ ム ラ イ ン ・・・・・・・ ① ② 

お わ り に ・ ル ル ⑮ 

資 料 ,  各 自治 会 防 災 資 機 材 一 覧 表 ・・・・・・・・・ ・ ・ ・ ・ ト ・ ・ ① ⑥
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は じ め に 

夕 計 画 策 定 に 至 っ た 経 緯 
茅 広 江 地 区 で は 、 土 砂 災 害 防 止 法 に 基 づ く 基 礎 調 査 が 平 成 ③ 0 年 ① 0 月 か 

ら 平 成 ③ ① 年 ② 月 に かけ て 行 わ れ 、令 和 元 年 ① ② 月 に 地 区 内 の 急 傾 斜 地 を 中 
心 に 土 砂 災 害 警 戒 区 域、 土 砂 災 害 特 別 警 戒 区 域 の 指 定 が あ り 、 令 和 ② 年 ③ 月 

に 土 砂 災 害 ハ ザ ー ド マ ッ プ が 作 成 さ れ ま し た 。 

近 年 、 全 国 で 頻 発 す る 台 風 等 に よ る 風 水 害 を は じ め 、 発 生 の 予 知 が困 難 な 

震 災 か ら 大 切 な 家 族 と 地 域 を 守 り ̀  災 害 時 の 人 的被 害 ゼ ロ 」 へ の 行 動 と し て 、
` 茅 広 江 地 区 防 災 計 画 」 を 策 定 し ま し た 。

① .  計 画 の 対 象 地 区 の 範 囲 

士 茅 原 、 下 茅 原 、 広 瀬 町 か ら な る 茅 広 江 地 区を 計 画 の 対 象 範 囲 と し ま す 。 

c が o z aeaeoxt  
し ー 、 ト 述 ナ ー ト い 

茅 広 江 地 区 境 

自 治 会 境 

②.  基 本 方 針 (  目 的 )  

@⑥ 松 阪 市 の 基 本 ビ ジ ョ ン で あ る ` 災 害 時 の 人 的 被 害 ゼ ロ 」 を 実 現 す る た め 、

以 下の と お り 基 本 方 針 (  目 的 ) を 定 め ま す 。 

地 域 ・ 家 庭 で 災 害 に つ い て 考 え ・ 備 え る こ と に よ り 、 

防 災 組 織 の 強 化 、 防 災 意 識 の 向 上 を 図 り ̀  災 害 時 の 

人 的 被 害 ゼ ロ 」 を 目 指 す !  

③.  活 動 目標 

⑯ 基 本 方 針 (  目 的 )  を 実 現 す る た め の 活 動 目 標 を 以 下 の と お り 定 め ま す 。 

金 防 災 意 識 の 向 上 と 防 災 ・ 減 災 力 の 強 化 

O 〇 家 庭 で 災 害 時 対 応 (  防 災 情 報 入 手 、 家 庭 の 役 割 、 安 全 な 場 所 、 集 合 ・ 

避 難 場 所 、 経 路 の 確 認 )  に つ い て 話 し 合 い を 行 う 。 

ま た 、 非 常 持 出 袋 (  非 常 食 等 ) を 備 え る 。 

〇 自 治 会役 員 等 は 市 ・ 県 等が 開 催 す る 防 災 講 習 ・ 防 災 講 演 会 に 参 加 し 、 

組 織 の 強 化と 意 識 の 向 上 を 図 り 、 住 民 へ の 情 報 共 有 を 行 う 。 

〇 三 自 治 会 で 合 同 の 訓 練 を 行 い 、 お 互 い の 連 携 ・ 組 織 の 強 化 を 図 る。 

O 〇 ` 風 水 害 タ イ ム ラ イ ン 」 を 作 成し 、 個 人 、 家 庭 、 地 域の 防 災 組 繁 (  自 

治 会 ・ 自 主 防 災 隊 ・ 消 防 団 な ど )  の 行 動 計 画 を 明 確 に す る 。 

金 風 水 害 (  土 砂 災 害 等 )  の 発 生 に 備 え 防 災 ・ 減 災 点 検 活 動 の 実 施 

O 〇 防 災 組 織 (  自 治 会、 組 長 等 )  で 避 難 経 路 の 安 全 確 認 を 行 う。 

〇 ハ ザ ー ド マ ッ プ を 活 用 し た タ ウ ン ウ ォ ッ チ ン グ を 定 期 的 に 行 い、 土 砂 

災 害 ・ 浸 水 等の 災 害 危険 箇 所 の 確 認 を 行 う 。 
〇 ② ③ 日 を 想 定 し た 、 地 区 避 難 所 (  一 時 避 難 所 )  運 営 マ ニ ュ ア ル を 

雄 定 す る 。 

O 〇 家 庭 で も 事 前 に 避 難 ル ー トに 危 険 箇 所 が 無 い か 確 認 を 行 う 。 

O 〇 防 災 用 資 機 材 の 備 蔽 と 点 検 、 更 新 を 行 う 。 

患 身 近 な 居 住 地 域 で の 日 ご ろ の 声 か け 、 助 け 合 い の 実 施 

〇 自 治 会 は 自 主 防 災 台 帳 を 整 理 し 、 災 害 時 要 支 援 者 の 把 握 を 行 う。 
〇 隣 近 所 で も 防 災 に つ い て 一 緒 に 考 え 、 助 け 合 え る 組 織 ・ 関 係 を 作 る。 
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④.  地 区 の 特 性 (  地 理 、 人 口 など )  

金 茅 広 江 地 区 の 地 理 や 人 口 な ど の 特 性 は 、 以 下 の と お り で す 。 

O 〇 地 区の 地 理 な ど 

松 阪 市 の 南 部 、 櫛 田 川 の 左 岸 に 位 置 し 、 新 緑や 紅 葉 な ど 自 然 豊 か で 美 し 
い 中 山 間 地 域 。

地 区 の 西 を 国 道 ① ⑥ ⑥ 号 線 、 地 区 内 を 県 道 小 片 野 駅 部 田 線 が 通 る 。 

上 茅 原 か ら 下 茅 原 へ か け て 六 呂 木 川 が 流 れ 、 一 級 河 川 櫛 田 川 と 合 流 す る 。 

広 瀬 町 の 北 に は 標 高 ④ 0 0 メ ー ト ル の 大 明 神 山 が そ び え る 。 

O 〇 地 区の 人 口 な ど 

人 口 ⑥ ⑤ ⑧ 人 、② ⑦ ⑤ 世 帯 (  令 和 ③ 年 ① 月 ① 日 現 在 )  

⑤.  地 区の 災 害 履 歴 お よ び 想 定 さ れ る 災 害 

あ 地 区 の 災 害 履 歴 

の 〇 暇 和 ③ ④ 年 伊 勢 湾 台 風 〈⑨ 月 ② ⑥日 ~ ② ⑦ 日 ) で は 下 茅 原 に お い て 、 

六 呂 木 川 と 櫛 田 川 の 合 流 付 近 の 家 ⑥ 戸 が 浸 水 被 害 に あ っ た 。 
ま た 、 広 瀬 町 に お い て は 櫛 田 川 の 水 位 上 昇 に よ り 県 道 沿 い に 建 つ 

家 の 周 り に 水 が 押 し 寄 せ 、 孤 立 し た 。 

〇 暇 和 ④ ⑨ 年 丘 夕 豪 雨 で は 下 茅 原 に お い て 土 砂 流 出 が 発 生 し た た め 、

昭 和 ⑤①年 に 砂 防 ダ ム が 完 成 し 、 暇 和 ⑤③ 年 に 保 安 林 の 指 定 を 受 
け る 。 

O 〇 平 成 ② ⑨ 年 台 風 ② ① 号 (  ① 0 月 ② ① 日 ~② ② 日 ) で 地 区 内 の 各 所 に 

お い て 土 砂 流 出 、 法 面 の 崩 落 、 道 路 の 冠 水 が 発 生 し た 。 

一 茅 原 と 下 茅 原 の 境 界 、 県 道 小 片 野 駅 部 田 線 に お い て 、 道 路 下 の 

法 面 が 大 き さ く 崩 落 し た た め 、 長 期 に わ た る 復 旧 工 事 が 行 わ れ た 。 

一 茅 原 に お い ては 、 エ ン 谷 川 周 辺 で 床 下 浸 水 が 発 生 し た の を は じ め 、 

ダ イ コ 谷 川 で 民 家 、 工 場 、 道 路 へ の 土 砂 流 出 。 ま た 、石 戸 谷 川 で 

道 路 へ の 土 砂 流 出 が 発 生 す る な ど 、 上 茅 原 地 内 で ⑥ 箇 所 の 被 害 が 

発 生 した 。 
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下 茅 原 に お い て は 、 下 之 宮 谷 川 で 法 面が 崩 落 し た た め 復 旧 工 事 を 行 

い 、 里 谷川 ・ 北 谷 川 で も ③ 箇 所の 復 旧 工 事 を 行 っ た 。 ま た 、 帰 命 寺 

裏 山 の 一 部 が 崩 落 す る 被 害 も 発 生 、 六 呂 木 川 左 岸 の ② 箇 所 では 竹 等 
の 倒 木 に よ り 土 砂 が 堆 積 す る な ど の 被 害 が あ り 、 下 茅 原 地 内 で ② ① 

箇 所に も 及 ぶ 土 砂 災 害 が 発 生 し た 。 

広 瀬 町 に お い て は 、 ス ブ ク リ で 田 、 農 道 へ 土 砂 の流 出 、 森 下 池 上 流 

で は 農 道 が 陥 没 し た 。 水 車 小 屋 では 土 砂 が 水 路 に 堆 積 し た た め 、水 

と 土 砂 が 畑 へ 流 入 し、 ま た 下 茅 原 と の 境 界 付 近 で は 山 の 水 と 土 砂 が 

県 道 に流 出 す る な ど の 被 害 が あ り 広 瀬 町地 内 で ⑥ 箇 所 の 被 害 が 発 生 

し た 。 

士 記 の よ う に 地 区 内 の 各 所 に お い て 土 砂 の 流 出 、 道 路 の 冠 水 が発 生 

し た た め 、 地 区 内 の 往 来が 困 難 と な り 、 消 防 団 が 拠 点 と し て い る 茅 

広 江 地 区 市 民 セ ン タ ー (  下 茅 原 )  か ら 上 茅 原 、 広 瀬 町 へ 行 く こ とが 

で き ず 活 動 に 支 障 を さ た す 状 況と な っ た 。

ま た 根 木 峠 や 国 道 ① ⑥ ⑥ 号 線 (  六 呂 木 町 ) で も 法 面が 崩 落 し 、 県 道 

小 片 野 駅 部 田 線 各 所 で 冠 水 す る な ど し た た め 地 区 外 へ の 移 動 も 困 難 
な 状 況 と な っ た 。 

平 成 ② ⑨ 年 台 風 ② ① 号 被 害 写 真 ( 県 道 小 片 野 駅 部 田 線 )  

:  荒 区 a :  ・ あ 

一 茅 原 と 下 茅 原 の 境 界 下 茅 原 と 広 瀬 町 の 境 界 付 近 

ゃ 想 定 さ れ る 災 害 

O 〇 大 雨 、 台 風 に よ る 風 水 害 や 地 震 に よ る 震 災 (  土 砂 災 害 、 河 川 の 氾 濫 、

山 崩 れ 、 地 滑 り、 倒 木 、 生 活 道 路 の 冠 水 ・ 通 行 止 め 、 停 電 等 )  
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⑥.  災 害 へ の 備 え 

ゃ 個 人 ・ 家 族 で す る こ と 

O 〇 防 災 情 報 の 入 手 先 ・ 入 手 方 法 を 確 認 し 、 正 し い 情 報 を 入 手 す る 。 

O 〇 土 砂 災 害 ハ ザ ー ド マ ッ プ 等 によ り 危 険 箇 所 を 知 る。 

O 安 全な 避 難 場 所 ・ 避 難 経 路 を 把 握 す る 。 

O 〇 水 ・ 食 料 は ロ ー リ ン グ ス ト ッ ク 法 (  少 し 多 め に 購 入 し 消 費 し た 分 を こ ま め 

に 補 充 )  等 に よ り 最 低 ③ 日 分 、 で き れ ば ① 週 間 分 の 備 蔽 を 行 う。 

O 〇 住 宅 耐 震 化 、 家 具 転 倒 防 止、 非 常 持 出 袋 常 備 、 家 族 で の 情 報 共 有 を す る 。 
※ 非 常 持 出 袋 ( ① 0 k g 以 下 に し 、 リ ュ ッ ク 等 の 背 負 え る 物 )  に 入 れ て 

お く 物 ・・・ 非 常 食 、 飲 料 水 、 携 帯 ラ ジ オ 、 懐 中 電 灯、 ヘ ル メ ッ ト (  防 

災 ず き ん )  、 テ ィ ッ シ ュ 、 タ オ ル 、 ビ ニ ー ル 袋 、 上 着 ・ 下 着 、 軍 手 、 

敢 急 医 薬 品 ・ 常 備 薙 (  お 薬 手 帳 の コ ピ ー)  、 貴 重 品 (  現 金 、 預 貯 金 通 帳 

の コ ピ ー)  ・ 健 康保 険 証 の コ ピ ー、 携 帯 電 話 ・ ス マ ー ト フ ォ ン 等 の 予 備 
バ ッ テ リ ー、 マ ス ク 、 消 毒 液 。 

あ 地 域 で す る こ と 

〇 自 主 防 災 組 織 の 強 化 

・ 隣 近 所 で の 助 合 い 組 織 の 編 成 、 自 主 防 災 組 繁 の 規 約 、 役 割 等 の 明 確 化 。 

・ 自 主 防 災 台 帳 を 作 成 し 、 災 害 時 要 支 援 者 の 把 握 、 防 災 上 役 立 つ 資 格 保 

有 者 を 把 握 す る 。 

O 〇 防 災研 修 、 避 難 訓 練 を 実 施 し 、 防 災 ・ 減 災 意 識 を 高 め る 。 

・ 各 地 区 で の 防 災 訓 練 、 非 常時 炊 出し 訓 練 を 実 施 す る 。 

・ 三 地 区 合 同 放 水 訓 練 を 実 施 す る 。 

O 〇 定 期 的 に タ ウ ン ウ ォ ッ チ ン グ を 実 施 し 、 危 険 箇 所 を 確 認 す る 。 

` 危 険 箇 所 を 事 前 に 把 握 し 、 自 治 会 の 自 助 努 力 、 行 政 へ の 要 望 等 に よ り 

災 害 を 未 然 に 防 ぐ 。 

の 〇 災 害 時 要 支 援 者 名 簿 を 作 成 し、 避 難 ・ 支 援 方 法 を 確 認 す る 。 

・ 災 害 対 策 基 本 法 に 基 づ き 松 阪 市 で 作 成 さ れ る 避 難 行 動 要 支 援 者 名 簿 と 

の 整 合 性 を 図 り 、 逃 げ 遅 れ 等 を 防 止 す る 。 

O 〇 災 害 発 生 時 の 情 報 共 有 と、 避 難 所 運 営 方 法 を マ ニ ュ ア ル 化 する 。 
・ 三 地 区 で の 情 報 共 有 を 綿 密 に 行 い 、 連 携を 強 化 す る 。 

・ 地 区 避 難 所 は ② ③ 日 の 一 時 避 難 を 想 定 し 、 長 引 く 場 合 は 道 中 の 

安 全 を 確 認 の 上 、 市 の 指 定 避 難 所 へ 誘 導 す る 。 
O 防 災 用 資 機 材 の 備 蓄 ・ 点 検 ・ 更 新 を 行 う 。 誌 ー を ②強 

・ 防 災 資 機 材 の 台 帳 (  品 名・ 数 量 )  を 作 成 す る 。 
・ 自 主 財 源 及 び 市 補 助 金 等 を 活 用 し 資 機 材 の 整 備 を 行 う。 
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⑦.  災 害が 発 生 し た と き の 行 

⑥ ` 風 水 害 タ イ ム ライ ン 」 に 基 づ き 行 動 す る 
※ た だ し 、 台 風等 の 状 況 に よ っ て は 警 戒 レ ベ ル が 順 に 発 表 さ れ る と は 

限 ら な い 。 気 象 情 報 に 注 意 し 早 め に 行 動 す る 。 

【 個 人 ・ 家 族 で 警 戒 レ ベ ル に 応 じ た 行 動 】 
あ あ わ て ず 自 分 自 身 ・ 家 族 の 身 の 安 全 を 

〇 警 戒 レ ベ ル ② (  大 雨 注 意 報 ・ 洪 水 注 意 報 ・ 強 風 注 意 報 ・ 氾 濫 注 意 情 報 )  

・ 気 象 情 報 の 確 認、 家 の 周 り の 安 全 確 認 、 非 常 持 出 袋 の 確 認 、 避 難 経 路 
の 確 認 

〇 警 戒 レ ベ ル ③ 【 高 齢 者 等 避 難 】 (  大 雨 警 報 ・洪 水 警 報 ・ 暴 風 警 報 ・ 氾 濫 

警 戒 情 報 )  
・ 避 難 の 準 備 、 避 難 に 時 間 が か か る 方 は 避 難 の 開 始 、 自主 防 災 隊 へ の 

避 難 支 援 の 要 請 、 家 族 の 居 場 所 確 認 

〇 警 戒 レ ベ バ ベル ④ 【 避 難 指 示 】 (  土 砂 災 害 警 戒 情 報 ・ 氾 濫 危 険 情 報 )  

・ 避 難 所 へ の 移 動 、 避 難 所 へ の 移 動 が 困 難な 場 合 は 自 宅 や 近 く の 安 全 な 

所 へ 移 動 (  山 か ら 遠 い ② 階 の 部 屋 な ど )  

〇 警 戒 レ ベ ル ⑤ 【 緊 急 安 全 確 保 】 (  大 雨 特 別 警 報 ・ 氾 濫 発 生 情 報 )  

・ 危 険 が 去 る ま で 避 難 所 ・ 安 全 な 所 に 留 ま る 、 災 害 が 発 生 し た 場 合 は 

自 主 防 災 本 部 へ 連 絡 

【 地 域で 警 戒 レ ベ ル に 応 じ た 行 動 】 
ま ず は 自 分 自 身 ・ 家 族 の 身 の 安 全 を 最 優 先 に 

〇 警 戒 レ ベ ル ② (  大 雨 注 意 報 ・ 洪 水 注 意 報 ・ 強 風 注 意 報 ・ 氾 濫 注 意 情 報 )  

避 難 所 の 開 設 準 備、 気 象 情 報 の 確 認 、 要 支 援 者 の 確 認 、 連 絡 網 の 確 認

〇 警 戒 レ ベ ル ③ 【 高 齢 者 等 避 難 】 (  大 雨 警 報 ・ 洪 水 警 報 ・ 暴 風 警 報 ・ 氾 濫 

警 戒 情 報 )  

自 主 防 災 本 部 の 設 置 、 避 難 所 の 開 設 、 避 難 経 路 の 安 全 確 認 、 要 支 援 者 ヘ 

の 支 援 開 姐 

〇 警 戒 レ ベ バベル ④ 【 避 難 指 示 】 (  土 砂 災 害 警 戒 情 報 ・ 氾 濫 危 険 情 報 )  

避 難 所 の 運 営 、 避 難 経 路 の 安 全 確 認 、 災 害 状 況 の 把 握 ・ 報 告 

〇 警 戒 レ ベ ル ⑤ 【 緊 急 安 全 確 保 】 (  大 雨 特 別 警 報 ・ 氾 濫 発 生 情 報 )

災 害 状 況の 把 握 ・ 報 告 、 被 災 ・ 救 助 の 通 報 、 住 民 の 安 否 確 認 、 避 難 所 の 運 営 
※ 警 戒レ ベ ル ④ 、⑤ で の 自 主 防 災 隊 の 参 集 ・ 活 動 は 危 険 が 伴 う た め 、 

警 戒 解 除 後 に 行 う。 

※ 強 風 注 意 報 ・ 暴 風 警 報 (  台 風 に 伴 う 発 表 の 場 合 )  
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る 発 災 直 後 の 行 動 は・. ・ ⑨.  茅 広 江 地 区 防災 計 画 策 定 ま で の 歩 み 〇 あ わ て ず 自 分 自 身、 家 族 の 身 の 安 全 を !  ① a 歩 
鋒 発 災 後 に 個 人 ・ 家 族 で す る こ と は ・・・ ち ・・・ 自 治 会 長 、 事 務 局 に て 年 度内 の 防 災 計 画 O 家 族 、 近 所 の 安 否 確 認 を 行 い 、 自 主 防 災 組 織 等 の 情 報 に よ り 、 安 全 な 避 難 の 

場 所 へ 移 動 す る 。 策 定 に 向 け た 会 議を 行 う 。 

・ 家 を 離 れ て 避 難 す る 際 は ガ ス の 元 栓 を 閉 め 、 電 気 の プ レ ー カ ー を 落 と し 、 る 和 ② 年 ⑨ 月 ⑤ 日 目 
戸 締 り を す る 。 

・ 道 路の 冠 水 、 陥 没 、 倒 木 、 飛 散 物、 落 下 物 に 注 意 す る 。 閤 閻 誌 っ 、 m 託 城 モ ヘ ミ る 先 然 來に 地 区 で す る こ と は ・ ・ ・ O 令 和 ② 年 ⑨ 月① 0 日 ・・・ 第 ① 回 茅 広 江 地 区 防 災 計 画 策 定 会 議 

O 〇 住 民 の 安 否 確 認 、 避 難 経 路 の 安 全 確 認、 避 難 呼 び か け 、 避 難 誘 導 ・ 支 援 。 

・ 自 主 防 災 隊 員 ご 自 身 ・ 家 族の 身 の 安 全 を 確 認 後 、 住 民の 安 否 確 認 、 

避 難 の 呼 び か け 、 安 全な 誘 導を 行 う 。 

O 〇 災 害 時 要 支 援 者 の 支 援 、 避 難 所 の 開 設 ・ 運 営 。 

・ 要 支 援 者 の 支 援 と、②ー ③ 日 の 避 難 所 運 営 を 行 う 。 

〇 避 難 所 で の 情 報 発 信 。

・ 災 害 情 報 の 把 握と 通 報 、 報 告 。 

・ 住 民 、 行 政 へ 災 害 や 避 難 の 情 報を 発 信 す る 。 

※ 茅 広 江 地 区 市 民 セ ン タ ー :  0 ⑤⑨⑧-③ ④ ① 0 0 ① 

松 阪 市 災 害 対 策 本 部 _  :  0⑤⑨⑧-② ② ④ ⑦ 0 0 

の 〇 令 和 ② 年 ⑨ 月 ・・・・・・ 各 地 区 に お い て タ ウ ン ウ ォ ッ チ ン グ の 実 施 

の 〇 令 和 ② 年 ⑨ 月 ② ⑥ 日・・ 下 茅 原 地 区 防 災 計 画 策 定 準 備 会 議 、
茅 広 江 地 区 防 災 計 画 策 定 検 討 会 議 (  広 瀬 町)  

の 〇 令 和 ② 年 ① 0 月 ① ② 日 ・・・ 第 ② 回 茅 広 江 地 区 防 災 計 画 策 定 会 議 

O 〇 令 和 ② 年 ① 0 月 ① ⑤ 日 ・・・ 下 茅 原 地 区 防 災 計 画 策 定 研 修 会 

の 〇 令 和 ② 年 ① ① 月 ⑦ 日 ・・・ 下 茅 原 地 区 防 災 計 画 策 定 準 備 会 議 

⑧.  課 題 や 問 題 点 の 〇 令 和 ② 年 ① ① 月 ① ① 日 ・・・ 第 ③ 回 茅 広 江 地 区 防 災 計 画 策 定 会 議 

〇 想 定 し て い た 避 難 ル ー トが 通 れ な い 場 合 の 新 た な 避 難 ル ー ト の 設 定 。 の 〇 令 和 ② 年 ① ① 月 ① ⑤ 日 ・・・ 上 茅 原 地 区 防 災 計 画 篠 定 研 修 会 

・ 道 路 の 冠 水 、 陥 没 に よ り 通 れ な い 場 合 の 安 全 な 迂 回 ル ー ト の 設 定 。 

〇 自 主 防 災 組 織 の 強 化 。 の 〇 令 和 ② 年 ① ② 月 ① ① 日 ・・・ 第 ④ 回 茅 広江 地 区 防 災 計 画 篠 定 会 議 

・ 自 主 防 災 隊 員 の 人 材 確 保 。 

O 〇 災 害 時 要 支 援 者 へ の 支 援 の 仕 組 み づ く り 。 O 〇 令 和 ② 年 ① ② 月 ① ② 日 ・・・ 下 茅 原 地 区 防 災 計 画 策 定 準 備 会 議 

・ 高 齢 化 が 進 み つ つ あ る 中 で の 支 援 方 法 。 

・ 個 人情 報 保 護 に よ り 要 支 援 者 の 状 況 把 握に 支 障 を き た す お そ れ 。 O 〇 令 和 ③ 年 ① 月 ① ③ 日 ・・・ 第 ⑤ 回 茅 広 江 地 区 防 災 計 画 策 定 会 議 

O 〇 地 域 住 民 の 防 災 意 識 の 向 上 。 

・ 地 区 防 災 訓 練 等 へ の 積 極 的 な 参 加 。 の 〇 令 和 ③ 年 ② 月 ① 0 日 ・・・ 第 ⑥ 回 茅 広 江 地 区 防 災 計 画 策 定 会 議 

O 地 区 の 防 災 備 蔽 品 ・ 防 災 資 機 材 の 整 備 ・ 補 充 ・ 更 新 。 
・ 定 期 的 な 整 備 等 に 伴 う 財 源 の 確 保 。 O 〇 令 和 ③ 年 ② 月 ① ④ 日 ・・・ 下 茅 原 地 区 防 災 計 画 自 治 会 総 会 決 議
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 号
 台

 風
 で 土 石 流

 が発
 生

 し
に
 

床
 

下
 浸
 水 も 発 生

 。 
ー
 

⑨ 
ダ
 イ コ

 谷
 川

 :
谷
 が 深

 い 。 倒 
木
 があ

 る 。 平
 

成
 ② ⑨
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お
よ

び
集

合
先

・
一

時
避

難
所
、

指
定

避
難

所

　
自

宅
等

▶
一

時
避

難
所

（
広

瀬
公

会
所

）
▶
指

定
避

難
所

（
射

和
小

学
校

）

（
１

）
出

席
者

２
０

名
の

内
、

自
宅

以
外

へ
避

難
す

る
と

答
え

た
の

は
２

名
で

あ
り

、
残

り
の

１
８

名
は

　
　

　
自

宅
の

２
階

や
山

か
ら

遠
い

部
屋

へ
避

難
す

る
と

答
え

た
。

　
　

　
な

お
、

自
宅

以
外

の
避

難
先

と
し

て
は

、
公

会
所

、
浄

眼
寺

、
兄

弟
の

家
と

の
回

答
で

あ
っ

た
。

（
２

）
自

宅
以

外
へ

の
避

難
を

開
始

す
る

判
断

材
料

と
し

て
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

っ
た

。

　
　

　
〇

避
難

勧
告

が
出

た
時

。
　

　
　

　
　

〇
TV

等
の

情
報

を
見

て
。

　
　

　
〇

櫛
田

川
の

増
水

・
線

状
降

水
帯

が
留

ま
り

雨
が

降
り

続
い

た
様

子
で

。

　
　

　
〇

谷
川

（
井

戸
の

谷
、

永
正

寺
横

の
谷

、
樋

ノ
口

の
谷

）
の

水
量

と
濁

り
具

合
や

土
砂

の
混

じ
り

　
　

　
　

具
合

を
見

て
。

（
３

）
自

宅
以

外
へ

避
難

す
る

と
き

、
ど

ん
な

こ
と

に
気

を
付

け
る

か
。

　
　

　
〇

ヘ
ル

メ
ッ

ト
を

か
ぶ

る
。

（
風

で
物

が
飛

ば
さ

れ
て

く
る

の
で

）
　

　
　

　
〇

飲
み

水
を

持
参

す
る

。
　

　
　

　
　

〇
足

元
に

気
を

付
け

な
が

ら
避

難
す

る
。

　
　

　
〇

避
難

行
動

は
複

数
で

す
る

。

（
４

）
自

治
会

と
し

て
公

会
所

へ
の

避
難

は
１

泊
２

日
程

度
と

考
え

て
い

る
が

、
避

難
場

所
と

し
て

の

　
　

　
〇

水
　

　
　

　
　

〇
毛

布
　

　
　

　
　

〇
非

常
電

源
　

　
　

公
会

所
へ

、
ど

の
よ

う
な

も
の

を
備

え
て

お
い

て
欲
し

い
か

。

　
　

　
〇

水
　

　
　

　
　

〇
毛

布
　

　
　

　
　

〇
非

常
電

源

（
５

）
過

去
の

災
害

状
況

、
危

険
状

況
に

つ
い

て
、

聞
い

て
い

る
こ

と
は

あ
る

か
。

　
　

　
〇

広
瀬

地
内

で
は

、
土

砂
崩

れ
は

何
箇

所
か

で
発

生
し

て
い

る
が

、
昔

か
ら

家
が

流
さ

れ
る

な
ど

　
　

　
　

の
被

害
は

な
か

っ
た

の
で

、
言

い
伝

え
は

な
い

。

（
６

）
そ

の
他

　
　

　
〇

宮
川

村
の

人
た

ち
の

多
く

は
、

豪
雨

災
害

が
起

き
る

ま
で

「
宮

川
村

は
強

い
岩

盤
の

上
に

　
　

　
　

あ
る

。
」

「
昔

か
ら

大
き

な
災

害
は

起
き

て
い

な
い

。
」

と
い

う
認

識
だ

っ
た

。

　
　

　
　

こ
れ

ま
で

災
害

が
起

き
て

い
な

い
か

ら
と

言
っ

て
、

こ
れ

か
ら

も
起

こ
ら

な
い

と
い

う
保

障
は

　
　

　
　

な
い

。
災

害
が

起
こ

る
か

も
し

れ
な

い
と

い
う

意
識

で
生

活
す

る
こ

と
が

大
事

で
あ

る
。

　
　

　
〇

予
想

し
て

い
な

い
こ

と
が

起
き

て
く

る
の

で
、

み
ん

な
で

精
一

杯
気

を
付

け
る

。

　
　

　
〇

県
道

の
方

が
住

宅
地

よ
り

も
高

い
の

で
排

水
路

が
詰

ま
る

と
床

上
浸

水
に

な
る

。

　
　

　
〇

公
会

所
は

、
高

い
石

積
み

の
上

に
建

っ
て

い
る

。
地

震
や

豪
雨

に
よ

り
石

垣
が

崩
れ

た
ら

、

　
下

の
住

宅
は

崩
壊

す
る

。
ま

た
、

上
に

建
っ

て
い

る
公

会
所

も
倒

れ
る

。

茅
広

江
地

区
防

災
計

画
策

定
検

討
会

議
録

（
広

瀬
町

）

－１１－

樋
ノ

口
の

谷
井

戸
ノ

谷

永
正

寺
う

ら
山

ノ
神

の
下

の
住

宅

広
瀬

神
社

射
和
小
学

校
へ

・気象情報の確認

・家屋等の点検

・非常持出袋の確認

・危険箇所や避難所の確認

・避難経路の確認

をします。

・避難の準備

・避難に時間のかかる方は避難開始

・自主防災組織への避難支援要請

をします。

に避難

・避難所への避難

　（上茅原集会所・下茅原公民館・南小学校等）

・避難所への避難が困難な場合は自宅や近隣の安全な

　場所への避難（山側から遠い２階の部屋等へ避難）

に避難

します。

・避難所への避難完了

・避難所への避難が困難な場合は自宅や近隣の安全な

　場所への避難完了

に避難して

います。

　松阪市　　　　　　町　　　　　番地

ー１２ー

警戒レベル５

大雨特別警報
氾濫発生情報

緊急安全確保
・災害状況の把握と通報
・住民の安否確認
・避難所の運営

私と家族は

※ただし、台風等の状況によっては警戒レベルが順に発表されるとは限らない。気象情報に注意し早めに行動する。
※強風注意報・暴風警報（台風に伴う発表の場合）

住 所 氏 名 電話番号

警戒レベル４

土砂災害警戒情報
氾濫危険情報

避難指示

警戒レベル３

大雨警報
洪水警報
暴風警報

氾濫警戒情報

高齢者等避難

・災害対策本部の設置
・避難経路の安全確認
・要支援者の安否確認、
　支援
・災害時要支援活動の
　開始
・避難所の開設 私と家族は

・避難経路の安全確認
・災害状況の把握、通報
・避難経路等、地域内の
　安全経路の周知
・住民の安否と支援確認
・避難所での避難行動
　支援 私と家族は

１１．上茅原・下茅原・広瀬町　風水害タイムライン

します。

警戒レベル２

大雨注意報
洪水注意報
強風注意報

氾濫注意情報

・非常時緊急連絡網の
　確認
・気象情報の確認
・危険箇所の状況把握
・避難所の開設準備
・災害時要支援者名簿の
　確認 私と家族は

茅広江地区風水害タイムライン（上茅原）
警戒レベル
気象情報

（気象庁が発表）

松阪市の避難情報
（松阪市が発令）

 地区防災組織の行動
  （自治会・地区
  防災隊・消防団等）

みなさんの行動
（個人・家庭）

－
5
6

－

広
 

瀬
 町

 自
 治

 会
 の

 
避
 難 経

 
路
 お

 よ び
 集

 
合 

先
 ・ 一

 時
 避 難 

所
 、 指

 
定
 避 難

 所
 

ー ト ト - 

囲
 

拐
 

コ
 ペ
 

て
 人
 さ
 

や
 て
 

心
 

地
 

入
 晩
 

仁
 

E
 只
 

答
 

被
 

自
 
宅
 

等
 * 一 時

 避
 難

 所
 (

 広 
瀬 公 

会 所 ) *
 指
 定 避

 難 所
 (

 射
 

和
 小 学

 校)
_
 

.
"
_
 '
ー
.
'
_
'
 

0
 

商
 

窮
 

み な さ ん の 行 動 
(  個 人 ・ 家 庭 )  基

 
凶
 

四 
哉
 

超
 

・
 狼

 
④
・
 

和
 

留
 

u
t
S
①
 

ご
 
破
 

藍 s に
 

珍 に : 
裏 星 凶 
哉 

松 阪 市 の 選 難 情 報 
(  松 阪 市 が 発 令 )  

警 戒 レ ベ ル 
気 象 情 報 

(  気 象 庁 が発 表 )  

茅
 
広
 

江 地 区
 防

 
災
 計

 画
 策

 定 検 
討
 会 議

 録
 (

 広 瀬
 町

 ) 

(①
 )

 出
 

席
 者 ② 0

 
名
 の 内

 、
 自

 
宅
 以

 外
 へ

 還
 難

 す
 る と

 
答
 え

 た
 の

 は ②
 

名
 で

 あ り
 、

 
残
 り
 の ①

 
⑧
 名 は

 
自 

宅
の
 ② 

階
 や

 山
 か

 ら 遠
 い

 部
 

屋
 へ

 避
 難

 す
 る と

 
答
 え
 た
 。 

な
 お

 、
 
自

宅
 

以
 外

 の
 避

 難
先
 と

 し
 て

 は
 、
 公

 
会
 所、

 浄 
眼
 寺、

 兄
 

弟
 の

 家
 と の 回

 
答
 で

 あ
 っ た

 。
 

(②
)
 

自
 

宅
 以

 外
 へ

 の 避
 

難を
 開

 
始
 す

 る 判
 断

 材
 
料
 と

 し
 て

 は 
以
 下

 の と
 お

 り で
 あ

 っ
 た

 。
 

〇
 避

 難
 勧

 
告
 が

 出
 た 時

 。
O
T
V
 等

 の
 情

 
報
 を

 見
 て

 。 
O
 〇 

櫛
 田

 川
 の

 増
 

水
 ・ 線

 状
 降

 
水
 帯

 が
 留

 まり
 雨

 
が
 降

 り
 続

 い
 た 様

 
子
 で 。 

O
 谷

 
川
 (井

 
戸
 の

 谷
 、

 永
 

正
 寺

 横
 の

 谷
 、 

樋
 ノ

 口
 の

 谷
 ) の

 水 
量と

 濁
 り

 具 
合
 や 土 

砂
 の

 混 じ
 り 

具
 

合
 を 見

 て
 。 

(③
)
 

自
 宅

 以
 

外
 へ

 還
 
難
 す

 る
 と

 き
 、 ど

 ん
 な

 こ
 と

 に
 気

 
を
 付

 け
 る か

 。
 

〇
 ヘ

 ル
 メ

 ッ ト
 を

か
 ぶ

 ぷ る 。
(
 風

 で
 

物
 が 

飛
 ば さ

 れ
 て く

 る
 の

 で
 )

 
O
 飲

 み
 水

 を
 持

 
参
 す

 る 。 
O
 足

 
元
 に

 気
 を

 付
 け

 な が
 ら
 避 

難
 す
 る 。 

〇
 避

 難
 

行
 動

 は 複
 

数
 で

 す
 る 。

 

(④
)
 

自
 
治
 

会 と し て
 公

 
会
 所

 へ
 の 避

 
難
 は  ①

 泊
 ②

 日 
程
 

度
 と

 考
 え

 て
 い  る が

 、
 避

 
難
 場

 
所
 と

 し
 て の

 
公
 

会
 所 へ

 、 ど
 の

 よ
 う

 な
 も

 の を
 

備
 え

 て
 お
 い て

 
欲
 し

 い か 。
 

O
 水

 
O
 〇
 毛 布

 
O
 非

 
帖
 電

 源
 

(⑤
)
 

過
 

去
 の 災

 害
 状

 
況
 、 危

 
険
 状

 況
 に

 つ
 い て

 
、
 聞

 い
 て

 い
 る

 こ
 と

 は あ
 る

 か
 。

O
 広

 
瀬
 

地
 内 で

 は 、 土
 

砂
 

崩
 れ

 は 何
 

箇
 所

 かで
 

発
 生

 し て
 い る

 が
 、

 
昔
 か

 ら
 

家
 が 

流
 さ

 れ
 る な

 ど
 

の
 被

 
害
 は

 な
 か っ

 た
 の

 で
 、

 言
 
い
 
伝
 え

 は な
 い
 。

(⑥
)
 

そ
 の
 他

 
〇
 定

 
川
 

村
 の

 人
 た

 ち の
 

多
 く

 は 、 豪 
雨
 災

 害
 が

 起
 さ

 る ま
 で

 
`
 宮 

川
 村

 は
 強

 い 岩
 

盤
の
 上

 に 
あ
 る

 
。
」
 ̀

 
昔
 か
 ら 

大
 き
 な 災

 
害
 は

 起
 さ

 て
 い な

 い
 

。
」
 と い

 う
 認

 
識
 だ

 っ
 た 。

 
こ れ

 ま で
 災

 
害
 が 

起
 き

 て
 い 

な
 い から と

 
言
 っ

 て
 、 こ

 れ
 か ら

 も
 

起
 こ

 ら
 な

 い と い
 う

 保
 

障
 は 

な
 い

 。
 

災
 

害
 が

 起
 こ る

 か
 も

 し
 れ

 な
 い

 と い
 う

 意 
識
 で

 生
 活

 す
 る

 こ と が
 
大 

事
 で

 あ る
 。
 

〇
 予

 
想 し

 て
 い 

な
 い こ

 と
 が

 
起
 き さ て く

 る
 の で

 、 み
ん
 な

 で
 精

 
一
 

杯
 気

 を
 付

 け
 る 。 

O
 県

 
道

の
 方

 が 住
 

宅
 地

 よ
 り
 も 

高
 い

 の で 排 
水
 路 が

 
詰
 ま

 る と 床
 
上
 
浸
 
水

に
 な る

 。
 

O
 公

 
会 

所
 は

 、 高
 い

 石
 

積
 み

 の
 

上
 に 

建
 っ

 て
 い る 。

 地
 

震
や
 豪

 
雨
 に

 よ り
 石

 
垣
 が

 崩
 れ

 た ら 、
 

下
 
の
 住

 
宅
 は

 崩
 壊

 す
 る

 。 ま
 た

 、
 
上
 に

 
建
 っ

 て
 い る 公

 
会
 所

 も
 倒
 れる

 。
 

電 話 番 号 氏 名 

番 地 

所 

松 阪 市 

※ た だ し 、 台 風 等 の 状 況 に よ っ て は 警 戒 レ ベ ル が 順 に 発 表 さ れ る と は 限 ら な い 。 気 象 情 報に 注 意 し 早 め に 行 動 す る 。 
※ 強 風 注 意 報 ・ 暴 風 警 報 (  合 風 に 伴 う 発 表 の 場 合 )  

ー
5
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ー
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一
乙
g
ー
 

茅 広 江 地 区 風 水 害 タ イ ム ラ イ ン (  下 茅 原 )  
茅 広江 地 区 風 水 害 タ イ ム ラ イ ン (  広 瀬 町 )  

諸 戒レ ベ ル 地 区防 災 組 織 の 行 動 、 松 阪 市 の 避 難 情報 み な さ ん の 行 動 気 象 情 報 愛 畜 |  (  自 治 会 ・ 地 区 ・ 
(  気 象 庁 が 発 表 )  |  (  松 阪 市 が 発 令 )  |  防 無 隊 ・ 消 防 団 等 )  (  個 人 ・ 家 麿 )  

・ 気 象 情 報 の 確 認 _  

非 線 時 紗 る 逢 絵 紬 の |  元 沼 所 口 s の 勇 ⑨ く ・ 非 常 の _  = 謀 
警 戒 レ ベ ル ② ⑤ 輩常持出袋の確認 ce 

・ 気 蒙 情 報 の 確 認 ・ 危 険 筆 所 や 避 難 所 の 確 認 ー f  
大 雨 注 意 報 ・ 危 険 箇 所 の 状 況 把 握 _  | ・ 避 難 経 路 の 確 認 
陳 木 決 絵 ・ 途 槻 所 の 間 設 楠 倉 ト 
氾 濫 注 意 情 報 送 楊 來 文 援 者 名 箒 の |  私 と 家 族 は 

を し ま す 。 

警 戒 レ ベ ル ④ 

土 砂災 害 警 戒 情 報 
氾 濫危 険 情 報 

遷 難 指 示 

* 避 難 経 路 の 安 全 確 認 
* 災 害 状 況 の 把 握 、 通 報 
* 避 難 経 路 等 、 地 域 内 の 
安 全 経 路 の 周 知 

* 住 民 の 安 否 と支 援 確 認 
* 避 難 行 動 の 支 援 

* 避 難 所 へ の 避 難 
(  下 茅 原 公 民 館 ・ 茅 広 江 地 区 市 民 セ ン タ ー・ 
南 小 学 校)  

“ 避 難 所 へ の 還 難 が 困 難 な 場 合 は 自 宅 や 近 隣 の 安 全 な 
場 所 へ の 還 難 (  山 側 か ら 遠 い ② 階 の 部 屋 等 へ 還 難 )

私 と 家 族 は 
に 避 難 
し ま す 。 

だ し 、 台 風 等 の 状 況 に よ っ て は 警 戒 レ ベ ル が 順 に 発 表さ れ る と は 限 ら な い 。 気 象 情 報 に 注 意 し 早 め に 行 動 す る 。 ※ 
く 強 風 注 意 報 ・ 暴 風 警 報 (  台 風に 伴 う 発 表の 場 合 )  

住 所 氏 名 電 話 番 号 

松 阪 市 町 番 地 

警 戒 レ ベ ル 地 区 防 炎 組 織 の 行 動 松 阪 市 の 還 難 情報 ~ 私 ・ 家 族 の 行 動 気 象 情 報 ` (  自 治 会 ・ 地 区 向 
(  気 象 庁 が 発 表 )  |  (  松 阪 市 が 発 令 )  |  防 災 隊 ・ 消 防 団 等 )  (  す る こ ら 

警 戒 レ ベ ル ② っ C Laor  ・ ニ ュ ー ス や 天 気 予 報 な ど で 、 台 風 や 大 雨 の よ う す 
誌 ・ 危 険 管 所 の 状 況 把 握 |  調 べ る 。 ー 
梨 水 ま 木 ・ 選 難 所 の 開 設 構 備 ・ 家 の 周 り の 安 全 を 確 か め る 。 誌 
鎖 風 注 意 報 荒 惟 謬 要 支 援 者 を 名 癖 | ・ 非 師 持 ち 出 し 袋 の 中 身 を 確 か め る 。 山 馳 
求 溶 注 意 情 報 ・ 還 難 す る 道 順 を 確 か め る 。 

警 戒 レ ベ ル ④ 

土 砂 災 害 警戒 情 報 
氾 濫危 険 情 報 

避 難 指 示 

“ 自 治 会 役 員 は 災 害 対 策 
本 部 へ 参 集 

“ 避 難 経 路 の 安 全 確 認 
“ 災 害 状 況 の 把 握 、 報 告 
“ 袖 炎 救 助 の 要 請 
“ 避 難 所 の 運 営 

* 避 難 所 へ 行 く 。 
(  広 瀬 公 会 所 ・ 射 和 小 学 校 等)  

* 避 難 所 へ 行 く の が 難 し い 場 合 は、 自 宅 や 近 くの 
安 全 な と こ ろ へ 移 動 す る 。 
(  山 側 か ら 遠 い ② 階 の 部 屋 な ど へ 移 動 す る 。 )  

私 と 家 族 は 
に 避 難 
し ま す 。 

し 、 台 風 等 の 状 況 に よ っ て は 警 戒 レ ベル が 順 に 発 表さ れ る と は 限 ら な い 。 気 象 情 報に 注 意 し 早 め に 行 動 す る 。 
※ 強 風 注 意 報 ・ 暴 風 警 報 (  合 風 に 伴 う 発 表 の 場 合 )  

※ 無 け れ ば 、 ` 特 に な し 」 と 記 入 する 。 

合 風 や 大 雨 に よ る 土 砂 災 害 の 時 、 私 の 家 の 危 険 な と こ ろ だ か ら 、 次 の こ と を し ま す 。 

住 所 世 帯 主 電 話 番 号 

松 阪 市 町 番 地 
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(  土 砂災 害 編 )
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本 計 画 策 定 に 向 け て の 検 討 過 程 

E ミ
 

c
o
 

c
 ぅ

 
J
 

co
 

に
 。

 
鵠
 

c
o
 

C
o
 

c
o
 

c
>
 

C
 

ト
 S

 
ト
 S

 
ト
 S

 
E
 

に
 J

 
G
n
 

①
 

o
i 

E
 コ

 
E
 コ

 
E
 コ

 
に
 。

 
ト
 S

 
【
 コ

 
【
 コ

 
E
 コ



2 
 

はじめに 
 

宮前まちづくり協議会（以下まち協）は平成 19 年９⽉に設⽴しました。既存の⾚桶・宮前・下滝野 
 
地区の⾃主防災会は構成団体として参加しました。平成２５年 防災カードを⼿上げ⽅式で制定、平成 
 
28 年更新（健康状態・個⼈情報の取扱欄追記等）をしました。 
 
 防災訓練は平成 27 年までは各⾃主防災会が単独で開催をしてきました。指定避難所は宮前地区に 
 
３施設がありますが、⾚桶・下滝野地区にはありません。この問題を解決するために、平成２８年に 
 
３地区の⾃治会班⻑を対象としたＨＵＧ（避難所運営ゲーム）訓練を開催しました。振り返り会で実際 
 
に避難所運営訓練をする必要があると意⾒があり、平成２９年にＨＵＴ（避難所運営体験初動期）を 
 
開催しました。平成３０年には松阪市総合防災訓練が宮前⼩学校で開催されました。テーマは「住⺠主 
 
体の避難所運営訓練」であり まち協も当番地区という⽴場で参加しました。 
 
 平成２８年・29 年・30 年の訓練では各班に動員をかけているので１００⼈超の参加者がありまし 
 
た。しかしながら 過去の台⾵シーズンに発令された松阪市の避難情報によるまち協住⺠の避難者が少 
 
ないこと及び避難⾏動要⽀援者の避難を如何にするかが課題となりました。 
 

この課題に対して防災部会は「声掛け避難」に取り組むこととし、令和１年度の防災部会でモデルと 
 
して神殿上・下班（住⼾ 59 ⼾）に検討・活動を依頼しました。 

 
 令和２年３⽉に神殿上・下班からの報告書が防災部会に提出されました。部会で検討をした結果 
 
令和２年度から「声掛け避難」をまち協の全３０班に⽔平展開すると決定しました。 
 
 令和２年度は新型コロナの影響で多⼈数での活動は控えざるをえなくなりました。これを受けて啓発 
 
活動に重点を置いた「声掛け避難」を展開しました。 
 
前述の防災・減災活動を取り纏めて宮前まちづくり協議会地区防災計画を策定しました。 
 

3 
 

1 章 計画の対象地区の範囲  
   
   三重県松阪市飯高町 宮前まちづくり協議会(赤桶 宮前 下滝野)は下図の範囲です。 
 
   櫛田川沿いの国道１６６号線が唯一の幹線道路です 
   

 
 
 西版                           東版 

    
           赤桶          宮前           下滝野 
 

 
 
    田引トンネル        道の駅飯高・飯高地域振興局          スケール 1
ｋｍ       
 
 
 

出典：松阪市土砂災害ハザードマップ 宮前地区 縮尺 １：10,000 
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は じ め に 

宮 前 まち づ く り 協 議 会 (  以 下 ま ち 協 )  は 平 成 ⑲ 年 ⑨ 月 に 設 立 し ま し た 。 既 存 の 赤 桶・ 宮 前 ・ 下 滝 野

地 区 の 自 主 防 災 会 は 構 成 団 体 と し て 参 加 し ま し た 。 平 成② ⑤ 年 防 災 カ ー ド を 手 上 げ 方 式 で 制 定 、 平 成 

②⑧ 年 更 新 (  健 康 状 態 ・ 個 人 情 報 の 取 扱 欄 追 記 等 )  を し ま し た 。 

防 災訓 練 は 平 成 ②⑦ 年 ま で は 各 自 主 防 災 会 が 単 独 で 開 催 をな し て き ま し た 。 指 定 避 難 所 は 宮 前 地 区 に 

③ 施 設 が あ り ま す が 、 赤 桶 ・ 下 滝 野 地 区 には あ り ませ ん 。 こ の 問 題を 解 決 す る た め に 、 平 成 ② ⑧ 年 に 

③ 地 区 の 自 治 会 班 長 を 対 象 と し た H り U G (  避 難 所 運 営 ゲ ー ム )  訓 練 を 開 催 し ま し た 。 振 り 返 り 会 で 実 際 

に 避 難 所 運 営 訓 練 を す る 必 要 が あ る と 意 見 が あ り 、 平 成② ⑨ 年 に H U T (  避 難 所 運 営 体 験 初 動 期 )  を 

開 催 し ま し た 。 平 成③ 0 年 に は 松 阪 市 総 合 防 災 訓 練 が 宮 前 小 学 校 で 開 催 さ れ ま した 。 テ ー マ は ` 住 民 主 

体 の 避 難 所 運 営 訓 練 」 で あ り ま ち 協 も 当 番 地 区 と い う 立 場 で 参 加 し ま し た 。

平 成 ② ⑧ 年 ・②⑨ 年 ・③0 年 の 訓 練 で は 各 班 に 動 員 を か け て い る の で ① 0 0 人 超の 参 加 者 が あ り ま し 

た 。 し か し な が ら 過 去 の 台 風 シ ー ズ ン に 発 令 さ れ た 松 阪 市 の 避 難 情 報 に よ る ま ち 協 住 民 の 避 難 者 が 少 

な い ごこ と 及 び 避 難行 動 要 支 援 者 の 避 難 を 如 何 に す る か が 課 題 と な り ま し た 。

ご こ の 課 題 に 対 し て 防 災 部 会 は ̀  声 掛 け 避 難 」 に 取 り 組 む こ と と し 、令 和 ①年 度 の 防 災 部 会 で モ デ ル と 

し て 神 殿 上 ・ 下 班 (  住 戸 ⑤⑨ 戸 )  に 検 討 ・ 活 動 を 依 頼 し ま し た 。 

令 和 ② 年 ③ 月 に 神 殿 上 ・ 下 班 か ら の 報 告 書 が 防 災 部 会 に 提 出 さ れ ま し た 。 部 会 で 検 討 を し た 結 果 

令 和 ② 年 度 から ` 声 掛け 避 難 」 を ま ち 協 の 全 ③ 0 班 に 水 平 展 開 す る と 決 定 し ま し た 。 

令 和 ② 年 度 は 新 型 コ ロ ナ の 影 響 で 多 人 数 で の 活 動 は 控 え ざ る を え な く な り ま し た 。 こ れ を 受 け て 啓 発 

活 動 に 重 点 を 置 い た ` 声 掛け 避 難 」 を 展 開 し ま し た 。 

前 述 の 防 災 ・ 減 災 活 動 を 取 り 纏 め て 宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 地 区 防 災 計 画 を 策 定 し ま し た 。 

① 章 計 画 の 対 象 地 区 の 範 囲 

三 重 県 松 阪 市 飯 高 町 宮 前 まち づ く り 協 議 会 (  赤 桶 宮 前 下 滝 野 ) は 下 図 の 範 囲 で す 。 

櫛 田 川 沿 い の 国 道 ① ⑥ ⑥ 号 線 が 唯 一 の 幹 線 道 路 で す 

囚 国 

出 典 :  松 阪 市 土 砂 炎 害 ハ ザ ー ド マ ッ プ 宮 前 地 区 縮 尺 ① :  ①0, 000
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２章 基本的考えかた 
 
 2.1 基本方針  
 
   自然災害（土砂災害）から命を守る 
    
 2.2 活動目標 
  

・声掛け避難で土砂災害からの逃げ遅れゼロ 
 
・飯高中学校及び宮前小学校の防災教育 
 
・防災人材の育成 
 

スローガン みんなで やろう  まえむきに えがおで 声掛け避難 
 
 2.3 長期的な活動計画  
 

土砂災害  
 
令和 1年度 2019 年 宮前まちづくり協議会声掛け避難制度モデル神殿地区制定 
 
           飯高中学校防災教育 ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）  
 
           宮前小学校防災教育 ジグソー法による防災授業 
 
令和 2年度 2020 年 地区防災計画策定 ＨＵＴ（避難所運営体験－感染症対応訓練） 
 
           宮前小学校防災教育 ジグソー法による防災授業 
            
           飯高中学校 課題解決型学習法支援 
 
令和 3年度 2021 年 声掛け避難 タウンウォッチング ＨＵＴ（避難所運営訓練） 
（予定） 
           飯高中学校防災教育 タウンウォッチング 
 
           宮前小学校防災教育 ジグソー法による防災授業 
 
令和 4年度 2022 年 避難行動要支援者書式作成 ＨＵＴ（避難所運営体験初動期） 
（予定） 
           飯高中学校防災教育 ＨＵＧ（避難所運営ゲーム） 
 
           宮前小学校防災教育 ジグソー法による防災授業 
 

地震災害  
 

     令和 5年度 2023 年 から着手予定 
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３章 地区の特性 
 
3.1 自然特性 
 
当地区は、松阪市の西部旧飯高町の東に位置し、周囲に 1,000ｍ級の山々が連なり、奈良県境の 
 
高見山を源流とする櫛田川とその支流に沿って集落が点在しています。標高は飯高地域振興局で 
 
145ｍ 面積は 27.82ｋ㎡で約 90％が山林です。限られた農地では田や茶畑が耕作され、地区内の 
 
大半が香肌峡県立自然公園に指定されています。また、まちの中を東西に中央構造線が走り、その 

 
断層は荒滝不動尊の庄司川でみることができます。地区内の道路は櫛田川沿いに走る国道１６６号 
 
線が唯一の幹線道路です。 

 
3.2 社会特性  
 
3.2.１宮前まちづくり協議会範囲の人口  
  
最大は昭和２５年（１９５０年）3,733 人が記録されています。 
  
70 年後の令和3年（2021 年）1月 1日現在では1,494 人であり 60％の減少です。 
  
出典：「私たちのふる里」飯高町合併２０周年記念誌 飯高町役場 昭和５１年８月１日 

      松阪市ホームページ住民基本台帳 ２０２１年１月１日 
 

 
3.2.2 地区の災害履歴 

 
■ 伊勢湾台風被害 昭和 34年（1959 年）9月 26日  
  

出典：伊勢湾台風被害報告並びに陳情書 昭和３４年９月２６日 三重県飯南郡飯高町 
 

 

 
宮前地区 死者は無し 
 
全壊   ４戸 
 
流出   7 戸  
 
半壊   4 戸 
 
床上浸水 35 戸 
 
床下浸水 65 戸 
 
一部破損 139 戸  
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② 章 基 本 的 考 え か た 
③ 章 地 区 の 特 性 

②. ① 基 本 方 針 
③. ① 自 然 特 性 

自 然 災 害 (  土 砂 災 害 )  か ら 命 を 守 る 
当 地 区 は 、 松 阪 市 の 西 部 旧 飯 高 町 の 東 に 位 置 し 、 周 囲 に①. 000m 級 の 山  々が 連 な り 、 奈 良 県 境 の 

②. ② 活 動 目 標 
高 見 山 を 源 流 と す る 櫛 田 川 と そ の 支 流 に 沿 っ て 集 落 が 点 在 し て い ま す 。 標 高 は 飯 高 地 域 振 興 局 で 

・ 声 掛 け 避 難 で 土 砂 災 害 か ら の 逃 げ 遅 れ ゼ ロ 
⑭⑤m 面 積 は ②⑦. ⑧② k f  で 約 ⑨0% が 山 林 で す 。 限 ら れ た 農 地 で は 田 や 茶 畑 が 耕 作 さ れ 、 地 区 内 の 

・ 飯 高 中 学 校 及 び 宮 前 小 学 校 の 防 災 教 育 
大 半 が 香 肌 峡 県 立 自 然 公 園 に 指 定 さ れん れ て い ま す 。 ま た 、 ま ち の 中 を 東 西 に 中 央 構 造 線 が 走 り 、 そ の 

・ 防 災 人 材 の 育 成 
断 層 は 荒 滝 不 動 尊 の 庄 司 川 で み る こ と がで き ま す 。 地 区 内 の 道 路 は 櫛 田 川 沿 い に 走 る 国 道 ① ⑥ ⑥ 号 

ス ロ ー ガ ン み ん な で や ろ ぅ ま え ぇ む き に え が お で 声 掛 け 還 難 縄 が 唯 一の 幹 線 道 路 で す 

②. ③ 長 期 的 な 活 動 計 画 ③. ② 社 会 特 性 

土 砂 炎 害 ③. ②.  ① 宮 前 ま ち づ く り 協 議 会範 囲 の 人 口 
令 和 ① 年 度 ⑳①⑨ 年 宮 前 まち づ く り 協 議 会声 掛 け 避 難 制 度 モ デル 神 殿 地区 制 定 最 大 は 昭 和 ② ⑤ 年 ( ① ⑨ ⑤ 0 年 )  ③ ⑦③③ 人 が 記 録 さ れ て い ま す .

飯 高 中 学 校 防 災 教 育 HU G ( 避 難 所 運 営 ゲ ー ム )  ⑦0 年 後の 令 和 ③年 ( ②0②① 年 )  ①月 ① 日 現 在 で は ①, ④⑨④ 人 で あ り ⑥0⑨⑥ の 減 少 です 。 

定 前 小 学 校 防 災 教 育 ジ グ ソ ー 法 に よ る 防 炎 授 業 出 典 :  ̀ 私 た ち の ふ る 里 」 飯 高 町 合 併 ② 0 周 年 記 念 誌 飯 高 町 役 場 昭 和⑤ ① 年 ⑧ 月 ① 日 
\ ー く 一 

令 和 ② 年 度 ⑳②0 年 地 区 防 災 計 画 策 定 HUT (  避 難 所 運 営 体 験 一 感 染 症 対 応 訓 練 ) 松 阪 市 ホ ー ム ペ ー ジ 住 民 基 本 台 執 ⑳ ② ① 年 ① 月 ① 日 

宮 前小 学 校 防 炎 教 育 ジ グ ソ ー 法 によ る 防 炎 授 業 ③ ② ② 地 区の 災 害 履 歴 

飯 高 中 学 校 課 題 解 決 型 学 習 法 支 援 園 伊 勢 湾 台風 被 害 昭 和 ③④ 年 ( ①⑨⑤⑨ 年 )  ⑨ 月 ②⑥ 日 

体 ー 津 け 道 謀 タ ウ ン ウ ォ ッ チ ン グ ロ リ T (  途 葉 所 途 啓 期 緯 出 典 :  伊 勢 湾 台 風 被 害 報 告 並 び に 陳 情 書 昭 和 ③ ④ 年 ⑨ 月 ② ⑥ 日 三 重 県 飯 南 郡 飯 高 町 
飯 高中 学 校 防 災 教 育 タ ウ ン ウ ォ ッチ ン グ 
誌 前小 学 校 防 災 教 育 ジ グ ソ ー 法 に よ る 防 災 授 業 項 目隠 高 町 計 宮 前 坪 区 |  川 屑 H 区 森 MH 匹 |  渡 談 M 区 

g = |  こ ニ 宮 前 地 区 無 
令 和 ④年 度 ⑳②② 年 還 難 行 動 要 支 援 者 書 式 作 成 HUT (  還 難 所 運 営 体 験 初 動 期 ) 直 窟 |  引 ニ ー ー ョ 引 宮 前 地 区 死 者 は 無 し 
(  予 定 )  闇 皓 |  行 方 上 明 : |  圏 謀 ご に g ① _  

飯 高中 学 杯 防 災 教 育 HU G (避 難所 運 営 ゲ ー ム )  珍 全 壊 ④ 戸 
心 匡 國 g 引 - |  ー ② ⑧ 

宮 前小 学 校 防 炎 教 育 ジ グ ソ ー 法 によ る 防 炎 授 業 に 
輸 倉 者 刃 ー ②⑤ ⑨ 向 |  流 出 戸 地 震 災 害 ・ 
全 壌 牡 斗 |  ⑳ ⑪ 

令 和 ⑤ 年 度 ⑳②③ 年 か ら 着 手 予 定 汲 出 閻 ョ g 怜 向 |  半 壊 ④ 戸 

+ |  半 壊 ⑭ お 弓 ⑤ ①⑧ 艸 、 ー ま ド 床 上 浸 水 ③⑤ 戸 
綱 
き |  底 上 浩 k ⑤⑨ 国 ⑰ ②②0 ⑫ 体 |  床 下 浸 水 ⑥⑤ 戸 

一 部 嵐 損 ④⑨0 ①⑧⑨ ①⑧⑧ ⑪ ⑤①0 _  

小 計 ①. ⑤②② ②⑤d ④⑤② ④⑤⑤ ⑦⑥⑨ 一部破槙 ー 39 戸 
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飯高（２５００世帯）が孤立 
 
ヘリコプターで食料輸送 
 
食料・今夜分から皆無 
 
雨で輸送が遅れる 
 
たべ物頼む！ 
 
孤立化の飯高から必死の連絡 
      

 
■ 昭和５７年8月１日 台風１０号 飯高町赤桶地区内で 山崩れ発生 ２名の犠牲者 
 
     床上浸水９戸 床下浸水 50戸 
 

出典：昭和 57 年９月 広報 いいたか 第 275号 
 

 
3.3 防災マップ  
 

3.3.1 地質  

 
 
  黄緑色は三波川変成岩類 約１億２０００万年前―６０００万年前に地中深くの強い圧力で形成 
  された三波川変成岩類 宮前住民協議会は櫛田川及び国道１６６号線沿いに住宅が立地している。 
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3.3.2 松阪市土砂災害ハザードマップ 
 
   1 章 計画の対象地区の範囲 3頁 参照願います。 
 
3.3.3 宮前まちづくり協議会版土砂災害ハザードマップ 

・「三重県土砂災害情報提供システム」を基に、住戸が判読できるＡ３サイズに拡大し、ラミネー
ト 加工を施します。 

・拡大ハザードマップは住民協議会班毎に作成します。 
 ・各班への声掛け避難制度説明会時に全戸配布します。 

 
 
宮前まちづくり協議会 各班概略地図 

 
 
 
１ 宇栗子班  自宅等➡ 一時退避所（赤桶集会所）➡指定避難所（飯高老人福祉センタ－） 
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③. ③. ② 松 阪 市 土 砂 炎 害 ハ ザ ー ド マ ッ プ 
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2 片栗子班 自宅等➡ 一時退避所（赤桶集会所）➡指定避難所（飯高老人福祉センタ－） 
 

 
 
 
 
3 谷出上 班 自宅等➡ 一時退避所（赤桶集会所）➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
 

 
 
 

一時退避所 

赤桶集会所 
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４ 谷出下 班 自宅等➡ 一時退避所（赤桶集会所）➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
 

 
 
 
 
５ 奥 班 自宅等➡ 一時退避所（赤桶集会所）➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
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② 片 栗 子 班 自 宅 等 @ 一 時 退 避 所 (  赤 桶 集 会 所 )  彡 指 定 還 難 所 (  飯 高 老 人 福 祉 セ ン タ ー)  
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６-1 西奥・口 班 自宅等➡ 一時退避所（赤桶集会所）➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
 

 
 
 
 
 
 
 
６-2 西奥・奥 班 自宅等➡ 一時退避所（赤桶集会所）➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
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７ 東又 班 自宅等➡ 一時退避所（赤桶集会所）➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
 

 
 
 
８ 向赤桶上 班 自宅等➡ 一時退避所（向赤桶集会所）➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
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⑥-① 西 奥 ・ 口 班 自 宅 等 @ 一 時 退 還 所 (  赤 桶 集 会 所 )  彡 指 定 避 難 所 (  飯 高 老 人 福 祉 セ ン タ ー)  
⑦ 東 又 班 自 宅 等 @ 一 時 退 還 所 (  赤 桶 集 会 所 )  @ 指 定 避 難 所 (  飯 高 老 人 福 祉 セ ン タ ー)  
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９ 向赤桶下 班 自宅等➡ 一時退避所（向赤桶集会所）➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
 

 
 
 
 
10 作滝 班 自宅等➡ 一時退避所（作滝集会所）➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
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11 赤池 班 自宅等➡ 一時退避所（赤池集会所）➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
 

 
 
 
12 野々口 班 自宅等➡ 一時退避所（野々口公民館）➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
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14 
 

13 神殿上 班 自宅等➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
 

 
 
 
14 神殿下 班 自宅等➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
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15 片町 班 自宅等➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
 

 
 
 
 
 
16 宮西 班 自宅等➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
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⑭ 神 殿 下 班 自 宅 等 言 指 定 避 難 所 (  飯高 老 人 福 祉 セ ン タ ー)  ⑯ 宮 西 班 自 宅 等 言 指 定 避 難 所 (  飯 高 老 人 福 祉 セ ン タ ー)  
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17 西出下 班 自宅等➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
 

 
 
 
 
 
18 西出上 班 自宅等➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
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19 中谷下 班 自宅等➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
 

 
 
 
 
 
 
20 中谷上 班 自宅等➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
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21 東出上 班 自宅等➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
 

 
 
 
 
 
22 東出下 班 自宅等➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
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23 堀出 班 自宅等➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
 

 
 
 
 
 
24 木地小屋 班 自宅等➡ 一時退避所（木地小屋集会所）➡指定避難所（飯高老人福祉センター） 
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25 新田上 班 自宅等➡ 一時退避所（新田集会所）➡指定避難所（飯高老人福祉センター） 
 

 
 
 
 
 
26 新田中 班 自宅等➡ 一時退避所（新田集会所）➡指定避難所（飯高老人福祉センター） 
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27 新田下 班 自宅等➡ 一時退避所（新田集会所）➡指定避難所（飯高老人福祉センター） 
 

 
 
 
 
 
ため池ハザードマップ（新田池） 自宅等➡ 高い場所へ ➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
 
  出典：松阪市ため池ハザードマップ 新田池（ツツジ池）該当班 新田中・下・中之郷班 
   提高 15ｍ 提長 78ｍ 貯水量 21,500 ㎥ 
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28 中之郷 班 自宅等➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
 

 
 
 
 
 
 
29 虻野上 班 自宅等➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
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30 虻野下 班 自宅等➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
 

 
 
 
土砂災害ハザードマップについて 出典：国土交通省告示 35 号 平成２７年１月１６日 ６頁 
 
土砂災害警戒区域等の指定は-----また、斜面の深層崩壊、山体の崩壊、想定をはるかに超える規模の 
土石流等については、予知・予測が困難であることから、土砂災害警戒区域等の指定の範囲の特定にあ
たっては、技術的に、予知・予測が可能である表層崩壊等による土砂災害が発生する恐れがある土地の
区域について指定を行う。 
斜面の深層崩壊、山体の崩壊、想定をはるかに超える規模の土石流等は指定対象外である 
 
 
拡大版ハザードマップ 裏面 共通 
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４章 防災活動の内容 
4.1 防災活動の体制 組織図 
 

宮前まちづくり協議会 組織図 

 
 
 
 
4.2 これまでの防災活動事例 
  

4.2.1 住民協議会防災活動  
 
  平成 25 年度（2013 年） 防災カード制定 
 
  平成 26 年度（2014 年） 防災カード記入・回収・集計 回収率 91％ 
 
  平成 27 年度（2015 年） ３地区（赤桶・宮前・下滝野）各自主防災会が独自の防災訓練 
 
  平成 28 年度（2016 年） ＨＵＧ（避難所運営ゲーム） 
 
  平成 29 年度（2017 年） ＨＵＴ（避難所運営体験 初動期） 
 

平成 30年度（2018 年） 松阪市総合防災訓練宮前小学校会場 
 
令和 1年度 （2019 年） ＨＵＴ（避難所運営体験 初動期）・避難行動要支援者支援 
 
             ボランティア班に小学生が地域住民として参加 車椅子介助 
 
             非常用飲料水運搬 缶易トイレ製作体験  
 

防災対策課職員による松阪市備蓄資機材取扱訓練 
 

令和２年度 （2020 年） 感染症を考慮した避難者受入れ・指定避難所収容人員算定訓練 
 
            三重大学川口准教授防災講演「地区防災計画」 
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平成２５年度 防災カード制定 ２６年度回収    ２８年度

 
 

 
 
 
平成２８年度 防災カード・名簿一覧           令和１年改訂 支援員３名追記 
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④ 章 防 災 活 動 の 内 容 
④. ① 防 災 活 動 の 体 制 組 織 図 

が 昔 炎

防 災 部 会 
井 R ち り ほ ま モ F 前 底 

す る B 玩 扇 美 森 

警 自 主 防 為 会 間 の 連 携 !
(  逸 難 所 運 営 釣 繁 )

③ 観 光 部 会 霧 防然 人 村 有 効 活 用 
④ 福 祉 部 会 (  専 任 ・ 菜 任 可 ・0⑧)  

⑤ 文 化 部 会 睡 女 性 の 憲見 反 映 
⑥ 青 少 年 育 成 部 会 昌院 災 報 青 茂 

⑦ イ ベ ン ト 部 会 - 

各 地区 自 主 防 災 会 
副 会 長 (  自 治 会長 )

狐 長 (  自 治 会 班 長)  

④. ② こ れ ま で の 防 災 活 動 事 例 

④. ②. ① 住 民 協 議 会 防 災活 動 

平 成 ②⑤ 年 度 ( ②0①③ 年 )  

平 成 ②⑥ 年 度 ( ②0①④ 年 )  

平 成 ②⑦ 年 度 ( ②0①⑤ 年 )  

平 成 ②⑧ 年 度 ( ②0①⑥年 )  

平 成 ②⑨ 年 度 ( ②0①⑦ 年 )  

平 成 ③0 年 度 ( ②0①⑧ 年 )  

令 和 ① 年 度 ( ②0①⑨ 年 )  

防 災 カ ー ド 制 定 

防 災 カ ー ド 記 入 ・ 回 収 ・ 集 計 回 収 率 ⑨①% 

③ 地 区(  赤 桶 ・ 宮 前 ・ 下 滝 野 )  各 自 主 防 災 会 が 独 自の 防 災 訓 練 

HU G (  避 難 所 運 営 ゲ ー ム )

H り U リ T (  避 難 所 運 営 体 験 初 動 期 )  

松 阪 市 総 合 防 災 訓 練 宮前 小 学 校 会 場 

HUT (  避 難 所 運 営 体 験 初 動 期)  ・還 難 行 動 要 支 援 者 支 援 

ボ ラ ン テ ィ ア 班 に 小 学 生 が 地 域 住 民 と し て 参 加 車 椅 子 介 助 

非 常 用 飲 料 水 運 搬 缶 易 ト イ レ 製 作 体 験 

防 災 対 策 課 職 員 に よ る 松 阪 市 備 蓄 資 機 材 取 扱 訓 練 

感 染 症 を 考 慮 し た 避 難 者 受 入 れ・ 指 定 還 難 所 収 容 人 員 算 定 訓 練 

三 重 大 学 川 口 准 教 授 防 災 講 演 ̀  地 区 防 災 計 画 」 

令 和 ② 年 度 ( ②0②0 年 )  

②④ 

平 成 ② ⑤ 年 度 防 炎 カ ー ド 制 定 _ ② ⑥ 年 度 回収 ② ⑧ 年 度 

防 災 カ ー ド 
平 成 ②⑧ 年 更 新案 

來 倉 よ ら ゴ く め 倉 議 自 玉 所 災 椎 映 会 )  

にal t LL 

L L (  

ps①s- で - `mmmah 

【 

i  

s サ ま ① さ m I Fmamf mi or moi  

ー mm r cu eumm r ew キ 

P |  as_ uco_  soue_  cer  

aa- meen anl mmr  *er  

Mmr  Aken er em- * テ 

er ar  eer  

Nee amt n_ r rman k 

L①EL③ 

LLL u oowoow 

WaNWm.  ご ⑧ か Af AMNHWeOovmcer uu、 

mm ・ タ シ ラ ト ー ァ ー シ シ ーー mmm ・ ke ・aaaー チ ー 

Amkt m グ 妻 ・AmkGi  吉 

「 knk、=N か ら ら t emmeuasr ke ご E ス ksv 

|  唇 

し l  

*L_ emi ki ui mLsw に 

|  ー 

? 

平 成 ② ⑧ 年 度 防 炎 カ ー ド ・ 名 簿 一 覧 令 和 ① 年 改 訂 支 援 員 ③ 名 追 記 

防 炎 カ ー ド ・名 簾 一 覧 ⑳⑥ 年 ⑨ 月 t  日 現 在 ⑧ ⑳①⑨ 年 ⑤ 月 政 討 

宇 前 ま ち つ く り 協 謬 会 
ー 迦 綱 時緊 急 支 援 用 に 使 用 する 
- 発 表 時 に は 伊 的 機 閤 (  談 察- 消 防 ・ 自 衛 障 * 行 政 等 )に 間 示 す る 

・ 取 挑は 刈 均 管 理 要 細 に よ る 

住 所 :  三 珍 睦 柳 訣 市 防 画 男 宮 前 で : ⑤①⑧-①⑤0⑧ 市 外 風 番 :  0 攻 訃 価 所 G 郊 

宇 口 区 自 液 委 班 |  |  
NC 氏 各 …年寵ョ關j  坪 所 電 琵 撫 師 碩 庵 安 否 | 変 援 唇① |  変 接 鳥 |々  支 接 員 

① |  

ぁ l  」 ① |  

綱 ① 

き |  |  
⑤ |  |  ` ① 
H ー ド ニ ー 

① ① 
⑧ |  
哉 ー ド ー ド ー ま 、 ー ー に ー コ に ー ご ま ー ト ー ー 
⑪ |  紗 紗 圃 
⑪ |  |  
囚 |  
①③ |  

⑭ 

森 ー ま R e ま b e oo 細 e ト o ま ②hemeea 沼 ー 決 

②⑤
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平成２７年 赤桶地区 タウンウォッチング    平成２７年 下滝野地区 タウンウォッチング 

 
 

 
平成２８年（２０１６年）１１月５日 防災部会ＨＵＧ（避難所運営ゲーム） 班長対象５０名 

 
 

 
平成２９年１０月１５日 ＨＵＴ（避難所運営体験初動期）松阪市避難所運営マニュアル準拠８班 

３班 被災者管理班 避難者受入名簿記入   ４班 施設管理班 自家発電機運搬 

     
 
１班総務班 班長会議（８班班長）      ５班 食料物資班 仮設給水ポンプから   
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平成３０年１０月２０日 松阪市総合防災訓練 「住民主体の避難所運営訓練」宮前小学校会場 
避難者受入・名簿作成              松阪市指定避難所備蓄資機材の取扱訓練 

 
 

 
令和１年１１月３日 ＨＵＴ（避難所運営体験初動期） 避難行動要支援者避難 
 
 ボランティア班小学生 車椅子介助          缶易トイレ製作・講話（春告鳥） 

       
        
  
 

 
 
令和１年 声掛け避難モデル班（神殿上・下班）個別支援計画 防災部会で報告2020 年 3月 18日 
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平 成 ② ⑦ 年 赤 桶 地 区 タ ウ ン ウ ォ ッチ ン グ 平 成 ②⑦ 年 下 滝 野 地 区 タ ウ ン ウ ォ ッチ ン グ 

(  避 難 所 運 営 ゲ ー ム )  

平 成 ② ⑨ 年 ① 0 月 ① ⑤ 日 HU T (  避 難 所 運 営 体 験 初 動 期 )  松 阪 市 避 難 所 運 営 マ ニ ュ ア ル 準 拠 ⑧ 班 
③ 班 被 災 者 管 理 班 還 難 者 受 ④ 班 施 設 管 理 班 自 家 発 電 機 運 搬 

②⑥ 

平 成 ③ 0 年 ① 0 月② 0 日 松 阪 市 総 合 防 災 訓 練 ` 住 民 主 体 の 還 難 所 運 営 訓 練」 宮 前 小 学 校 会場 
避 難 者 受 入 ・ 名 簿 作 成 松 阪 市 指 定 避 難 所 備 蓄 資 機 材 の 取 扱 訓 練 

令 和 ① 年 ① ① 月 ③ 日 H リ U (  避 難 所 運 営 体 験 初 動 期)  避 難 行 動 要 支 援 者 避 難

ボ ラ ン テ ィ ア 班 小 学 生 車 椅 子 介 助 講 話 (  春 告 山 )  

許 

②⑦
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令和２年度 11月 3日ＨＵＴ（避難所運営体験） 感染症対応・指定避難所の収容人員算定訓練 
 
指定避難所老人福祉センター 感染症対応器具  宮前小学校体育館 収容人員算定           

  
 

川口先生講話演題 「地区防災計画」       防災訓練参加者 地区班長他 計 ５０名 

   
 
 
4.2.2 飯高中学校防災教育 
 
平成 27年 11月 12 日          平成 28 年５月２１日 タウンウォッチング後 生徒纏め 
飯高中学校へ防災教育提案書提出 
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平成 29年度 
6 月 17 日 タウンウォッチング（ＴＷ）       11 月 18 日 ＨＵＧ 講師 
飯高町国土交通省田引雨量観測所           講師 三重大学水木先生 
 
    
 
 

 平成３０年度 
 6 月 16日 タウンウォッチング           
 
 
 防災授業  ９月１１日      
 新田ため池                    
 
 
 
 
平成３０年度 
６月１６日 タウンウォッチング          ９月１１日 アイ-ホープ（総合型学習） 
 新田ため池                    環境コース 避難所班 

 

      
 
 

令和１年度 
 6 月１６日 ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）    ６月１６日 竹上市長 ワンポイント防災講話    
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令 和 ② 年 度 ⑪ 月 ③ 日 HU T (  避 難 所 運 営 体 験 )  感 染 症 対 応・ 指 定 還 難 所 の 収 容 人 員 算 定 訓 練 

指 定避 難 所 老 人 福 祉 セ ン タ ー 

川 口 先 生 講 話 演 題 ` 地 区 防 災 計 画 」 

④. ②. ② 飯 高 中 学 校 防 災 教 育

平 成 ②⑦ 年 ⑪ 月 ⑫ 日 
飯 高 中 学 校 へ 防 災 教 育 提 案 書 提 出 

yeneunan 

ら vor  ker evouzze mevesen 
n emmmaemee eee ee 

ゃ nr  m ae 

ャ w 

ャ w et eumerewr mmat enuauooaeszs 

感 染症 対 応 器 具 宮 前 小 学 校 体 育 館 収 容 人 員算 定 

②⑧ 

平 成 ②⑨ 年 度 
⑥ 月 ⑰ 日 タ ウ ン ウ ォ ッ チ ン グ ( TW)  

_  飯 高 町 国 土 交 通 省 田 引 雨 量観 測 所 
⑪ 月 ①⑧ 日 HU G 講 師 

講 師 三 重 大 学 水 木 先 生 

平 成 ③ 0 年 度 
⑥ 月 ① ⑥ 日 タ ウ ン ウ ォ ッ チ ン グ ⑨ 月 ① ① 日 ア イ - ホ ー プ (  総 合 型 学 習 )  

新 田 た め 池 環 境 コ ー ス 避 難 所 班 

令 和 ① 年 度 
⑥ 月 ① ⑥ 日 HU G ( 避 難 所 運 営 ゲ ー ム )  ⑥ 月 ① ⑥ 日 竹 上 市 長 ワ ン ポ イ ン ト 防 災 講 話 

、 坪・ 森 に ー 兄 

②⑨
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令和２年度 Ｉ-ＨＯＰＥ（アイホープ  総合型学習）支援 
 
環境コース太陽光発電班 ９月２８日       １２月４日 発表会 参観  

 

 
 

 
 

4.2.3 宮前小学校防災教育 ジグソー法によるアクティブラーニング 2019 年 1月 21 日 
 
 

概要図                     授業風景 

   
 

 
２０１９年 ジグソー法によるアクティブラーニング  ポスターセッション１２月１８日 

2019 年 12 月 5日            １２月５日に学習した５年生が４年生に教える 
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２０２０年１２月 1日 ジグソー法によるアクティブラーニング 
 防災ノートに準拠した教材        土砂災害ハザードマップ拡大版 

  

   
 
 
 

避難所班教材 地震開錠ボックス 令和２年９月設置松阪市 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
4.2.4 防災人材育成 （重複取得含む） 令和３年 2月現在 

 
   三重のさきもり                    ３名 
 
   みえ防災コーディネーター               ６名 
 
   防災士                        ６名 
 
   松阪社協「災害ボラセン・サポーター養成講座」受講者  18 名 
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令 和 ②年 度 エ -H O P E (  ア イ ホ ー プ 総 合 型 学 習 )  支 援 

① ② 月 ④ 日 発 表 会 参 観 環 境 コ ー ス 太 陽 光 発 電 班 ⑨ 月 ② ⑧ 日 

④. ②. ③ 宮 前 小 学 校 防 災 教 育 ジ グ ソー 法 に よ る ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ ⑳①⑨ 年 ① 月 ②① 日 

概 要 図 
ジ グ ッ = 泳 に 」 る ア ク テチ ィ ブ ラ ー ン ケ の 帖 向 敗 口 一 枚 真 さ ⑧ 武 d 啓 杯 

mnmmmt r t net a n eeam wexezr l  npei shs r r ma t cce nat ur ec 
ェ ① aate tmument  snm r  a 
aaees 
ar ad 
u Ruz 

BLoor i r i  
コ イ ーemeeni m ほ S コ r  副 

C Jec ②Sc c 
Mamws 腑纂 

Dc③ 

⑨0 cr +ntmmezyceer dspaneu 
シ f xnal abaerzozet aze engex 
Sn senEt peur -Ar an*et  

① に ② さ = コ さ = コ ビ 
② 0 ① ⑨ 年 ジ グ ソ ー 法 に よ る ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン ① ② 月 ① ⑧ 日 

⑳①⑨ 年 ⑫ 月 ⑤ 日 ① ② 月 ⑤ 日 に 学 習 し た ⑤ 年 生 が④ 年 生 に 教 え る 

③0 

② 0 ② 0 年 ① ② 月 ① 日 ジ グ ソ ー 法 に よ る ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ 

防 災 ノ ー ト に 準 拠 し た 教 材 土 砂 災 害 ハ ザ ー ド マ ッ プ 拡 大 版 

宮 前小 学 校 防 災 授 業 
C 土 砂 災 宮 

炎 る 謀 る 月 効 する 

令 ② 画 ⑫ 月① 日 
keeee r  s+ 

ol t d ① 
⑭⑧ mmokr emns st  zut et esr ee 

避 難 所 班 教 材 地 震 開 錠 ボ ッ ク ス 令 和 ② 年 ⑨ 月 設 置 松 阪 市 

松 阪 市 指 定 還 難 所 飯 高 町 宮 前 地 区 agn 小 学 校 防 装 敵 育 ⑳②0①②0① 

老 人 福 禄 セ ン タ ー 宮 荷 小 学 校 体 貫 琴 飯 高中 学 校 体 貫 館 

④. ②. ④ 防 災 人 材 育 成 (  重 複 取 得 含 む)  令 和 ③ 年 ② 月 現 在 

三 重の さ き も り ③ 名 

み え 防 炎 コ ー デ ィ ネー タ ー ⑥ 名 

防 災 士 ⑥ 名 

松 阪 社 協 ̀  災 害 ボ ラ セ ン ・ サ ポ ー タ ー 養 成 講 座 」 受 講 者 ①⑧ 名 

⑧①
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4.3 平常時の活動  
 

  4.3.1 １１月３日の防災訓練 毎年この日に開催します 
 

4.3.2 声掛け避難制度のパワーポイントを作成して 班員に啓発・周知します   
 
4.3.3 下記声掛け避難制度構築進捗管理表に基づき推進します 

 
 宮前まちづくり協議会 声掛け避難制度構築 進捗管理表 
 

       各班の進捗度を「見える化」（可視化）します 
 
 
       宮前まちづくり協議会 声掛け避難制度構築 進捗管理表 
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4.4 発災直前の活動   電話連絡網 声掛け避難の呼び掛け  
 
  ・松阪市の避難情報に基づき 電話連絡網により 声掛け避難をします 
 
  ・避難行動要支援者に対しては 支援員が電話または訪問をして避難を支援します 
 
  ・親戚知人宅等の分散避難も推奨します 
 
 

           令和３年度運用開始の警戒レベル一覧表 
 

 
 
 
※ １ 警戒レベル５は必ず発令されるものではない 
 
※ ２ 警戒レベル３は高齢者以外の人も必要に応じ 自主的に避難するタイミングである 
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④. ③ 平 常 時 の 活 動 ④. ④ 発 災 直 前 の 活 動 電 話 連 絡 網 声 掛 け 避 難の 呼 び 掛 け 

④. ③. ① ① ① 月 ③ 日 の 防 災 訓 練 毎 年 こ の 日 に 開 催 し ま す ・ 松 阪 市 の 還 難 情 報 に 基 づ き 電 話 連 絡 綱 に よ り 声 掛 け 避 難 を し ま す 

④. ③. ② 斉 掛け 避 難 制 度 の パ ワ ー ポ イ ン ト を 作 成 して 班 員 に 啓 発 ・ 周 知 し ま す ・ 避 難 行 動 要 支 援 者 に 対 し ては 支 援 員 が 電 話 ま たは 訪 問 を し て 還 難 を 支 援 し ま す 

④. ③. ③ 下 記 声 掛 け 還 難 制 度 構 築 進 捗 管 理 表 に 基 づ き 推 進し ま す ・ 親 戚 知 人 宅 等 の 分 散 還 難 も 推 奨 し ま す 

宮 前 まち づ く り 協 議 会 声 掛 け 避 難 制 度 構 築 進 捗 管理 表 
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図 ② : 讐 戒 レ ベ ル の 一 覧 表 (  改 善 案 )  
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防災部会役員電話連絡網 

 
 
 
4.5 発災後の活動 避難所運営  
 

 ＨＵＴ（避難所運営体験初動期）を体験した班長及び防災部会役員を中心に運営を行います。 
ＨＵＴ（避難所運営体験初動期）で住民が主体となって運営すると周知します。 

 
4.6 各種地域団体との連携 
 

4.6.1 中学生 小学生への防災教育 飯高中学校防災教育・宮前小学校防災教育を継続します。 
4.6.2 松阪市及び社会福祉協議会と連携して 個別避難行動要支援者カルテ作成を検討します 

 
4.7 防災人材育成   
 

防災関連人材の育成として 継続して下記取得を推進します 
・防災士 ・みえ防災コーディネーター ・三重のさきもり  
・松阪社協「災害ボラセン・サポーター養成講座」受講 
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5 章  実践・検証・課題・松阪市への要望事項 
 
 5.1 防災訓練の実施・検証  
 
  5.1.1 実際に台風・豪雨時に松阪市の避難情報発令された事例では避難者は限定的です 

 
過去に実施した防災訓練では防災部会から各班に動員をかけているので参加者人数は確保でき 
 
ていますが、松阪市の避難者人数実績報告によると宮前まちづくり協議会の避難者は少ない。 
 
住民は自宅がどのような土砂災害に襲われる危険があるかを明確に認識していないのも原因と 
 
考えられる。 
 
令和２年度で拡大版ハザードマップを作成・配布するのは これに対処するためです。 
 

5.1.2 令和２年度は感染症対応の防災訓練を計画しました。指定避難所老人福祉センター1階 
 

    を発熱がある避難者 2階を健常な避難者と計画しましたが、動線が交差するという課題を 
 
    指摘されました。宮前まちづくり協議会は近くに宮前小学校と飯高中学校の２つの指定避難所 
 

があるので、これらを含めて検討します。 
     

5.2 課題 
 
  個別避難行動要支援者書式を整備します。 
 
  令和２年は既存の防災カード記載事項に基づき 各班において避難行動要支援者の選定・ 
 

支援員決定から着手しました。まずは第一歩を踏み出そうという方針です。 
 

  今度 個別避難行動要支援者書式を内閣府・松阪市・社会福祉協議会等の資料を参考にして 
 

    作成します。 
 

5.3 松阪市への要望事項 
 

松阪市指定避難所飯高中学校・宮前小学校への寄付き道路の安全性確保 
 
両校への道路は土砂災害警戒区域に指定されています。（次葉参照） 

 
小学校・中学校の防災教育及び住民へ防災訓練参加時においても懸念する声があります。 
 
飯高中学校は災害時にヘリポートとして使用する計画がありますが土砂災害が発生すると機能 
 
しない恐れが危惧されます。 
 

   伊勢湾台風時 飯高中学校グランドは飯高町内の他地区へ物資補給ヘリポートして活用 
 

されました。（3.2.2 地区の災害履歴 6頁参照） 
 
以上の理由により 松阪市へ市指定避難所である宮前小学校・飯高中学校まで安全な道路の 

 
建設を要望します 
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④. ⑤ 発 災 後 の 活 動 避 難 所運 営 

H り U リ T (  避 難 所 運 営 体 騎 初 動 期 )  を 体 騎 し た 班 長 及 び 防 災 部 会 役 員 を 中 心 に 運 営 を 行 い ま す 。 
HU T ( 避 難 所 運 営 体 験 初 動 期 )  で 住 民 が 主 体 と な って 運 営 す る と 周 知 し ま す 。 

④. ⑥ 各 種 地 域 団 体 と の 連 携 

④. ⑥. ① 中 学 生 小 学 生 へ の 防 災 教 育 飯 高 中 学 校 防 災 教 育 ・ 宮 前 小 学 校 防 災 教 育 を 継 続 し ま す 。 
④. ⑥.  ② 松 阪 市 及 び 社 会 福 祉 協 議 会 と 連 携 し て 個 別 避 難 行 動 要 支 援 者 カ ル テ 作 成 を 検 討 し ま す 

④. ⑦ 防 炎 人 材 育 成 

防 災関 連 人 材 の 育 成 と し て 継 続 し て 下 記 取 得 を 推 進 し ま す 
・ 防 炎 士 ・ み え 防 炎コ ー デ ィ ネ ー タ ー ・ 三 重 の さ き も り 
・ 松 阪 社 協 ` 災 害 ボ ラ セ ン・ サ ポ ー タ ー 養 成 講 座 」 受 講 

③④ 

⑤ 章 実 践 ・ 検 証 ・ 課 題 ・ 松 阪 市 へ の 要 望 事 項 

⑤. ① 防 災 訓 練 の 実 施 ・ 検 証 

⑤. ①. ① 実 際 に 台 風 ・ 豪 雨 時に 松 阪 市 の 避 難 情 報 発 令 さ れ た 事 例 で は 還 難 者 は 限 定 的 で す 

過 去 に 実 施 し た 防 災 訓 練 で は 防 災 部 会 か ら 各 班 に 動 員 を か け て い る の で 参 加 者 人 数 は 確 保 でき 

て い ま す が 、 松 阪 市 の 避 難 者 人 数 実 績 報 告 に よ る と 宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 の 避 難 者 は 少 な い 。 

住 民 は 自 宅 が ど の よ う な 土 砂 災 害 に 襲 わ れ る 危 険 が あ る か を 明 確 に 認 識し て い な い の も 原 因 と 

考 え ら れ る 。 

令 和 ②年 度 で 拡 大 版 ハ ザ ー ド マ ッ プ を 作 成 ・ 配 布 す る の は こ れ に 対 処 す る た め で す 。 

⑤. ①. ② 令 和 ② 年 度 は 感 染 症 対 応 の 防 災 訓 練 を 計 画 し ま した 。 指 定 避 難 所 老 人 福 祉 セ ン タ ー① 階 

を 発 熱 が あ る 還 難 者 ② 階 を 健 常 な 避 難 者 と 計 画 し ま し た が 、 動 線が 交 差 す る と い う 課 題を 

指 摘 さ れ ま し た 。 宮 前 まち づ く り 協 議 会 は 近 く に 宮 前 小 学 校 と 飯 高 中 学 校 の ② つ の 指 定 還 難 所 

が あ る の で 、 こ れ ら を 含 めて 検 討 し ま す 。 

⑤. ② 課 題 

個 別 還 難 行 動 要 支 援 者 書 式 を 整 備 し ま す 。 

令 和 ② 年 は 既 存 の 防 災 カ ー ド 記 載 事 項 に 基 づ き 各 班 に お い て 避 難 行 動 要 支 援 者 の 選 定 ・ 

支 援 員 決 定 か ら 着 手 し ま し た 。 ま ず は 第 一 歩 を 踏 み 出 そ う と い う 方 針 で す 。 

今 度 個 別 避 難 行 動 要 支 援 者 書 式 を 内 閣 府 ・ 松 阪 市 ・ 社 会 福 祉 協 議 会 等 の 資 料 を 参 考 に し て 

作 成 し ま す 。 

⑤. ③ 松 阪 市 へ の 要 望 事 項 

松 阪 市 指 定 避 難 所 飯 高 中 学 校 ・ 宮 前 小 学 校 へ の 寄 付 き 道 路 の 安 全 性 確 保 

両 校へ の 道 路 は 土 砂 災 害 警 戒 区 域 に 指 定 さ れ て い ま す 。(  次 葉 参 照 )  

小 学 校 ・ 中 学 校 の 防 災 教 育 及 び 住 民へ 防 災 訓 練 参 加 時 に お い て も 懸 念 す る 声 が あ り ま す 。 

飯 高 中 学 校 は 災 害 時 に ヘ リ ポ ー ト と し て 使 用 す る 計 画 が あ り ま す が 土 砂 災 害 が 発 生 す る と 機 能 

し な い 恐 れが 危 惧さ れ ま す 。 

伊 勢 湾 台 風 時 飯 高 中 学 校 グ ラ ン ド は 飯 高 町 内 の 他 地 区 へ 物 資 補 給 ヘ リ ポ ー ト し て 活 用 

さ れ ま し た 。( ③. ②. ② 地 区 の 災 害 履 歴 ⑥ 頁 参 照 )  

以 上 の 理 由 に よ り 松 阪 市 へ 市 指 定 還 難 所 で あ る 宮 前 小 学 校 ・ 飯 高 中 学 校 ま で 安 全 な 道 路 の 

建 設 を 要 望 し ま す 

③⑤
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松阪市指定避難所宮前小学校・飯高中学校周辺の土砂災害警戒区域 
     
 
 

 
 

  
 5.４ 計画の見直し  
 

5.4.1 防災カード及び声掛け避難進捗表は毎年改善・更新をします 
 
5.4.2 飯高中学校 宮前小学校の防災教育は継続します 
 
5.4.3 防災人材育成は継続します 

 

5.4.4 個別避難計画（避難支援プラン）整備をします。 

      ・関係組織・団体との連携協議 
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        本計画策定に向けての検討過程 
 

 
 平成 31年 4月 22 日   防災部会「声掛け避難制度」のモデル班として神殿上・下班選定 
 
 令和 2年 3月 18 日   防災部会 同上報告書受領  
 
 令和 2年 6月 29 日   第 1回防災部会 「声掛け避難制度」各班へ水平展開すると決定 
 
 令和 2年 ８月５日   防災部会役員会「声掛け避難制度」➡「地区防災計画」へと提案 
 
令和 2年 8 月 20 日   第 2 回防災部会 「地区防災計画策定」着手 承認 

 
 令和 2年 9月１日    地区防災計画策定説明会 地区 30 班の班長対象 飯高地域振興局 

 
・「地区防災計画とは」 松阪市防災対策課職員による説明  

            
・宮前まちづくり協議会地区防災計画策定方針案説明 防災部会員 

 
 令和 2年 10月 16 日   第３回防災部会 
 
 令和 2年 11月 3 日   宮前まちづくり協議会防災訓練 地区内３０班の班長対象 
 
             ・感染症対応の避難者受付訓練 
 
             ・市指定避難所３施設 感染症予防を考慮した収容人員算定訓練 
 
             ・地区防災計画 講演会 三重大学 川口准教授 
 

・宮前まちづくり協議会地区防災計画 素案説明 自治会班長対象 
 

 令和３年２月 9日    第 4回防災部会  
            
 令和３年 3月 16 日    松阪市へ宮前まちづくり協議会地区防災計画提出 
 
 令和 3年 3月 16 日    第５回防災部会 地区防災計画提出報告 次年度以降の展開説明 
  
 
  
 
 
制定     令和３年（2021 年）３月 15 日 
 
  
改訂履歴    
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ははじじめめにに  
 
宮前まちづくり協議会は平成 19 年９月に設立しました。 
 
既存の赤桶・宮前・下滝野地区の各自防災会は構成団体として参加しました。平成２５年 防災カードを 
 
手上げ方式で制定、平成 28 年更新（健康状態・個人情報の取扱欄追記等）をしました。 
 
防災訓練は平成 27 年までは各自主防災会が単独で開催をしてきました。指定避難所は宮前地区に 
 
３施設がありますが、赤桶・下滝野地区にはありません。この問題を解決するために、平成２８年に 
 
３地区の自治会班長を対象としたＨＵＧ（避難所運営ゲーム）訓練を開催しました。 
 

振り返り会で実際に避難所運営訓練をする必要があると意見があり、平成２９年にＨＵＴ（避難所運営 
 
体験初動期）を開催しました。平成３０年には松阪市総合防災訓練が宮前小学校で開催されました。 
 
テーマは「住民主体の避難所運営訓練」であり 宮前まちづくり協議会は当番地区という立場で参加 
 
しました。 
 

平成２８年・29 年・30 年の訓練では各班に動員をかけ１００人超の参加者がありました。しかしながら  
 
過去の台風シーズに発令された松阪市の避難情報で住民の避難者が少ないこと及び避難行動要支援者 
 
の避難を如何にするかが課題となりました。 
 

この課題に対して防災部会は「声掛け避難」に取り組むこととし、令和１年度の防災部会でモデルとして 
 
神殿班（住戸 59 戸）に検討・活動を依頼しました。 
 

令和２年３月に神殿班から報告書が防災部会に提出されました。部会で検討をした結果令和２年度から 
 
「声掛け避難」を宮前まちづくり協議会全３０班に水平展開すると決定しました。 
 
 令和２年度は新型コロナの影響で多人数での活動は控えざるをえなくなりました。これを受けて啓発活動 
 
に重点を置いた「声掛け避難」を各班展開しました。 
 

前述の防災・減災活動を取り纏めて宮前地区防災計画（土砂災害編）を策定し、令和 3 年 3 月 16 日 
 
松阪市防災会議へ提案し 採択されました。 
 
 令和 3 年 3 月 31 日 蓮ダムホームページに 「浸水想定図」 が公開されました。この想定図によると 
 
赤桶 ・宮前 ・下滝野地区において浸水が発生することが判明しました。 
    
 公開された 「洪水浸水想定区域図（想定最大規模）」からは どのような状況（雨量）で 浸水が発生する 
 
のかが、理解できなかったので蓮ダムへ出向き 説明を受けました。 
 
宮前まちづくり協議会の赤桶、宮前、下滝野地区は１９５９年伊勢湾台風で住宅の被害は発生していまが、 
 
人的被害はゼロでした。その後 伊勢湾台風から３２年後の１９９１年に蓮ダムが完成しました。 

3 
 

 
住民は伊勢湾台風で宮前まちづくり協議会は犠牲者が発生していない、ダムが完成したので洪水は心配 
 
することはない と洪水に対して警戒心は低下しています 
 
 土砂災害だけでなく浸水もあり得ると考えて、宮前地区防災計画 （洪水編） を策定する運びとなりた。 
 
宮前地区防災計画（土砂災害編）の「声掛け避難」は 避難行動要支援者を対象として個別避難計画を 
 
推進します。 
 
 
 
宮前地区防災計画 改訂経緯 

 
 
宮前地区防災計画（土砂災害編）は松阪市と内閣府のホームページに掲載されています 
 

松阪市 ＵＲＬ https://www.city.matsusaka.mie.jp/uploaded/attachment/54700.pdf   
 
  松阪市地区防災計画 ➡ 地区防災計画 -防災-  ➡ 令和 2 年度策定 ➡ 宮前地区  

 
  ➡ 宮前地区防災計画（土砂災害編）   

 
 

内閣府 ＵＲＬ https://www.city.matsusaka.mie.jp/uploaded/attachment/54700.pdf 
 

内閣府 ➡ みんなでつくる地区防災計画 ➡ 地区防災計画ライブラリー ➡ 都道府県別 ➡ 近畿 
 
       ➡ 三重県 ➡ 松阪市 ➡ 宮前地区 ➡ 宮前地区防災計画（土砂災害編） 
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は じ め に 

宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 は 平 成 ⑲ 年 ⑨ 月 に 設 立 し ま し た 。 

既 存 の 赤 桶 ・ 宮 前 ・下 滝 野 地 区 の 各 自 防 災 会 は 構 成 団 体 と し て 参 加し ま し た 。 平 成②⑤ 年 防 災 カ ー ド を 

手 上 げ 方 式 で 制 定、 平 成 ②⑧ 年 更 新 (  健 康 状 態・ 個 人情 報 の 取 扱 欄 追 記 等 )  を そ し ま し た 。 

防 災 訓 練 は 平 成 ②⑦ 年 ま で は 各 自 主 防 災 会 が 単 独 で 開 催 を し て き ま し た 。指 定 避 難 所 は 宮 前 地 区 に 

③ 施 設 が あ り ま す が 、 赤 桶 ・ 下 滝 野 地 区 に は あ り ま せ ん 。 こ の 問 題を 解 決 す る た め に 、 平 成 ②⑧ 年 に 

③ 地 区 の 自 治 会 班 長 を 対 象 と し た HUG(  避 難 所 運 営 ゲ ー ム )  訓 練 を 開 催 し ま し た 。 

振 り 返 り 会 で実 際 に 還 難 所 運 営 訓 練 を す る 必 要 が あ る と 意 見 が あ り 、 平 成 ②⑨ 年 に HUT(  避 難 所 運 営 

体 験 初 動 期 )  を 開 催 し ま し た 。 平 成③0 年 に は 松 阪 市 総 合 防 災 訓 練 が 宮 前 小 学 校 で 開 催 さ れ ま し た 。 

テ ー マ は ` 住 民 主 体 の 還難 所 運 営 訓 練 」 で あ り 宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 は 当 番 地 区 と い う 立 場で 参 加 

し ま し た 。 

平 成 ②⑧ 年 ・②⑨ 年 ・③0 年 の 訓 練 で は 各 班 に 動 員 を か け ①00 人 超 の 参 加 者 が あ り ま し た 。 し か し な が ら 

過 去 の 台 風 シ ー ズ に 発 令 さ れ た 松 阪 市 の 還 難 情 報 で 住 民 の 還 難 者 が 少 な い こ と 及 び 避 難 行 動 要 支 援 者 

の 避 難を 如 何 に す る か が 課 題 と な り ま し た 。 

こ の 課 題 に 対 し て 防 災 部 会 は ̀ 声 掛 け 還 難」 に 取 り 組 む こ と と し 、 令 和 ① 年 度の 防 災 部 会 で モ デ ル と し て 

神 殿 班 (  住 戸 ⑤⑨ 戸 )  に 検 討 ・ 活 動 を 依 頼 し ま し た 。 

令 和 ② 年 ③ 月に 神 殿 班 か ら 報 告 書 が 防 災 部 会 に 提 出 さ れ ま し た 。 部 会で 検 討 を し た 結 果 令 和 ② 年 度 から 

` 声 掛 け 避 難 」 を 宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 全 ③0 班 に 水 平 展 開 す る と 決 定 し ま し た 。 

令 和 ② 年 度 は 新 型 コ ロ ナ の 影 響 で 多 人 数 で の 活 動 は 控 え ざ る を え な く な り ま し た 。 こ れ を 受 け て 啓 発 活 動 

に 重 点 を 置 い た ̀  声 掛 け 還 難 」 を 各 班 展 開 し ま し た 。 

前 述 の 防 災 ・ 減 災 活 動 を 取 り 纏 め て 宮 前 地 区 防 災 計 画 (  土 砂 災 害 編 )  を 策 定 し 、 令 和 ③年 ③ 月 ⑯ 日 

松 阪 市 防 災 会 議 へ 提 案 し 採 択 さ れ ま し た 。 

令 和 ③ 年 ③ 月 ③① 日 蓮 ダ ム ホ ー ム ペ ー ジ に ` 浸 水 想 定 図 」 が 公 開 さ れ ま し た 。 こ の 想 定 図 に よ る と 

赦 桶 ・宮 前 ・下 滝 野 地 区 に お い て 浸 水が 発 生 す る こ と が 判 明 し ま し た 。 

公 開 さ れ た ` 洪 水 浸 水 想 定 区 域 図 (  想 定 最 大 規 模)  」 か ら は ど の よ う な 状 況 (  雨 量 )  で 浸 水 が 発 生 す る 

の か が 、 理 解 で き な か っ た の で 蓮 ダ ム へ 出 向 き 説 明 を 受 け ま し た 。 

宮 前 ま ち づ く り 協 議 会の 赤 桶 、 宮 前 、 下 滝 野 地 区 は ⑲⑤⑨ 年 伊 勢 湾 台 風 で 住 宅 の 被 害 は 発 生 し て い ま が 、 

人 的 被 害 は ゼ ロ で し た 。 そ の 後 伊 勢 湾 台 風 か ら ③② 年 後 の⑲⑨① 年 に 蓮 ダ ム が 完 成 し ま し た 。 

② 

住 民 は 伊 勢 湾 台 風 で 宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 は 犠 牲 者が 発 生 し て い な い 、 ダ ム が 完 成 し た の で 洪 水 は 心 配

す る こ と は な い と 洪 水に 対 し て 警 戒 心 は 低 下し て い ま す 

土 砂 災 害 だ け で な く 浸 水も あ り 得 る と 考 え て 、 宮 前 地 区 防 災 計 画 (  洪 水 編 )  を 策 定 す る 運 び と な り た 。 

宮 前 地 区 防 災 計 画 (  土 砂 災 害 編 )  の ̀  声 掛 け 還 難 」 は 還 難 行 動 要 支 援 者 を 対 象 と し て 個 別 還 難 計 画 を 

推 進 し ま す 。 

宮 前 地 区 防 災 計 画 改 訂 経 緯 

宮 前 地 区 防 災 計 画 改 定 経 緯 

策 定 年 月 土 砂 炎 害 編 ( 代 和 ③ 年 ③ 月 )  洪 水 編 (  令 和 ⑤ 年 ③ 月 )  

① 声 掛 け 遽 難 で 洪 水 か ら の 逃 げ 遅 れゼ ロ 

基 本 方 針 ② 飯 高 中 学 校 ・ 宮 前 小 学 校 防 如 教 育 

③ 防 婦 人 材 育 成 

防 炎 カー ド (  宮 前 )  書 式 

個 別 遷 難 計 画 (  松 隙 市 書 式 )  

作 成 マ ッ プ |  宮 前 版 土 砂 妖 害 か ハ ザ ー ド マ ッ プ !  宮 前 版 洪 水 ハザ ー ドマ ッ プ 品] 〟 邉縄群 三童県土砂災害憎尋董供シス美臺縄 ー 誌 ー シ ン ン ー ッ ー ニ ー ニ ー シ  

特 記 中 山 間 地 域 喫 緊 の 課 題 全 和 ③ 年 ③月 ③① 日 蓮 ダ ム HP 公 開 

改 計 項 目 

宮 前 地 区 防 災 計 画 (  土 砂 災 害 編 )  は 松 阪 市 と 内 閣 府 の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 さ れ て い ま す 

松 阪 市 URL ht t ps: //www. ci t y. mat susaka. mi ej p/upl oaded/at t achment /⑤④⑦00. pdf  

股 阪 市地 区 防 災 計 画 e 炭 区 防 災 計 画 - 防 災 - | e 陽 和 ② 年 度 策 定 @ 陶 前 地 図 |  

ゥ 陶 前 地 区 防 災 計 画 (  土 砂 災 害 編 )  

内 閣 府 URL ht t ps: //www. ci t y. mat susaka. mi ej p/upl oaded/at t achment /⑤④⑦00. pdf  

内 闊 呑 @ 阿 ん な で つ く る 地 区 防 災 計 画 『 郎 区 防 炎 計 画 ラ イ ブ ラ リ |  『 院 道 府 県 別 e 阿 談 

ゥ E 重 県 @ 股 阪 刃 き 陶 前 地 因 画 商 前 地 区 防 災 計 画 (  土 砂 災 害 編 )  

https://www.city.matsusaka.mie.jp/uploaded/attachment/54700.pdf
https://www.city.matsusaka.mie.jp/uploaded/attachment/54700.pdf
https://www.city.matsusaka.miejp/uploaded/attachment/
https://www.city.matsusaka.miejp/uploaded/attachment/
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11 章章  計計画画対対象象地地区区のの範範囲囲    
   
   三重県松阪市飯高町 宮前まちづくり協議会(赤桶・宮前・下滝野)は下図の範囲です。 
 
   櫛田川沿いの国道１６６号線が唯一の幹線道路です 
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２２章章  基基本本的的考考ええかかたた  
 
 2.1 基本方針  
 
   自然災害（洪水）から命を守る 
    
 2.2 活動目標 
  

・声掛け避難で洪水からの逃げ遅れゼロ 
 
・飯高中学校及び宮前小学校の防災教育 
 
・防災人材の育成 
 

スローガン みみんなで  ややろう   ままえむきに ええがおで 声声掛掛けけ避避難難  

  
 2.3 長期的な活動計画  
 

2.3.1 土砂災害  
 

令和 1年度 2019 年 宮前まちづくり協議会版声掛け避難制度モデル神殿班 検証 
 

令和 2年度 2020 年 宮前地区防災計画策定  
 
令和 3年度 2021 年 防災訓練 講演 蓮ダム下流の水害リスク 蓮ダム管理所長 

 
令和 4 年度 2022 年 防災訓練 講演 蓮ダム下流の水害リスク 蓮ダム管理所長 

 
            

  2.3.2 洪水 
     
    令和３年 2021 年 蓮ダム洪水浸水想定区域図（想定最大規模）に基づき宮前まちづくり 
 

版 拡大ハザードマップ試作 
     
    令和 4年 2022 年 蓮ダムから受領のデータに基づき 宮前まちづくり協議会版洪水 

 
ハザードマップ作製 

 
    令和 5年 2023 年  同上全戸説明・配布 予定 
 
  2.3.3 個別避難計画 
 

令和 4年 個別避難計画構築 検討 モデル神殿班で検証 
 
     令和 5 年 個別避難計画を宮前まちづくり協議会全 30班へ展開予定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－
8
0

－

ー
0
8
ー
 

① 章 計 画 対 象 地 区 の 範 囲 ② 章 基 本 的 考 え か た 

三 重 県 松 阪 市 飯 高 町 宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 (  赤 桶 ・ 宮 前 ・ 下 滝 野 )  は 下 図の 範 囲 で す 。 ②. ① 基 本 方 針 

櫛 田川 沿 い の 国 道 ⑯⑥ 号 線 が 唯 一 の 幹 線 道 路 で す 自 然 災 害 (  液 水 )  か ら 命 を 守 る 
②. ② 活 動 目 標 

国 国 ・ 声 掛け 避 難 で 洪 水 か ら の 逃 げ 遅 れ ゼ ロ 

坪 機 F ・ 飯 高 中 学 校 及 び 宮 前 小 学 校 の 防 炎 教育 

居 一 ニ ー ー 腸 細細 ー 一 一 ン :  上 三 ス ロ ー ガ ン み ん な で や ろ ぅ ま ぇ む き に え が おで 声 掛 け 還 難 
⑧ と ー ー 一 一 ー ョ ーーーー 〝 〝 

7 ニ ーーーーー ②. ③ 長 期 的 な 活 動 計画 
し ベ ー や 
思 ーー③ '  災 B ④ ニ に ー ②. ③. ① 土 砂 炎 害 

m .  e FI  令 和 ① 年 度 ⑳①⑨ 年 宮 前 まち づ く り 協 議 会 版 声 掛 け 還 難 制 度 モ デ ル 神 殿 班 検 証 
'   ゞ

、 ④ 令 和 ② 年 度 ⑳②0 年 宮 前 地 区 防 災 計 画 策定 

令 和 ③ 年 度 ⑳②① 年 防 災 訓 練 講 演 蓮 ダ ム 下 流 の 水 害 リ ス ク 蓮 ダ ム 管 理 所 長 

令 和 ④ 年 度 ⑳②② 年 防 災 訓 練 講 演 蓮 ダム 下 流の 水 害 リ ス ク 蓮 ダ ム 管 理 所 長 

て ン ン ら 、 倉 和 誠 ② ③. ② 液 水 

③ & 令 和 ③ 年 ⑳②① 年 蓮 ダ ム 洪 水 浸 水 想 定 区 域 図 ( 想 定 最 大 規 模)  に 基 づ き 宮 前 ま ち づ く り 

版 拡 大 ハ ザ ー ドマ ッ プ試 作

令 和 ④ 年 ⑳②② 年 蓮 ダム か ら 受 領 の デ ー タ に 基 づ き 宮 前 まち づ く り 協 議会 版 洪 水 

① ュ 一 ハ ザ ー ド マ ッ プ 作 製 

ー '  _  令 和 ⑤ 年 ⑳②③ 年 同 上 全 戸 説 明 ・ 配 布 予 定 

ー 一 ピ ー ル R 和 ②. ③. ③ 個 別 還 難 計 画 

令 和 ④ 年 個 別 還 難 計 画 構 築 検 討 モ デ ル 神 殿 班 で 検 証 

令 和 ⑤ 年 個 別 避 難 計 画を 宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 全 ③0 班 へ 展 開 予 定 
画 興 :  松 貫 市 士 研 炎 容 ハ ザ ー ド マ ッ プ 霜 前 地 区 輸 尺 ① :  ①0. 000
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３３章章  地地区区のの特特性性  
 
3.1 自然特性 
 
当地区は、松阪市の西部旧飯高町の東に位置し、周囲に 1,000ｍ級の山々が連なり、奈良県 
 
境の高見山を源流とする櫛田川とその支流に沿って集落が点在しています。標高は飯高地域 
 
振興局で 145ｍ 面積は27.82ｋ㎡で約 90％が山林です。限られた農地では田や茶畑が耕作 
 
され、地区内の大半が香肌峡県立自然公園に指定されています。また、まちの中を東西に 
 
中央構造線が走り、その断層は荒滝不動尊の庄司川でみることができます。地区内の道路は 
 
櫛田川沿いに走る国道１６６号線が唯一の幹線道路です。 

 
3.2 社会特性  
 
3.2.1 宮前まちづくり協議会範囲の人口  
  
最大は昭和２５年（１９５０年）3,733 人が記録されています。 
  
72 年後の令和 5年（2023 年）1月 1日現在では 1,423 人であり 61％の減少です。 
  
出典：「私たちのふる里」飯高町合併２０周年記念誌 飯高町役場 昭和５１年８月１日 

    ：松阪市ホームページ住民基本台帳 2023 年１月１日 
 

3.2.2 地区の災害履歴 
 
■ 伊勢湾台風被害 昭和 34年（1959 年）9月 26 日  
  
出典：伊勢湾台風被害報告並びに陳情書 昭和３４年９月２６日 三重県飯南郡飯高町 

 
■ 昭和５７年 8月１日 台風１０号 飯高町赤桶地区内で 山崩れ発生 ２名の犠牲者 

 
床上浸水９戸 床下浸水 50 戸    出典：昭和 57 年９月 広報 いいたか 第 275 号 
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3.3 防災マップ  
 

3.3.1 地質  

 
 
  黄緑色は三波川変成岩類 約１億２０００万年前―６０００万年前に地中深くの強い圧力で 
 
  形成された三波川変成岩類 宮前まちづくり協議会は櫛田川及び国道１６６号線沿いに住宅が 
 

立地している。 
 
3.3.2 宮前まちづくり協議会版土砂災害ハザードマップ 宮前地区防災計画（土砂災害編）参照 
 
3.3.3 宮前まちづくり協議会版洪水ハザードマップ 

 
・「蓮ダム下流浸水想定図（想定最大規模）」を基に、地名等を加筆し 住宅が判読できるＡ３ 
 
サイズに拡大した「宮前まちづくり協議会版洪水ハザードマップ」を作成します。 
 

 

声声掛掛けけ避避難難のの仕仕組組みみををつつくくるる  

声声掛掛けけ避避難難訓訓練練ををすするる  

ハハザザーードドママッッププでで自自宅宅のの洪洪水水リリススククをを知知るる  

－
8
1

－

③ 章 地 区 の 特 性 ③. ③ 防 災 マ ッ プ 

③. ① 自 然 特 性 ③. ③. ① 地 質 

当 地 区 は、 松 阪 市 の 西 部 旧 飯 高 町 の 東 に 位 置 し、 周 囲 に ①. 000m 級 の 山 々  が 連 な り 、枯 良 県 宮 前 まち づ く り 協 議 会 地 質 図 
宮 前 地 区 は 櫛 田 川 お よ び 園 道 ⑯⑥ 号 線 沿 い に 住 宅 が 立 地 e a eee 

境 の 高 見 山 を 源 流 と す る 櫛 田 川 と そ の 支 流 に 沿 っ て 集 落 が 点 在 し て い ま す 。 標 高 は 飯 高地 域 い c 低 位 段 丘 属 及 び 中 佐 段 丘 履 圃 誌 

振 興 局 で ⑭⑤m 面 積 は ②⑦.  ⑧② k f で 約 ⑨0%⑥ が 山 林 で す 。 限 ら れ た 農 地 で は 田 や 茶 畑 が 耕 作 

さ れ 、 地 区 内 の 大 半 が 香 肌 峡 県 立 自 然 公 園 に 指 定 さ れ て い ま す 。 ま た 、 ま ち の 中 を 東 西 に 

中 央 構 造 線 が 走 り 、 そ の 断 層 は 荒 滝 不 動 尊 の 庄 司 川 で み る こ と が で き ま す 。 地 区 内 の 道 路 は 

櫛 田 川 沿 い に 走 る 国 道 ① ⑥ ⑥ 号 線 が 唯 一 の 幹 線 道 路 で す 。 

③. ② 社 会 特 性 

③. ②. ① 室 前 ま ち づ く り 協 議 会 範 囲 の 人 口 

最 大 は 暇 和 ② ⑤ 年( ① ⑨ ⑤ 0 年 )  ③. ⑦③③ 人 が 記 録 さ れ て い ま す 。 

⑦② 年 後 の 令 和 ⑤年 ( ②0②③ 年) ① 月 ① 日 現 在 で は ①. ④②③ 人 で あ り ⑥①⑨% の 減 少 です 。 

出 典 :  ̀  私 た ち の ふ る 里 」 飯 高 町 合 併 ② 0 周 年 記 念 誌 飯 高 町 役 場 昭 和 ⑤ ① 年⑧ 月 ① 日 黄 緑 色 は 三 波 川 変 成 岩 類 約 ① 億 ② 0 0 0 万 年 前 一 ⑥ 0 0 0 万 年 前 に 地 中 深 く の 強 い 圧 力 で 
:  松 阪 市 ホ ー ム ペ ー ジ 住 民 基 本 台 帳 ⑳②③ 年 ① 月 ① 日 

形 成 さ れ た 三 波 川 変 成 岩 類 宮 前 まち づ く り 協 議 会 は 櫛 田 川 及 び 国 道 ① ⑥ ⑥ 号 線 沿 い に 住 宅が 
③. ②. ② 地 区 の 災 害 履 歴

立 地 し て い る 。 
園 伊 勢 湾 台 風 被 害 昭 和 ③④ 年 ( ①⑨⑤⑨ 年 )  ⑨ 月 ②⑥ 日 ` 

③. ③. ② 宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 版 土 砂 災 害 ハ ザ ー ドマ ッ プ 宮 前 地 区 防 災 計 画 ( 土 砂 災 害 編 )  参 照 
出 典 :  伊 勢 湾 台 風 被 害 報 告 並 び に 陳 情 書 昭 和 ③ ④ 年 ⑨ 月 ② ⑥ 日 三 重 県 飯 南 郡 飯 高 町 

ま ②-③ 地 区 の 焉 宣 屋 歴 ③. ③. ③ 宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 版 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ 

ー 木 木 栄 木 曽 芦 進 水 S 細 ″ 蓮 ダ ム 下 流 浸 水 想 定 図 (  想 定 最 大 規 模 ) 」 を 基 に 、 地 名 等 を 加 筆 し 住 宅 が 判 読 で き る A ③ 
出 美 :  俣 荘篠 口 風 被 客 報 告 両 び に 暗 情 書 昭 和 ③ ④ 年 ⑨ 月 = ⑤ 日 三 重 県 飯 南 郡 論 高 町- 

サ イ ズ に 拡 大 した ` 宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 版 洪 水 ハ ザ ー ドマ ッ プ 」 を 作 成 し ま す 。 
項 目 |  陳 嵐 旭 国 品 那 地 吉 言 呼 災 君 |  翠 地 区 |  泊 羽 城 匹 

園 に ー ド ト ー ー ョ ー し 室 前 地 区 死 者 は 無 し = 自 然 炎 害 か ら 命 を 守 る た め に 一 知 る 備 え る 行 勘 す る 
進 細 細 - ・ ① |  全 壊 ④ 戸 = 自 助 ・ 共 助 ・ 公 助 
箔 | mi  き (  国詣 ー ; ・ ⑧ ベ ゃ R 
に ① ① し x ー 一 い は い |  誌 ー ト ーョ ー ョ ー 朗 。 位 、 闇 護 談 肉 ハ ザ ー ド マ ッ プ で 自 宅 の 洪 水 リ ス ク を 知 る 

全 壌 す )  枝 F ⑪ 【 

ぁ ④ コ 弘 司 司 |  ギ 墓 E 杏 
① |  F し る ① m 」 

ま コ ョ ー 一 刀 N ま E 涛 水 ③⑤ 戸 = 灰 壽 に 
② ① 店 巳 S 君 s:  B 0 c ュ 

き 底 F 浩 枝 ④⑧ s ②e0|  国 |  琢 不 漫 水 B⑤ 戸 ゃ 舌桔璋亀 

- 記 絵 播 ① [ E り 体 |  nd|  ⑤0|  |  ヤ 閤 c ー ェ 

① に i  t  智 ② ④ e ②⑥③ 一董日五頂‡貝 ⑲ ヤ 

園 昭 和 ⑤ ⑦ 年 ⑧ 月 ① 日 台 風 ① 0 号 飯 高 町 赤 桶 地 区 内 で 山 崩 れ 発 生 ② 名 の 犠 牲 者 体 梨 で み tm で 援 湯 芦 火 手 い な ら 

床 上 浸 水 ⑨ 戸 床 下 浸 水⑤0 戸 出 典 :  昭 和 ⑤⑦ 年 ⑨ 月 広 報 い い た か 第 ②⑦⑤ 号

⑥ ⑦ 

奈 畜 生 逅 を き え よ う 



8 
 

知る 宮前まちづくり協議会 班配置図 
 
 

 
 
 
１宇栗子・片栗子班自宅等➡ 一時退避所（赤桶集会所）➡指定避難所（飯高老人福祉センタ－） 
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2 谷出上・下班 自宅等➡ 一時退避所（赤桶集会所）➡指定避難所（飯高老人福祉センタ－） 

 
 
 
８ 向赤桶上・下班 自宅等➡一時退避所（赤桶集会所）➡指定避難所（飯高老人福祉センター） 

 
 

－
8
2

－

ー 時 退 還 所 (  赤 桶 集 会 所 )  彡 指 定 還 難 所 (  飯 高 老 人 福 祉 セ ン ター)  ② 谷 出 上 ・ 下 班 自 宅 等 彡阿 刃 宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 班 配 置 図 

( ⑤ ッ ⑨ 卸 

ー②0. 0m 未 江の 区 城 

浮 水 し た 報 合 に 愚 定 され る 水 深 t

I  輸 ①0m 

I  瞞 ⑤onーt0n 未 江の 区 報 

護 ③0n 一 ⑤0n 未 溶の 会 域 

hnー③0m 林 満 の 区 域 

ー 0⑤nー①. 0m 未 警 0 玩 塁 

_  0⑤m 来 満 の 医 壊 
沢 川 等 箱 弱 

⑧ 向 赤 桶 上 ・ 下 班 自 宅 等 一 時 退 還 所 (  赤 桶 集 会 所 )  彡 指 定 還 難 所 (  飯 高 老 人 福 祉 セ ン ター)  

洪 水 ハ ザ ー ドマ ッ プ 配 置 図 

凡 例 :  班 名 上 部 の の は ハザ ー ド マ ッ プ の 番 号 を 

⑳②③ 年 ③ 月 目 次 容 前 ま ち づ く り 協 議 会 

示 す 

|
 ew

e q
i
l
e
ss

r
l
 

麟
賣
_
 

醐
 

⑧
 細 田

 レ  

繭
 

@
 綱

 田
 せ 

専
 

蝉
 田

 -
 

@
K
 唇
 三

 団
 ⑧

 畜 王
 

⑧
 崎

 刀に
 自

 映
 曽

 手 

柵
 

@
 せ

 
①
 

』
 ①

⑧
 せ ぬ

 
|
 

誌
 

⑧
 呪

 玉-
 ⑧

 旭
 H レ I

@
m
 国
 

帥
 

@H
c
 与

 刀
 向
 節
 畿 た 

①
 霊 留 コ 

@
⑧
 口 

⑧
 栄

 哉
 

セ
 栄

 基
 し 肉

 ⑧ と 規
 

因
 

⑥
 世

 以
 
脹
 で 栄

 城
 

贖
 
⑧ 回 

珍
|
 @

 s 
|
⑨
 ⑨

 ヨ 

赫
 

唇
 

役
 

一
 

⑨
 

土
 
居
 明
 ⑨

f
 厩 ト

 

_
 

一 時 退 還 所 (  赤 桶 集 会 所 )  彡 指 定 還 難 所 (  飯 高 老 人 福 祉 セ ン タ ー)  ① 宇 栗 子 ・ 片 栗 子 班 自 宅 等 託 

|  定 最大 規 模 降 雨 ( ①② 時 間 降 雨 量 ⑤⑧⑨mm)  の 場 合 に 推 定 さ れ る 浸 水 範 囲 

の 浸 水 想 定 が 示 さ れ て い な い 範 囲 に お い て も 
浸 水 が 発 生 す る 場 合 や 、想 定さ れ る 水 深が 実 

浸 水 深 さ と 異 な る 場 合 が あ る 際 

凡 例 
浸 水 し た 場 合 に 愚 定 れ る 水 深 (  ラ ッ 別 )  

t 0n 一 ③0m 未 江の 区 域 
` 0⑤m へ t 0m 未 江 の 区 域 
0⑤m 未 澄 の 区 域 

匯 河 川 笹 笑 囲 

騎 i 00nー②00n 来 流 の 区 域 
睦 圏 ⑤0n①0. 0m 来 溶の 区 域 

謀 ① ③0nー⑤0m 未 澄 の 区 域 

l 
u
e
s 

恐 子 
几 体 

涌 水 L た 問 合 に 想 宋 ⑧N る 永 湯 (  ラ ッ ク 津 

閘 謙 l 0onー②00n 未 淡 の 医 進 

l  輸 ⑤onー①a0n 没 江 の 医 城 
|  囲aanー⑤on 未 災 の 匿

Lonー③0n 東 通 の 団 植 
①0w 東 添 の 区 媒 

0 0 吉 杭 澳 0 区 塞 
決 川 等 絢 田 

託 acnー 
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10 作滝・赤池班 自宅等➡ 一時退避所（作滝集会所）➡指定避難所（飯高老人福祉センター） 
 

 
 
 
12 野々口 自宅等➡指定避難所（飯高老人福祉センター） 
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13 神殿 自宅等➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
 

 
 
 

 
 
 

－
8
3

－

れる漬水範囲 想定轟大規憧降南〔ー2時間降南量59n〕の壇合【 

①. 0n③0m 未 満 の 区 基 

0⑤nー①0m 未 満の 匿 嶼 

0⑤m 東 道 の 区 域 

匿 誌 司 川 等 笠 面

浸 水 L た 環向 に 場 定 き れ る 水 深 (  ラ ン ク 別 )  

異 談 ①0on②0on 未 淡の 区 堪 

談 誠 ⑤0n①00n 来 過の 区 堪 

護 ③0nー⑤0m 未 満 の 区 基 

L 

水 お い て も 

指 定 還 難 所 (  飯 高 老 人 福 祉 セ ン ター)  

る 場 合 があ る 

聚
 

-
 セ 

醒
 

風
 

團
 

に
 

①
 

ね
 

例 
杣
想
 u
 

る
 ④

 なぶ 
⑧
 ト 

h
R
e
d
 

善
 

地
 

入
 部

 
喚
 君

 
誠
 

①③ 神 殿 自 宅 等 言

際 の 浸 水 深 さ と 異 な 

o 

浦
 

水
 し た

場
 

合
 に

 想
 定

 さ れ る 水
 

深
 ( ラ ン ク 別

 ) 

匿
 

謀
 t

o
o
m
ー
②0

.
0
m
 

来
 満

 の 区 
域
 

匿
 

瑛
 ⑤
o
n
ー
t
0
o
m 

未
 
迦
 の

 区
 域

③
0
m
 
一
 ⑤

:0
m
 李 

満
 の 区

 域
 

L
0
m
③
.
0 m

 
未
 
満
 の

 区
 域 

ー
 

0
⑤
n
ー
①
.
0
m
 

未
 

満
 の

 区
 
域 

ー
 

0
⑤
m
 本

 
浜
の
 区

 域
團
 

畿
 

河
 川

 
等
 篆
 囲

 

つ )  

眼 場 食
 

縫 c
 

一 ①
 

【
 に 

E
 コ 公
 

④ 雲 

和
 

く
 園

 ヨ 
だ
 

の
 

|
 ら

 
①
 

睡
 

商 岡
 

諾 
| 

写 
醸
 

畠 い
 

副 諸
 

| 
h
 に d 
囚
 

セ 
|
 

嚇 基 趙
.
 

一 時 退 還 所 (  作 滝 集 会 所 )  彡 指 定 還 難 所 (  飯 高 老 人 福 祉 セ ン タ ー)  

ク 別 )ラ う ン 

①0mー③0m 未 満 の 区 域 
ー 0⑤n 一 ①. 0m 未 満の 区 域 

ー 0⑤m 来 満 の 区 域 
國 論 司 川 等 繁 囲 

浸 水 し た 場 合 に 想 定 さ れ る 水 深 (  

謀 言 ①00m~②0. 0m 未 満 の 区 域 

團 謝 ⑤nmー①0. Gm 来 溶 の 区 域 

の 浸 水 想 定 が 示 さ れ て い な い 範 囲 に お い て も 

謀 ③0n 一 ⑤0m 未 満 の 区 域 

浸 水 が 発 生 する 場 合 や 、 想 定 さ れ る 水 深 が 実 
際 の 浸 水 深 さ と 異 な る 場 合 が あ る 

ー 

⑫ 野  々ロ 自 宅 等 彡 指 定 避 難 所 (  飯 高 老 人 福 祉 セ ン タ 

①0 作 滝 ・ 赤 池 班 自 宅 等 言 

|  抵 定 最 大 規 模 降 雨 ( ①② 時 間 降 雨 量 ⑤⑥⑨mm)  の 場 合 に推 定 さ れ る 浸 水 範 囲 

ー
④
④
ー
 

①0 

浸 水 が 発 生 する 場 合 や 、 想 定さ れ る 水 深 が 実 
際 の 浸 水 深 さ と 異 な る 場 合 が あ る 

0⑤m へ ①. 0m 未 滝の 区 壊 

ー 0⑧m 未 澄の 区 基 

混 水 し た 場 合 に 思 定 さ れ る水 準 (  ラ ン ク 剱 川 し 

t 0nー③0m 未 江の 区 捨 

談 談 台 川 等 策 囲 

謀 `Qnnー②00n 来 道の 区 域 

謀 謀 ⑤n①0on 来 過 区 基

許 0nー⑤0n 未 浜 の 区 域 

呼 |  
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21 東出・堀出  自宅等➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
 

 
 
 
25 新田上・中・下 自宅等➡指定避難所（飯高老人福祉センター） 

 
 
 

13 
 

ため池ハザードマップ（新田池） 自宅等➡高い場所へ➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
 
  出典：松阪市ため池ハザードマップ 新田池（ツツジ池）該当班 新田中・下・中之郷班 
   提高 15ｍ 提長 78ｍ 貯水量 21,500 ㎥ 
 

 
 
28 中之郷  自宅等➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 

 
 

－
8
4

－

自 宅 等 彡 高 い 場 所 へ ヘ @ 指 定 還 難 所 (  飯 高 老 人 福 祉 セ ン タ ー)  た め 池 ハ ザ ー ド マ ッ プ (  新 田 池 )指 定 避 難 所 ( 飯 高 老 人 福 祉 セ ン タ ー)  自 宅 等 言 ②① 東 出 ・ 堀 出 

量 ②①. ⑤00 m 
出 典 :  松 阪 市 た め 池 ハ ザ ー ド マ ッ プ 新 田 池 (  ツ ツ ジ 池 )  該 当 班 新 田 中 ・ 下 ・ 中 之 郷 班

提 高 ⑮m 提 長 ⑦⑧m 貯 水

目 ( ①② 時 間 降 雨 量 ⑤⑥⑨mm)  の 場 合 に 推 定さ れ る 浸 水 範 囲 

に 抵 定さ れ る 水 深 (  ラ ン ク 別 )  

ー②0. 0m 未 満 の 区 域 

漫 水 し た 場 合 l

睡 ①on 

睡 罰 ⑤0n~i 0. 0m 未 満 の 区 域 
⑤0m 未 溢の 区 域 

①. 0m 一 ③. 0m 未 汐 の 区 域 
0⑤nーtDm 未 澄の 区 域 

眞 ③0n 

.
も
 

ピ 
E
 B

 
一
 

黙
 

入
 

r
@
 

は
 

堕
 君

 
霧
 ④

n
 

②
 

⑪
 

ュ
 

霧
 真 

M
@
 コ
 J 

セ
 +

 れ 
E
 は

 d
坂
 セ 

入
 

命
 

ら
 

煉
 

盤
 

ー 0⑧m 未 溶 の 区 域

智 謹 迭 川 等 笑 囲 

の 浸 水 想 定 が 示 さ れ て い な い 篁 囲 l  ご 

協 講 会 養 前 ま ち づ く り 啓 

②⑤ 新 田 上 ・ 中 ・ 下 自 宅 等 彡 指 定 避 難 所 (  飯 高 老 人 福 祉 セ ン タ ー)  

ー
④
隅
ー
 

指 定 還 難 所 (  飯 高 老 人 福 祉 セ ン タ ー)  自 宅等 託 ②⑧ 中 之 郷 

定嚢矢規模降南‥2峙聞降南葺 推 定 さ れ る 浸 水 範 囲 0 ⑥⑨mm 想 

囲
 

場 一 熙 bd
 

目
 ご 

睦
 

①0
 

倖 推 立
 

④
 d 

②
 阻 
,
 阻

 
x
 
映
 E
 

の
 

の
 

D
 

品 暗
 

日 坪 c
 

閉
 弥
 

.
〕.

...
. 

岬 

>
 

輌
 

吸
 の 場 吊 |  

|  拓 定 最 大 規 模 降 雨 (  

ラ ン ク 刻 )  

例 几 
浸 水 し た 塁 合 に 想 定 さ れ る 水 深(

諸 罰 ①00nm へ ⑳. 0m 来 満 の 医 基 

謀 談 ⑤on 一 ①0. 0m 未 満 の 区 域 
許 ③0nー⑤0m 未 過 の 区 域 

①. 0m 来 溶 の 区 域 
ー 0⑤m 来 満 の区 域 

①. 0m③. 0m 未 満 の区 域 

匿 論 河 川 等 箱 囲 

匣 0Sn 

浸 水 し た 場 合 に 堤 定 さ れ る 水 深 (  ラ ン ク 別 )  

疇 i 0n②0. 0m 未 渡 の 区 域 
0nmー①0. 0m 未 澄 の 区 基 
0m へ ⑤. 0m 末 添 の 区 域
0nmー③. 0m 未 満 の区 域 

amー①. 0m 未 満 の 区 域
Sm 未 湘 の 区 域 

誌 ⑤ 
E 誠 

① 

着 誓 
M 
論 誌 河 川 等 範 囲 

ド
 

l
 p

 
P
 

E
 郎

 
ト
 コ 

黙
 

り
 

歩
 

ト
 

コ
 

①
 

倫
 

c
 

|
 

ト
 : 

君
 ④
 

雲
 

H
⑧
 

R
 

暗
 

-
J
 

①
 

b
 ③

 
山
 

紫
 ら
 

畿
 

の 浸 水 想 定 が 示 さ れ て い な い 範 囲 |  
浸 水 が 発 生 す る 場 合 や 、想 
に 

①⑧ ⑫
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30 虻野下  自宅等➡ 指定避難所（飯高老人福祉センター） 
 

 
 
 

3.3.4 蓮ダム発信の防災情報 蓮ダムの事前放流 台台風風がが近近づづくくとと最最長長３３日日前前かからら開開始始  
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3.3.5 蓮ダム発信の防災情報 異常洪水時防災操作（緊急放流） 
 

 
 
3.3.6 蓮ダム発信の防災情報 飯高道の駅の浸水深さ  

 
 
 

－
8
5

－

ー
9
8
ー
 

③0 虻 野 下 自 宅 等 託 指 定 還 難 所 (  飯 高 老 人 福 祉 セ ン ター)  

凡 例 
浸 水 し た 場 合 に 想 定 さ れ る 水 深 (  ラ ン カ 別 )  る M 詞 綱S 、 ベ ニ ー ニ ー 

睡 謀 0gmー②0. m 未 溢 の 区 域 '  ス 0 デ 宇 ③ ・・ 彌 

論 瑛 ⑤0nmー①00m 未 満 の 区 域

目 ③nm 一 ⑤0m 来 満 の 区 域 

①. 0mー③. 0m 未 満 の 区 壊 

ー 0⑤⑧nーtom 未 満 の 区 嵯 

ー 0⑤m 来 澄 の 区 域 

圏 謬 沼 川 等 範 国 

こ の 浸 水 愚 定 が 示 さ れ て い な い 範 囲 に お い て も 

浸 水 が 発 生 する 場 合 や 、 想 定 さ れ る 水 深 が 実 
障 の 浸 水 深 さ と 異 な る 場 合 が あ る 璽だ

"“
 ⑧ 

甕
_ 

③. ③. ④ 蓮 ダム 発 信 の 防 災 情 報 蓮 ダ ム の 事 前 放 流 台 風 が 近 づ く と 最 長 ③ 日 前 か ら 開 姐 

亀ょり縄誰蠍囁疇膚m」鱒ー~ 

姉 め て い る と 間 き ま し た 。 事 前 放 逆 と は ど ん な 
も の で 、 ど ん な 目 的 で お こ なう の で す か ? 

事 前 放 流
出 典 :  蒋 ダ ム リ ー フ レ ッ ト 

ダ ム 上 流 で 大 雨が 予 想 さ れ る 場 合 

三 重 県 ・ 松 阪 市 ・ 多 気 町 ・ 中 部 電 
等 へ 通 知 す る 

>uor aescgsceza '  m F は RR で s 日 前 から 閉 矩 |  
ocp. Smm_ cmm 雨 が降 り 始 め る 前 から 放 流 す る こ と も あ る C 0 

ま た ,  事 脱 区 永 は 蝉 長 で 
③ 日 華 ま で の 予 沼 用 里

で E に RRT 日 田す 
る ト ゅ 、 雨 が 恐 り 細 め 

W (  夫 帖 い 事 前 放 流 ③00 万 m③ 

③. ③. ⑤ 蓮 ダ ム 発 信 の 防 災情 報 異 常 洪 水 時 防 災 操 作 (  緊 急 放 流 )

異 常 洪 水 時 防 災 操 作 (  緊 急 散 流 )
ダ ム の 状 熊に 関 す る 情 報 葬 悟 出 曲 :  国 土 女 逢 き HP に 0 策 る 連 目 」 

(  ダム が な い 状 態 )  
① n FR の 津 暁を 逢 らし - ・ 
い M 水 位 は 下 げ ら れ な い 

UB A W 相 ダ ム の A④ 詣 B に M す る は 甘 会 貝 NH①.  I  幸 月 国 よる 返 す ポせ ⑧ 国 ① を 口 
EYCCCTS u .  W 

③. ③. ⑥ 蓮 ダ ム 発 信 の 防 災 情 報 飯 高 道 の 駅 の 浸 水 深 さ
時 ① 

車 は 水 没 動 け な い 

車 内 の 人 は 外 に 出 
ら れ な い 

m 罪 飯 高 道 の 駅 約 ①. ③m 
の 浸 水 想 定 

|  

想 定 最 大 規 模 の 降 雨 
に よ り 櫛 田 川 が 氾 濫 
し た 場 合の 浸 水 状況 

O 公 袁 時 目 の 蓬 川 ・ 田 川の 洋 選 、 ダ ムの 増 儒 状 為 を 踪 ま え 、 婦 定 し 機 る 暗 大 煌 機 の 陸 阜 に よ り 董 川 ・ 槻 田 川 が 込 
添 し た 報 合の 深 水 祀 治 を 矛 湯 し た も の で す 
こ の深 水 想 定 図 に 糸 さ れ て いな い 篇 囲 で も 凌 水 す る 可 傀 性 が あ り ま す.  ま た 掌 定 さ れ る浸 水 洋 が 査 捨 と は 異 な る 

報 合 が あ り ま す の or  r omeemer rmnaermeFeme ェ e A ェ r  
浸 水 想 定 図 外 の 範 囲で 浸 水 す る 可 能 性 が あ る 。 浸 水 深 さ が 実 際 と 異 な る 場 合 が あ る 

⑮
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3.3.7 蓮ダム発信の防災情報 放流通知 サイレンとスピーカー 出典：蓮ダムリーフレット 
 

 
 
3.3.7 蓮ダム発信の防災情報 蓮ダムの情報サイト 
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3.3.8 蓮ダム発信の防災情報 緊急放流（異常洪水時防災操作）判断水位  
  

 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

－
8
6

－

ー
9
8
ー
 

③. ③. ⑦ 蓮 ダ ム 発 信 の 防 災情 報 放 流 通 知 サ イ レ ン と ス ピ ー カ ー 出 典 :  蓮 ダ ム リ ーフ レ ッ ト 

蓮 ダ ム で は 、 ダ ム か ら の 放 漂 で 川 の 水 位 が 上 昇 す る 蠣 合 .  サ イ レ ン 

と ス ピ ー カ ー で 乞 江 が あ る こ と を お 知 ら せ し ま す 、 放 浜 す る 前 に .  警 

覚 比 か ら サ イ レ ン と ス ピ ー カ ー で 上 迅 か ら 頑 次 お 切 らせ す る と と も 

に .  放 港 警 螺 表 示 栄 ( ② ッ 所 )  に 表 示 し て 呼 知 し ま す 。 さ ら に 、 警 報 重 

で パ ト ロ ー ル し て 、 人 の 川 か ら の 通 遷 碁 誌 や サ イ レ ン が 磨 麦 に哲 っ 

て い る か も 俵 誌 しま す 、 

理ス ピ ー カ ー サ イ レ ン の 嘴 らし 方 
メ ピ ー ヨ ー(  き ま に よ $ ア テウ ン ② 髑縄暁 

ce。。。 i og _ t ob ce dco t t o の e '  

、 國 E )  膠 、城 a
` 国 玉 文 逢 貫 目 の 蓋 賀 築 場 】ニ ーーーーhet ps-⑦wwer eer  ao P/ 
謀 一 交 唇 室 用 の 慶 竿 傀 基 】 ス マ ま 縄 het pt  wwe r ver  go P/s/ 

イ ー タ ー チ ー ト よ る内 山 怪 森 り 委 会 顕 土 乏 唇 曰 院 又 情 華 瑛 伍 セ ン タ ーーhet ps wew ml t goaP/ea al boaa WOho/ 
0 葉 ま 行 な っ で い き す てト f  絵 介 し ま T XRANN GI S 綺 ー ト ーーーーーーーhtps wwwr ver  go P ベ Zr enO①0⑦0①0 pr p 

③. ③. ⑦ 蓮 ダ ム 発 信 の 防 災情 報 蓮 ダ ム の 情 報 サ イ ト 

:  エ ー サ ュ ー ジ 

A の Rm を h し し て P 着 ま し た 映 暴 な ど き 招 隆 し て ッ イ ッ タ ー 
|  し た 、 し レ ア ゼ 動 國 * 公 異中 で い ま す 世 さ んに -ほ ダ ム 

す 。 こ れ か ら も さ ま び ま な テ ー マ そ 舛 近 に 執 じ て い た ド け 
の 勒 戸 を 六 継 し て い き ま す 。 |  る 畜 信 そ を の が け ラ ロ ー 

ト な れ RRi HWa ゥ maa ウ ー テ e E て い ま す し F 荒毒交遣攫 
==髏] しー ① 映 hf i nh て い そ _  臓醜 

ダ ム 恒 現 華 八 艸YouTuba チ ャ ン ネ ル 
・_ ~“縄…州 owd t o 

蓮 ダ ム
ラ イ ブ カ メ ラ 

る マ ー ・ ⑥ ョ ・ 
る つ ① 茂 e !  鱧藁薗 毒 誓 が U と 目 で が _  ⑥ 臺 鸞エー 詞 HI I ④ 細 き に 哉 

わ か り ま す .情 報 は ①0 分 aaaaaaaaaaaa⑧ 談 誌 され た ライ ブ カ メ ラ ケ ら 
で と に 迦 斧さ れ ま す . 不 i  ①0⑨ こ と に ほ ら れ る 畜 曹 
)  ド W 吉 ⑤ れ ょ す 
ht er eeer er  pur eu 重 暴 ダ ム サ イ ブ カ メ ラ 
j p 栄 M 振 佐 っ ファ wt d :  

l azr l masr r cce ョ aameebvrneaveeeestee 国 

⑯ 

③. ③. ⑧ 蓮 ダ ム 発 信 の 防 災 情 報 緊 急 放 流 ( 異 常洪 水 時 防 災 操 作 )  判 断 水 位 

国 土交 通 省 HP 川 の 防 災 情 報 蓮 ダ ム 櫛 田 川 水 系 蓮 川 
説 明文 加 策 

=er ec ceor uev ssr ec 
城 ダ ム 援 四 山 緯 現 川 

暁 斧 国 画 須 ⑳②①mT 0M0 

タ ム 道 見 囲 箱 ッ eee 

⑰
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４４章章  防防災災活活動動のの内内容容  
  
4.1 防災活動の体制 組織図 
 

宮前まちづくり協議会 組織図 

 
 
4.2 これ迄の防災活動事例 
  
4.2.1 宮前まちづくり協議会 防災活動  
 
  平成 25 年（2013 年） 防災カード制定 
 
  平成 26 年（2014 年） 防災カード記入・回収・集計 回収率 91％ 
 
  平成 27 年（2015 年） ３地区（赤桶・宮前・下滝野）各自主防災会が独自の防災訓練 
 
  平成 28 年（2016 年） ＨＵＧ（避難所運営ゲーム） 
 
  平成 29 年（2017 年） ＨＵＴ（避難所運営体験 初動期） 
 

平成 30 年（2018 年） 松阪市総合防災訓練宮前小学校会場 
 
令和 1年（2019 年） ＨＵＴ（避難所運営体験 初動期）・避難行動要支援者支援 
 
             非常用飲料水運搬 缶易トイレ製作体験  
 

防災対策課職員による松阪市備蓄資機材取扱訓練 
 

令和 2年（2020 年） 感染症を考慮した避難者受入れ・指定避難所収容人員算定訓練 
 

令和 3年（2021 年） 宮前地区防災計画（土砂災害編） 策定  
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    令和 3年（2021 年）宮前まちづくり協議会防災部会 第１回 第２回 第３回 
     
    令和 3年（2021 年）11月 3 日 宮前まちづくり協議会防災訓練 
     
    令和４年（2022 年）宮前まちづくり協議会防災部会 第１回 第２回 第３回 第 4回 
 
    令和４年（2022 年）11月 3 日 宮前まちづくり協議会防災訓練 
 
    令和 4年（2022 年）9月 個別避難計画 着手 
 
平成２５年度 防災カード制定            ２８年度改定 

 
 
 

 

－
8
7

－

一
乙
8
一
 

④ 章 防 災 活 動 の 内 容 

④. ① 防 災 活 動 の 体 制 組 織 図 

n 三 Sz 詞 三as _  S ー ペ ー 

侵 來 ② ② e さ W よ ら コ りmm を Ri A 知 ⑧E 
[  皇 炎 部 会 楊 せ司 て 
談 r ce 楊 ミ ー = 

① 自 治 部 会 團 団 自 主 防 炎 会 間 の 連 携 !  
② 防 炎 部 会 (  邉 雛 所 運 営 討 練 )  
③ 観 光 部 会 団 防 災 人 材 有 効 活用 
④ 福 祉 部 会 (  専 任 - 菜 任 可 ・oB)  
⑤ 文 化部 会 園 女 性 の 意 見 反 映 に 
⑥ 青 少 年 育 成部 会 
⑦ 

⑧ 

班 長 (  自 治 会 班 長 )

④.  ② こ れ 迄 の 防 災 活 動 事 例 

④. ②. ① 宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 防 災 活 動 

平 成 ②⑤ 年 ( ②0①③ 年 )  

平 成 ②⑥ 年 ( ②0①④ 年 )  

平 成 ②⑦ 年 ( ②0①⑤ 年 )  

平 成 ②⑧ 年 ( ②0①⑥ 年 )  

平 成 ②⑨ 年 ( ②0①⑦ 年 )  

平 成 ③0 年 ( ②0①⑧ 年 )  

令 和 ① 年 ( ②0①⑨ 年 )  

令 和 ② 年 ( ②0②0 年 )  

令 和 ③ 年 ( ②0②① 年 )  

防 災 カ ー ド 制 定 

防 災 カ ー ド 記 入 ・ 回 収 ・ 集 計 回 収 率 ⑨①% 

③ 地 区 (  赤 桶 ・ 宮 前 ・ 下 滝 野 )  各 自 主 防 災 会 が 独 自の 防 災 訓 練 

H り U G (  還 難 所 運 営 ゲ ー ム )  

HU T ( 避 難 所 運 営体 験 初 動 期 )  

松 阪 市 総 合 防 災 訓 練 宮 前 小 学 校 会 場 

HU T ( 避 難 所 運 営体 験 初 動 期 )  ・ 還 難 行 動 要 支 援 者 支 援 

非 常 用 飲 料 水 運 搬 缶 易 ト イ レ 製 作 体 験 

防 災 対 策 課 職 員 に よ る 松 阪 市 備 蓄 資 機 材 取 扱 訓 練 

感 染 症 を 考 慮 し た 避 難 者 受 入 れ・ 指 定 避 難 所 収 容 人 員 算 定 訓 練 

宮 前 地 区 防 災 計 画 (  土 砂 災 害 編 )  策 定 

①⑧ 

令 和 ③ 年 ( ②0②① 年 )  宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 防 災 部 会 第 ① 回 第 ② 回 第 ③ 回 

令 和 ③ 年 ( ②0②① 年 )  ⑪ 月 ③ 日 宮 前 まち づ く り 協 議 会 防 災 訓 練 

令 和 ④ 年 ( ②0②② 年 )  宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 防 災 部 会 第 ① 回 第 ② 回 第 ③ 回 第 ④ 回 

令 和 ④ 年 ( ②0②② 年 )  ⑪ 月 ③ 日 宮 前 まち づ く り 協 議 会 防 災 訓 練 

令 和 ④ 年 ( ②0②② 年 )  ⑨ 月 個 別 還 難 計 画 着 手 

平 成 ② ⑤ 年 度 防 災 カ ー ド 制 定 ② ⑧ 年 度 改 定 

防 炎 カ ー ド 平 成 ②⑧ 年 更 新案 
防 然 カ ー ド (  定 前 ま ち づ く り 協 圧 会 R 主 所 災 細 縛 都 る )  

纂 : . _ _ : 酵~ ' 奮鸞ニ JMRRMSKNN Gei er tWLBWD 

な 示 me ら ゃ [  
aRES a ョ な ost g-f ー Wei  

閉 ・ ⑤ 道 カ ー ド s せ |  メ ョ |  は ホ |  ane ー mi kol sf wt onmc 

隆 u u S M 年 ⑦ BW ま 

坪 戸 l  談 

健 康 
体 調 の 様 子 等(  で 囲 む )  、 謀 談 國 談 國國 談 囲 圃 

mmewwmmkueeocmt eoswver en _  

寝 た き り . ・ 歩 行 困 難 ・ 車 椅 子 譜 謬 
mhtWi 、 ご R か D⑦ ス MRHgeOvmmr avs |  

mi m ・ メ ン プ ーRmm n RMN ・ 約 maeーP ・ 

RRki g シ プ i  + キ まは i  佳 

④ 匿 

剣 木 ャ プ ネ ー|  ③ チ ミ ッ ッ ー 
w 電 aR k 森 口 き P 本 

で の f  り ま し た ら ご gA 國 ま + [  S の 、SMNy た emRed&oaL を bSi xPl y ー 

|  ミ |  

〔 mRi tEtONmi g.  f Wi i . Temi i aLdT-moRcdsg 

EJu 

彫 掛け け 避 難 の し ぐ く み を つ ぐ る 

避 難 情 堤 ほ あ る が 避 難 を し な いん ・ で き な い ん が い る 
な が な か 率 先 し て 避 難 は で きそ な い 

声 掛 け 避 難で 助 が っ だ 事 例 が あ る 

声 掛 け 避 難 の し く み を つ ぐ く り 訊 縄 を さ ぎる 
射 茂う の 言 栞 が あ る の で は な い 手 時に 顔 の 見 え る 閤 側 な を つ て こ る 

⑲
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平成２８年度 防災カード・名簿一覧           令和１年改訂 支援員３名追記 
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平成２８年（２０１６年）１１月５日 防災部会ＨＵＧ（避難所運営ゲーム） 班長対象５０名 

 
 

 
 
平成２９年１０月１５日 ＨＵＴ（避難所運営体験初動期）松阪市避難所運営マニュアル準拠８班 

３班 被災者管理班 避難者受入名簿記入   ４班 施設管理班 自家発電気運搬 

     
 
 
 
１班総務班 班長会議（８班班長）      ５班 食料物資班 仮設給水ポンプから   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

－
8
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－

班 長 対 象 ⑤ 0 名 平 成 ②⑧ 年 ( ② 0 ① ⑥ 年 )  ① ① 月 ⑤ 日 防 災 部 会 HU G (  避 難 所 運 営 ゲ ー ム )  令 和 ① 年 改 訂 支 援 員 ③名 追 記 平 成 ② ⑧ 年 度 防 災 カ ー ド ・ 名 簿 一 覧

⑳①⑨f ⑤ 脈 町 ② 幼 ⑨ 用 日 瑛 防 災 カ ー ド ・ 名 簿 一 覧 

ユ ア ル 準 拠 ⑧ 班 器 圏 
娘 鶏 部 
博 位 蛋 照 
坪 蹊 
塁 岸 さ
 す 

平 成 ② ⑨ 年 ① 0 月 ① ⑤ 日 H U T (  還 難 所 運 営 体 験 初 動 期 )  松 阪 市 還 難 所 運 営 マ 
③ 班 被 災 者 管 理 班 還 難 者 受 入 名 簿 記 入 

⑤ 班 食 料 物 資 班 仮 設 給 水 ポ ン プ か ら ① 班 総 務 班 班 長 会 議 (  ⑧ 班 班 長 )  
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平成３０年１０月２０日 松阪市総合防災訓練 「住民主体の避難所運営訓練」宮前小学校会場 
避難者受入・名簿作成              松阪市指定避難所備蓄資機材の取扱訓練 

 
 

 
令和１年１１月３日 防災訓練 ＨＵＴ（避難所運営体験初動期） 避難行動要支援者避難 
 
 ボランティア班小学生 車椅子介助      缶易トイレ製作・講話（春告鳥） 

        

 
        
  

 
令和１年 声掛け避難モデル班（神殿班）個別支援計画 防災部会で報告 2020 年 3 月 18日 
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令和２年度 11月 3 日 防災訓練 ＨＵＴ（避難所運営体験） 感染症対応受付 
 
指定避難所老人福祉センター 感染症対応器具  宮前小学校体育館 収容人員算定            

  
 

 
令和 3年 11月 3日 宮前まちづくり協議会防災訓練 蓮ダム所長講演  
 

 
 
令和 4年 11月 3日 宮前まちづくり協議会防災訓練 蓮ダム所長講演  
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平 成 ③ 0 年 ① 0 月 ② 0 日 松 阪 市 総 合 防 災 訓 練 ` 住 民 主 体 の 還 難 所 運 営 訓 練 」 宮 前 小 学 校 会 場 
還 難 者 受 入 ・ 名 簿 作 成 松 阪 市指 定 還 難 所 備 蓄 資 機 材 の 取 扱 訓 練 

令 和 ② 年 度 ⑪ 月 ③ 日 防 災 訓 練 HUT (  避 難 所 運 営 体 験)  感 染 症 対 応 受 付 

指 定 還 難 所 老 人 福 祉 セ ン タ ー 感 染 症 対 応 器 具 宮 前 小 学 校 体 育 館 収 容 人 員 算 定 

令 和 ① 年 ① ① 月 ③ 日 防 災 訓 練 HU T ( 避 難 所 運 営 体 験 初 動 期)  還 難 行 動 要 支 援 者 避 難 

ボ ラ ン テ ィ ア 班 小 学 生 車 椅子 介 助 缶 易 ト イ レ 製 作 ・ 講 話 (  春 告 鳥 )
令 和 ③ 年 ⑪ 月 ③ 日 宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 防 災 訓 練 蓮 ダ ム 所 長 講 演 

②② ②⑧
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4.2.2 飯高中学校防災教育 
平成２８年度 
タウンウォッチング 新田ため池                生徒 纏め 

 

 
 

 
平成 29 年度 

6月 17 日 タウンウォッチング（ＴＷ）       11 月 18日 ＨＵＧ 講師 
飯高町国土交通省田引雨量観測所           講師 三重大学水木先生 
 
    
 
 

 平成３０年度 
 6 月 16日 タウンウォッチング           
 
 
 防災授業  ９月１１日      
 新田ため池                    
 
 
 
 
平成３０年度 
 
令和１年度 
 6 月１６日 ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）  ６月１６日 竹上市長 ワンポイント防災講話     
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飯高中学校防災教育「マイタイムライン」令和４年５月２３日  出典：蓮ダムＨＰ   
   

主宰 蓮ダム 支援 宮前まちづくり協議会 

－
9
0

－

ー
0
6
ー
 

平 成 ②⑨ 年 度 
⑥ 月 ⑰ 日 タ ウ ン ウ ォ ッチ ン グ ( TW)  
飯 高 町 国 土 交 通 省 田 引 雨 量 観 測 所 

平 成 ③ 0 年 度 

令 和 ① 年 度 
⑥ 月 ① ⑥ 日 HU G (  還 難 所 運 営 ゲ ー ム )  

②④ 

⑪ 月 ①⑧ 日 HU G 講 師 
講 師 三 重 大 学 水 木 先 生 

⑥ 月 ① ⑥ 日 竹 上 市 長 ワ ン ポ イン ト 防 災 講 話 

飯 高中 学 校 防 災 教 育 ̀  マ イ タ イ ム ラ イ ン 」 令 和 ④年 ⑤ 月 ② ③ 日 出 典 :  蓮 ダ ム HP 

主 宰 蓮 ダ ム 支 援 宮 前 まち づ く り 協 議 会 

き 市 鈍 心 勒 富 前 の 然 熱 中 子 校 に お い て 、 基 元 の ボ ラ ン テ ィ ア 匣 体 『 防 雲 ・ 減 災 鈍 惧 」 と 
カ し て マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン 作 威 誓 痙 」 を 君 箋 し ま し た 。 

@ 蓬 ダム 管 珪 所 は 、災 宮 時 の ダ ム の 役 剥 や .  大 然 槻 な 涼 永 が 髪 生 し た 曙 含 のリ ス ク 、 マ イ ・ 
タ イ ム ラ イ ン の 作 り 方 を 語 顆 し ま し た .  

【 翼賽ヮ諌〟グ轍 鸞側ブー_ 釉从募鸞岬髏‡嚢縄齏鱒ー 
し な が ら 、 災 マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン 」 
を 怒 成 し 、 エ 嚢轍薫し鸞し鷺. .  

ー_ 柵ー [  ー 人 來 當 一 |  ご さ ネャ と ョ さ ャ ネ k |  
【 日 舜 】 全 勒 ④ 年 $ 月 ②③ 日 (  月 ) ③ 程 一 ⑮ 舞 `⑤ 分 … こ丈 

Fーー 砥 薇 市 井 無 嚇 子 枯 
参 坪 霧 体 】 時 失 - 雄 冗 報 高 、 談 ダ ム 箔 理 所 

_ 【' 蠍ー 宇 子 そ く ⑨ ネ 
ー ー .  

ー_ Q轟$リユクなど ・ ま た だ ま だ 蝦 ら な い こ と が 
あ っ た .  万 が 一 の 時 に は .  代 國 子 ん だ こ と を 念 食 
て て 肉 ら 任 動 し て いき た い 、 

ー ま タ ム 節 理 庸 よ り ネ 室 り ネ クッ き を 縛 箔 する ほ 子 柵・“醸{ ーー_ 榊… 

e 鸞罰ー賽ガ( 酬囁軸}  

【 問い 合 わ せ 体 】 ョ ょそ き さ ゃ i oa と す ョ ョ 】 |  
覇 土 交 通 葺 中 諏 坪 方 霧 儒 恐 凛 ダ ム 霧 理 防 い ー 
〒〒$①⑤-①⑥①⑤ 三 暖 颯 桧 護 市 藍 高 則 器 ① は ①0-①① ( TEL)  ⑥⑤⑥⑧-④⑤- る ③②① 竈ク*' _ ~ ビ 

②⑤
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4.2.3 宮前小学校防災教育 ジグソー法によるアクティブラーニング 2019 年１月 
 

 
 
 
対象 ５年生 ６年生のタテ割り班 
 
授業時間 ２時限 
 
前半 エキスパート活動  
 
後半 ジグソー活動 
 
２週間後 ポスターセッション 
５・６年生 学習内容をポスターに纏めて 
４年生へ説明する。 
 

 
２０１９年 ジグソー法によるアクティブラーニング                         

   

 
   

避難所班教材 地震開錠ボックス 令和２年９月設置松阪市 
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宮前小学校防災教育 ２０２２年１１月 ２０日  
 

     ジグソー法によるアクティブラーニング  出典：宮前小学校ＨＰ 

     
 
 
 
 
 

－
9
1

－

④. ②. ③ 宮 前 小 学 校 防 炎 教 育 ジ グ ソ ー 法 に よ る ア ク ティ ブ ラ ー ニ ン グ ⑳①⑨ 年 ① 月 宮 前 小 学 校 防 炎 教 育 ②0 ② ② 年 ① ① 月 ② 0 日 

ン - 迦 kez グ リ ラ ー ン ⑨o0⑧\W ー RmyhYgWeYg m ジ グ ソ ー 法 に よ る ア ク ティ ブ ラ ー ニ ン グ 出 典 :  宮 前 小 学 校 H P Rmi spent i ROn v④ mi oei  Wemr st  i  nue f hg Wscn mumubt ee 
ト ① Ma ede S ②bk x 

許 啓 R に ② 
ャ Tai meewx _  対 象 ⑤ 年 生 _ ⑥ 年 生 の タ テ 割 り 班 ・ R 
ロ ュ ョ ーwmpemet e エ T②Ls 副 

コ 古眞〝鱒黛 円 授 業 時 間 ② 時 限 

ャ ー ネ ー コ a に コ 寵 前 半 エ キ ス パ ー ト 活 動 

e 後 半 ジ グ ソ ー 活 動 
E② mー 鱒[ -」mm 2 週間後 ポス タ 一セ ッ シ ョ ン 

⑤ ・ ⑥ 年 生 学 習 内 容 を ポ ス タ ー に 纏 めて Fei ci eEi cl i eEr i ci ser sc 敗 が A 
② 0 ① ⑨ 年 ジ グ ソ ー 法 に よ る ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ 訣 欧 学 泥 ( ⑤・⑥ 年 よ

① 月 ② 口 月 に 、 ⑤ ・ 映 ミ が( ス ・ 決 R 坂 艸 や (  ダ ト ま 誠 」 の きさ ん に ち エ ま に と り 、 ち② ま 
そ 行 い ま し た 。 こ の 愚 り 送 み か ご 今 手 で S 羊 口に に り ま す ,  き す るの に 、 そ ど と ト ち は ` エ キ ス パ ー ト き 彦 一 宮 前 小 学 校 防災 授 業 

C 土 砂 災 宮 初 に る -」 と し て 、⑤ つ の ル ー ブ (  ほ BXS ⑧ ま ・ ま ままま る 詞 卯 に 0 て 、 そ そ 
aeTe と ら にk た odHz で sz か の ⑨ の ぼ 暁 そ 行い まし た ,  ぷ に 、 エ キ ス パ ー ト き ま で ぽ ま ん だ こ と を ⑧ の 人 に ⑤ える ̀  ジ ク ソ ー ぽ 振 |  に り 
知 る 儡 える 行 動 す る 唇 み ま し 奮' =_ 【讐ぞ~ 〝〝~】 た 誠 る て え る た め に 央…′賽髏' 翼'  て エ テ し て 詞 剣 し て い ま 

唇 の キ す を て は 、 ` 羊 の 賽董羞ヨ と し て お いた 方 びよ い 。、]  ̀ @ ま く あ 資 し ただ が ま よ い。 」 ~・_ 裏聾實蔓 
② 年 ① ② 月 ①日 ・ ー e i  に ー 談 s R し て い ま し ,  W ま に る も に み な てま き ES い 、 P ま す 畜楊 っ てよ ③の ⑧X ぼ ぎ ⑦RD の ま し ,  と

a 啓 て K ま ま さ S にと の ま し と )  [  のス A ま )  ら(  ま ク ま RM の S る し る り ⑨ と う こ そ さ し た 
Mm RNoer Ar anund nayー ト seaaaeasi cas 

エ 

還 難 所 班 教 材 地 震 開 録 ボ ッ ク ス 令 和 ②年 ⑨ 月 設 置 松 阪 市 ド 董 
:  に ス h 

松阪市指定避難所 飯 高 町 宮 前 地 区 富 前 小 学 校 防 裂 裂 青 ②ao②0①②oi  國 論 健 ① 

束 電 開 鋼 ボッ ク ス :  ボ ッ ク ス が 霊 度 ⑤ 聞 を 感 知 す る と 建 物 の 鎖 を 取 り 出 せ る _  ~ ト 
老 人 箱 役 セ ン タ ー 宮 葺 小 学 袢 後 貫館 飯 高 中 学 等 体 青 館 ‡ 道 

栄 

エ エ 

年 キ 

ス え ス 

① ① 
閻 談 ー ` ニ ー 詠 S 。 和 国 

ト ト 

ま ェ 

②⑥ ②⑦
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4.2.4 防災人材育成 （重複取得含む） 令和 5年 3月現在 
 
   三重のさきもり                    4 名 
 
   みえ防災コーディネーター               7 名 
 
   防災士                        7 名 
 
   松阪社協「災害ボラセン・サポーター養成講座」受講者  18 名 

 
 
 
4.3 平常時の活動  
 
4.3.1 １１月３日の防災訓練 毎年この日に開催します 
 

4.3.2 声掛け避難制度・個別避難計画・土砂災害・洪水避難の啓発をします。 
 

4.3.3 声掛け避難制度構築進捗管理表に基づき推進します 
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4.3.4 個別避難計画  
 
・説明会（松阪市飯高振興局・社会福祉協議会飯高支所・宮前まちづくり協議会）  
 
令和４（2022）年 １０月１１日 松阪市飯高振興局 

 
・モデルとして神殿班で検証行う 

 
参加者 
 
飯高振興局長・担当課長 
 
社会福祉協議会飯高支所担当者 
 
宮前まちづくり協議会 会長 
 
防災部会 部員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
宮前まちづくり協議会の状況 
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ま ち づ く り 協 会 事 務 局 が 作 成 済 

定 前 

健 康 ・ 寝 た き り ・ 歩 行 困 難 ・ 車 椅 子 

蛋 結 猥 荊 養 原 (  麦 撻)  伏 哉 ① 

佐 所 :  珍 県 枢 昔 雪 貫 高 町 客 酷 〒: S①⑧-+Bog 朱 外 局 番 : cees 

・ 性 栄 ほ 初 紗 管 理 要 瘡 に よ る 

・ 発 奇 時 には 仁 的 稔 B 警宿 - 頓 防 - 自 歯 隠 -① 政 等 うI  に M 示 す る 

~ 奇 宮 時 綱 思 支 損 用 に 使 用 す る 

aor e 年 ⑧ 月 ① 臼現 在 

客 前 ま ち づ く り 博 誠 妖 

事 務 局 が 入 力

支 援 員③ 名 追記 
(  個 別 避 難 計 画 

\ 
/ 

改 酌 ~守 て 追 記 ぅ 

防 姿 カ ー ド - 名 鐡 一 覧 ⑳① ⑨ 年 ⑤ 月 ⑧V⑧T 

宮 前 ま ち づ く り 協 議 会の 状 況 

c
⑥
 ー

 

蝦 Ne 耽 M MNNN& 頂 星 す r r au mr e ⑥⑧⑧ 玲 男 WN 

①0BMN 

④. ③. ③ 斉 掛 け 避 難 制 度 構 築 進 捗 管 理 表 に 基 づ き 推 進し ま す 

④. ③. ② 斉 掛 け 避 難 制 度 ・ 個 別 避 難 計 画 ・ 土 砂 災 害 ・ 洪 水 還 難 の 啓 発 を し ま す 。 
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土
 

珍 

④. ③. ① ① ① 月 ③ 日 の 防 災 訓 練 毎 年 ー の 日 に 開 催し ま す 

④. ③ 平 常 時の 活 動 

導
 

珪
 

箱
 

塁
 

因
 

知
 

団
 

城
 囲
 

知
 

郡
 

呂
 珍
 松 阪 社 協 ̀  災 害 ボ ラ セ ン ・ サ ポ ー タ 養 成 講 座 」 受 講者 ①⑧ 名 

・ モ デ ル と し て 神 殿 班 で 検 証 行う 

・ 説 明 会 (  松 阪 市 飯 高 振 興 局 ・ 社 会 福 祉 協 議 会 飯 高 支 所 ・ 宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 )  

① 0 月 ① ① 日 松 阪 市 飯 高 振 興 局 
防 炎 
み え 防 災コ ー デ ィ ネー タ ー 

士 ⑦ 名 
令 和 ④ ( ②0②②)  年 

⑦ 名 

三 重 の さ き も り 

(  重 複 取 得 含 む )  

④ 名 
④. ③. ④ 個 別 避 難 計画 

④. ②. ④ 防 災 人 材 育 成 令 和 ⑤ 年 ③ 月 現 在
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松阪市書式の個別避難計画 
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個別避難計画 モデル班検証報告  
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松 阪 市 書 式 の 個 別 還 難 計 画 
國 切 通 葉 計 画 モ デ ル 均 椅 証 報 君 

個 別 避 難 計 画 松 防 市 書 式 令 和 ② 年 ⑦ 月 於 

ロ 縄欝圭 O と り W し に 。 宮 前ま ち づ く り 協 議 会 個 別 還 難 計 画 モ デ ル 神 殿 班 
口 ⑧ の み の R= Nm |  ah&s 

口 要 介 護 誌 定 ③ - ⑤ i  |  ー に |  日 時 :  令 和 ④( ②0②②)  年 ①0 月 ⑲ 日 (  水 ) ⑨ : ③0 一 ⑪: 00 

口 障 が い 区 分 (  )  場 所 :  飯高 町 宮 前 神 愚 集 会 所 

口 繭軍輻 A① ま た は A② 出 庵 :  個 別 還 難 計 画 該 当 者 社 協 職 員 民 生 委 員 宮 前 ま ち づ く り 博 謝 会 防 炎 部 員 ③ 名 

呂 訴「 劇亨盧亨 {  璧 要 領 ① 声 掛 け 避 難 制 度 の 説 明 バ ワ ボ に よ る 説 明 

② 該 当 者 へ の 説 明 民 生 委 員 か ら 地 区 世 話 征 同 席 

所 感 ① 該 当 者 は 担 当 の 民 生 委 員 が 説 明 す る の ス ム ー ズ に 説 明 、 書 類 作 成 が で き た 

⑫ 民 生 委 員 も 社 協 の 担 当 者 が 同 席 し て い る の で 安 心 し て 説 明 で き た 

ロ 宿 た き り 口 歩 行 囲 難 口 足 騨 が 弱 い g mr r t e m maer  ⑨ 支 援 員 ③ 名 は 宮 前 防 声 掛 け 還 難 制 度 で 選 定 済 で あ り 書 類 が 完 成 し た 
口 禄 賀 詞 が い 口 職 覚 隣 がい 口 棺 拐 

wagu ロ m 
Rmem (  ま ま ・ ト イ レ ag ん e 
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4.4 発災直前の活動 
 
  ・松阪市の避難情報に基づき 電話連絡網により 声掛け避難をします 
 
  ・個別避難計画該当者に対して民生委員・支援員・班長等が訪問して避難をします。 

 
  ・親戚知人宅等の分散避難も推奨します 

 
※ １ 警戒レベル５は必ず発令されるものではない 
 
※ ２ 警戒レベル３は高齢者以外の人も必要に応じ 自主的に避難するタイミングである 
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防災部会役員電話連絡網 
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④. ④ 発 災 直 前 の 活 動 

・ 松 阪 市 の 還 難 情 報 に 基 づ き 電 話 連 絡 綱 に よ り 声 掛 け 還 難 を し ま す 
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4.5 発災後の活動 避難所運営  
 
 避難所運営は住民主体で行わざるを得ないと考えています。 
 
 避難者・宮前まちづくり協議会防災部会の構成員（防災部長・副部長・自治会長・班長・女性 
 
防災部員・ボランティア団体会員等を主力と考えています。 
 
コロナ過までの 3年間は ＨＵＴ８避難所運営体験初動期）を訓練してきました。 

 
 

4.6 各種地域団体との連携 
 
4.6.1 飯高中学校・宮前小学校への防災教育は学校の年間スケジュールに組み込まれています。 
 
4.6.2 松阪市、社会福祉協議会、民生委員と連携して 松阪市避難所運営マニュアルに基づき 
 
  運営します。 
 

 
4.7 防災人材育成   
 

防災関連人材の育成として 継続して下記取得を推進します 
 
・防災士  
 
・みえ防災コーディネーター  
 
・三重のさきもり  
 
・松阪市社会福祉協議会 災害ボラセン・サポーター養成講座 受講 

  
  
55 章章    実実践践・・検検証証・・課課題題・・松松阪阪市市へへのの要要望望事事項項  
 
 5.1 防災訓練の実施・検証  
 
  5.1.1 過去において 台風・豪雨時に松阪市の避難情報発令された事例では避難者は限定的 
 

です 
 
・過去に実施した防災訓練では防災部会から各班に動員をかけているので参加者人数は 
 
確保できていますが、松阪市の避難者人数実績報告によると宮前まちづくり協議会の避難 
 
者は少ない。 
 
・住民は自宅がどのような洪水に襲われる危険があるかを明確に認識していないのも原因 
 
と考えます。宮前地区防災計画（土砂災害編）では 宮前まちづくり協議会版土砂災害 
 
ハザードマップを作成し 住民説明会・全戸配布が済んでいますが、タウンウォッチング 
 
が開催できていない。 
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・令和 5年度で宮前まちづくり協議会版洪水ハザードマップを配布して 啓発します。 
 

 
5.1.2 令和２年度は感染症対応の防災訓練を計画しました。指定避難所老人福祉センター1 階 
 

    を発熱がある避難者 2階を健常な避難者と計画しましたが、動線が交差するという課題 
 

を指摘されました。宮前まちづくり協議会は近くに宮前小学校と飯高中学校の２つの指定 
 
避難所があります。 
 
・宮前まちづくり協議会が管理している 宮前会館で受付をして 発熱者は隣の指定避難 
 
所である飯高老人福祉センターへ、健常者は指定避難所である宮前小学校・飯高中学校へ 
 
避難をする計画です 
 

 
5.2 課題 

 
  ・令和 5 年度は個別避難計画を松阪市書式で策定します 
 
  ・コロナ過で住民参加の防災訓練が 3 年間開催できていないのが課題です。 

 
    ・住民の高齢化と人口減 
 

5.3 松阪市への要望事項 進捗状況  宮前地区防災計画（土砂災害編）提案済 
 

■ 松阪市指定避難所飯高中学校・宮前小学校へ安全なアクセス道路を要望 
 

 
 
現在、工事を進めて頂いている、土砂災害警戒区域を回避した、指定避難所への避難経路整備に 
 

   ついては、松阪市が、国土交通省の承認を経て、事業化に至りました。 

－
9
5

－
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④. ⑤ 発 災 後 の 活 動 還 難 所 運 営 

還 難 所 運 営 は 住 民 主 体 で 行 わ ざ る を 得 な いと 考 え て い ま す 。 

還 難 者 ・ 宮 前 ま ち づ く り 協 議会 防 災 部 会 の 構 成 員 (  防 災 部 長 ・ 副 部 長 ・ 自 治 会 長 ・ 班 長 ・ 女 性 

防 災 部 員・ ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 会 員 等 を キ カ と 考 え て い ま す 。 

コ ロ ナ 過 ま で の ③ 年 間 は H U T ⑧ 還 難 所 運 営 体 験 初 動 期)  を 訓 練 し て き ま し た 。 

④. ⑥ 各 種 地 域 団 体 と の 連 携 

④. ⑥.  ① 飯 高 中 学 校 ・ 宮 前 小 学 校 へ の 防 災 教 育 は 学 校の 年 間 ス ケ ジ ュ ー ル に 組 み 込 ま れ て い ま す 。 

④. ⑥.  ② 松 阪 市 、 社 会 福 祉 協 議 会 、 民 生 委 員 と 連 携 し て 松 阪 市 還 難 所 運 営 マ ニ ュ ア ル に 基 づ き 

運 営 しま す 。 

④. ⑦ 防 災 人 材 育 成 

防 災 関 連 人 材 の 育 成 と し て 継 続 し て 下 記 取 得 を 推 進 し ま す 

・ 防 災 王 

・ み え 防 災コ ー デ ィ ネ ー タ ー 

・ 三 重 の さ きも り 

・ 松 阪 市 社 会 福 祉 協 議 会 災 害 ボ ラ セ ン ・ サ ポ ー タ ー 養 成 講 座 受 講 

⑤ 章 実 践 ・ 検 証 ・ 課 題 ・ 松 阪 市 へ の 要 望 事 項

⑤. ① 防 災 訓 練 の 実 施 ・ 検 証

⑤. ①. ① 過 去 に お い て 台 風 ・ 豪 雨 時に 松 阪 市 の 還 難 情 報 発 令 さ れ た 事 例 で は 還 難 者 は 限 定 的 

で す 

・ 遂 去 に 実 施 し た 防 災 訓 練 で は 防 災 部 会 か ら 各 班に 動 員 を か け て い る の で 参 加 者 人 数 は 

確 保 で き て い ま す が 、 松 阪 市 の 還難 者 人 数 実 績 報 告 に よ ると 宮 前 ま ち づ く り 協 議 会の 還 難 

者 は 少 な い 。 

・ 住 民 は 自 宅 が ど の よ う な 洪 水 に 襲 わ れ る 危 険 が あ る か を 明 確 に 認 識 し て い な い の も 原 因 

と 考 え ま す 。 宮 前 地 区 防 災 計 画 (  土 砂 災 害 編)  で は 宮 前 まち づ く り 協 議 会 版 土 砂 災 害 

ハ ザ ー ド マ ッ プ を 作 成し 住 民 説 明 会 ・ 全 戸 配 布 が 済 ん で い ま す が 、 タ ウ ン ウ ォ ッ チ ン グ 

・ 令 和 ⑤年 度 で 宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 版 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ を 配 布 し て 啓 発 しま す 。 

⑤. ①. ② 令 和 ② 年 度 は 感 染 症 対 応 の 防 災 訓 練 を 計 画 し ま し た 。 指 定 還 難 所 老 人 福 祉 セ ン タ ー① 階 

を 発 熱 が あ る 還 難 者 ② 階 を 健 常 な 避 難 者 と 計 画 し ま し た が 、 動 線 が 交 差 す る と い う 課 題 

を 指 摘 さ れ ま し た 。宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 は 近 く に 宮 前 小 学 校 と 飯 高 中 学 杯 の ②つ の 指 定 

還 難 所 が あ り ま す 。 

・ 宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 が 管 理 し て い る 宮 前 会 館 で 受 付 を し て 発 熱 者 は 隣 の 指 定 避 難 

所 で あ る 飯 高 老 人 福 祉 セ ン タ ー へ 、 健 常 者 は 指 定 還 難 所 で あ る 宮 前 小 学 校 ・ 飯 高 中 学 校 ヘ 

還 難を す る 計 画 で す 

⑤. ② 課 題 

・ 令 和 ⑤年 度 は 個 別 避 難 計 画を 松 阪 市 書 式 で 策 定 し ま す 

・ コ ロ ナ 過 で 住 民 参 加 の 防 災 訓 練 が ③ 年 間 開 催 で き て い な いの が 課 題 で す 。 

・ 住 民の 高 齢 化 と 人 口 減 

⑤. ③ 松 阪 市 へ の 要 望 事 項 進 捗 状 況 宮 前 地 区 防 災 計 画 (  土 砂 災 害 編 )  提 案 済 

園 松 阪 市 指 定 還 難 所 飯 高 中 学 校 ・ 宮 前 小 学 校 へ 安 全 な ア ク セ ス 道 路を 要 望 

ー 松 阪 市 へ の 要 望 事 

エ ャ ン ン ー 

` 轟ず'  E 
人  ヽン _ . .  ク 
g 号 け _ 璽'  

現 在 、 工 事 を 進 め て 頂 い て い る 、 土 砂災 害 警 戒 区 域 を 回 還 し た 、 指 定 還 難 所 へ の 避 難 経 路 整 備に 

が 開 催 で き て い な い 。 つ い て は 、 松 阪 市 が 、 国 土 交 通 省 の 承 認 を 経 て 、 事 業 化 に 至 り ま し た 。 
③④ ③⑤
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 5.４ 計画の見直し  
 

5.4.1 防災カード・個別避難計画は毎年更新・改善をします 
 
5.4.2 飯高中学校 宮前小学校の防災教育は継続します 
 
5.4.3 防災人材育成は継続します。 

 
 

        本計画策定に向けての検討過程 
 

 
 平成 31年 4月 22日   防災部会「声掛け避難制度」のモデル班として神殿班選定 
 
 令和 2年 3月 18 日   防災部会 同上報告書受領  
 
 令和 2年 6月 29日   第 1回防災部会 「声掛け避難制度」各班へ水平展開すると決定 
 
 令和 2年 ８月５日   防災部会役員会「声掛け避難制度」➡「地区防災計画」へと提案 
 
令和 2年 8 月 20 日   第 2 回防災部会 「地区防災計画策定」着手 承認 

 
 令和 2年 9月１日    地区防災計画策定説明会 宮前まちづくり協議会 30班の班長対象  
 
 令和 2年 10月 16日   第３回防災部会 
 
 令和 2年 11月 3 日   宮前まちづくり協議会防災訓練 地区内３０班の班長対象 
 
 令和 3年 3月 9日    第 4 回防災部会  
            
 令和 3年 3月 16 日    松阪市防災会議にて宮前地区防災計画（土砂災害編）提案・採択 
 
 令和 3年 3月 16 日    第５回防災部会 宮前地区防災計画（土砂災害編）採択報告  
  
 令和 3年 7月 8 日   蓮ダム 打合せ 洪水 
 
 令和 3年 7月 29 日   蓮ダム 打合せ 洪水 
 
 令和 3年 11月 3 日   宮前まちづくり協議会防災訓練 蓮ダム所長講演  
 
 令和 4年 4月 15 日   蓮ダム 打合せ  飯高中学校防災教育 
 
令和 4年 10月 6日   蓮ダム 打合せ  緊急法流 

 
 令和 4年 11月 3 日   宮前まちづくり協議会防災訓練 蓮ダム所長講演  
 
 令和 5年 2月 15 日   蓮ダム 打合せ 宮前版洪水ハザードマップ 
 
 令和 5年 3月 14 日   第５回防災部会 宮前地区防災計画（洪水編）説明報告  
 
 
 
制定   令和３年（2021 年）3月 宮前地区防災計画（土砂災害編） 

 
 改訂   令和 5年（2023 年）3月 宮前地区防災計画（洪水編） 
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⑤.  ④ 計 画 の 見 直 し 

⑤. ④. ① 防 災 カ ー ド ・ 個 別 避 難 計 画 は 毎 年 更 新 ・ 改 善 を し ま す 

⑤. ④. ② 飯 高 中 学 校 宮 前 小 学 校 の 防 災 教 育 は 継 続 し ま す 

⑤. ④. ③ 防 災 人 材 育 成 は 継 続 し ま す 。 

平 成 ③① 年 ④ 月 ②② 日 

令 和 ② 年 ③ 月 ①⑧ 日 

令 和 ② 年 ⑥ 月 ②⑨ 日 

令 和 ② 年 ⑧ 月 ⑤ 日 

令 和 ② 年 ⑧ 月 ⑳ 日 

令 和 ② 年 ⑨ 月 ① 日 

令 和 ② 年 ①0 月 ⑯ 日 

令 和 ② 年 ⑪ 月 ③ 日 

令 和 ③ 年 ③ 月 ⑨ 日 

令 和 ③ 年 ③ 月 ⑯ 日 

令 和 ③ 年 ③ 月 ⑯ 日 

令 和 ③ 年 ⑦ 月 ⑧ 日 

令 和 ③ 年 ⑦ 月 ②⑨ 日 

令 和 ③ 年 ⑪ 月 ③ 日 

令 和 ④ 年 ④ 月 ⑮ 日 

令 和 ④ 年 ①0 月 ⑥ 日 

令 和 ④ 年 ⑪ 月 ③ 日 

令 和 ⑤ 年 ② 月 ⑮ 日 

令 和 ⑤ 年 ③ 月 ⑭ 日 

本 計 画 策 定 に 向 け て の 検 討 過 程 

防 災 部 会 ̀  声 掛 け 還 難 制 度 」 の モ デ ル 班 と し て神 殿 班 選 定 

防 災 部 会 同 上 報 告 書 受 領

第 ① 回 防 災 部 会 ` 声 掛 け 還 難 制 度」 各 班 へ 水 平 展 開 す る と 決 定 

防 災 部 会 役 員 会 ` 声 掛 け 還 難 制 度」 宇 ` 地 区 防 災 計 画 」 へ と 提 案 

第 ② 回 防 災 部 会 ` 地 区 防 災 計 画 策 定 」 着 手 承 認 

地 区 防 災 計 画 策 定 説 明 会 宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 ③0 班 の 班 長 対 象 

第 ③ 回 防 災 部 会 

宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 防 災 訓 練 地 区 内 ③ 0 班 の 班 長 対 象 

第 ④ 回 防 災 部 会 

松 阪 市 防 災 会 議 に て 宮 前 地 区 防 災 計 画 ( 土 砂 災 害 編 )  提 案 ・ 採 択 

第 ⑤ 回 防 災 部 会 宮 前地 区 防 災 計 画 (  土 砂 災 害 編 )  採 択 報 告 

蓮 ダ ム 打 合 せ 洪 水 

蓮 ダ ム 打 合 せ 洪 水 

宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 防 災 訓 練 蓮 ダ ム 所 長 講 演 

蓮 ダ ム 打 合 せ 飯 高 中 学 校 防 災 教 育 

蓮 ダ ム 打 合 せ 緊 急 法 流 

宮 前 ま ち づ く り 協 議 会 防 災 訓 練 蓮 ダ ム 所 長 講 演 

蓮 ダ ム 打 合 せ 宮 前 版 洪 水 ハ ザ ー ドマ ッ プ 

第 ⑤ 回 防 災 部 会 宮 前地 区 防 災 計 画 (  洪 水 編 )  説 明 報 告 

制 定 令 和 ③ 年 ( ②0②① 年 )  ③月 宮 前 地 区 防 災 計 画 ( 土 砂 災 害 編 )  

改 訂 令 和 ⑤ 年 ( ②0②③ 年 )  ③ 月 宮 前 地 区 防 災 計 画 (  洪 水編 )  

③⑥
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松 尾 地 区 防 炎 計画 

② 0 ② ④ 年 ⑪ 月 

目 欧 

内 容 

は じ め に ① 

① .  基 本 方 針 (目 的 ) ① 

②.  活 動 目 標 ① s 

⑤ 災尋時尋連絡系統図 ④ 

.  避 難 所 運 営 委 唐 会 の 設 置 ⑤ 

.  告 町 の 位 置 図 ・ 世 帯 数 ・ 人 口 お よ び 予 想 さ れ る 災 宮 

松 尾 地 区 避 難 所 マ ッ プ 

.  松 阪 市 土 砂 災 害 ハ ザ ー ドマ ッ プ 

.  避 難 行 動 要 支 援 者 の 支 援 (  案 )  

C
o
 

ー
 

O+
 

⑪ 

①③ 

③ 

④ 

⑤ 

⑥.  

ィ 

⑧ 

ピ .  地 震 発 生 時 の 一 時 避 難 所 開 設 ⑭ ⑲ 

①0.  ト イ レ の 授 置 ⑳ 
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ォ 防 災 計 画 策 定 に 至 っ た 経 緯 

秒 尾 地 区 住 民 自 治 協 議 会 は 、予 期 で き な い 地 霊 の 対 応 訓 績 計 画 を 考 え 、 発 焚 か ら 初 動 

期 ・ 展 開 期 前 半 ま で の 訓 練 を 定 期 的 に 行 っ て き ま し た 。 

今 回 、 託 練 の 成 果 を 活 か し 、 地 雲 対 応 に 加 え 地 域で 危 惧 し て い る 自 然 為 害 に よ る 、 土 碇 

炎 霊 ・ 吾 志 集 中 豪 雨 を 含 め た 防 焉 計 画 を 松 尾 消 防 団 等 の 協 力 を 得 て 、 作 成 す る こ と と な 

序 心 に 談 s 

* 松 阪 市 総 呑 計 画 よ り 

持 続 釣 な 防 災 啓 発 と 地 域 の 防 災 体 制 の 強 化 を 行 い 、 ` 自 助 」 と ̀  共 勃 」 の 意 識 を 高 め る 
と と も に 、。 計 画 的 な 防 炭 対 策 に よ り 、 点 害 に 強 い 安 全 な ま ち づ く り を 進 め ̀  炎 害 に よ る 

織 牲 考 ゼ ロ 」 を 目 指 し ま す 。 

キ 松 尾 住 民 自 治 協 譲 会 

宇 全防 炎 部 会 の 計 画 する 刊 網 ち よ び 邉 難 所 運 営 に 必 要 な 備 蒙 品 整 備 等 に つ い て 、 運 営 如 

員 ・ 防 炎 要 員 と 運 絡 調 敦 を 行 な い 、 有 事の 際 避 難 所 運 営 が ス ム ーズ に 行 え る よ う バ ッ ク 

ア な ザ ま す 。 ー
 
c
⑨
I
 ー

 

@ 基 本 方 針 (  目 的 )  を 実 現 す る た め の 活 動 目 標 を 以 下 の と お り 定 め ま す 。 

* 各 家 庭 で 話 合 い 、 避 難 に 関 す る 準 備 を し て お く こ と 

(  例:  My ま っ ぷ ラ ン な ど を 使 っ て …P-②)  

① 自 今 の 情 報 、 連 絡 先 、 避 難 経 路 

あ な た の 惟 報 
人 の 連 紫 

・ 方 錦 を 記 録 し て お ぐ 。 

名 前 、 住 所 、電 詳 番 号 、 メ ー ル 、 勒 務 児 、 生 年 月 日 、 血 液 型 、 瘍 疱 ・ 湯 
名 前 、 住 所 、 思 認 田 号 、 タ ー ル (  複 数 名 )  
地 図 に 避 難 経 喩 (  一 候 補 ) 、 交 通 手 段 、 所 掛 け 、 疱 陪 簿 所 を 記入 
前 贄 期 限 、 葵 え の 電 泥う 体-、 学 腐 に 合 わ せ た も の (  節 富 眼 、 妄 り 

そ の 他 、 気 づ い たこ と が あ れ ば 、 書 い て お き ま し ょ す 

寄 

【 表 面 】 

(  思 せ ①⑧ TNy ま っ ぷ ラ ン カ 

ッ ル ut - uar ogw_ Ame 

u 

avse maul  
kmt m は ehsmaaal eams は 
Jar aal mane-e>x eee [  

④et atgr ae 
~邉g〟' m 翼ロ 

cwuanesemesmaae [  ' 紳'  

渡 * 
' 璽擢糊 k 

床 一 aRke ネ 

[  紗 面 】 
E ① 
0Mi  策 定 M 栄 戻 な 送 鉄 迦 m 鉄 取 0pS 体 

ロ
 

ロ
 

ロ
 は
 

口
 
口
 

口
 ロ

 
口
 
ロ
 

T
 * 辺 ロ 

* 旭 を 

ょ ロ ャ 、 
ェ ロ ャ 談 調 ⑧NEL① 沼 E 上 H 
* 旭 ぁ xi wyxewai g 
s け K 

y 口 ロ 
* 貞 ロ 
。 ロ け 
* 貞 ャ 

r n ea)  ポ 

Raer t cabi  
っ nesl e senaksr mw 

令 神 ④ 年 ⑪ 月 ②⑦ 日 実 施 の 松 尾 地 区 タ ウ ン ウ タ ォ ッ チ ン グ 結 果 を 資 料 集 に 添 付し て い ま す 。 
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② ⑤ つ の ポイ シ ト を 考 え 決 め て お く 。 

炎 害 リ ズ タ 

避 難 先 

※ 役 員 ・ 防 災 委 員 等 が 行 な う こ と 

① 市 ・ 県 等が 開 傳 す る 防 為 誕 習 会 等 で 防 災 知 職 を 学 び 、 住 民 へ の 情 報 共 有 を 行 な い ま す 。 

⑧ 炎 害 の規 横 や 内 容 に 応 じ 、 ス ム ー ズ な 連 携 が 貫 れ る よう 途 絡 系 絹 を 明 確 に し ま す 。

③ 女 性 や 眠 い 方 の 訓 練 参 加 が 墓 え 、 防 製 リ ー ダ ー の 育 成 に 繋 が る よ う な 、 タ イ ム リ ー 

あ な た の 家 の 炎 害 リ ス ダ は 何 か 

ど こ へ 邂 難 し た ら よ い の か 

避 難 に ど れ ぐ ら い の 暁 閾 が か か る の か 

具 体 的 に い つ 邂 難 し た ら よ い の か 

早 め のめ の 避 難 行 動 の 手 が か り と な る 情 報 は 何 か 

で 気 軽 に で き る 訓 練 を 計 画 し ま す 。 

* 災 害 規 横に 応 じ た 支 援 体 制 

③ 太 雨 ・ 吾 風 時 の 初 期 対 応 一 消 防 団 、 防 炎 士 、 セ ン タ ー 職 君 

① ① で 烈 宮が 発 生 し て き た と き っ ー 自 治 会 に 遡 綱 し 〟 自 警 団 に 応 援を 要 請 す る 

① 大 基 槻 災 害 ・ 地 露 発 生 時 一 避 難 所 運 営 委 員 会 ・ 防 炎 委 員 、 還 難 施 設 管 理 老 と 一 致 協 力 し 

全 力 を 尽 くす 。 

[  避 難 所 施 設 ]

[  支 援 団 体 ]  

に ー 

ー 時 還 難 所 
(  各 自 治 会 で 定 め る )  

り 

|  R f  封 
為 室 対 策 本 部 号 史 ⑤⑧-②②-④000 

(  奉 書 映の 迄 報 愛 伝 )  和 

浅 防 本 部 ( ※ 火 畑 場 所 の 問 合 せ )  

世 0⑤⑨⑧-②⑤-0①①⑨ 唐 台 E 

炎 室 汀i o④-P ス A 会 ⑮⑨⑥-②①-⑨⑨⑥⑥ 

向 0d 荒 課 T 0⑤⑨⑧ ⑤ ④①③ |  阿 の 団 玩 琢 口 ① 0⑤⑨⑧-②⑤-①④①④ 
向 常 ⑧ J 0⑤0⑧-②0-①0⑤⑤ す 

進 ゴ ン り 途 椎 談 i u 0⑨⑨⑧-⑤③-④③②④ 
社 会 神 祉 城 議 会 人 0⑤⑨⑧-②①-①④⑧⑦ 

ー 

栄 尾 小 学 校 (  梨 ̀ が道 碁 吉 森 居 詞 防 回 (  瑛 在⑲ 
暇 桑 国小 学 校 栖 長 ② 固 長 
ー T 0⑤⑨00-⑤⑧-②④⑥④ ⑤ ⑨MySHE 

号 0⑤⑨⑧-⑤⑧ ③⑦⑥② 鱒 一' 轟逼蛹雛鱧鶴〝 ⑧ 部 長 

向 自 岳 会 志 如 、 等 阻 
江 一 、 防 泥 絵 貸 阻 

手 琢 駄 森 居 坪 区 ① に t  圃 
(  鋼 ① - ル 

人 ⑤⑤⑨⑧-⑤⑧-②⑥④⑧ 0 

只 0⑤⑨⑥-⑤⑧-③⑥⑥② > 

し ⑤ ト 

① i  
|  宇 入 防 ②a 和 叶 町 要 員 ド |  自 阿 会 長 碇 尾 垂 区 自 警 団 (  現 在 ⑤ 名 )  
|  和 定 町 防 奇 委 哲 西 時 町 自岡 会 長 酉 珍 男 自 葉 団 (  珍 在 ⑮ 名 
|  合 H 旨 防 江 要 員 |  向 H 町 真 沼 会 長 |  向 昌 町 自 談 団 員 
ヨ 一 寺 m 決 欧 体 貝 月 栄 寺 町 自 泥 会 長 ヶ 
F 琴 号 0 近 電 員 |  宋 自 迦 会 曽 和 町 自 警 卯 (  現 在 ② 向 )  
阿 木町 M 妄 要 員 向 年 町 白 沼 会 艸 自 睡 団 口 |  
②⑨BSM 要 哲 珍 町 臭 沼 会 長 ヶ 
向 P 男 防 為 電 唇 阿 形 町 自 岸 人 一 生 寺 町 自 置 回 〈 弱 在 ②名 )  
栄 迦 防 為 如 呼 f SB 日 R 用 生 寺 町 自 登 団 唇 
蓋 之本 町 防 失 委 員 陳 之 木 町 自 泥 会 不 ヶ 
|  定 町 防 災 委 員 |  細 田 自 洞 会 長 国 本 町 自 置 団 (  現 在 ⑤ 代 )  

呪 木 町 自 警 司 員 

で 映 町 自 警 団 (  現 在 ⑨名 )  
珍 畜 自 蓋 団 員 

国 圃 a ⑳0000000000000000000000000000000000 ⑧ 

土 剖 和 定 号 自 警 団 (  喪 在 ⑤ 定 )
コ |  形 町 自 警 匝 員 

0 

自 謀 団 (  珍 坊 ⑫ 名 
[  」 緻 詞 暖 陳 丿 一 町 自 誓 団 団 長 

康 木 町 自 談 団 買 
口 e ー ー 

ー 大 居 叫 自 誌 回 (  現 在 ⑤ 和 )  
大 記 町 自 薇 団 四 長 
大 尽 号 自 薬 団 和 

※ 連 結 充 を 記 入 し た も の は 別途 保 符 ヶ 

④ 
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綱 務 琴 |  談 誌 筧 理 胡 |  松 尾 小 学 校 校長 情 縄 琴 
琴 長・ 班 長 :

要 員 長 |  松 尾 住 民 自 浦 協譜 会 会 長 
副 要員 長 |  松 尾 住 民 自 治 協 識 会 会 長 代 理 

坪 設 管 理 珍 松 尾 住 民 自 治 協 謝 会 役 員 栄 然 者 管 理 班 
珪 長 :  要 員 |  竿 目 岳 会 の 代 表 、 等 班 長 :

防 然 士 、 防 変 委 員 ー 
團 謬 事 務 届 |  松 尾 地 区 コ ミ ュ ニチ t y 

衝 生 斑 食 料 物 資 班 
珪 長:  地 堆 づ く り 選 撫 誤 砥 長 :

行 政 等 |  防 炎 対 策 課
① 社 会 糊 祉 路 議 会 

要 配 碇 者 支 援 琴 夕 部 支 援 曼 入 珠 
琴 長:  珍 長 :

表 ⑥.  設 置 す る 逼 営 斑と 主 な 蒋 務 内 容
琴 名 主 な 話 動 内 家 

総 務 珪 配 置 計 面 、 日 誠 等 の 作 成 、 邂 難 所 運 営 姉 員 会 の闇 催 
災 宮 対 策 本 部 へ の 連 絵 、 苦 情 相 談 対 応 、 防 犯 対 策 、 莉 談 

惟 報 斑 雑 難 所 内 外 の 悶 報 収 集・ 伝 達 ・ 広 報 、 取 村 への 対 志 
拐 炎 者 管 理 珪 |  避 離 者 の 受 付 、 各 簿 の 作 成 ・ 笛 理 、 善 昌 確 認 等 へ の 対 志 
施 設 箋理 珪 施 設 ・読 備 の 点 検 、 贄 機 材 の 剣 達 、 施 設 管 理 者 と の 剣 撃 
食 料 物 貫斑 食 桂 ・ 生 派 鞠 資 の 託 逢 、 受 入 、 管 理 、 配 綱 、 炊 き 出し 対 応 
衛 生 班 倉 生 管 理 (  ト イ レ 、 ご み 、 ペ ッ ト 、 肉 君 )、 健 康 管 理、 感 象 痔 予 防

対 策 
外 部 支 援 受 入 珪 |  行 政 職 員 や ポ ボ ラ ン テ ィ ア 、NPo、 医 療 、 福 祉 、 介 警 等 専 門 輝 の 人 的 

支 播 の 受 入 
要 配慮 者 支 援 珪 |  慶 配 慮 者 への 情 報 提 供 、 ス ペ ース の 調 整 、 快 祝 や 要 蟹 の 把 援 、 支 

援 物 資 の 提 供 

|  f  拳 継 映 [  を と ど り [  が 迦 振 坪 区|  _  ー `_ \ヽ 

R 賭 

THK 

脹 

肥 f  親 
B 

⑲ 、 / ツ ミン 

|  

全 命 ⑥ 年 ④ 月 現 在 

師 住 |  人 致 弐 口 計 会 所 |  対 象 |  近 く の 邂 難 扇 |  塞 容 
町 冬 |  世 帯 整 _ 吊』' 寸 ⑤ = 亨「所 。 に s 収〟 想 定 され る 災 零 

世 筍 数 |  世 師 |  計 |  嘉 玄 |  の 数 |  人 数 |  第 ① 次 |  第 ② 次 |  人 数 '  

西 野 町 |  ①③⑨ ⑨① る . ④⑦ |  ③④③ ⑯⑧ ⑰⑤ ⑤⑥ 土 砂 、 法 浄 寺 川 

岡 山 男 |  ⑧③ ⑥④ ②. ①① ⑰⑤ ⑧④ ⑨① ① 

丹 上 寺 町 | ②①③ ①⑧⑧ ⑫①③ |  ④⑤③ ②③0 |  ②②⑧ P ③④⑦③ 土 砥 、 法 浄 寺 川 、 楯 

平 或 町|  ⑨②② ⑦⑨⑤ |  ②④⑤ |  ②②⑥② |  ⑪③④ |  ⑪②⑧ ① 土 碇 

岡 心 町 |  ①0④ ⑤⑥ ②③① ②④0 |  ①0⑧ ①③② ① 土 砂 、 檜 

立 野 町 |  ②③① ⑮⑨ |  ②. ②0 |  ⑤0⑨ ②⑥⑨ |  ②④0 ① ⑤0⑨ 士 碇 

阿 形 町 ① 土 碇 
ョ ⑮③ ①③0 |  ③. 0⑥ |  ④⑨⑨ ②⑤⑧ |  ②④① 

楼 通 よ 
ョ .  ①0⑥⑤ 

生 之 木 男 |  ⑦⑨ ⑤② ②. ②③ |  ⑰ ⑧0 ⑧ ま 浪 水 

大 足 町 |  ①⑧⑥ ④0 ②. ①0 |  ③⑨0 ⑲④ ⑲⑧ ① 鷺 、 浸 工 

呑 計 |  ②①②0 |  ⑮②⑤ ⑤0④⑦ |  ②⑤②⑤ |  ②⑤②② ⑪ ⑤0④⑦ ②③⑨0 

為 容 凡 例 i  王 碇 … 土 砂 婦 害 C の O 川 … 越 流 橋 … 次 嵩が 増 え 造 行 で き な い 

漫 水 … 堤 隅 が 淑 壊 し 太 珍の 水 が 流 込 み 浸 示 る 
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要 支 援 者 の 声 掛 け ・ 避 難 が 。 スム ー ズ に 出 楽る よ う 灰 頁 の ̀  炎 害 ・ 邂 難 カ ー ド 」 の 袁 面 、

家 族 (  頼 り に な る 人 )  を 記 入 し 、 要 支 援 者 ・ 支 攫 者 が 繰 が る よ う 災 害 時 に 備 え る ツ ー ル と し て 

活 用 し て い き た い と 思 い ま す 。 

頓 り に な る 人 が 思 い 浮 か ば な い 方 は 、 近 く の 組 長 ・ 自 主 防 災 隊 ・ 民 生 委 員 ・ 滑 防 団 等 を 

記 入 さ れ て も い い と 思 い ま す の で 〟 自 治 会 長 ・ 組 長と 粉 談 し 託 入 し て い た だ き た い と 思 い ま 

弘 a 

e e 市 e e 地 区 ̀  災 害 ・ 避 難 カ ー ド 」 オ モ デ テ 医 g [  烏 害 ・ 還 難 カ ー ド |  

t i aeeeeeedl eeedebede 

俵 華 槻 頓 |  R ん て いる ま な と 佐 属 事 項 レ ー 

医 出 

縄麟〟]  ⑦①ammcser nu 
f  ⑧ 

馬 名 連 絡 先 ( mm l smgo)  氏 各 連 給 充 Umm i sr r ae)  

つ っ な が か ら な い と き は ま ⑦①cmamsser eo ー 鵠醐' 麟j  ⑦①aansaezea 

r  ・ ③ ら ・ で DSE p 

①③ 

ペ ベ ー ペ イ ト ン 
ー _  震 度 ⑤ 弱 地震 発 生 ー 一 

ー マ ー 

プ ⑦ 桃 尾 小 学 根 編 / / 
國 キ ー 

ー す べ 
地 震 発 生 後 、 告 地 区 よ り 第 ① 次 避 難 所 で あ る 検 尾 小 学 校 へ 還 難 老 が 集 ま っ て くる 。 

避 難 所 開 設 は 下 記 の 手 順 で 行 な う 。 (  次 財 の 避 難 所 開 設 図 を 参 照 )  

①。 地 震 閤 銚 ボ ッ ク スよ り 、 院 炎 資 機 材 倒 庫 NQ. ① の カ ギ を 瑛 り 出 す 。

② 防 然 資 機 材 倉 庫 NQ. ① よ り 、 避 難 所 匯 読 ボ ポ ッ タ ス を 曼 付 場 所 へ 運 ぶ 。 

③.  選 難 所 開 設 ボ ッ ク スよ り 、 各  々の カ ギ を 取 り 白 し 受 付 準 備 ・ 建 物 点 検 等 に 入 る 。 

[  外 受 付 準 備 ]  

き 夜 閾の 堤 合 は 、 防 災 資 織 材 倉 産 NO. ① よ り 発 性 機 ・ 煌 明 器 具 を 使 い 夜 間 照 明 す る 。 

_  ⑦ 新 倉 座 に あ る テ ン ト ② 張 りを 体 育 館 前 の 叛 付 位 置に 組 み 立 て る 。 

① 張 り は 愛 任 テ ン ト 、 も う ① 張 り は 雨 天 時 邂 難 者 待 機 用 》 

き 防 災 資 機 材 倉 座 NC. ② よ り 、 長 机 ③ ・ 折 橙 子 ④ ・ 手 指 消 壽 ③・ フ ェ イ ス シ ー ル ド ・ ガ 

ウ ン を 受 付 デ ン トに 運 び受 付の 準 催 を す る。 壷 付 票 の 健 康 状 態 チ ェ ッ ク タ リ ス ト ・ 簡 

易 受 付 票 お よ び 邂 難 者 名 簿 (  個 祭 )  は 避 難 所 開 設 ボ ポッ ク スの 中 。 

[  廻 物 点 検 ]  

き 松 尾 小 学 校 体 育 館 お よ び 松 尾 地 区 コ ミ ュ ニ ティ セ ン タ ー の 施 設 安 全 点 検 を 行 な う。 

点 検 者 は 必 ず ヘ ル メ ッ ト を 着 用し ② 全 で 点 検を 行 な い 判 定 す る 。 な お 、 ガ ラ ス の 割 れ

や 注 意 箇 所 が あ る 場 吉 は 、 片 付 け お よ び 立 入 禁 此 処 置 後 に 建 物 を 使 用 す る 。 

施 設 使 用 前 に 、 施 設 ( 体 育 館 )  管 理 者に 遠 絡 を す る 。 

[  舘 内 受 付 ・ 滞 在 場 所 の 設 宿 ]  

ゅ 体 育 館 、 中 入 口 に 叛 付を 設 置 、 体 脈 館 ② 階 よ り 長 机 を② 台 運 び 入 口 の 右 ・ 左 に 設 置 

す る s 

滞 在 場 所 は ⑥ プ ロ ッ ク と し 、 款 財 図 の 地 区 罷 り で 設 置 する 。 地 区 名 入 り の コ ーン を 

防 然 資 機 材 倉 庫 NQ. ① よ り 運 び 滞 在 場 所 に 置 く 。 

体 胆 館 広 で は 、 入 口 で 邉 難 所 簡 易 受 付 を 行 な い 、 受 付 で 游 さ れ た 避 難 者 名 簿 {  倭 祭)  

を 滞 在 場 所 で 記 入 す る 。 記 入 し た 名 簿 は 受 付 に 雇 け る 。 

(  右 図 は 間 仕 切 り パ ー テ ィ シ ョ ン を 速 結 し 、 プ ラ イ ベ ー ト ス ペ ー ス を 確 保 す る 大 き 

さ で す 。 》 

⑭
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体 育 館 配 置 図 
避 難 所 開 設 図 

川 I  

須 
④m 幅 c
に ス テ 
に をた 側 
固 の 位 

⑰⑦ 

ほ
 」 一 瞼 

-
 

当 
g
 0

L
 

|
 

ー
s
※
 唇 

を 記 入 する 。 

` 傳 康 狂 思 チ ェ ャ プ リ ス ト 
肋 受 今 - 邉 雌 所 嘴 星 受 代 祭 
湯 付 場 所 .  運 難 者 名 管 (  困 神 

時 喪 付 
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電 気 ・ 水 道 の 不 通 に よ り 水 浄 ト イ レ が 修 用 で き ま せ ん !  

簡 易 侵 庫 ・ 排 侵 使 用 袋 を 使 っ て の ト イ レは で き ま す 。 ③
F
 

②
F
 

③ 
葦 侵 袋 を と り は ず し 、 封 

を す る 。 

② 
用 を足 し た 後 、 侵 凝 固 

※ 下 圏 の ① っ ② っ ③ の 須 を よく 見 て 保 用 し て く ださ い 。 

荊竈攫り讐けて軌 

① 

便 座 に ベ ン リ ー 袋 の 蒐 
便 袋 を 被 せ る 。 

集 積 場 の ご み 箱 に 
分 別 し て 入 れ る 
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誠
 

豊 地 地 区 防 炎 計 画 

と )  

(  よ )  

(  ち )  

(  ぼ )  

う )  

④ 恐 )  

(  い )  

(  風 水 害 編 )

と て も 大 き い 規 模の 被 害 を

予 告な し や 少 し の 情 報 の ま ま 

近 く で 体 験 す る こ と も あ り ま す 

防 災 や減 災 へ の 対 応 は 

運 だ け に 頼 る の で は な く 

細 心 の 心 構 え 等 を 普 段 か ら 準 備 し て 

い ざ と い う 時 に 適 切 な 行 動 が と れ る よ う に し ま し ょ う !  

令 和 ⑥ 年 ⑫ 月 

豊 地 ま ち づ く り 協 議会 

@ 月 次 

対 象 地 区 の 範 圏 

基 本方 針 ( 目 的 )  

活 踏 目 標 

地 域 の 特 性 (  地 理 、 人 口 等 )  

地 域 の 災 害 履 歴 と 想 定 さ れ る 災 害 

ふ ぶ だ ん の 災 害 へ の 備 え 

炎 害 が 発 生 し た 時 の 行 動 

災 害還 難 時 の 避 難 場 所 と 経 路 

諜 愛 と 問 顕 性 

今 後 の 活 動 目 標 

マ
 

マ
 

マ
 

さ
 

に
 

さ
 

ら
 

G
 

F
 

C
 の
 

G
 

C 
N
o
 

F
 ュ

 
さ
 

ト
 ス

 
【
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①⑧ 経 緯 ②,  基 本 方 針 (  目 的 )  
豊 地 地 区 は 、 中 央 を 一 編 河 川` 中 村 川 」 が 流 れ 肥 沃な 士 地 が 広 が る 一 方 、 遇 去 

に は 昭 和 ⑤ ⑦ 年 の 台 風 ① 0 号 に よ り 大 き な 被 害 を 受 け た 歴 史 も あ り 、 現 在 も 中 村 
松 阪 市 の 災 家 ビ ジ ョ ンで あ る 【 災 霊 時 の 人 的 被 害 ゼ ロ 】 を 実 現 する 為 、 

り 基 本 方 針 (  目 的 ) を 定 め ま す 。 低 下 のと お 
薬 王 寺 町 な ど 

の 一 部 エ リ ア は 土 砂 災 害 地 区 別 警 戒 区 域 に 指 定 さ れ て い る と こ ろ も あ り ま す 。 

は 川 流 域 の 一 部 は 家 屋 倒 壊 等 氾 濫 想 定 区 域 に 指 定 さ れ て い る 。 ま た 

減 炎 * 地 域 の 防 家 庭 
災 害 時の 人 的 襄 害 ゼ 口 」 を 目 指す 避 難 行 動 を P 

近 年 の 気 候 変 動 に よ り 、 か つ て 経 験 し た こ と の な い 様 な 台 風 や 雨 が 多 発 し 、 

防 烈 ま た 、 過 去 の 被 害の 記 憶 が 薄 れ つ つ あ る 中 で 、 大 切 な 家 族や 地 域 を 守 る 為 、 

・ 減 炎 の た め の 指 鋒 と し て ` 豊 地 地 区 防 災 計 画 (  風 水 害 )  」 を 作 成 し ま し た 。 

た だ 、 各 地 域 に よ っ て 炎 害の 範 囲 な ど が 異 な る の で 、 あ く ま で も 個 人 の 行 動 が

基 本 と な る こ と を 申 し 添 え ま す 。 

り 定 ぬ め ま す 。 活 動 方 針 (  目 的)  を 実 現 する 為 の 活 動 目 標 を 以 下 の と お 

還 難の 方 法 を 知 ろ う !  危 陰 を 、 情 報 を、 ャ 雨 を 

①. ,  対 象 地 区 の 範 囲 

安 全 な 場 所 、 集 合 ・ 

ま 

リ ス ト 」]  を 吉 布し 、 家 甦 で` 非 常 持 ち 出 し 袋 】 、 

皐 品 ) 」 の 備 え を 行 

識 の 向 上 と 防 災 ・ 減 災 の 強 化

緯 路 の 確 語 ) に つ い て 話 し 合 い を 行 

に 
Sd 

避 難 場 所 、 

・ 家 庭 で の 災 害 時 対 応 (  防 災 情 報 入 手 、 家 族 の 役 割 、 

・ 託 網 で F チ ェ ッ ク 

① 災 宮 

非 常 食 

う ⑧ (  備 

② 風 水 害 (  土 砂 災 害 等 )  の 発 生 に 備 え防 災 ・ 減 災 点 検 活 動 の 実 施 

n
d
 

!
 ト 

ペ ー ・ 防 炎 組 繁 (  自 洛 会 、 組 長 等 )  で 邂 難 経 路 の 安 全 確 認 を 

・ ハ ザ ー ド マ ッ プ 等 で 土 砂 炎 害 、 浸 水 等 の 災 害 危 険 個 所 の 確 認 を 行 う 。 

・ 風 水 害 の 備 え 、 誰 も が ` 土 の う 作 り 、 穢 み 込 み 」 が で き る よ う に 訓 練 を 行 う 。 

③ 身 近な 居 住 地 域 で の 日 頃 の 声 か け 、 助 け 合 い の 実 施 

防 然 際 ・ 消 防 団 等 ) の 行 動 計 画 を 定 め る 。 
避 難 情 報 に 基 づ き 、 災 害 時 要 支 播 (  防 災 カ ル テ 等 ) 対 象 者 の 

安 否 確 認 を 行う 。 

・ 自 治 会 、 ま ち づ く り 協 譲 会 で は 、 ` 緊 急 達 絡 綱 |  に 基 づ き 、 災 容 情 報 、 安 否 

確 認 を 集 約 、 把 握 する 。 

ー
 
⑰
③
 

ー 
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④ ,  地 域 の 特 性 (  地 理 、 人 口 等 )
・ 旧 嬉 野 町 の ほ ぼ 中 間 に位 置 し 、 平 野 ・ 中 山 間 地 域 が 混 在 す る 。 

・ 一 級 沼 川 の 中 村 川 中 流 域 で あ る 。 

・ 県 道 ③0 号 縺 、⑥⑦ 号 線 、⑤⑧0 号 線 が あ る 。 

・ 地 域 の 人 口 ③①0⑦ 人 世 帯 数 ①. ④0① (  令 呪 ⑥ 年 ① 月 ① 日 )  

⑤,  地 域の 災 害 履 歴 と 想 定 さ れ る 災 害 
① 地 区 の 災 害 履 歴 
・ 発 生 日 時 :  暇 和 ⑤⑦ 年 ( ①⑨⑧② 年 )  ⑦ 月 ⑪ 日 一 ⑧ 月 ③ 日 

台 風 ①0 号 が 志 摩 半 島 を か す め 、 渥 美 半 島 酉 部 に 上 陸し ま し た 。 

県 内 中 部 で 大 雨 と な り 、 名 松 織 全 線 が 土 砂 崩 れ の 為 不 通 と な り ま し た 。 

旧 嬉 野 町 内 で 民 家 ④ 棟 が 、 土 砂 で 倒 壊 の 被 害 に あ い ま し た 。

市 内 で は 死 者 ⑲ 名、 行 方 不 明 者 ② 名 、 建 物 被 害 は 全 壊 ④② 棟 、 浸 水 ③. ⑨⑥⑤ 棟 の

被 害 と な り まし た 。 

豊 地 地 区 の 被 宮 単 位 :  棟 
|  地 区 床 上 浸 水 |  床 下 漫 水 地 区 床 上 浸 水 床 下 浸 水 

因 八 田 # ①0 下 宇 走 i  ⑤ 

ト 堀 之 内 ③ ⑫ 井 之 上 a ③ 

_  ー 志 団 地 ①⑧④ に 

② 想 定 さ れ る 災 害 ア ン ケ ー ト 調 

・ 大 雨 , 台 風 等 に よ る 風 水 害 (  河 川 、 土 砂 等 )  

(  冠 水 、 風 倒 木 、 山 崩 れ 、 地 滑り 、 生 活 道 路 の 通 行 止 め 等 )

⑤,  ふ だ ん の 炊 害 へ の 備 え 

① 個 人 ・ 家 族 で す る こ と 

・ 訣 為 氣 暁 箔 報 の 入 年 、 霊 の 隆 り 方 、 川 の 増 水 、 危 陳 斜 面 の 托 況を 知 る 。 

・ 土 砂 災 容 ハ ザ ー ドマ ップ の 謙 戒 、 特 別 謙 或 地 域 を 知 る 。 

・ 屋 内 安 全 傳 所 、 近 隣の 安 全 宿 所 、 指 定 緊 急 避 雛 所 を 知 る 。

・ 非 幣 時 常 倫 品、 寄 娘 で 維 縄 共 有、 近 所 付 き 含 い 。 

志 地 域 で す る こ と 
・ 防 烈 硬 修 、 調 簗 を 哭 施 し L 笑 災 ・ 減 烈 意 警 を 筑 め る 。 

・ 定 期 的 に タ ウ ン ウ ォ ッチ ン ダ を 実 施 し 、 危 歴 個 所 を 碁 認 す る 。 

・ 災 膜 時 要 支 擦 者 の 把 摘 と 否 確 誓 、 支 援 め り 決 め を 行う 。 

・ 炎 害 発 生 時 の 情 報 共 有 と、 ` 映 け 合 い ]  に よ る ` 月 主 労 災 組 繁 〕 を 育 成 する 。 

,  災 害 が 発 生 し た 時 の 行 動 

` 暗 水 害 タ イ ム ラ イ ン よに 執 

① 発 災 直 待 の 行 動 は・・・ 
・ 自 分 自 身 、 宿 族の 命 を を 守る ① 

② 発 烈 後 に 個 人 ・ 寮 族 で す る こ と は ・・ ・ 

・ 家 施 、 近 所 の 安 否 確 認 、 自 宅 の 家 全 場 所 、 地 域 待 避 所 、 指 定 邉 難 所 へ の 避 難 

③ 発 災 策 に 地 域 で す る こ と は ・・ ・ _  

・ 住 民の 安 沓 確 認 、 邂 難 経 路 の安 全 磋 認 、 遽 難 呼 び か け 、 還 難 誘 導 ・ 支 撥 

・ 避 難 行 動 慶 支 援 者 の 支 援 、 避 難 所の 遣 営 、 快 還 性 の 確 保 

・ 避 雑 先 で の 情 報 発 信、 住 民 へ の 災 宮 時 広 報 、 行 武 と の 坂 衝
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雑 地 地 区 院 烈 計 画 (  風 水 容 )  等 ア ン ケ ー ト 結 昆 吉 和 ⑥ 年 ⑨ 月 ⑦ 日 
⑧ 災 害 避 難 時 の 避 難 場 所 と 経 路 (  嬉 野 中 学 校 ま で )  

@ 避 難 所 に つ い て 

* 還 難 経 路 圏は 別 紙 自 浩 代 ー 次 退 還 所 地 区避 難 所 備 水 
一 白 沼 会 中 子 杯 ① |  振 之 内 |  空 全 で な い 無 し 水 宮 前 な ら 中 学 校 

② |  非 之 三|  集 蒋 セ ン ター 無 し ⑤ ⑤ or r epemr oee oen 垢 椎 ① 婆 之 内 自 治 会 の 邂 難 先 と 経 路 (  退 避 所 ・ 指 定 還 難 所 )  嬉 野中 学 校 ョ 失 言 |  森 詞 ホ ー で キ トェ そ 
⑨ 下 之 序 自 治 会 の 邂 難 先 と 経 路 (  退 避 所 ・ 指 定 避 難 所 )  嬉 野 中 学 校 ④ |  エ イ トタ ウ ン |  集 会 所 無 し 
③ 上 野 自 治 会 の 避 難 先 と 経 路 (  退 邂 所 ・ 指 定 邉 難 所 )  嬉 野 中 学 校 ⑤ |  薙 王 寺 集 会 所 |  善 福 寺 無 し 
④ 神 ノ 木 台 自 治 会 の 避 難 先 と 経 路 (  退 邂 所 ・ 指 定 還 難 所 )  嬉 野 中 学 校 董 神下之ノ菫台 嬉彗章所材 集落無しタ 

:  aa 烈 和 桂 綺 Rar omememzs 吉 学 校 落 セ ン タ ー 
⑥ 薬 王 寺 自 治 会 の 避 難 先 と 経 路 (退 避 所 ・ 指 定 邂 難 所 )  嬉 野 中 学 校 ョ ⑤ ミ - ー i  
⑤ 八 田 自 治 会 の 避 難 先 と 経 踏 (  迷 避 所 ・ 指 定 避 難 所 )  嬉 野 中 学 校 ⑨ |  一 志 団 地 |  安 全 でな い 無 し 水 害 前 な ら 中 学 校 

⑦ エ イ トタウ ン 自 治 会 の 邂 難 先 と 経 路 (  退 避 所 ・ 指 定 避 難 所 )  嬉 野 中 学 校 ①0 |  一 あ 集 会 所 無 し 
⑧ 井 之 上 自 治 会 の 遽 難 先 と 経 路 (  退 避 所 ・ 指 定 避 難 所 ) 嬌 野 中 学 校 菫 宣冨富菫 集安蔦全で嚢̀ 董仁 

p ③ セン ー FRs 

⑧ R m ュ 。 B ー 客 に 

ーーーーーーーーーー  ー ュ ー 、 津 談 中 子 恍 ャ 一 時 退 避 所 は 、 命 を 守 る た め 、 災 害 の 危 陛 か ら ま ず 送 げ る た め の 場 所 。
①0 一 声 自 治 会 の 避 難 先 と 経 路 (  退 避 所 ・ 指 定 邂 難 所 )  嬉 野 中 学 校 地 区邂 難 所 と は 、 地 域 が コ ミ ュ ニ テ ィ を 雑 持 し、 指 定 避 難 所 (  嬢 野中 学・ 福 祀 セ ン タ ー)  
⑪ 一 志 団 地 自 治 会 の 避 難 先 と 経 路 (  退 避 所 ・ 指 定 避 難 所 )  嬉 野 中 学 校 を 補 完 す る ため に 独 自で 開 設 す る 場 所 。 
⑲ 山 田 団 地 自 治 会 の 避 難 先 と 経 路 (退 避 所 ・ 指 定 邂 難 所 )  嬉 野 中 学 校 

@ 炎 害 の 恐 れ 予 憾 

R 自 泉会 河 川 狂 濫 |  土 砂 峙 れ |  池 決 壊 傭 考 
・ 急 傾 斜 地 等、 地 形 上 斜 面 崩 落 に よ り 還 難 経 路 が 確 保 で き な い 災 害 発 生 喪 國 談 ド Rmi  
・ 災 宮 時 の 連 絡 、 地 域 の 助 け 合 い 、 自 主 防 災 ・ 減 災 体 制 づ く リ ② |  水 継 中 来l  有 り ② カ 所 有 り 
・ 炎 害 時 、 要 援 護 者 へ の 支 援の 仕 組 み (  ル ー ル )  と 支 援 体 制 づ く り ③ 八 田 中 村 川 有 り ① カ 所 有り 八 田 沼 

m ④ |  エ イ ト タ ウ ン |  中 木 川 |  国 地 南 側 山 ・ 暑 段 の 近 所 付 き 合い 、 居 住地 域 で の 助 け 合 い 意 譚 を 高 め る こ と 段 の 近 所 付 き 合 い 、 居 佐 地 域 で の 助 け 合 い 意 譚 を 高 め る 向 謬 一 」 i  ー 
・ 地 域の 防 炎 、 滅 災 力 の 青 成 (災 霊 時 の 活 動 力 等)  と 人 材 、 資 材 機 材 の 整 備 |  細 み口 和 五 ⑨ ー 継 綱 な に 

イ 下 ノ 店 中 料 川 ・ 太 谷 川 自 治 会 内 は ② 地 区 

①0,  今 後 の活 動 目 標 ⑧ 上 野 大 谷 川 有 り 
ー ⑨ 一 志 団 地 中 村川 ・ 駒 辺 川 ・ ベ = き る え ぇ 、 徐  々に 地 袁 ・ 減 炎 力を 高 ぬ る 。や る べ き 事 、 で き る 事 を 考 え、 徐 々 に 地 域 の 防 災 ・ 減 炎 力 を 高 め る 品 上 ー 一 芦 ー ー イ ー マ ⑧

・ 防 然 、 溺炎 活 動 の ̀  繁 続 」 と 計 画 の ̀  レ ベ ル ア ッ プ ( PDCA)  」 を 図 る 。 ⑪ |  荒 田 団 巡 有 り 
・ 自 主 防 炎 組 織 (  自 治 会 、 自 主 防 炎 隊、 消 防 団 及 び ま ち づ く り 協 議 会 等 )  の ⑫ |  馬 田 中 村 川 ③ カ 所 有 り 河 川 ① 軒 彩 響 あ り 
征 割 (  初 動 )  と 津 動 ・ 行 蝿の 実 践 を 進 め る 。
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(  風 水 害 ・ 豊 地 地 区 )  

t  ょ ,  風 水 害 タ イ ム ラ イ ン (  豊 地 地 区 )  

② 防 災 計 画 概 要 版 
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揥水地区防災計画
（風水害編）
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自分で守ろう‼
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序章(計画策定に至った理由)
　揥水地区は、櫛田川の中流地区約6kmにわたり、細長く約1600世帯が住み、環境良好な地区で

あり、伊勢湾台風（昭和３４年９月２６日）以来60年余り大きな風水害もなく「この地区に限っ

て・・・・・」と言い切る住民も多く、ある意味安全性バイアスが浸透している地域でもある。

　しかし、近年では全国的に線状降水帯による大雨・洪水・高潮等により想定外の浸水被害が多

発しています。

　当地域においても平成２９年１０月２２日台風２１号の襲来により菅生町地区において甚大な

浸水被害に見舞われました。また、揥水地区は松阪市の浸水ハザードマップでは伊賀町地区の一

部を除いた全ての地区が浸水地区となっています。国においては、平成２６年４月地域住民が自発

的に防災計画を作成する活動を応援するため、災害対策基本法が改正され「地区防災計画制度」

が創設されました。そこで、揥水住民自治協議会安全防災部では揥水地区の住民・家族を守り

一人の犠牲者も出さないために令和３年度より「揥水地区防災計画」の策定に向けて検討を積み

重ね、９地区それぞれの地区防災計画を作成し、また、各家庭へ配布する「我が家の防災計画」

を作成しました。

1.計画の対象地区の範囲
　「山添町」「安楽町」「山下町」「伊賀町」「みどり苑」「豊原町」「櫛田町」「清水町」「菅生町」からなる

揥水地区(9地区)を計画の対象とします。

揥水地区の地図

対象地区の範囲

ー揥水地区境

清水町

櫛田町

伊賀町

山下町

安楽町

みどり苑

菅生町

豊原町

山添町

1

2.基本方針

　「災害時、自分の命は自分で守り人的被害 "0" を目指す」
〇「自分たちの命は自分たちで守る」即ち「自助」を基本方針とし、、自分たちの地域の地理的環境・人

　的環境・災害弱者を把握し、様々なかたちでコミュニケーションを持つことで揥水地区から一人も犠

牲者を出さない。

〇防災意識の向上のため揥水地区全体の防災訓練をはじめ、各自治会においても「地区防災計画」を

見直し、各家庭においても「我が家の防災計画」の確認や見直しを行う。

 

3.活動目標
〇揥水地区の防災意識の向上

　・各地区のワークショップで出された課題をもとに、各地区に応じた防災計画を作成する。

　・各地区の防災計画をもとに、各家庭において防災について話し合い「我が家の防災計画」を作る。

〇風水害・地震よる各地区の対応

　・風水害・地震による被害の軽減のために、定期的に防災訓練・避難訓練の実地を位置づける。

〇要支援者の対応

　・要支援者の名簿を各自治会でリストアップし、確実に全員支援できるよう事前に対策を検討する。

令和５年1月
防災講演会

令和４年１２月

ワークショップ

  2
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序 章 (  計 画 策 定 に 至 っ た 理 由 )  
摂 水 地 区 は、 櫛 田 川 の 中 流 地 区 約 ⑥km に わ た り 、 細 長 く 約 ⑯00 世 帯が 住 み 、 環 境 良 好 な 地 区 で 

あ り 、 伊 勢 湾 台 風 (  昭 和 ③ ④ 年 ⑨ 月 ②⑥ 日 )  以 来 ⑥0 年 余り 大 き な 風 水 害 も な く ` こ の 地 区 に 限 っ 

て ・ い ・]  と 言 い 切 る 住 民 も 多 く 、 あ る 意 味 安 全 性 バ イ ア ス が 浸 透し て い る 地 域 で も あ る 。 

し か し 、 近 年 で は 全 国 的 に 線 状 降 水 帯 に よ る 大 雨 ・ 洪 水 ・ 高 潮 等 に よ り 想 定 外 の 浸 水 被 害 が 多 

発 し て い ま す 。 

当 地 域 に お い て も 平 成 ② ⑨ 年 ① 0 月 ② ② 日 台 風 ② ① 号 の 襲 来 に よ り 菅 生 町 地 区 に お い て 甚 大な 

浸 水 被 害 に 見 舞 わ れ ま し た 。 ま た 、 挿 水 地 区 は 松 阪 市 の 浸 水 ハ ザ ー ド マ ップ で は 伊 賀 町 地 区 の 一 

部 を 除 い た 全 て の 地 区が 浸 水 地 区 と な っ て い ま す 。 国 に お い て は 、平 成 ② ⑥ 年④ 月 地 域 住 民 が 自 発 

的 に防 災 計 画 を 作 成 す る 活 動を 応 援 す る た め 、 災 害 対 策 基 本 法 が 改 正 さ れ ` 地 区 防 災 計 画 制 度 」 

が 創 設 さ れ ま し た 。 そ こ で 、 搭 水 住 民 自 治 協 議 会 安 全 防 災 部 で は 挫 水 地 区 の 住 民 ・ 家 族 を 守 り 

一 人 の 犠 牲 者 も 出 さ な い た め に 令 和 ③ 年 度 よ り ` 捉 水 地 区 防 災 計 画 」 の 策 定 に 向 け て 検 討を 積 み

重 ね 、⑨ 地 区 そ れ ぞ れ の 地 区 防 災 計 画 を 作 成 し、 ま た 、 各 家 庭 へ 配 布 す る ` 我 が 家 の 防 災 計 画 」 

を 作 成し ま した 。 

①.  計 画 の 対 象 地 区 の 範 囲 
` 山 添 町 」` 安 楽 町 」` 山 下 町 」` 伊 賀 町 」` み ど り 苑 」`豊 原 町 」` 櫛 田 町 」` 清 水 町」` 菅 生 町 」 か ら な る 

摂 水 地 区 ( ⑨ 地 区 )  を 計 画 の 対 象 と し ま す 。 

隆 閲 さ す f  
対 象 地 区 の 範 囲 
ー 挿 水 地 区 境 

②.  基 本 方 針 
` 災 害 時 、 自 分 の 命 は 自 分 で 守 り 人 的 被 害 “0“ を 目 指 す」 

O 〇 [ ` 自 分 た ち の 命 は 自 分 た ち で 守 る 」 即 ち ̀  自 助 」 を 基 本 方 針 と し 、、 自 分 た ち の 地 域の 地 理 的 環 境・ 人 

的 環 境・ 災 害 弱 者 を 把 握 し 、 様  々な か た ち で コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン を 持 つ こ とで 摂 水 地 区 から 一 人 も 犠 

牲 者 を 出 さ な い 。 

O 〇 防 災 意 識 の 向 上 の た め 摂 水 地 区 全 体 の 防 災 訓 練 を は じめ 、 各 自 治 会 に お い て も ` 地 区 防 災 計 画 」 を 

見 直 し、 各 家 庭 に お い て も ` 我 が 家 の 防 災 計 画 」 の 確 認 や 見 直 し を 行 う 。 

令 和 ⑤ 年 ① 月 
防 災 講 演 会 

令 和 ④ 年 ① ② 月 

ワ ー ク シ ョ ッ プ 

③.  活 動 目 標 
O 摂 水 地 区 の 防 災 意 識 の 向 上 

・ 各 地 区 の ワ ー ク シ ョ ッ プ で 出 さ れ た 課 題 を も と に 、 各 地 区 に 応 じ た 防 災 計 画 を 作 成 する 。 

` 告 地 区 の 防 災 計 画 を も と に 、 各 家 庭 に お い て 防 災 に つ い て 話し 合 い ̀ 我 が 家 の 防 災 計 画 」 を 作 る 。 

O 〇 風 水 害 ・ 地 震 よ る 各 地 区の 対 応 

` 風 水 害 ・ 地 震 に よ る 被 害の 軽 減 の た め に 、 定 期 的に 防 災 訓 練・ 避 難 訓 練 の 実 地 を 位 置 づ け る 。 

O 〇 要 支 援 者 の 対 応 

・ 要 支 援 者 の 名 簿 を 各 自 治 会 で リ ス ト ア ッ プ し 、 確 実 に 全 員 支 援 で き る よ う 事 前 に対 策を 検 討 す る 。



4.地区の特性(地理・人口など)
　　揥水地区は、松阪市の南東部に位置し、旧伊勢街道が東西に走りこの街道を中心に発展し、一級河川

 　櫛田川の左岸の全長約6㎞の地域で区画整理が終了した田園に囲まれた自然豊かな地域です。

◎揥水地区の人口　 〈令和5年4月1日現在〉

町名 性別 人口計 世帯数 ７５～７９ ８０～８４ ８５～８９ ９０～９４ ９５～９９ １００～

山添町 男 112 11 6 2 2 0 0

女 113 11 3 5 2 1 0

計 225 55 22 9 7 4 1 0

安楽町 男 29 3 3 0 0 0 0

女 32 5 4 1 0 0 0

計 61 23 8 7 1 0 0 0

山下町 男 39 4 3 2 1 1 0

女 38 7 1 4 0 0 0

計 77 31 11 4 6 1 1 0

伊賀町 男 301 21 11 3 2 2 0

女 309 17 10 6 5 3 0

計 610 189 38 21 9 7 5 0

みどり苑 男 125 10 6 3 1 1 0

女 123 11 5 6 1 0 0

計 248 102 21 11 9 2 1 0

豊原町 男 628 47 27 13 15 3 0

女 705 40 40 17 23 3 0

計 1233 658 87 67 30 38 6 0

櫛田町 男 445 22 34 15 7 1 0

女 467 39 29 25 15 6 0

計 912 436 61 63 40 22 7 0

清水町 男 102 8 7 4 0 0 0

女 110 3 0 3 3 0 0

計 212 66 13 14 7 5 2 0

菅生町 男 36 4 1 1 0 0 0

女 39 3 0 3 3 0 0

計 75 25 7 1 4 3 0 0

合　計 男 1817 130 98 43 28 8 0

女 1836 138 99 70 54 15 0

計 3653 1585 268 197 113 82 23 0

◎揥水地区災害時要支援者　 〈令和5年4月1日現在〉

町　名 町　名 町　名

山添町 男 3 伊賀町 男 6 櫛田町 男 15

女 5 女 11 女 39

安楽町 男 1 みどり苑 男 2 清水町 男 3

女 4 女 4 女 9

山下町 男 2 豊原町 男 26 菅生町 男 2

女 1 女 42 女 2

会計 男 60

女 117

計 177

3

5.地区の災害履歴及び想定される災害
　揥水地区の災害履歴を示す前に暴れ川と言われた櫛田川の歴史に触れると、遡ること約1200年前、

平安時代に櫛田川の大氾濫が3度程ありました。その頃から何度も何度も堤防や井堰を築いたり、川幅

を広げたりして暴れん棒の櫛田川を宥めすかしてきました。

　実は、昔は祓川が本流で櫛田川は支流でした。1082年の大洪水、7月10日伊勢路に大地震が発生し

祓川も轟音を発しのたうち回りました。自然堤防であった祓川はあちこちで決壊し川筋の田600ha、神

社12社を押しつぶしました。この大地震で支流の櫛田川が本流となりました。また、井堰の数も櫛田川に

は7か所、祓川には11か所もあることから、以前の本流は祓川であったと言えます。

<災害履歴>

〇平成29年10月22日（2017年）　台風２１号被害 菅生町

　菅生地区町では、水田に溜まる水を用水路に排出しきれない状態となり、未明には一部の住宅が冠水

する事態が発生し、床上浸水が1軒、床下浸水が7軒となり、一部住民はゴムボートで避難しました。

〇平成29年10月22日（2017年）　台風21号により県道701号線御麻生薗豊原線（神山付近）が崩落し

約3か月間通行止めとなりました。・・・・(出典:松阪市役所防災対策課より)

〇平成29年10月22日（2017年）　台風21号の豪雨により山下町内の西側山林3箇所の土砂崩れが

発生し住宅2軒が一部損壊の被害が発生しました。当地区は上水道の貯水槽に隣接しているため、今後

起こり得る土砂災害に備え大規模改修工事が行われました。　　　　
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平 安 時 代 に 櫛 田 川 の 大 氾 濫 が③ 度 程 あ り ま した 。 そ の 頃 か ら 何 度 も何 度も 堤 防 や 井 堰 を 築 い た り 、 川 幅 

捉 水 地 区 の 災 害 履 歴 を 示 す 前 に 暴 れ 川 と 言 わ れ た 櫛 田 川 の 歴 史 に 触 れ る と 、 遡 る こ と 約 ⑫00 年 前 、

を 広 げ た り し て 暴 れ ん 棒 の 櫛 田 川 を 宥 め す か し て き ま し た 。

⑤.  地 区 の 災 害 履 歴 及 び 想 定 さ れ る 災 害 

捉 水 地 区 は 、 松 阪 市 の 南 東 部 に 位 置 し、 旧 伊 勢 街 道 が 東 西 に 走 り こ の 街 道を 中 心 に 発 展し 、 一 級 河 川 

櫛 田 川 の 左 岸 の 全 長 約 ⑥km の 地 域で 区 画 整 理 が 終 了 し た 田 園 に 囲 ま れ た 自 然 豊 か な 地 域 で す 。 

④.  地 区 の 特 性 (  地 理 ・ 人 口 な ど )  

実 は 、昔 は 祓 川 が 本 流 で 櫛 田 川 は 支 流 で し た 。①0⑧② 年 の 大 洪 水 、⑦ 月 ①0 日 伊 勢 路に 大 地 震 が 発 生 し

祓 川 も 轟 音 を 発 し の た う ち 回 り ま し た 。自 然 堤 防 で あ っ た 祓 川 は あ ち こち で 決 壊 し 川 筋 の 田 ⑥00ha、 神 

社 ⑫ 社 を 押 し つ ぶし ま し た 。 

〈 令 和 ⑤ 年 ④ 月 ① 日 現 在 %@⑥ 搾 水 地 区 の 人 口 

の 大 地 震 で 支 流 の 櫛 田 川 が 本 流 と な り ま し た 。 ま た 、 井 堰 の 数も 櫛 田 川 に C 

は ⑦ か 所 、 祓 川 に は ⑪ か 所 も あ る こ と か ら 、 以 前 の 本 流 は 祓 川 で ち つ た と 言 え ま す 。

< 災 害 履 歴 > 

〇 平 成 ②⑨ 年 ①0 月 ②② 日 ( ②0①⑦ 年 ) 台 風②① 号 被 害 菅 生 町 

菅 生 地 区 町 で は 、 水 田 に 溜 ま る 水 を 用 水 路 に 排 出 し き れ な い 状 態 と な り 、 未 明 に は 一 部 の 住 宅 が 冠 水 

す る 事 態 が発 生し 、床 上 浸 水 が ① 軒 、 床 下 浸 水 が⑦ 軒 と なり 、 一 部 住 民 は ゴ ム ボ ー ト で 避 難 し ま し た 。 

〇 平 成 ②⑨ 年 ①0 月 ②② 日 ( ②0①⑦ 年 ) 台 風 ②① 号 に よ り 県 道 ⑦0① 号 線 御 麻 生 薗 豊 原 線 (  神 山付 近 )  が 崩 落 し 

約 ③ か 月 間 通 行 止 め と な り ま し た … ・(  出 典 :  松 阪 市 役 所 防 災 対 策 課 よ り )  

O 平 成 ②⑨ 年 ①0 月 ②② 日 ( ②0①⑦ 年 )  台 風②① 号 の 豪 雨 に よ り 山 下 町 内 の 西 側 山 林 ③ 箇 所 の 土 砂 崩 れ が 

発 生 し 住 宅② 軒 が一 部 損 壊 の 被 害 が 発 生 し ま し た 。 当 地 区 は 上 水 道 の 貯 水 槽 に 隣 接 し て い る た め 、今 後 
起 C り 得 る 土 砂 災 害 に 備 え大 規 模 改 修 工 事 が 行 わ れ まし た 。 
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＜想定される災害＞

〇各地区の水害ハザ－ドマップ

＜令和4年３月松阪市洪水ハザードマップ引用＞

＜令和4年３月松阪市洪水ハザードマップ引用＞

＜令和4年３月松阪市洪水ハザードマップ引用＞

菅生町

清水町

櫛田町

豊原町

伊賀町

みどり苑

山添町

山下町

安楽町

5

〇各地区の土砂崩れハザ－ドマップ　

〇各地区（2地区）の溜池ハザ－ドマップ

山下地区土砂崩れ危険区域

山添地区土砂崩れ危険区域

長太郎池

間待池

（令和３年３月松阪市土砂災害ハザードマップより）

（2011三重総合地図353引用）

土砂崩れ注意

上池
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O 各 地 区 の 土 砂 崩 れ ハ ザ ー ド マ ッ プ 

山 下 地 区 土 砂 崩 れ 危 険 区 域 ー 
ン < く 想 定 さ れ る 災 害 

O 〇 各 地 区 の 水 害 ハ ザ ー ドマ ッ プ 

山 添 地 区 土 砂 崩 れ 危 険 区 域 ー 

< 令 和 ④ 年 ③ 月 松阪市水/ \ ザ ー ド マ ッ プ 引 用 > 
マ ッ プ よ り )  ド ( 令和3年3月松阪土砂災書ハザ- 

O 各 地 区 ( ② 地 区 )  の 溜 池 ハ ザ ー ド マ ッ プ 

( ②0①① 三 重 総 合 地 図 ③⑤③ 引 用 )  

ー
 
①
⑧
②
 ー 

ー ド マ ッ プ 引 用 > < 令 和 ④ 年 ③ 月 松 阪 市 洪 水 ハ ザ 

<令和4年3月松阪市洪水ハザ-ド引用> 



6.ふだんの災害への備え
〇個人・家族ですること

　☆各自治会単位で作成した我が家の防災計画について定期的に見直し

　☆災害避難時の緊急避難場所の話し合い、持ち出し物の確認と期限切れのものがないかチェック

　☆櫛田川の水量把握・・・「カワナビアプリ」

　☆自宅付近の土砂崩れ危険箇所の把握

　☆家族での災害についての話し合い・近所付き合いの重視・住宅の耐震度のチェック

〇揥水地区ですること

　☆定期的な防災訓練の実施(実動訓練または図上訓練)

　☆防災研修を定期的に実施し、常に防災意識の高揚

　☆災害時の要支援者の把握・安否確認、支援が出来るよう事前に検討

　☆各自治会で結成されている自主防災隊の再確認(毎年)

　☆洪水軽減策として田んぼダムの検討

7.災害が発生した時の行動
　〇発生直後の行動

　 まず出来ることは自分の命は自分で守ること。

　　※発生直後に 個人・家族でできること

　　☆9自治会独自で作成している「我が家の防災計画」にて自分自身の命を守るための行動をする。

　　※発生直後に揥水地区でできること

①安否確認・・・各自治会単位（各町内単位）での安否確認

②避難の呼びかけ・避難誘導・・・ご近所・各自治会単位の自主防災隊

③要支援者への支援・・・事前に要支援者に了解をとる。

④避難先での情報発信・行政との折衝

8.災害避難時の経路と避難先・・・・各地区の避難所への経路

揥水地区の避難経路及び集合場所・一時避難所・指定避難場所

町名

避難・避難勧告 避難指示発令

① 山添町 山添町公会堂 揥水小学校 松阪商業高校

② 安楽町 安楽町集会所 揥水小学校 松阪商業高校

③ 山下町 山下町公会堂 揥水小学校 松阪商業高校

④ 伊賀町 伊賀町公民館 揥水小学校 松阪商業高校

⑤ みどり苑 みどり苑地区公民館 揥水小学校 松阪商業高校

⑥ 豊原町 豊原町集会所 揥水小学校 松阪商業高校

⑦ 櫛田町 櫛田町観音寺 揥水小学校 松阪商業高校

⑧ 清水町 清水町公民館 揥水小学校 松阪商業高校

⑨ 菅生町 菅生町公民館 揥水小学校 松阪商業高校

備蓄品 なし あり あり

◎指定避難所として令和５年１０月揥水住民自治協議会より風水害についても避難所として利用

できるように要望書を県立松阪商業高校に提出し令和7年４月より指定避難所として明文化された。

指定避難所一時避難場所

7

避難時の経路と避難先

菅生町公館

清水町公民館

松阪商業高校

櫛田町観音寺

豊原町集会所

みどり苑公民館

山添町公会堂

安楽町集会所

山下町公会堂

伊賀町公民館
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O 個 人 ・ 家 族 で す る こ と 

衣 各 自治 会 単 位 で 作 成 し た 我 が 家 の 防 災 計 画 に つ い て 定 期 的に 見 直 し 

文 災 害 避 難 時 の 緊 急 避 難 場 所 の 話 し 合 い 、 持 ち 出 し 物 の 確 認 と 期 限 切 れ の も の が な い か チ ェ ッ ク 

支 櫛 田 川 の 水 量 把 握 ‥̀` カ ワ ナ ビ ア プ リ 」 

文 自 宅 付 近 の 土 砂 崩 れ 危 険 箇 所 の 把 提 

文 家 族 で の 災 害 に つ い て の 話 し 合 い ・ 近 所 付 き 合 い の 重 視 ・ 住 宅 の 耐 震 度 の チ ェ ッ ク 

O 搾 水 地 区 で す る こ と 

文 定 期 的 な 防 災 訓 練 の 実 施 ( 実 動 訓 練 ま たは 図 上 訓 練 )  

文 防 災 研 修 を 定 期 的 に 実 施 し 、 常 に 防 災 意 識 の 高 揚 

文 災 害 時 の 要 支 援 者 の 把 握 ・ 安 否 確 認 、 支 援 が 出 来 る よ う 事 前 に 検 討 

文 各 自 治 会 で 結 成 さ れ て い る 自 主 防 災 隊 の 再 確 認 (  毎 年 )  

衣 洪 水 軽 減 策 と し て 田 んぼ ダ ム の 検 討 

⑦.  災 害 が 発 生 し た 時 の 行 動 
O 〇 発 生 直 後 の 行 動 
ま ず 出 来る こ と は 自 分の 命 は 自 分 で 守 る こ と 。 
※ 発 生 直 後 に 個 人 ・ 家 族 で で き る こ と 
衣 ⑨ 自 治 会 独 自 で 作 成 し て い る ̀  我 が 家 の 防 災 計 画 」 に て 自 分 自 身 の 命 を 守 る た め の 行 動 を す る 。 

※ 発 生 直 後 に 搾 水 地 区 で で き る こ と 

① 安 否 確 認 … 各 自 治 会 単 位 (  各 町 内 単 位 )  で の 安 否 確 認 
② 避 難の 呼 び か け ・避 難 誘 導 …ご 近 所 ・各 自 治 会 単 位 の 自 主 防 災隊 
③ 要 支 援 者 へ の 支 援 … 事 前 に 要 支 援 者 に 了 解 を と る 。 
④ 避 難 先 で の 情 報 発 信 ・ 行 政 と の 折 衝 

⑧.  災 害 避 難 時 の 経 路と 避 難 先 … 各 地 区 の 避 難 所 へ の 経 路 

挿 水 地 区 の 避 難 経 路 及 び 集 合 場 所 ・ 一 時 避 難 所 ・ 指 定 避 難 場 所 
町 名 一 時 避 難 場 所 指 定 避 難 所 

避 難 ・ 避 難 勤 告 _  避 難 指 示 発 令 
① |  山 添 町 |  山 添 町 公 会 堂 搾 水 小 学 校 松 阪 商 業 高 校 
② |  安 楽 町 |  安 楽 町 集 会 所 搾 水 小 学 校 松 阪 商 業 高 校 
③ |  山 下 町 |  山 下 町公 会 堂 搾 水 小 学 校 松 阪 商 業 高 校 
④ |  伊 賀 町 |  伊 賀 町 公 民館 搾 水 小 学 校 松 阪 商 業 高 校 
⑤ |  み ど り 苑 |  み ど り 苑 地 区 公 民 館 |  摂 水 小 学 校 松 阪 商 業 高 校 
⑥ |  豊 原 町 |  豊 原 町 集 会 所 搾 水 小 学 校 松 阪 商 業 高 校 
⑦ |  櫛 田 町 |  櫛 田 町観 音 寺 搾 水 小 学 校 松 阪 商 業 高 校 
⑧ |  清 水 町 |  清 水町 公 民館 搾 水 小 学 校 松 阪 商 業 高 校 
⑨ |  菅 生 町 |  菅 生 町 公 民 館 搾 水 小 学 校 松 阪 商 業 高 校 

備 蓄 品 |  な し あ り あ り 
@⑥ 指 定 避 難 所 と し て 令 和 ⑤ 年 ①0 月 挿 水 住 民 自 治 協 議 会 より 風 水 害 に つ い て も 避 難 所 と し て 利 用 

で き る よ う に 要 望 書 を 県 立 松 阪 商 業 高 校 に 提 出 し令 和 ⑦ 年 ④ 月 より 指 定 避 難 所 と し て 明 文 化 さ れ た 。 

避 難 時 の 経 路 と 避 難 先 

誰 

中 上 司 

ワ ー タ マ シ フニご{ 摯 
松 阪 上 川 店 

目 み ど り 苑 公 民館 

!  さ 
ペ 

山 添 町 公 会 堂 

` 
坪 ぁ 

轟‥『: ニ』 ー 圭 丁 岳



9.各地区の防災計画

➀山添町地区防災計画

山添町地区（風水害）防災の備え ‼　

１．災害通報先

自治会長 ☎

地区役員 ☎

 櫛田地区市民センター☎ 28-2675　 揥水小学校  ☎ 28-2230　

東部中学校  ☎ 28-2425

　防災行政無線テレホンサービス（☎ 0598-25-6045）

伝言サービス（ダイヤル171)　(録音1、再生2)

２．災害連絡先の入手方法

①　緊急速報メール（エリアメール） 携帯電話に一斉配信

②　防災行政無線 防災無線テレホンサービス

③　松阪ナビ（防災・安全） ⇒防災関連リンク集⇒気象庁⇒キキクル等

④　みえ防災ナビ

３．風水害の避難場所

 ☆　警戒レベル３　（高齢者等避難）　　　

○　地区指定避難所 揥水小学校

○　地区避難場所 山添町公会堂

○　避難場所 総合運動公園内

 ☆　警戒レベル４　（避難指示）　災害の恐れ高い（全員避難）　　

○ 　指定避難所 揥水小学校・松阪商業高校体育館

○　 地区避難場所 山添町公会堂

○ 　避難場所 総合運動公園内

※１市町村は災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル５は必ず発令されるものではない

行動を促す情報

3

命の危険　直ちに安全確保！ 緊急安全確保※１

～～～～～～～～～～＜警戒レベル４までに必ず避難！＞～～～～～～～～～～

危険な場所から全員避難

警察署 110 消防署 119

状　況 住民がとるべき行動

気象状況悪化
（気象庁）

危険な場所から高齢者等は避難※２ 高齢者等避難

自らの避難行動を確認
大雨・洪水・高潮注意報

避難指示(注)

※２警戒レベル３は、高齢者等以外の人にも必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり危険を感じたら自主的に退避する
　　タイミングである

警戒
レベル

5
災害発生
又は切迫

4
災害の

おそれ高い

災害の
おそれあり

1
今後気象状況悪化

のおそれ 災害への心構えを高める
早期注意情報

（気象庁）

2
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山添町地区（風水害）防災の備え ‼

                       (平成31年3月松阪市洪水ハザードマップ櫛田川水系上流版)

４．大雨時の山添町地区の想定危険箇所　

①土砂崩れ指定箇所・・下組めし山付近(マップ参照)　

②溜池氾濫ハザ－ドマップ(上池)・・・上組の一部(マップ参照)

③洪水ハザードマップ(12時間総雨量569mmの降雨による堤防決壊・氾濫)浸水地域

上組・上中組・下中組・下組の下道沿の家屋(1m~3m未満) 　　　　　　　　　

５．避難時の注意点(命を守る避難行動)

①　風水害では安全な間に早い目の避難をする。

②　避難の持ち出し物を確認し複数人で避難する。

③　避難することを家族等にも連絡をする。

④　避難ルートは平常時に危険箇所を確認しておく。

⑤　夜間浸水している中の避難は危険のため垂直避難も考える。

６．地区内の要支援者数及び地域資源の状況

※　要支援者の避難状況、避難支援を組内等で行なう。

(動) 7 (手) 1

(動) (手) 1

(動) (手)

(動) (手)

汲み取り式
トイレ

2

1

3

山添町 世帯数 人　口 要支援者 井　戸

上　組 2

15 63

14 65

上中組 13 41 1

5

222 10

下中組

下　組 13 53 2

合　計 55

上池決壊

危険個所

土砂崩れ

危険地域

山添町
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地 区 役 員 【 
櫛 田 地 区 市 民 セ ン タ ー 向 ②⑧-②⑥⑦⑤ 挿 水 小 学 校 只 ②⑧-②②③0 

警 察 景 |  ⑪0 |  消 防 暑 | ⑪⑨ |  棟 部 中 学 校 写 ②⑧-②④②⑤ 
防 炎行 政 無 縄 テ レ ホ ン サ ー ビ ス 〈 勾 0⑤⑨⑧-②⑤-⑥0④⑤)  

伝 言 サー ビ ス (  ダ イ ヤ ル ⑰①)  (  録 音 ①、 再 生 ②)
②.  災 害 連 絡 先 の 入 手 方 法 

① 緊 急 速 報 メ ー ル (  エ リ ア メ ー ル )  携 帯電 話 に 一 斉 配 信 

② 防 炎 行 政 無 線 防 炎 無 線 テ レ ホ ン サ ー ビ ス 

③ 松 阪 ナ ビ (  防 炎 ・ 安 全 う 防 炎 関 連 リ ン ク 集 一 気 象 庁 キ キ キ ク ル 等 

④ み え 防 炎 ナ ビ 

③.  風 水 害 の 還 難 場 所 
文 警 戒 レ ベ ル ③ 〈 高 齢 者 等 避 難 )  
O 地 区 指 定 還難 所 挿 水 小 学 校 
O 地 区 避 難 場 所 山 添 町 公 会 堂 
O 選 難 場所 総 合 運 動 公 園 内 

み 警 戒 レ ベ ル ④ 〈 遷 難 指 示 )  炎 害 の 恐 れ 高 い (  全 員 避 難 )  
O 指 定 避 難 所 摘 水 小 学 校 ・ 松 阪 商 業 高 校 体 育 館 
O 地 区 邉難 場所 山 添 町 公 会 堂 
O 選 難 場 所 総 合 運 動 公 園 内 

沼 |  狂 浣 住 民が と る べ き 行 動 行 動 を 促 す 情 報 
災 害 発 生 ー ョ 

⑤ | 進 S 談 |  タ の な 政 直 ち に ま を 菓 侵 !  |  交 る ま を は 毒 
ケ ー ケ ー へ ー へ へ へ へ へ く 警 戒 レ ベ ル ④ ま で に 必 ず 還 難 !  >・~ ヘー ヘ ヘ ヘ ー 

か ら 
③ |  ょ そ れ る り 駅 険 な 場 所 か ら 高 齢 者 等 は 還 難 ※】 高 齢 者 等 遷 難 

① 森 人 な か で ド |  災 害 へ の 心 構 え を 高 め る 報 
※ ① 市 町 村 は 災 害の 状 況 を 確 実 に 把 握 で き る も の で は な い 等 の 理 由 か ら 、 警 戒レ ベ ル ⑤ は 必 ず 発 令 さ れ る も の で は な い 

※2夏蒙レペ髪3董養 高 齢 者 等 以 外 の 人 にも 必 要 に 応 じ 、 普 段 の 行 動 を 見 合 わ せ 始 め た り 危 険 を 感 じ た ら 自 主 的 に 退 避 する 
ミ ン グ で 

・_  
闇 out gs ' 二̀_  
團 ⑤o-omsaoga 紗 
團 ③ ⑤mkeogs 
闇 i  ト i Wogm 
闇 0 mni l omm ョ 
訣 0 umkgogt  
ー 00m 超 の 醇 

④ .  大 雨 時 の 山 添 町 地 区 の 想 定 危 険 箇 所 

① 土 砂 崩 れ 指 定 箇 所 ・・ 下 組め し 山 付 近 (  マ ッ プ 参 照 )  

② 漕 池 氾 濫 ハ ザ ー ド マ ッ プ (  上 池 ) ・・ ・ 上 組 の 一 部 (  マ ッ プ 参 照 )

③ 洪 水 ハザ ー ド マ ッ プ ( ①② 時 間 総 雨 量 ⑤⑥⑨mm の 降 雨 に よ る 堤 防 決 壊 ・ 氾 濫 ) 浸 水 地 域 

上 組 ・ 上 中 組 ・ 下 中 組 ・ 下 組の 下 道 沿 の 家 屋 ( ①m“③m 未 満 )

⑤.  還 難 時 の 注 意 点 (  命 を 守 る 還 難 行動 )  

風 水 害 で は 安 全 な 間 に 早 い 目 の 避 難 を す る 。 

避 難 の 持 ち 出 し 物 を 確 認 し 複 数 人 で 還 難 す る 。 

避 難す る こ と を 家 族 等 に も 連 絡 を す る 。 

避 難 ル ー ト は 平 常 時 に 危 険 箇 所 を 確 認 し て お く 。 

夜 間 浸 水 し て い る 中 の 避 難 は 危 険 の た め 垂 直 還 難 も 考 え る 。 @
 

⑧
 

@
 

⑥
 

⑧
 ら
 

⑥ .  地 区 内 の 要 支 援 者 数 及 び 地 域 資 源 の 状 況 
※ 要 支 援 者 の 避 難 状 況、 避 難 支 援 を 組 内 等 で 行 な う 。 

山 添 町 |  世 帯 数 |  人 口 |  要 支 援 者 井 戸 汲幸穿ビ式 

上 組 ⑭ ⑥⑤ ② (  動 )  ⑦ (  手 )  ① ② 

上 中 組 ①③ ④① ① (  動 ) (  手 )  ① 

下 中 組 ⑮ ⑥③ ⑤ | (  動 ) (  毛 )  ① 

下 組 ①③ ⑤③ ② (  動 ) (  手 )

合 計 |  ⑤⑤ ②②② ①0 ③ 

①0



②安楽町地区防災計画

安楽町地区（風水害）防災の備え ‼　

１．災害通報先

自治会長 ☎

地区役員 ☎

 櫛田地区市民センター☎ 28-2675　 揥水小学校  ☎ 28-2230　

東部中学校  ☎ 28-2425

　防災行政無線テレホンサービス（☎ 0598-25-6045）

伝言サービス（ダイヤル171)　(録音1、再生2)

２．災害連絡先の入手方法

①　緊急速報メール（エリアメール） 携帯電話に一斉配信

②　防災行政無線 防災無線テレホンサービス

③　松阪ナビ（防災・安全） ⇒防災関連リンク集⇒気象庁⇒キキクル等

④　みえ防災ナビ

３．風水害の避難場所

 ☆　警戒レベル３　（高齢者等避難）　　　

○　地区指定避難所 揥水小学校

○　地区避難場所 安楽町集会所

○　避難場所 総合運動公園内

 ☆　警戒レベル４　（避難指示）　災害の恐れ高い（全員避難）　　

○ 　指定避難所 揥水小学校・松阪商業高校体育館

○　 地区避難場所 安楽町集会所

○ 　避難場所 総合運動公園内

※１市町村は災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル５は必ず発令されるものではない

行動を促す情報

3

命の危険　直ちに安全確保！ 緊急安全確保※１

～～～～～～～～～～＜警戒レベル４までに必ず避難！＞～～～～～～～～～～

危険な場所から全員避難

警察署 110 消防署 119

状　況 住民がとるべき行動

気象状況悪化
（気象庁）

危険な場所から高齢者等は避難※２ 高齢者等避難

自らの避難行動を確認
大雨・洪水・高潮注意報

避難指示(注)

※２警戒レベル３は、高齢者等以外の人にも必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり危険を感じたら自主的に退避する
　　タイミングである

警戒
レベル

5
災害発生
又は切迫

4
災害の

おそれ高い

災害の
おそれあり

1
今後気象状況悪化

のおそれ 災害への心構えを高める
早期注意情報

（気象庁）

2
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安楽町地区（風水害）防災の備え ‼

(平成31年3月松阪市洪水ハザードマップ櫛田川水系上流版)

４．大雨時の安楽町地区の想定危険箇所　

①間待池・長太郎池の決壊

②用水路の氾濫（排水路との合流地点）

　洪水ハザードマップ(12時間総雨量569mmの降雨による堤防決壊・氾濫)浸水地域

③赤〇　　櫛田川決壊による氾濫流がおよぶ 　　　　　　　　　

④薄い青　１～３ｍ未満の浸水

⑤濃い青　３～５ｍ未満の浸水

５．避難時の注意点(命を守る避難行動)

①　風水害では安全な間に早い目の避難をする。

②　避難の持ち出し物を確認し複数人で避難する。

③　避難することを家族等にも連絡をする。

④　避難ルートは平常時に危険箇所を確認しておく。

⑤　夜間浸水している中の避難は危険のため垂直避難も考える。

６．地区内の要支援者数及び地域資源の状況

※　要支援者の避難状況、避難支援を組内等で行なう。

(動) (手)

(動) (手)

合　計

汲み取り式
トイレ

1

1

安楽町 世帯数 人　口 要支援者 井　戸

上　組 1

6 15

23 60 5

9 23

下　組 8 22 2

組　外 2

決壊

危険箇所

合流地点

の氾濫

農業用水路運動公園

からの落水

安楽町
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地 区 役 員 e 
櫛 田 地 区 市 民 セ ン タ ー 君 ②⑧-②⑥⑦⑤ 捉 水 小 学 校 ②⑧-②②③0 

警 察 景 |  ⑪0 |  消 防 景 | ⑪⑨ |  東 部 中 学 校 只 ②⑧-②④②⑤ 
防 炎 行 政 無 線 テ レ ホ ン サ ー ビ ス (  唇 0⑤⑨⑧-②⑤-⑥0④⑤)  

伝 言 サ ー ビ ス (  ダ イ ヤ ル ⑰①)  (  録 音 ①、 再 生 ②)  

②.  災 害 連 絡 先 の 入 手 方法 

① 緊 急 速 報 メ ー ル (  エ リ ア メ ー ル )  携 帯電 話 に 一 斉 配 信 

② 防 炎 行 政 無 線 防 炎 無 線 テ レ ホ ン サ ー ビ ス 

③ 松 阪 ナ ビ (  防 災 ・ 安 全 ) 防 災 関 連 リ ン ク 集 一 気 象 庁 キ キ キ ク ル 等 

④ み え 防 炎 ナ ビ 

③.  風 水 害 の 還 難 場 所 

女 警 戒 レベ ル ③ 〈 高 齢 者等 還 難 )  
O 地 区 指 定 還 難 所 _  挿 水 小 学 校 
O 地 区 遷 難 場所 安 楽 町 集 会 所 
O 選 難 場所 総 合 運 動 公 園 内 

か 警 戒 レベ ル ④ (  遷 難 指 示 )  災 害 の 恐 れ 高 い (  全 員 遷 難 )
O 指 定 避 難 所 摘 水 小 学 校 * 松 阪 商 業 高 校 体 育 館 
O 地 区 避 難 場 所 安 楽 町 集 会 所 
O 還 難場 所 総 合 運 動 公 園 内 

決 狂 浜 住 民が と る べ き 行 動 行 動 を 促 す 情 報 
灸 害発 生 m ョ 

⑤ |蝉菊 |  かの沼 眼 直 ち に 宇 全 菊 佐 !  |  紗 和 安 全 確 保 w 
ケ ー ケ ー へ ー へ へ へ へ へ く 警 戒 レ ベ ル ④ ま で に 必 ず 還 難 !  >・~ ヘ~ ヘ ヘー 

aa |  ecenyeemew 
③ |  ち 艸 れ あ り 匣 陰 な 場 所 か ら 高 齢 者 等 は 避 離 ※】 高 齢 者 等 避 難 

① 來 芋 森 菊 水 で 化 |  災 害 へ の 心 構 え を 高 め る 報 
※ ① 市 町 村 は 災 害の 状 況 を 確 実 に 把 握 で き る も の で は な い 等 の 理 由 か ら 、 警 戒レ ベ ル ⑤ は 必 ず 発 令 さ れ る も の で は な い 

※ ② 警 戒 レ ベ ル ③ は 、 高 齢 者 等 以 外 の 人 にも 必 要 に 応 じ 、 普 段 の 行 動 を 見 合 わ せ 始 め た り 危 険 を 感 じ た ら 自 主 的 に 退 避 す る 
タ イ ミ ン グ で あ る 

⑪ 

運 動 公 園 ⑤ 
か ら の 落 水 P 

" 
園 ooukogs 
園 ⑤0-0oonk#ogW 
團 ③0- ⑤ ぉ eogRW こ 
①0 ③mm お の 暗 \_  口 
睡 0⑤- t i mkMogg R 
左 00 0on 秦 の 回 _ 蟲 〆 

000 糊  (  平 成 ③① 年 ③ 月 松 阪 市 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ 櫛 田 川 水 系 上 流 版)  

④.  大 雨 時 の 安 楽 町 地 区 の 想 定 危 険 箋 所 

① 間 待 池 ・ 長 太 郎 池 の 決 壊 
② 用 水 路 の 氾 濫 (  排 水 路 と の 合 流 地 点 )  
洪 水ハ ザ ー ド マ ッ プ ( ①② 時 間総 雨 量 ⑤⑥⑨mm の 降 雨 に よ る 堤 防 決 壊 ・ 氾 濫 ) 浸 水 地域 

③ 赤 〇 櫛 田 川 決 壊 に よ る 氾 濫 流 が お よ ぶ 

④ 薄 い 青 ①~③m 未 満 の 浸 水 

⑤ 濃 い 青 ③~⑤m 未 満 の 浸 水 

⑤.  還 難 時 の 注 意 点 (  命 を 守 る 選 難 行 動 )

風 水 害 で は 安 全 な 間 に 早 い 目 の 還 難 を す る 。 

避 難 の 持 ち 出 し 物 を 確 認 し 複 数 人 で 避 難 す る 。 

避 難 す る こ と を 家 族 等 に も 連 絡 を す る 。 

避 難 ル ー ト は 平 常 時に 危 険 箇 所 を 確 認 し て お く 。 

夜 間 浸 水 し て い る 中 の 還 難 は 危 険 の た め 垂 直 還 難 も 考 え る 。 @ 
⑧
 

@ 
⑥
 
ら
 

⑥ .  地 区 内 の 要 支 援 者 敷 及 び 地 基 資 源 の 状 況 

※ 要 支 援 者 の 避 難 状 況 、 避 難 支 援 を 組 内 等 で 行 な う 。 

安 楽 町 |  世 帯 数 |  人 口 |  要 支 援 者 井 戸 レ ー 
よ 組 |  ⑨ ②③ ① ⑧ )  ① 

組 |  ⑧ ② ⑧ )  
組 外 |  ⑥ ⑮ ② 

合 計 ②③ ⑥0 ⑤ ① 

⑫



③山下町地区防災計画

山下町地区（風水害）防災の備え ‼　

１．災害通報先

自治会長 ☎

地区役員 ☎

 櫛田地区市民センター☎ 28-2675　 揥水小学校  ☎ 28-2230　

東部中学校  ☎ 28-2425

　防災行政無線テレホンサービス（☎ 0598-25-6045）

伝言サービス（ダイヤル171)　(録音1、再生2)

２．災害連絡先の入手方法

①　緊急速報メール（エリアメール） 携帯電話に一斉配信

②　防災行政無線 防災無線テレホンサービス

③　松阪ナビ（防災・安全） ⇒防災関連リンク集⇒気象庁⇒キキクル等

④　みえ防災ナビ

３．風水害の避難場所

 ☆　警戒レベル３　（高齢者等避難）　　　

○　地区指定避難所 揥水小学校

○　地区避難場所 山下町集会所

○　避難場所 総合運動公園内

 ☆　警戒レベル４　（避難指示）　災害の恐れ高い（全員避難）　　

○ 　指定避難所 揥水小学校・松阪商業高校体育館

○　 地区避難場所 山下町集会所

○ 　避難場所 総合運動公園内

※１市町村は災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル５は必ず発令されるものではない

行動を促す情報

3

命の危険　直ちに安全確保！ 緊急安全確保※１

～～～～～～～～～～＜警戒レベル４までに必ず避難！＞～～～～～～～～～～

危険な場所から全員避難

警察署 110 消防署 119

状　況 住民がとるべき行動

気象状況悪化
（気象庁）

危険な場所から高齢者等は避難※２ 高齢者等避難

自らの避難行動を確認
大雨・洪水・高潮注意報

避難指示(注)

※２警戒レベル３は、高齢者等以外の人にも必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり危険を感じたら自主的に退避する
　　タイミングである

警戒
レベル

5
災害発生
又は切迫

4
災害の

おそれ高い

災害の
おそれあり

1
今後気象状況悪化

のおそれ 災害への心構えを高める
早期注意情報

（気象庁）

2
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山下町地区（風水害）防災の備え ‼

(令和4年3月松阪市洪水ハザードマップ櫛田川水系上流版)

４．大雨時の山下町地区の想定危険箇所　

①土砂崩れ指定箇所　近隣住宅及び山下町の全住宅(マップ参照)　

②洪水ハザードマップ(12時間総雨量569mmの降雨による堤防決壊・氾濫)浸水地域

　上地区浸水想定（0.3～0.5ｍ）　下地区（浸水想定区域外） 　　　　　　　　　

５．避難時の注意点(命を守る避難行動)

①　風水害では安全な間に早い目の避難をする。

②　避難の持ち出し物を確認し複数人で避難する。

③　避難することを家族等にも連絡をする。

④　避難ルートは平常時に危険箇所を確認しておく。

⑤　夜間浸水している中の避難は危険のため垂直避難も考える。

⑥隣接する山からの異音等を感じた時は直ちに避難する。

６．地区内の要支援者数及び地域資源の状況

※　要支援者の避難状況、避難支援を組内等で行なう。

18 53 3 (動) (手)

1組 6 3

2組 6 0

3組 6 0

12 24 3 1

合計 30 77 6 1

汲み取り式
トイレ

上地区

下地区

山下町 世帯数 人　口 要支援者 井　戸

山下町

天王山配水池

山下地区土砂崩れ危険区域

 14

－
1
86

－

ー
 
⑨
S
I
 ー

| @ 山 下 町 地 区 防 炎 計 |  

團 山 下 地 区 土 砂 崩 れ 危 険 区 域 旭 
① .  災 害 通 報 先 

Sgga ョ 
櫛 田地 区 市 民 セ ン タ ー 向 ②⑥-②⑥⑦⑤ 提 水 小 学 校 只 ②⑥-②②③0 團 mowkoms 

警 察 署 |  ⑪0 |  _  消 防 暑 |  ⑪⑨ |  東 部 中 学 校 写 ②⑧-②④②⑤ 天 王 山 配 水 池 、 '  團 ao-umi gs 
防 炊 行 政 無 線 テ レ ホ ン サー ビ ス (  君 0⑤⑨⑧-②⑤-⑥0④⑤)  圖 ヶ i mi i gs 

伝 言 サ ー ビ ス (  ダ イヤ ル ⑰①)  (  録 音 ①、 再 生 ②)  に ① ③0n お の 曽 

②.  災 害 連 絡 先 の 入 手 方 法 圃 細 進 園 o mkeogi  
① 緊 急 速 報 メ ー ル (  エ リ ア メ ー ル )  携 帯電 話 に 一 斉 配 信 ⑧ 圖 0- 0m#gi  
② 防 炎 行 政 無 線 防 炎 無 線 テ レ ホ ン サ ー ビ ス 團 G ぉ s 
③ 松 阪 ナ ビ (  防 災 ・ 安 全 )  防 炎 関 連 リ ン ク 集 一 気 象 庁 キ キ キ ク ル 等 ・ Z ⑧ 
④ み え 防 災 ナ ビ (  令 和 ④ 年 ③ 月 松 阪 市 洪 水 ハ ゲ ー ド マ ッ プ 櫛 田 川 水 系 上 流 版 )

③。 風 水 害 の 還 難 場 所 ④ 大 雨 時 の 山 下 町 地 区 の 想 定 危 険 箇 所 
大 器 戒 レ ベル ③ (  高 齢 者 等 邉 難 )  ① 土 砂 崩 れ 指 定 箇 所 近 隣 住 宅 及 び 山 下 町 の 全 住 宅(  マ ッ プ 参 照 )
O 地 区 指 定 邂 難 所 捕 水小 学 校 ②@ 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ ( ①② 時 間 総 雨 量 ⑤⑤⑨m の 降 雨 に よ る 堤 防 決 壊 ・ 氾 濫 )  浸 水 地 域 
O 地 区 避 難 場所 山 下 町 集 会 所 上 地区 浸 水 想 定 ( 0. ③~0.  ⑤m)  下 地 区 (浸 水 想 定 区 域 外 )  

O 選 難 場 所 総 合 運 動 公 園内 ⑤.  還 難 時 の 注 意 点 (  命 を 守 る 還 難 行動 )
又 警 戒 レ ベ ル ④ (  避 難 指 示 )  災 害 の 愚 れ 高 い (  全 員 避 難 )  ① 風 水 害 で は 安 全 な 間 に 早 い 目 の 還 難 を す る 。 
O 指 定 還 難 所 搾 水 小 学 校 ・ 松 阪 商 業 高 校 体 育 館 ⑧ 還 難 の 持 ち 出 し 物 を 確 認 し複 数 人 で 還 難 す る 。 
O 地 区 還 難 場 所 山 下 町 集 会 所 ③ 選 難 す る こ と を 家 族 等 に も 連 絡 を す る 。 
O 邉 難 場 所 総 合 運動 公 園内 ④ 還 難 ル ー トは 平 常 時に 危 険 箇 所 を 確 認 し て お く 。 

晩 成 、 ー ー - ⑤⑥ 夜 間 浸 水 し て い る 中 の 還 難 は 危 険 の た め 垂 直 還 難 も 考 え る 。 
レ ベ ル 芋 浣 佐 民が と る ペ き 仁 ⑤ 行 助保 す 情 報 ⑥ 隣 接 す る 山 か ら の 異 音 等 を 感 じ た 時 は 直 ちに 還 難 す る 。 

災 害 発 生 ー ⑧ ・ 進 ②⑧ |  oAm eceeww i |  =eeeaewe o acwowamw&avemxwowa 
ーー へ ー へ へ へ へ へ へ く 警 戒 レ ベ ル ④ ま で に 必 ず 避 難 !  > ン マ マ ヘ ー へ へへ へ へ へ ※ 要 支 援 者 の 還 難 状 況 、 避 難 支 援 を 組 内 等 で 行 な う 。 

eeeemyeeeee ur el vee Aol aaael  タ デ ー ト 
" ち そ れ あ り 陳 険 な 場 所 か ら 高 齢 者 等 は 還 難 ※】 高 齢 者 等 遷 難 上髏冨 〝 号 圏 0)  )  

e 日 
① 來 森 森 菊 水 思 仁 |  炎 害 へ の 心 構 え を 高 め る 報 ③ 組|  ⑧ 

(  気 象 庁 う 下 地 区 ⑫ ②④ 
※ ① 市 町 村 は 災 害の 状 況 を 確 実 に 把 握 で き る も の で は な い 等 の 理 由 か ら 、 警 戒レ ベ ル ⑤ は 必 ず 発 令 さ れ る も の で は な い 

ミ き 
※2夏戒レペ髪3董養 高 齢 者 等 以 外 の 人 にも 必 要 に 応 じ 、 普 段 の 行 動 を 見 合 わ せ 始 め た り 危 険 を 感 じ た ら 自 主 的 に 退 避 する 合 計 

イ ミ ン グ で 
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④伊賀町地区防災計画

伊賀町地区（風水害）防災の備え ‼　

１．災害通報先

自治会長 ☎

地区役員 ☎

 櫛田地区市民センター☎ 28-2675　 揥水小学校  ☎ 28-2230　

東部中学校  ☎ 28-2425

　防災行政無線テレホンサービス（☎ 0598-25-6045）

伝言サービス（ダイヤル171)　(録音1、再生2)

２．災害連絡先の入手方法

①　緊急速報メール（エリアメール） 携帯電話に一斉配信

②　防災行政無線 防災無線テレホンサービス

③　松阪ナビ（防災・安全） ⇒防災関連リンク集⇒気象庁⇒キキクル等

④　みえ防災ナビ

３．風水害の避難場所

 ☆　警戒レベル３　（高齢者等避難）　　　

○　地区指定避難所 揥水小学校

○　地区避難場所 伊賀町公民館

○　避難場所 総合運動公園内

 ☆　警戒レベル４　（避難指示）　災害の恐れ高い（全員避難）　　

○ 　指定避難所 揥水小学校・松阪商業高校体育館

○　 地区避難場所 伊賀町公民館

○ 　避難場所 総合運動公園内

※１市町村は災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル５は必ず発令されるものではない

行動を促す情報

3

命の危険　直ちに安全確保！ 緊急安全確保※１

～～～～～～～～～～＜警戒レベル４までに必ず避難！＞～～～～～～～～～～

危険な場所から全員避難

警察署 110 消防署 119

状　況 住民がとるべき行動

気象状況悪化
（気象庁）

危険な場所から高齢者等は避難※２ 高齢者等避難

自らの避難行動を確認
大雨・洪水・高潮注意報

避難指示(注)

※２警戒レベル３は、高齢者等以外の人にも必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり危険を感じたら自主的に退避する
　　タイミングである

警戒
レベル

5
災害発生
又は切迫

4
災害の

おそれ高い

災害の
おそれあり

1
今後気象状況悪化

のおそれ 災害への心構えを高める
早期注意情報

（気象庁）

2
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伊賀町地区（風水害）防災の備え ‼

(平成31年3月松阪市洪水ハザードマップ櫛田川水系上流版)

４．大雨時の伊賀町地区の想定危険箇所　

①  洪水ハザードマップにある（12時間総雨量５６９㎜）浸水地域

・東組・南組の一部、北組、若草苑・櫛田苑⇨１ｍ～３ｍ未満の浸水

② 河川の氾濫（旧街道　豊原町５３０番地）冠水による市道交通障害

③ 中谷団地の盛り土、ブロック塀の崩壊

上地区浸水想定（0.3～0.5ｍ）　下地区（浸水想定区域外）

５．避難時の注意点(命を守る避難行動)

①　風水害では安全な間に早い目の避難をする。

②　避難の持ち出し物を確認し複数人で避難する。

③　避難することを家族等にも連絡をする。

④　避難ルートは平常時に危険箇所を確認しておく。

⑤　夜間浸水している中の避難は危険のため垂直避難も考える。

６．地区内の要支援者数及び地域資源の状況

※　要支援者の避難状況、避難支援を組内等で行なう。

18 7

17 3

18 3

15 2

21 0

22 0

20 0

36 0

19 0

(動) 15 (手)

1

2

1

3

0

5

0

0

0

0

0

1

5

0

4

6

若草苑

櫛田苑

青ば坂

64

52

45

64

59

51

102

65

中組

東組

北組

中谷上組

中谷下組

合計 186 561 26 13

59

汲み取り式
トイレ

5

伊賀町 世帯数 人口 要支援者

西組 6

井　戸

豊原町

松阪商業高校

伊賀町
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| @ 伊 賀 町 地 区 防 災 計 |  
ヒ 

① .  炎 害 通 報先 
自 治会 長 に 
地 区 役 員 さ 

櫛 田 地 区 市 民 セ ン タ ー 向 ②⑥-②⑥⑦⑤ 挿 水 小 学 校 只 ⑳-②②③0 
警 察 景 | ⑪0 |  消 防 景 | ⑪⑨ |  東 部 中 学 校 豆 ②⑥-②④②⑤ 

防 炎 行 政 無 線 テ レ ホ ン サ ー ビ ス (  只 0⑤⑨⑧⑥-②⑤-⑥0④⑤)  

伝 言 サ ー ビ ス (  ダ イ ヤ ル ⑰①)  (  録 音 ①、 再 生 ②)  

② .  災 害 連 絡 先 の 入 手 方 法 

① 緊 急 速 報 メ ー ル (  エ リ ア メ ー ル )  携 帯 電 話 に 一 斉 配 信 

② 防 炎 行 政 無線 防 炎 無 線 テ レ ホ ン サー ビ ス 

③ 松 阪 ナ ビ (  防 炎 ・ 安 全 )  防 災 関 連 リ ン ク 集 不 気 象 庁 キ キ キ ク ル 等 

④ み え 防 炎 ナ ビ 

③.  風 水 害 の 還 難 場 所 
女 警 戒 レ ベ ル ③ (  高 齢 者 等 還 難 )  
O 〇 地 区 指 定 還難 所 挿 水 小 学 校 

O 〇 地 区 避 難 場所 伊 賀 町 公 民 館 

O 〇 避 難 場 所 総 合 運 動 公 園 内 

女 警 戒 レ ベ ル ④ 〈 還 難 指 示 )  災 害 の 恐 れ 高 い (  全 員 還 難)  
O 指 定 避 難 所 捉 水 小 学 校 ・ 松 阪 商 業 高 校 体 育 館
O 地 区 避 難 場 所 伊 賀 町 公 民 館 
O 邉 難場 所 総 合運 動 公 園 内 

決 |  狂 浜 住 民 が と る ぺべ き 行 動 行 動 を 促 す 情 報 
炎 害 発 生 _  ョ 

⑤ |  邉 剣 |  タ の ⑧ 降 託 ち に ま 硬 尾 !  |  紗 る ま を 哉 信 w 
ヘ ー ケ ー へ ー へ へ く 警 戒レ ベ ル ④ ま で に 必 ず 避 難 !  > マ ~ マ ー ヘ ー へ ー 

ー aaaae |  Awcawweewem 
" ぉ萱責璽り 昌 険 な 場 所 か ら 高 齢 者 等 は 避 難 ※ 高 齢 者 等 避 難 

① 格 荒 人 か で ド |  炎 害 へ の 心 構 え を 高 め る 倉 報 
※ ① 市 町 村 は 災 害の 状 況 を 確 実 に 把 握 で き る も の で は な い 等 の 理 由 か ら 、 警 戒レ ベ ル ⑤ は 必 ず 発 令 さ れ る も の で は な い 

※2夏蒙レペ髪3董養 高 齢 者 等 以 外 の 人 にも 必 要 に 応 じ 、 普 段 の 行 動 を 見 合 わ せ 始 め た り 危 険 を 感 じ た ら 自 主 的 に 退 避 する 
ミ ン グ で 

⑮ 

⑥ 

睡 omukogs 

團 ⑤0-0o ぉ gogg 
園 ③0- ⑤mni go 営 
① ③0n ま o 磁 
睡 0⑤ On を ogB 
に 0⑨ 0⑥m 糠 の 団 

S _  0⑨m 糊 の 囲 

(  平 成 ③① 年 ③ 月 松 阪 市 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ 櫛 田 川 水 系 上流 版 )

・ 大 雨 時 の 伊 賀 町 地 区 の 想 定 危 険 箇 所 
① 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ に あ る ( ①②⑦ 時 間 総 雨 量 ⑤ ⑥⑨ mm)  浸 水 地 域 

“ 東 組 ・ 南 組 の 一 部 、 北 組 、 若 草 苑 ・ 櫛 田 苑 ら ① m~ ③ m 未 満 の浸 水 

② 河 川 の 氾 濫 (  旧 街 道 豊 原 町 ⑤ ③ 0 番 地 )  冠 水 に よ る 市 道 交 通 障 害 

③ 中 谷 団 地 の 盛 り 土 、 ブ ロ ッ ク 塀 の 崩 壊 

上 地 区 浸 水 想 定 ( 0. ③~0.  ⑤m)  下 地 区 (  浸 水 想 定 区 域 外 )  

・ 還 難 時 の 注 意 点 (  命 を 守 る 還 難 行動 )  

① 風 水 害 で は 安 全 な 呂 に 早 い 目 の 避 難 を す る 。 

② 避 難 の 持 ち 出 し 物 を 確 認 し 複 数 人 で 避 難 す る 。 

③ 避 難 す る こ と を 家 族 等 に も 連 絡 を す る 。 

④ 避 難 ル ー ト は 平 常 時に 危 険 箇 所 を 確 認 し て お く 。 

⑤ 夜 間 浸 水 し て い る 中 の 還 難 は 危 険 の た め 垂 直 還 難 も 考 え る 。 

・ 地 区 内 の 要 支 援 者 数 及 び 地 域 資 源 の 状 況 
※ 要 支 援 者 の 還 難 状 況 、 避 難 支 援 を 組 内 等 で 行 な う 。 

伊 賀 町 |  世 帯 数 |  人 口 |  要 支 援 者 |  井 戸 |  汲 み 取 り 式 
西 組 ①⑧ 

中 組 ① 

東 組 ①⑧ 

北 組 ⑮ 

中 谷 上 組 ②① 

中 谷 下 組 ②② 

若 草 苑 ⑳ 

③⑥ 
⑲ 
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(  動 ) ⑮ (  手 ) ① 

⑯



⑤みどり苑地区防災計画

みどり苑地区（風水害）防災の備え ‼　

１．災害通報先

自治会長 ☎

地区役員 ☎

 櫛田地区市民センター☎ 28-2675　 揥水小学校  ☎ 28-2230　

東部中学校  ☎ 28-2425

　防災行政無線テレホンサービス（☎ 0598-25-6045）

伝言サービス（ダイヤル171)　(録音1、再生2)

２．災害連絡先の入手方法

①　緊急速報メール（エリアメール） 携帯電話に一斉配信

②　防災行政無線 防災無線テレホンサービス

③　松阪ナビ（防災・安全） ⇒防災関連リンク集⇒気象庁⇒キキクル等

④　みえ防災ナビ

３．風水害の避難場所

 ☆　警戒レベル３　（高齢者等避難）　　　

○　地区避難所 揥水小学校

○　地区指定避難場所 みどり苑公民館

○　避難場所 総合運動公園内

 ☆　警戒レベル４　（避難指示）　災害の恐れ高い（全員避難）　　

○ 　指定避難所 みどり苑公民館

○　 地区避難場所 伊揥水小学校・松阪商業高校体育館

○ 　避難場所 総合運動公園内

※１市町村は災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル５は必ず発令されるものではない

※２警戒レベル３は、高齢者等以外の人にも必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり危険を感じたら自主的に退避する
　　タイミングである

2 気象状況悪化 自らの避難行動を確認
大雨・洪水・高潮注意報

（気象庁）

1
今後気象状況悪化

のおそれ 災害への心構えを高める
早期注意情報

（気象庁）

3
災害の

おそれあり
危険な場所から高齢者等は避難※２ 高齢者等避難

行動を促す情報
レベル

5
災害発生
又は切迫

命の危険　直ちに安全確保！ 緊急安全確保※１

～～～～～～～～～～＜警戒レベル４までに必ず避難！＞～～～～～～～～～～

4
災害の

おそれ高い
危険な場所から全員避難 避難指示(注)

警察署 110 消防署 119

警戒
状　況 住民がとるべき行動
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みどり苑地区（風水害）防災の備え ‼

(令和4年3月松阪市洪水ハザードマップ櫛田川水系上流版)

４．大雨時のみどり苑地区の想定危険箇所　

① 洪水ハザードマップのある（12時間総雨量569㎜）浸水地域

・みどり苑全体⇒１ｍ～３ｍ未満の浸水

５．避難時の注意点(命を守る避難行動)

①　風水害では安全な間に早い目の避難をする。

②　避難の持ち出し物を確認し複数人で避難する。

③　避難することを家族等にも連絡をする。

④　避難ルートは平常時に危険箇所を確認しておく。

⑤　夜間浸水している中の避難は危険のため垂直避難も考える。

６．地区内の要支援者数及び地域資源の状況

※　要支援者の避難状況、避難支援を組内等で行なう。

1 組

2 組

3 組

4 組

5 組A

5 組B

(動) (手)7

みどり苑 世帯数 人　口 要支援者

17 54

4

14 30

3

合　計 99

井　戸
汲み取り式

トイレ

17 37

257

19

19 55

13 33

48

松阪商業高校

みどり苑
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地 区 役 員 【。 
櫛 田 地 区 市 民 セ ン タ ー 只 ②⑧-②⑥⑦⑤ 挿 水 小 学 校 冠 ②⑧-②②③0 

議 察 暑 |  ⑪0 |  浩 防 暑 | ⑪⑨ |  稚 部 中 学 校 只 ②⑧-②④⑦⑤ 
防 炎 行 政 無 線 テ レ ホ ン サ ー ビ ス (  只 0⑤⑨⑧-②⑤-⑥0④⑤)  

伝 言 サ ー ビ ス (  ダ イヤ ル ⑰①)  (  録 音 ①、 再 生 ②)  

② .  災 害 連 絡 先 の 入 手 方 法 

① 緊 急 速 報 メ ー ル (  エ リ ア メ ー ル )  携 帯 電 話 に 一 斉 配 信 

② 防 炎 行 政 無線 防 炎 無 線 テ レ ホ ン サ ー ビ ス 

③ 松 阪 ナ ビ (  防 炎 ・ 安 全 )  防 炎 関 連 リ ン ク 集 一 気 象 庁 キ キ キ ク ル 等 

④ み え 防 炎 ナ ビ 

③.  風 水 害 の 還 難 場 所 
女 警 戒 レ ベ ル ③ (  高 齢 者 等 還 難 )  
O 地 区 還 難 所 摘 水 小 学 校 
O 地 区 指 定 避 難 場 所 み ど り 苑 公 民 館
O 選 難 場所 総 合 運 動 公 園 内 
み 警 戒 レ ベ ル ④ (  遷 難 指 示 ) 炎 害 の 恐 れ 高 い (  全 員 還 難 )  
O 指 定 避 難 所 み ど り 苑 公 民 館
O 地 区 避 難 場 所 伊 挿 水 小 学 校 ・ 松 阪 商 業 高 校 体 育 館 
O 邉 難場 所 総 合 運 動 公 園 内 

故 狂 浣 住 民 が と る べ き 行 動 行 動 を 促 す 情 報 
災 害 発 生 - ョ 

⑤ |  進 剣 |  タ の m 降 目 ち に まを 咲 体 !  |  細 るみ を 価 体e 
ケ ー ケ ー へ へ へ へ へ へ く 警 戒 レ ベ ル ④ ま で に 必 ず 還 難 !  >・~ ヘー ヘ ヘ ー 

ooenyeemem 
③ |  ょ そ れ る り 防 険 な 場 所 か ら 高 齢 者 等 は 避 難 ※】 高 齢 者 等 避 難 

今 後 気 象 状 況 悪 化 ド コ > 上 耳 早 期 注 意 情 報 ① の る か 災 害 へ の 心 構 え を 高 め る m 
※ ① 市 町 村 は 災 害の 状 況 を 確 実 に 把 握 で き る も の で は な い 等 の 理 由 か ら 、 警 戒レ ベ ル ⑤ は 必 ず 発 令 さ れ る も の で は な い 

※2夏蒙レペ髪3董養 高 齢 者 等 以 外 の 人 にも 必 要 に 応 じ 、 普 段 の 行 動 を 見 合 わ せ 始 め た り 危 険 を 感 じ た ら 自 主 的 に 退 避 する 
ミ ン グ で 

⑰ 

闘 oukogs 

團 ⑤000n お W 唸 
園 ⑳ ⑤mmAoe 
に ① ③ ま 暗 
睡 0⑤- m の g 

0⑨- 0 秦 の 昌 
000 糊 の 囲 松 阪 商 業 高 校 

ーー 

(  令 和 ④ 年 ③ 月 松 阪 市 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ 櫛 田 川 水 系 上 流 版 )

④.  大 雨 時 の み ど り 苑 地 区 の 想 定 危 険 箇 所

① 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ の あ る ( ①② 時 間 総 雨 量 ⑤⑤⑥⑨mm)  浸 水 地 域 

・ み ど り 苑 全 体 ① m~ ③ m 未 満 の 浸 水 

⑤.  避 難 時 の 注 意 点 (  命 を 守 る 還 難 行 動 )  

① 風 水 害 で は 安 全 な 間 に 早 い 目 の 避 難 を す る 。 

② 還 難 の 持 ち 出 し 物 を 確 認 し 複 数 人 で 避 難 す る 。 

③ 避 難 す る こ と を 家 族 等 に も 連 絡 を す る 。 

④ 避 難 ル ー ト は 平 常 時に 危 険 箇 所 を 確 認 し て お く 。 

⑤ 夜 間 浸 水 し て い る 中 の 還 難 は 危 険 の た め 垂 直 還 難 も 考 え る 。 

⑥ .  地 区 内 の 要 支 援 者 数 及 び 地 域 資 源 の 状 況 

※ 要 支 援 者 の 還 難 状 況 、 避 難 支 援 を 組 内 等 で 行 な う 。 

み ど り 苑 |  世 帯 数 |  人 口 |  要 支 援 者 井 戸 汲幸聚ヒ式 
① 組 ① 

② 組 ① 

③ 組 ⑲ 

④ 組 ⑲ 

⑤ 組 A ①③ 

⑤ 組 B ⑭ 

合 計 ⑨⑨ 【
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⑥豊原町地区防災計画

豊原町地区（風水害）防災の備え ‼　

１．災害通報先

自治会長 ☎

地区役員 ☎

 櫛田地区市民センター☎ 28-2675　 揥水小学校  ☎ 28-2230　

東部中学校  ☎ 28-2425

　防災行政無線テレホンサービス（☎ 0598-25-6045）

伝言サービス（ダイヤル171)　(録音1、再生2)

２．災害連絡先の入手方法

①　緊急速報メール（エリアメール） 携帯電話に一斉配信

②　防災行政無線 防災無線テレホンサービス

③　松阪ナビ（防災・安全） ⇒防災関連リンク集⇒気象庁⇒キキクル等

④　みえ防災ナビ

３．風水害の避難場所

 ☆　警戒レベル３　（高齢者等避難）　　　

○　地区指定避難所 揥水小学校

○　地区避難場所 豊原町集会所

○　避難場所 総合運動公園内

 ☆　警戒レベル４　（避難指示）　災害の恐れ高い（全員避難）　　

○ 　指定避難所 揥水小学校・松阪商業高校体育館

○　 地区避難場所 豊原町集会所

○ 　避難場所 総合運動公園内

※１市町村は災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル５は必ず発令されるものではない

行動を促す情報

3

命の危険　直ちに安全確保！ 緊急安全確保※１

～～～～～～～～～～＜警戒レベル４までに必ず避難！＞～～～～～～～～～～

危険な場所から全員避難

警察署 110 消防署 119

状　況 住民がとるべき行動

気象状況悪化
（気象庁）

危険な場所から高齢者等は避難※２ 高齢者等避難

自らの避難行動を確認
大雨・洪水・高潮注意報

避難指示(注)

※２警戒レベル３は、高齢者等以外の人にも必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり危険を感じたら自主的に退避する
　　タイミングである

警戒
レベル

5
災害発生
又は切迫

4
災害の

おそれ高い

災害の
おそれあり

1
今後気象状況悪化

のおそれ
災害への心構えを高める

早期注意情報

（気象庁）

2
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豊原町地区（風水害）防災の備え ‼

(令和4年3月松阪市洪水ハザードマップ櫛田川水系上流版)

４．大雨時の豊原町地区の想定危険箇所　

①洪水ハザードマップ(12時間総雨量569mmの降雨による堤防決壊・氾濫)浸水地域

②地区の半分ほどが、家屋倒壊等氾濫想定区域

５．避難時の注意点(命を守る避難行動)

①　風水害では安全な間に早い目の避難をする。

②　避難の持ち出し物を確認し複数人で避難する。

③　避難することを家族等にも連絡をする。

④　避難ルートは平常時に危険箇所を確認しておく。

⑤　夜間浸水している中の避難は危険のため垂直避難も考える。

６．地区内の要支援者数及び地域資源の状況

※　要支援者の避難状況、避難支援を組内等で行なう。

世帯 人口
要支
援者

世帯 人口
要支
援者

世帯 人口
要支
援者

1 町内 12 39 3 9 町内 18 60 1 17 町内 23 51 4

2 町内 10 14 10 町内 7 23 3 18 町内 10 18 4

3 町内 12 37 2 11 町内 6 16 2 19 町内 8 23

4 町内 25 61 3 12 町内 18 47 8 20 町内 26 79 3

5 町内 34 56 4 13 町内 23 52 3 21 町内 31 106

6 町内 16 34 2 14 町内 18 42 22 町内 13 45

7 町内 26 51 4 15 町内 8 58 2 23 町内 11 38

8 町内 16 48 16 町内 31 61 8 24 町内 15 47

アパート6 44 2

合　計
世　帯 人　口 要支援者

475 1106 58

豊原町
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－
1
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－

地 区 役 員 さ 
櫛 田 地 区 市 民 セ ン タ ー 君 ②⑧⑥-②⑥⑦⑤ 挿 水 小 学 校 只 ②⑧-②②③0 

議 察 署 |  ⑪0 |  消 昌 景 | ⑪⑨ |  稟 部 中 学 校 冗 ②⑧-②④②⑤ 
防 炎 行 政 無 線 テ レ ホ ン サ ー ビ ス (  只 0⑤⑨⑧-②⑤-⑥0④⑤)  

伝 言 サ ー ビ ス (  ダイ ヤ ル ⑰①)  (  録 音 ①、 再 生 ②)  

② .  災 害 連 絡 先 の 入 手 方 法 

① 緊 急 速 報 メ ー ル (  エ リ ア メ ー ル )  携 帯 電 話 に 一 斉 配 信 

② 防 炎 行 政 無 線 防 炎 無 線 テ レ ホ ン サ ー ビ ス 

③ 松 阪 ナ ビ (  防 災 ・ 安 全 ぅ 防 災 関 連 リ ン ク 集 不 気 象 庁 キ キ キ ク ル 等 

④ み え 防 炎 ナ ビ 

③.  風 水 害 の 還 難 場 所 
女 警 戒 レ ベ ル ③ (  高 齢 者 等 避 難 )  
O 地 区 指 定 還 難 所 挿 水 小 学 校 |  

寓 O 地 区 避 難 場 所 豊 原 町 集 会 所 
商 O 遷 難 場 所 総 合 運 動 公 園内 
_  又 警 戒 レベ ル ④ 〈 還 難 指 示 )  災 害 の 恐 れ 高 い (  全 員 還 難 )  

O 指 定 還 難 所 挿 水 小 学 校 ・松 阪 商 業 高 校 体 育 館 
O 地 区 避 難 場 所 豊 原 町 集 会 所 
O 遷 難 場 所 総 合 運 動 公 園 内 

誠 或|  状 況 住 民が と る べ き 行 動 行 動 を 促す 情 報 レ ベ ル 

⑤ 啓 談 劫 送 |  兎 の 危 険 直 ち に 安 全 確 保 !  |  緊 急 安 全 確 保 ※① 

ー aeaae |  Amwewwoemam 
" ち そ れ あ り 形 険 な 場 所 か ら 高 齢 者 等 は 避 難 ※|  高 齢 者 等 避 難 

今 後 気 象 状 況 悪 化 閃 早 期 注 意 情 報 ① の お そ れ 災 害 へ の 心 構 え を 高 め る (  気 象 庁 )  

※ ① 市 町 村 は 炎 害 の 状 況 を 確 実 に 把 握 で き る も の で は な い 等 の 理 由 か ら 、 警 戒 レ ベ ル ⑤ は 必 ず 発 令 さ れ る も の で は な い 

※ ② 議 戒 レ ベ ル ③ は 、 高 齢 者 等 以 外 の 人 に も 必 要 に 応 じ 、 普 段 の 行 動 を見 合 わ せ 始 め た り 危 険を 感 じ た ら 自 主 的に 退 避 する 
タ イ ミ ン グ で あ る 

⑲ 

相 noukogs 

園 ⑤0-uoi eogs 
顕 ⑤ の ⑤mi Wogs 
①0 ③0n ま の 醒 

- 國 0 t mnf ogg 
暴 プ _  0③- 0 称 の R 

か ki gs 

(  令 和 ④ 年 ③ 月 松 阪 市 洪 水 ハ ザ ー ドマ ッ プ 櫛 田 川 水 系 上 流 版 )

④.  大 雨 時 の 豊 原 町 地 区 の 想 定 危 険箇 所 
① 洪 水 ハザ ー ド マ ッ プ ( ①② 時 間 総 雨 量 ⑤⑥⑨mm の 降 雨 に よ る 堤 防 決 壊 ・ 氾 濫 ) 浸 水 地 域 
② 地 区の 半 分 ほ ど が 、 家 屋 倒 壊 等 氾 濫 想 定 区 域 

⑤.  還 難 時 の 注 意 点 (  命 を 守 る 避 難 行動 )  

風 水 害 で は 安 全 な 間 に 早 い 目 の 避 難 を す る 。 

避 難 の 持 ち 出 し 物 を 確 認 し 複 数 人 で 還 難 す る 。 

避 難 す る こ と を 家 族 等 に も 連 絡 を す る 。 

避 難 ル ー ト は 平 常 時 に 危 険 箇 所 を 確 認 し て お く 。 

夜 間 浸 水 し て い る 中 の 還 難 は 危 険 の た め 垂 直 避 難 も 考 え る 。 

⑥ .  地 区 内 の 要 支 援 者 数 及 び 地 域 資 源 の 状 況 

※ 要 支 援 者 の 避 難 状 況 、 還 難 支 援 を 組 内 等 で 行 な う 。 

@
 

⑧
⑥ 

@ 
⑥
 

ら
 

世 帯 |  人 口 壷喜 世 帯 |  人 口 蓋喜 世 帯 |  人 口 袁喜 

① 町 内 | ⑫ |  ③⑨ |  ③ ⑨ 町 内 |①⑧ |  B0 |  ① |  ⑰ 町 内 | ②③ |  ⑤① |  ④ 

② 町 内 |  ①0 |  ⑭ ①0 町 内 | ⑦ |  ②③ |  ③ |  ①⑧ 男 内 | ①0 |  ①⑧ |  ④ 

③ 町 内 |  ⑫ |  ③⑦ |  ② |  ⑪ 町 内 | B |  ⑯ |  ② |  ⑲ 町 内 | ⑧ |  ②③ 

④ 町 内 | ②⑤ |  ⑥① |  ③ |  ⑫ 町 内 | ①⑧ |  ④⑦ |  ⑧ |  ⑳ 町 内 |②⑥ |  ⑦⑨ |  ③ 

⑤ 町 内 |③④ |  ⑤⑤⑥ |  ④ |  ①③ 町 内 | ②③ |  ⑤② |  ③ |  ②① 町 内 | ③① |  ⑯ 

⑥ 町 内 |  ⑯ |  ③④ |  ② |  ⑭ 町 内 |  ①⑧ |  ④? ②② 町 内 |  ①③ |  ④⑤ 

⑦ 町 内 | ②⑥ |  ⑤① |  ④ |  ⑮ 町 内| ⑧ |  ⑤⑧ |  ② |  ②③ 町 内 | ⑪ |  ③⑧ 

⑧ 町 内 |  ⑯ |  ④⑧ ⑯ 町 内 | ③① |  ⑥① |  ⑧ |  ②④ 町 内 |  ⑮ |  ④⑦ 

ア パ ー ト ⑧ |  ④④ ② 

世 帯 |  人 口 |  要 支 援 者 
代 訃 ④⑦⑤ ⑪0⑥ ⑤⑧ 

⑳



⑦櫛田町地区防災計画

櫛田町地区（風水害）防災の備え ‼　

１．災害通報先

自治会長 ☎

地区役員 ☎

 櫛田地区市民センター☎ 28-2675　 揥水小学校  ☎ 28-2230　

東部中学校  ☎ 28-2425

　防災行政無線テレホンサービス（☎ 0598-25-6045）

伝言サービス（ダイヤル171)　(録音1、再生2)

２．災害連絡先の入手方法

①　緊急速報メール（エリアメール） 携帯電話に一斉配信

②　防災行政無線 防災無線テレホンサービス

③　松阪ナビ（防災・安全） ⇒防災関連リンク集⇒気象庁⇒キキクル等

④　みえ防災ナビ

３．風水害の避難場所

 ☆　警戒レベル３　（高齢者等避難）　　　

○　地区指定避難所 揥水小学校

○　地区避難場所 櫛田町観音寺

○　避難場所 総合運動公園内

 ☆　警戒レベル４　（避難指示）　災害の恐れ高い（全員避難）　　

○ 　指定避難所 揥水小学校・松阪商業高校体育館

○　 地区避難場所 櫛田町観音寺

○ 　避難場所 総合運動公園内

※１市町村は災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル５は必ず発令されるものではない

行動を促す情報

3

命の危険　直ちに安全確保！ 緊急安全確保※１

～～～～～～～～～～＜警戒レベル４までに必ず避難！＞～～～～～～～～～～

危険な場所から全員避難

警察署 110 消防署 119

状　況 住民がとるべき行動

気象状況悪化
（気象庁）

危険な場所から高齢者等は避難※２ 高齢者等避難

自らの避難行動を確認
大雨・洪水・高潮注意報

避難指示(注)

※２警戒レベル３は、高齢者等以外の人にも必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり危険を感じたら自主的に退避する
　　タイミングである

警戒

レベル

5
災害発生
又は切迫

4
災害の

おそれ高い

災害の
おそれあり

1
今後気象状況悪化

のおそれ
災害への心構えを高める

早期注意情報

（気象庁）

2
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櫛田町地区（風水害）防災の備え ‼

(令和4年3月松阪市洪水ハザードマップ櫛田川水系上流版)

４．大雨時の櫛田町地区の想定危険箇所・問題点　

①　洪水ハザードマップにある（12時間総雨量５６９㎜）浸水地域のため

早期避難が必要

②　要支援者が多いため事前に把握し早期避難を促す。

５．避難時の注意点(命を守る避難行動)

①　風水害では安全な間に早い目の避難をする。

②　避難の持ち出し物を確認し複数人で避難する。

③　避難することを家族等にも連絡をする。

④　避難ルートは平常時に危険箇所を確認しておく。

⑤　夜間浸水している中の避難は危険のため垂直避難も考える。

６．地区内の要支援者数及び地域資源の状況

※地区(組）内の要支援者数・井戸・汲取り式トイレ数

※　要支援者の避難状況、避難支援を組内等で行なう。

櫛田町 世帯数 人　口 要支援者 井　戸

１～3 69 179 9 2

4～8 244 633 48

合計 313 812 57 (動) (手) 2

　

汲み取り式
トイレ

櫛田町
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地 区 役 員 【。】 
櫛 田 地 区 市 民 セ ン タ ー 向 ②⑧-②⑥⑦⑤ 挿 水 小 学 校 写 ②⑧-②②③0 

警 察 署 |  ⑪0 |  消 防 署 | ⑪⑨ |  東 部 中 学 校 和 ②⑥-②④②⑤ 
防 災 行 政 無 線 テ レ ホ ン サ ー ビ ス (  只 0⑤⑨⑧-②⑤-⑥0④⑤ 

伝 言 サ ー ビ ス (  ダ イ ヤ ル ⑰①)  (  録 音 ①、 再 生 ②)  

② .  災 害 連 絡 先 の 入 手 方 法 

① 緊 急 速 報 メ ー ル (  エ リ ア メ ー ル )  携 帯電 話 に 一 斉 配 信 

② 防 炎 行 政 無線 防 炎 無 線 テ レ ホ ン サー ビ ス 

③ 松 阪 ナ ビ (  防 炎 ・ 安 全 )  防 炎 関 連 リ ン ク 集 一 気 象 庁 キ キ キ ク ル 等 

④ み え 防 炎 ナ ビ 

③.  風 水 害 の 還 難 場 所 
文 警 戒 レ ベ ル ③ (  高 齢 者 等 避 難)  
O 〇 地 区 指 定 還 難 所 挿 水 小 学 校 

O 〇 地 区 避 難 場 所 櫛 田 町 観 音 寺 

O 〇 避 難 場 所 総 合 運 動 公 園内 

文 警 戒 レ ベ ル ④ (  避 難 指 示 )  炎 害 の 恐 れ 高 い (  全 員 避 難 )  

O 〇 指 定 避 難所 挿 水 小 学 校 ・ 松 阪 商 業 高 校 体 育 館 

O 〇 地 区 避 難場 所 櫛 田 町 観 音 寺 

O 〇 遷 難 場 所 総 合 運 動 公 園内 

警 戒 
状 況 住 民が と る べ き 行 動 行 動 を 促 す情 報 

レ ベ ル 

[  頬 ②⑧ |  eoee eecesew i  |  eezeeee 
~~~~~~~~~~ く 警 戒 レ ベ ル ④ ま で に 必 ず 還 難 !  > ン ンー マ マ マ ーーー へ ー へ 

e ペ mcer eeemeew 
③ |  ち そ れ る り 防 険 な 場 所 か ら 高 齢 者 等 は 遷 難 %】 高 齢 者 等 遷 難 

今 後 気 象 状 況 悪 化 > 失 柳 早 期 注 意 情 報 ① け ト S ま S 災 害 へ の 心 構 え を 高 め る M 
※ ① 市 町 村 は 炎 害の 状 況を 確 実 に 把 握 で き る も の で は な い 等 の 理 由 から 、 警 戒レ ベ ル ⑤ は 必 ず 発 令 さ れ る も の で は な い 

※ ② 警 戒 レ ベ ル ③ は 、 高 齢 者 等 以 外 の 人 にも 必 要 に 応 じ 、 普 段 の 行 動 を 見 合 わ せ 始 め た り 危 険 を 感 じ た ら 自 主 的 に 退 避 す る 
タ イ ミ ン グ で あ る 

②① 

瞞 え 山 

深 水 深 区 私 

国 akogs 
團 ⑤0-0kgogg 
園 ③0- ⑤Smi g の 営 
0 ③0n ま の R 
園 0。 t onkmogs 
0⑨ 0am 趙 の 四 
_  0⑨m 糊 の 囲 

① 

(  令 和 ④ 年 ③ 月 松 阪 市 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ 櫛 田 川 水 系 上 流 版 )
④ .  大 雨 時 の 櫛 田 町 地 区 の 想 定 危 険 箇 所 ・ 問 題 無 

① 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ に あ る ( ①② 時 間 総 雨 量 ⑤ ⑥⑨mmm)  浸 水 地 域 の た め 
早 期 還 難 が 必 要 

② 要 支 援 者 が 多 い た め 事 前 に 把 握 し早 期 避 難 を 促 す。 

⑤.  還 難 時 の 注 意 点 (  命 を 守 る 還 難 行 動)  

① 風 水 害 で は 安 全 な 間 に 早 い 目 の 避 難 を す る 。 
② 避 難 の 持 ち 出 し 物 を 確 認 し 複 数 人 で 避 難 す る 。 
③ 避 難 す る こ と を 家 族 等 に も 連 絡 を す る 。 
④ 避 難 ル ー ト は 平 常 時に 危 険 箇 所 を 確 認 し て お く 。 
⑤ 夜 間 浸 水 し て い る 中 の 避 難 は 危 険 の た め 垂 直 還 難 も 考 え る 。 

⑥ .  地 区 内 の 要 支 援 者 数 及 び 地 域 資 源 の 状 況 

※ 地 区 (  組 )  内 の 要 支 援 者 数 ・ 井 戸 ・ 汲 取り 式 ト イ レ 数 
※ 要 支 援 者 の 避 難 状 況 、 避 難 支 援 を 組 内 等 で 行 な う 。 

櫛 田 町 |  世 帯 数 |  人 口 |  要 支 援 者 |  井 戸 ぽ み り 弐 
① へ ③ ⑥⑨ ⑰⑨ ⑨ ② 

④ へ ⑧ ②④④ ⑤③③ ④⑧ 

吊 計 a ⑧ 弘 箸 ? 

②②



⑧清水町地区防災計画

清水町地区（風水害）防災の備え ‼　

１．災害通報先

自治会長 ☎

地区役員 ☎

 櫛田地区市民センター☎ 28-2675　 揥水小学校  ☎ 28-2230　

東部中学校  ☎ 28-2425

　防災行政無線テレホンサービス（☎ 0598-25-6045）

伝言サービス（ダイヤル171)　(録音1、再生2)

２．災害連絡先の入手方法

①　緊急速報メール（エリアメール） 携帯電話に一斉配信

②　防災行政無線 防災無線テレホンサービス

③　松阪ナビ（防災・安全） ⇒防災関連リンク集⇒気象庁⇒キキクル等

④　みえ防災ナビ

３．風水害の避難場所

 ☆　警戒レベル３　（高齢者等避難）　　　

○　地区指定避難所 揥水小学校

○　地区避難場所 清水町公民館

○　避難場所 総合運動公園内

 ☆　警戒レベル４　（避難指示）　災害の恐れ高い（全員避難）　　

○ 　指定避難所 揥水小学校・松阪商業高校体育館

○　 地区避難場所 清水町公民館

○ 　避難場所 総合運動公園内

※１市町村は災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル５は必ず発令されるものではない

行動を促す情報

3

命の危険　直ちに安全確保！ 緊急安全確保※１

～～～～～～～～～～＜警戒レベル４までに必ず避難！＞～～～～～～～～～～

危険な場所から全員避難

警察署 110 消防署 119

状　況 住民がとるべき行動

気象状況悪化
（気象庁）

危険な場所から高齢者等は避難※２ 高齢者等避難

自らの避難行動を確認
大雨・洪水・高潮注意報

避難指示(注)

※２警戒レベル３は、高齢者等以外の人にも必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり危険を感じたら自主的に退避する
　　タイミングである

警戒
レベル

5
災害発生
又は切迫

4
災害の

おそれ高い

災害の
おそれあり

1
今後気象状況悪化

のおそれ 災害への心構えを高める
早期注意情報

（気象庁）

2
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清水町地区（風水害）防災の備え ‼

(令和４年3月松阪市洪水ハザードマップ櫛田川水系上流版)

４．大雨時の清水町地区の想定危険箇所・問題点　

①櫛田川増水時の町内排水路の状況確認、櫛田川樋門（逆流防止水門）

　の開閉管理

②清水町において風水害に対しての危機感が低い、それは先人の

　方々が田んぼより高い住宅地を整備し、少しでも水害に強い街づくり

　をしたからとも言われています。風水害に強い櫛田地区にするために

　田んぼダムの推進を考えてほしい。

③洪水ハザードマップ(12時間総雨量569mmの降雨による堤防決壊・氾濫)浸水地域

①　風水害では安全な間に早い目の避難をする。

②　避難の持ち出し物を確認し複数人で避難する。

③　避難することを家族等にも連絡をする。

④　避難ルートは平常時に危険箇所を確認しておく。

⑤　夜間浸水している中の避難は危険のため垂直避難も考える。

６．地区内の要支援者数及び地域資源の状況

※　要支援者の避難状況、避難支援を組内等で行なう。

75 195 9 1

汲み取り式
トイレ井　戸

５．避難時の注意点(命を守る避難行動)

清水町 世帯数 人　口 要支援者

菅生

町

清水

町

清水町
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ー⑧清水町地区防災〟十画 |  

① . 災 害 通 報先 
自 治 会 長 に 
地 区 役 員 さ 

櫛 田 地 区 市 民 セ ン タ ー 只 ②⑧-②⑥⑦⑤ 挿 水 小 学 校 和 ②⑧-②②③0 

議 察 署 |  ⑪0 |  淵 防 景 |  ⑪⑨ |  康 部 中 学 校 ②⑥-②④②⑤ 
防 炎 行 政 無 線 テ レ ホ ン サ ー ビ ス (  只 0⑤⑨⑧⑥-②⑤-⑥0④⑤)  

伝 言 サ ー ビ ス (  ダ イ ヤ ル ⑰①)  (  録 音 ①、 再 生 ②)  

②.  災 害 連 絡 先 の 入 手 方 法 

① 緊 急 速 報 メ ー ル (  エ リ ア メ ー ル )  携 帯電 話 に 一 斉 配 信 

② 防 炎 行 政 無線 防 炎 無 線 テ レ ホ ン サー ビ ス 

③ 松 阪 ナ ビ (  防 炎 ・ 安 全 )  防 炎 関 連 リ ン ク 集 不 気 象 庁 キ キ キ ク ル 等 

④ み え 防 炎 ナ ビ 

③.  風 水 害 の 還 難 場 所 
女 警 戒 レ ベ ル ③ (  高 齢 者 等 還 難 )  
O 〇 地 区 指 定 還難 所 挿 水 小 学 校 
O 〇 地 区 避 難 場 所 清 水 町 公 民 館 
O 〇 避 難 場 所 総 合 運 動 公 園 内 

女 警 戒 レ ベ ル ④ 〈 還 難 指 示 )  災 害 の 恐 れ 高 い (  全 員 還 難)  
O 〇 指 定 避 難 所 挿 水 小 学 校 ・ 松 阪 商 業 高 校 体 育 館 
O 地 区 避 難場 所 清 水 町 公 民 館 
O 〇 避 難 場 所 総 合 運 動 公 園 内 

談 戒 狂 況 住 民が と る べ き 行 動 行 動 を 促 す 情 報 
レ ベ ル 

災 害 発生 _  ョ 
|  S 進 啓 |  タ の な 阿 目 ち に ま を荊 保 !  |  先 る ま を 誕 尾 

ケ ケケ ーー へ へ へ へ へ く 警 戒レ ベ ル ④ ま で に 必 ず 還 難 !  >~~ー ヘ  

ー 誌 aa |  AmcaweeeAamm 
③ |  j  金 れ あ り 匣 陰 な 場 所 か ら 高 齢 者 等 は 避 難 ※】 高 齢 者 等 還 難 

今後気象状況悪化 室 > 牝 室 早 期注 意 情 報 災 害へ の 心 構 え を 高 め る m 
※ ① 市 町 村 は 災 害の 状 況を 確 実 に 把 握 で き る も の で は な い 等 の 理 由 から 、 警 戒 レ ベ ル ⑤ は 必 ず 発 令 さ れ る も の で は な い 

※2婁棄レべ髪3璧る 高 齢 者 等 以 外 の 人 にも 必 要 に 応 じ 、 普 段 の 行 動 を 見 合 わ せ 始 め た り 危 険 を 感 じ た ら 自 主 的 に 退 避 する 
ミ ン グ で 

②③ 

團 akogs 
園 ⑤ouomksogs 
團 :  i mkaogs 
尾 i  dmi i omg 
園 0c tmkhog 
匡 0③ 0onkmog 
_  00 糊 の R 

計 
(  令 和 ④年 ③ 月 松 阪 市 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ 櫛 田 川 水 系 上流 版 )

④ .  大 雨 時 の 清 水 町 地 区 の 想 定 危 険 箇 所 ・ 問 題 点 

① 櫛 田 川 増 水 時 の 町 内 排 水 路 の 状 況 確 認 、 櫛 田 川 樋 門 (  逆 流 防 止 水 門 )  

の 開 閉 管 理 

② 清 水 町 に お い て 風 水 害 に 対 し て の 危 機 感 が 低 い 、 それ は 先 人 の 

方  々が 田 ん ぽ よ り 高 い 住 宅 地 を 整 備 し 、 少 し で も 水 害 に 強 い 街 づ く り 

を し た か ら と も 言 わ れ て い ま す 。 風 水 害 に 強 い 櫛 田 地 区 に す る た め に 

田 ん ぽ ダ ム の 推 進を 考 え てほ し い 。 

③ 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ ( ①②⑦ 時 間 総 雨 量 ⑤⑥⑨mm の 降 雨 に よ る 堤 防 決 壊 ・ 氾 濫 ) 浸 水 地 域 

⑤.  避 難 時 の 注 意 点 (  命 を 守 る 還 難 行 動)  

① 風 水 害 で は 安 全 な 間 に 早 い 目 の 避 難 を す る 。 

② 避 難 の 持 ち 出 し 物 を 確 認 し 複 数 人 で 避 難 す る 。 

③ 避 難 す る こ と を 家 族 等 に も 連 絡 を す る 。 

④ 避 難 ル ー ト は 平 常 時に 危 険 箇 所 を 確 認 し て お く 。 

⑤ 夜 間 浸 水 し て い る 中 の 避 難 は 危 険 の た め 垂 直 還 難 も 考 え る 。 

⑥ .  地 区 内 の 要 支 援 者 数 及 び 地 域 資 源 の 状 況 
※ 要 支 援 者 の 避 難 状 況 、 還 難 支 援 を 組 内 等 で 行 な う。 

清 水 町 |  世 帯 数 |  人 口 |  要 支 援 者 |  井 戸 汲 み 取 り 弐 
⑦⑤ ⑲⑤ ⑨ ① 

②④



⑨菅生町地区防災計画

菅生町地区（風水害）防災の備え ‼　

１．災害通報先

自治会長 ☎

地区役員 ☎

 櫛田地区市民センター☎ 28-2675　 揥水小学校  ☎ 28-2230　

東部中学校  ☎ 28-2425

　防災行政無線テレホンサービス（☎ 0598-25-6045）

伝言サービス（ダイヤル171)　(録音1、再生2)

２．災害連絡先の入手方法

①　緊急速報メール（エリアメール） 携帯電話に一斉配信

②　防災行政無線 防災無線テレホンサービス

③　松阪ナビ（防災・安全） ⇒防災関連リンク集⇒気象庁⇒キキクル等

④　みえ防災ナビ

３．風水害の避難場所

 ☆　警戒レベル３　（高齢者等避難）　　　

○　地区指定避難所 揥水小学校

○　地区避難場所 菅生町公民館

○　避難場所 総合運動公園内

 ☆　警戒レベル４　（避難指示）　災害の恐れ高い（全員避難）　　

○ 　指定避難所 揥水小学校・松阪商業高校体育館

○　 地区避難場所 菅生町公民館

○ 　避難場所 総合運動公園内

※１市町村は災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル５は必ず発令されるものではない

行動を促す情報

3

命の危険　直ちに安全確保！ 緊急安全確保※１

～～～～～～～～～～＜警戒レベル４までに必ず避難！＞～～～～～～～～～～

危険な場所から全員避難

警察署 110 消防署 119

状　況 住民がとるべき行動

気象状況悪化
（気象庁）

危険な場所から高齢者等は避難※２ 高齢者等避難

自らの避難行動を確認
大雨・洪水・高潮注意報

避難指示(注)

※２警戒レベル３は、高齢者等以外の人にも必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり危険を感じたら自主的に退避する
　　タイミングである

警戒
レベル

5
災害発生
又は切迫

4
災害の

おそれ高い

災害の
おそれあり

1
今後気象状況悪化

のおそれ 災害への心構えを高める
早期注意情報

（気象庁）

2
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菅生町地区（風水害）防災の備え ‼

  (令和４年3月松阪市洪水ハザードマップ櫛田川水系上流版)

４．大雨時の菅生町地区の想定危険箇所　

①過去床上･床下浸水箇所(合わせて8軒)

　※洪水ハザードマップ浸水地域(1m～3m未満)

②洪水ハザードマップ浸水地域(0.5m～1m未満)

③農業用水路の増水による町内排水困難状態確認

①　風水害では安全な間に早い目の避難をする。

②　避難の持ち出し物を確認し複数人で避難する。

③　避難することを家族等にも連絡をする。

④　避難ルートは平常時に危険箇所を確認しておく。

⑤　夜間浸水している中の避難は危険のため垂直避難も考える。

６．地区内の要支援者数及び地域資源の状況

※　要支援者の避難状況、避難支援を組内等で行なう。

５．避難時の注意点(命を守る避難行動)

菅生町 世帯数 人　口 要支援者 井　戸
汲み取り
式トイレ

41 2

合　計 25 75 6

西組 11 34 4 1

東組 14

浸水の恐れ

排水用ポンプ

排水用ポンプ

菅生町
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地 区 役 員 【 
櫛 田 地 区 市 民 セ ン タ ー 向 ②⑧-②⑥⑦⑤ 捉 水 小 学 校 冠 ②⑥-②②③0 

警 察 署 |  ⑪0 |  消 昌 署 |  ⑪⑨ |  東 部 中 学 校 冠 ②⑧-②④②⑤ 
防 災 行 政 無 線 テ レ ホ ン サ ー ビ ス (  只 0⑤⑨⑧-②⑤-⑥0④⑤ 

言 サ ー ビ ス (  ダ イ ヤル ⑰①)  (  録 音 ①、 再 生 ②)  

②.  災 害 連 絡 先 の 入 手 方 法 

① 緊 急 速 報 メ ー ル (  エ リ ア メ ー ル )  携 帯 電 話 に 一 斉 配信 

② 防 炎 行 政 無線 防 災 無 線 テ レ ホ ン サー ビ ス 

③ 松 阪 ナ ビ (  防 炎 ・ 安 全 )  防 災 関 連 リ ン ク 集 一 気 象 庁 キ キ キ ク ル 等 

④ み え 防 炎 ナ ビ 

③.  風 水 害 の 還 難 場 所 

女 警 戒 レ ベ ル ③ (  高 齢 者 等 還 難 )  
O 〇 地 区 指 定 還難 所 挿 水 小 学 校 
O 地 区 避 難 場 所 菅 生 町 公 民 館 
O 選 難 場所 総 合運 動 公 園 内 
み 警 戒 レ ベ ル ④ (  遷 難 指 示 )  炎 害 の 恐 れ 高 い (  全 員 避 難 )  
O 指 定 避 難 所 挿 水 小 学 校 ・ 松 阪 商 業 高 校 体 育 館 
O 地 区 避 難 場 所 菅生 町 公 民 館 
O 邉 難場 所 総 合運 動 公 園 内 

沼 |  状 涅 住 民が と る べ き 行 動 行 動 を 促 す 情 報 

⑤ |  S 誠 送 |  タ の 思 阿 直 ち に ま を 痔 佐 !  |  細 る み を 碇 e 
ケ ケケ ーー へ へ ー へ へ へ へ く 警 戒レ ベ ル ④ まで に 必 ず 選 難 !  >~~ー ヘ ~ 

ー aaaae |  AmcewweeAee 
" ぉ萱責窒り 険 な 場 所 か ら 高 齢 者 等 は 避 難 ※ ② 高 齢 者 等 避難 

今 後 気 象 状 況 悪 化 ェ 牝 富 早 期 注 意 情 報 ① の お そ れ 災 害 へ の 心 構 え を 高 め る (  気 象 庁 

※ ① 市 町 村 は 災 害の 状 況を 確 実 に 把 握 で き る も の で は な い 等 の 理 由 から 、 警 戒 レ ベ ル ⑤ は 必 ず 発 令 さ れ る も の で は な い 

※ ② 警 戒 レ ベ ル ③ は 、 高 齢 者 等 以 外 の 人 にも 必 要 に 応 じ 、 普 段 の 行 動 を 見 合 わ せ 始 め た り 危 険 を 感 じ た ら 自 主 的 に 退 避 す る 
タ イ ミ ン グ で あ る 

②⑤ 

・ 
相 ukogmm 

園 ⑤0-0n ま i  の g 
園 ③0 ⑤mmkm の ogg 
に ① ③ 秦 の 囲 
國 0⑤- n ま o の g 

縄 縄 onkaogg 
圃 k ag 取 P ー 0⑨0 糊 の 囲 

(  令 和 ④ 年 ③ 月 松 阪 市 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ 櫛 田 川 水 系 上 流 版 )

④ .  大 雨 時 の 菅 生 町 地 区 の 想 定 危 険箇 所 

① 過 去 床 上 ・ 床 下 浸 水 箇 所 (  合 わ せ て ⑧ 軒 )  

※ 洪 水 ハザ ー ド マ ッ プ浸 水 地 域 ( ①nm~③m 未 満 )  

② 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ 浸 水 地 域 ( 0.  ⑤m~①m 未 満 )  

③ 農 業 用 水 路 の 増 水 に よ る 町 内 排 水 困 難 状 態 確 認 

⑤.  還 難 時 の 注 意 点 (  命 を 守 る 還 難 行 動)  

風 水 害 で は 安 全 な 間 に 早 い 目 の 避 難 を す る 。 

避 難 の 持 ち 出 し 物 を 確 認 し 複 数 人 で 還 難 す る 。 

避 難す る こ と を 家 族 等 に も 連 絡 を す る 。 

避 難 ル ー ト は 平 常 時 に 危 険 箇 所 を 確 認 し て お く 。 

夜 間 浸 水 し て い る 中 の 還 難 は 危 険 の た め 垂 直 避 難 も 考 え る 。 @
 

⑧
 

@ 
⑥
 

ら
 

⑥ .  地 区 内 の 要 支 援 者 数 及 び 地 基 資 源 の 状 況 
※ 要 支 援 者 の 還 難 状 況 、 避 難 支 援 を 組 内 等 で 行 な う 。 

暑 生 町 |  世 帯 数 |  人 口 |  要 支 援 者 |  井 戸 |  妖 か 立 り 
西 組 ⑪ ③④ ④ ① 

東 組|  ⑭ |  ④ ? 
合 計 ②⑤ ⑦⑤ B 

②⑥



9-2.我が家の防災計画

１.         家の家族連絡網（☎　   －            ）
　　　　　　　　　　　　　　け　　　かぞく　れんらくもう

 

①  （☎　　　－　　　　－　　　）

世帯主
せたいぬし

勤務先
きんむさき　

　

②  （☎　　　－　　　　－　　　）

　 勤務先
きんむさき　

③  （☎　　　－　　　　－　　　）

　 勤務先
きんむさき　

④  （☎　　　－　　　　－　　　）

　 勤務先
きんむさき　

⑤  （☎　　　－　　　　－　　　）

勤務先
きんむさき　

☆　我
わ

が家
や

の要
よう

支援者
しえんしゃ

は、名前
なまえ

　　　　　　　年齢
ねんれい

　　障害
しょうがい

内容
ないよう

（　　　　）

2．家族
かぞく

以外
いがい

の連絡先
れんらくさき

① 続柄（　　　）住所（　　　　　　）（☎　　　　　　）
つづきがら　　　　　　　じゅうしょ　　　　

② 続柄（　　　）住所（　　　　　　）（☎　　　　　　）
つづきがら　　　　　　　じゅうしょ

3．（　　）組内の要支援者
　　　　　　　　　　　　くみうち　　ようしえんしゃ

　　　　　　さん　　　　　　　さん　　　　　　　　さん

◎　避難時持ち出すものチェック
　　　　ひなんじ　　　も　　　だ　　　　　　　　ちぇっく

非常食
ひじょうしょく

□ 飲料水
いんりょうすい

□ 携帯ラジオ
けいたいらじお　

□

懐中電灯
かいちゅうでんとう

□ ヘルメット
へるめっと

□ テッシュ
てっしゅ

□

タオル
たおる

□ ビニール袋
びにーるぶくろ

□ 上着・下着
うわぎ・したぎ

□

軍手
ぐんて

□ 救急医薬品
きゅうきゅういやくひん

□ 常備薬
じょうびやく

□

マスク
ますく

□ 消毒液
しょうどくえき

□ 貴重品・現金
きちょうひん・げんきん

□

通帳コピー
つうちょうこぴー

□ 保険証コピー
ほけんしょうこぴー

□ 充電器
じゅうでんき

□

◎　非常備蓄品リスト
　　　　　ひじょう　びちくひん　　りすと

食料3日分
しょくりょう３にちぶん

□ 水1人3L
みずひとり３Ｌ

□ 卓上コンロ
たくじょうこんろ

□

燃料
ねんりょう

□ 洗面用具
せんめんようぐ

□ ラップ
らっぷ

□

アルミホイル
あるみほいる

□ レジ袋
れじぶくろ

□ 毛布等
もうふとう

□

新聞紙
しんぶんし

□ 衛生用品
えいせいようひん

□ □

　

　   家の防災の備え ‼
け　　　　ぼうさい　　　　そな
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9-2.我が家の防災計画

１．災害通報先
　　　　さいがいつうほうさき

☎

☎

揥水小学校  ☎ 28-2230
ていすいしょうがっこう　　　

警察署
けいさつしょ

110 消防署
しょうぼうしょ

119 東部中学校  ☎ 28-2425
とうぶちゅうがっこう　　

松阪商業高校☎28-3011
まつさかしょうぎょうこうこう

２．災害連絡先の入手方法
　　　　　さいがいれんらくさき　　　にゅうしゅほうほう

 ☆　警戒
けいかい

レベル３　（高齢者
こうれいしゃ

等
とう

避難
ひなん

）災害
さいがい

のおそれあり

○指定避難所
　　していひなんしょ　

揥水小学校
ていすいしょうがっこう

　

　地区避難場所
　ちくひなんばしょ　

（　　）公会堂
　　　　　　　　こうかいどう

（備蓄品なし、毛布、水、食料は持参）
　　（びちくひん　　　　　　、もうふ　、みず　　しょくりょうはじさん）

○避難場所
　　ひなんばしょ

　総合運動公園内
そうごううんどうこうえんない

 ☆　警戒
けいかい

レベル４　　（避難
ひなん

指示
しじ

） 災害
さいがい

のおそれ高
たか

い（全員
ぜんいん

避難
ひなん

）

　 揥水小学校、松商体育館
ていすいしょうがっこう、まつしょうたいいくかん　　

〇地区避難場所
　　ちくひなんばしょ

（　　）公会堂
　　　　　　　　こうかいどう

（備蓄品なし、毛布、水、食料は持参）
　びちくひん　　　　　　　、もうふ、　　みず、　しょくりょうはじさん）

○避難場所
　　ひなんばしょ

　総合運動公園内
そうごううんどうこうえんない

３.大雨
おおあめ

時
じ

の　　　地区
ちく

の想定
そうてい

危険
きけん

箇所
かしょ

①洪水ハザードマップにある（12時間総雨量５６９㎜）浸水地域
　　こうずいはざーどまっぷ　　　　　　　　　　　　　　　　（　　じかんそううりょう　　　　　　　）　しんすいちいき

② 河川の氾濫（　　　　　）冠水による市道交通障害
　　　かせん　　はんらん　　　　　　　　　　　　　　　　かんすい　　　　　　　しどうこうつうしょうがい

③

※地区
ちく

(　組
くみ

）内
ない

の要
よう

支援者
しえんしゃ

数
すう

・井戸
いど

・汲取
くみと

り式
しき

トイレ数
すう

汲取り式
くみとりしき

　　町
まち

世帯数
せたいすう

人口
じんこう

要支援者数
ようしえんしゃすう

井戸
いど

トイレ

　　組
ぐみ

　世帯
せたい

   　人
にん　　ひと

   　人
にん　　ひと

戸
こ

            基
 き

　防災行政無線テレホンサービス（☎ 0598-25-6045）
　ぼうさいぎょうせいむせんてれほんさーびす　　　　　　　　　

災害伝言ダイヤル (171) (録音1、再生2)
さいがいでんごん　　だいやる　　　　　　　　　　　　　　（ろくおん１、　　さいせい２）

　(令和4年３月松阪市洪水ハザードマップ櫛田川水系）
　（れいわ４ねん３がつまつさかしこうずい　　はざーどまっぷ　　　　　　　くしだがわすいけい）

　　　町 地区（風水害）防災の備え ‼
まち　　　ちく　　　　　　（ふうすいがい）　　　ぼうさいのそなえ　！　

令和　年現在

　　　自治
じち

会長
かいちょう

　

   　  地区
ちく

役員
やくいん

 櫛田地区市民センター☎ 28-2675
くしだちくしみんせんたー　　　　　　　　　　　　

PC・携帯電話で櫛田川の水位確認
ＰＣ・　　けいたいでんわ　　　　くしだかわ　　　　　　すいいかくにん

豊原町

松阪商業高校

伊賀町

み ほ ん
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10.課題や問題点
　☆各自治会の防災意識の格差

　　・該当地域の環境、地形に応じた防災対策を具体的に示す。

　　・防災に対しての経験活動等を語り伝える。

　　・自治会間での共助体制の構築

　☆防災リ－ダ－の人材育成

　　・リーダー育成講座の開催

　　・地域活動などに積極的に参加する。

　　・災害時に近隣住民の先頭に立ち防災活動を行う。

　☆災害用備品の備え

　　　・各自治会の格差あり。

11.今後の活動目標
①令和4年度中に、9自治会全ての地区でワークショップ（DIG）を開催し、各自治会の現状を鑑み

防災意識を高めたが、更なるレベルアップが必要である。

 ・各地区自主防災隊の強化

・防災計画の毎年の更新（今年を防災計画のスタート年にし、毎年見直す）

・防災を自分の事として捉え、各家庭内の防災会議を定期的に開催する

②図上訓練の検証のため実働訓練を実証し、課題解決を見出し共有を図る
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参考　　計画策定に向けての検討経過
日    付 会  議 など 議   題  など
令和3年7⽉16日 令和 3年度第一回 安全防災部 会 ・揥 ⽔地区防災 計画の必要性 につい て

令和3年10⽉25日  第二 回安全防災部 会 ・防 災計画策定 基準(松阪 市防災対策課 )
令和3年11⽉26日  第三 回安全防災部 会 ・防 災計画策定 に向けての タイムスケ ジュ−ル
令和4年1⽉27日  第四 回安全防災部 会 ・ワ −クショッ プとは (松阪市防災対 策課)
令和4年3⽉24日  第五 回安全防災部 会 ・模 擬ワ−クシ ョップ部員の み(松阪 市防災対策課 )
令和4年4⽉21日 令和 4年度第一回 安全防災部 会 ・模 擬ワ−クシ ョップ部員の み(松阪 市防災対策課 )
令和4年5⽉28日 令和 4年度第二回 安全防災部 会 ・模 擬ワ−クシ ョップ部員の み(松阪 市防災対策課 )

 令 和4年6⽉〜12⽉ ワ− クショップ (9地区)
 各 地区の代表 ・松阪市防災 対策課  6/25  山添町 7/23  安楽町  7/30山下 町

 8/27 伊賀町  9/24 みどり苑  10/29豊原 町
 11/26櫛田町 12/24清⽔町 菅 生町

令和5年1⽉21日 全体 会議  ・防 災講演会  三重大学大学 院工学研究 科 
          川口准教 授

令和5年2⽉24日 第三 回安全防災 部会 ・ワ− クショップの振返り・揥 ⽔地区防災計画素案作 り

令和5年3⽉24日 第四 回安全防災 部会 ・揥 ⽔地区防災 計画素案作 り
令和5年4⽉26日 令和 5年度第一回 安全防災部 会 ・9地区それ ぞれの安全防 災計画の策 定
令和5年5⽉26日 第二 回安全防災 部会 ・各 地区の安全 防災計画策 定
令和5年6⽉23日 第三 回安全防災 部会 ・各 地区の安全 防災計画策 定
令和5年8⽉25日 第四 回安全防災 部会 ・各 地区の安全 防災計画策 定
令和5年9⽉22日 第五 回安全防災 部会 ・各 地区の安全 防災計画策 定

令和5年10⽉18日 要望 書提出(三重県立松 阪商業高校 ) ・大 雨洪⽔時の 避難所と して設置要望 書
令和5年10⽉27日 第六 回安全防災 部会 ・各 地区の安全 防災計画策 定
令和5年12⽉22日 第七 回安全防災 部会 ・各 地区の安全 防災計画策 定
令和6年1⽉26日 第八 回安全防災 部会 ・各 地区の安全 防災計画策 定
令和6年2⽉27日 防災 講座(松阪市出前講 座) ・「 ⾃分た ちで行 う防災 」
令和6年3⽉27日 第九 回安全防災 部会 ・令 和6年度 防災計画策定 に向けたタイムスケジュ −ル
令和6年4⽉26日 第一 回安全防災 部会 ・山 添町・安楽 町の地区防災 計画策 定
令和6年5⽉24日 第二 回安全防災 部会 ・豊 原町・伊賀 町の地区防災 計画策 定
令和6年6⽉18日 国土 交通省中部 地方整備局三 重河川 ・櫛 田川の 浚渫工事 ・ 堤防の嵩上 げ等の質問

国道 事務所への 要望
令和6年6⽉26日 第三 回安全防災 部会 ・山 下町・みど り苑の地区防 災計画策 定
令和6年7⽉24日 第四 回安全防災 部会 ・豊 原町・菅生 町の地区防災 計画策 定
令和6年8⽉28日 第五 回安全防災 部会 ・清 ⽔町・櫛田 町の地区防災 計画策 定
令和6年9⽉17日 第六 回安全防災 部会 ・揥 ⽔地区防災 計画策定の 素案作り

令和6年10⽉30日 第七 回安全防災 部会 ・揥 ⽔地区防災 計画策定の 素案作り
令和6年11⽉27日 第八 回安全防災 部会 ・揥 ⽔地区防災 計画策定の 素案作り
令和6年12⽉1日 防災 訓練 ・松 阪市防災出 前講座・松阪 消防署 AED、煙体 験
令和7年1⽉21日 防災 計画策定役 員会 ・揥 ⽔地区防災 計画取りまと め
令和7年1⽉29日 第九 回安全防災 部会 ・揥 ⽔地区防災 計画策定の校 正
令和7年2⽉26日 第十 回安全防災 部会 ・揥 ⽔地区防災 計画策定の仕 上げ
令和7年3⽉17日 松阪 市防災会議 ・地 区防災計画 提案
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文 各 自 治 会 の 防 災 意 識 の 格 差 

` 該 当 地 域 の 環 境 、 地 形 に 応 じ た 防 災 対 策 を 具 体 的 に 示 す 。 

* 防 炎 に 対 し て の 経 験 活 動 等 を 語 り 伝 え る 。 

` 自 治 会 間 で の 共 助 体 制 の 構 築 

支 防 災 リ ー ダ ー の 人 材育 成 

・ リ ー ダ ー 育 成 講 座 の 開 催 

` 地 域 活 動 な ど に 積 極 的 に 参 加 す る 。 

* 災 害 時に 近 隣 住 民 の 先 頭 に 立 ち 防 災 活 動 を 行 う 。 

文 災害 用 備 品 の 備 え 

` 各 自 治 会 の 格 差 あり 。 

⑪.  今 後 の 活 動 目 標 
① 令 和 ④ 年 度 中 に 、⑨ 自 治 会 全 て の 地 区 で ワ ー ク シ ョ ッ プ ( DI G)  を 開 催 し 、 各 自 治 会 の 現 状を 鑑 み 

防 災 意 識 を 高 め た が 、 更 な る レ ベ ル ア ッ プ が 必 要 で あ る 。 

ー
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・ 各 地 区 自 主 防 災 隊 の 強 化 

・ 防 災 計 画 の 毎 年 の 更 新 (  今 年 を 防 災 計 画 の ス タ ー ト 年 に し 、 毎 年 見 直 す )  

` 防 災を 自 分の 事 と し て 捉 え 、 各 家 庭 内 の 防 災 会 議 を 定 期 的 に 開 催 する 

② 図 上 訓 練 の 検 証 の た め 実 働 訓 練 を 実 証 し 、 課 題 解 決 を 見 出 し 共 有 を 図 る 

②⑨ 

計 画 策 定 に 向 け て の 検 討 経過 
日 付 会 議 な ど 議 題 な ど 

令 和 ③ 年 ⑦ 月 ⑯ 日 |  令 和 ③ 年 度 第 一 回 安 全 防 災 部 会 ・ 撮 水 地 区 防 災 計 画 の 必 要 性 に つ い て 

令 和 ③ 年 ①0 月 ②⑤ 日 |  第 二 回 安 全 防 災 部 会 ・ 防 災 計 画 策 定 基 準 (  松 阪 市 防 災 対策 課 )  

令 和 ③ 年 ⑪ 月 ②⑥ 日 |  第 三 回 安 全 防 災 部 会 ・ 防 災 計 画 策 定 に 向 け て の タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル 

令 和 ④ 年 ① 月 ②⑦ 日 |  第 四 回 安 全 防 災 部 会 ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ と は (  松 阪 市 防 災 対策 課 )  

令 和 ④ 年 ③ 月 ②④ 日 |  第 五 回 安 全 防 災 部 会 ・ 標 擦ワ ー ク シ ョ ッ プ 部 員 の み (  松 阪 市 防 災 対 策 課 )

令 和 ④ 年 ④ 月 ②① 日 |  令 和 ④ 年 度 第 一 回 安 全 防 災 部 会 ・ 模 擦ワ ー ク シ ョ ッ プ 部 員 の み (  松 阪 市 防 災 対 策 課 )

令 和 ④ 年 ⑤ 月 ②⑧ 日 |  令 和 ④ 年 度 第 二 回 安 全 防 災 部 会 ・ 模 擦ワ ー ク シ ョ ッ プ 部 員 の み (  松 阪 市 防 災 対 策 課 )

令 和 ④ 年 ⑥ 月 ~①② 月 |  ワ ー ク シ ョ ッ プ ( ⑨ 地 区 )  

各 地 区 の 代 表 ・ 松 阪 市 防 災 対 策 課 |  ⑥/②⑤ 山 添町 ⑦/②③ 安 楽 町 ⑦/③0 山 下 町 

⑧/②⑦ 伊 賀 町 ⑨/②④ み ど り 苑 ①0/②⑨ 豊 原 町 

⑪/②⑥ 櫛 田 町 ⑫/②④ 清 水 町 華 生 町 

令 和 ⑤ 年 ① 月 ②① 日 |  全 体 会 議 ・ 防 災 講 演 会 三 重 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科

川 口 准 教 授 

令 和 ⑤ 年 ② 月 ②④ 日 |  第 三 回 安 全 防 災 部 会 ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ の 振 返 り ・ 挿 水 地 区 防 災 計 画 素 案 作 り 

令 和 ⑤ 年 ③ 月 ②④ 日 |  第 四 回 安 全 防 災 部 会 ・ 挿 水 地 区 防 災 計 画 素 案 作 り 

令 和 ⑤ 年 ④ 月 ②⑥ 日 |  令 和 ⑤ 年 度 第 一 回 安 全 防 災 部 会 ・⑨ 地 区 そ れ ぞ れ の 安 全 防 災 計 画 の 策 定 

令 和 ⑤ 年 ⑤ 月 ②⑥ 日 |  第 二 回 安 全 防 災 部 会 ・ 各 地 区 の 安 全 防 災 計 画 策 定 

令 和 ⑤ 年 ⑥ 月 ②③ 日 |  第 三 回 安 全 防 災 部 会 ・ 各 地 区 の 安 全 防 災 計 画 策 定 

令 和 ⑤ 年 ⑧ 月 ②⑤ 日 |  第 四 回 安 全 防 災 部 会 ・ 各 地 区 の 安 全 防 災 計 画 策 定 

令 和 ⑤ 年 ⑨ 月 ②② 日 第 五 回 安 全 防 炎 部 会 ・ 各 地 区 の 安 全 防 災 計 画 策 定 

令 和 ⑤ 年 ①0 月 ①⑧ 日 |  要 望 書 提 出 (  三 重 県 立 松 阪 商 業 高 校)  | ・ 大 雨 洪 水 時 の 避 難 所 と し て 設 置 要 望 書

令 和 ⑤ 年 ①0 月 ②⑦ 日 第 六 回 安 全 防 災 部 会 ・ 各 地 区 の 安 全 防 災 計 画 策 定 

令 和 ⑤ 年 ⑫ 月 ②② 日 |  第 七 回 安 全 防 災 部 会 ・ 各 地 区 の 安 全 防 災 計 画 策 定 

令 和 ⑥ 年 ① 月 ②⑥ 日 第 八 回 安 全 防 炎 部 会 ・ 各 地 区 の 安 全 防 災 計 画 策 定 

令 和 ⑥ 年 ② 月 ②⑦ 日 |  防 災 調 座 (  松 阪 市出 前 講 座 )  ` 門 分 た ち で 行 う 防 災 」 

令 和 ⑥ 年 ③ 月 ②⑦ 日 |  第 九 回 安 全 防 災 部 会 ・ 令 和 ⑥ 年 度 防 災 計 画 策 定 に 向 け た タ イ ム ス ケジ ュ ー ル 

令 和 ⑥ 年 ④ 月 ②⑥ 日 第 一 回 安 全 防 災 部 会 ・ 山 添 町 ・ 安 楽 町 の 地 区 防 災 計 画 策 定 

令 和 ⑥ 年 ⑤ 月 ②④ 日 |  第 二 回 安 全 防 炎 部 会 ・ 豊 原 町 ・ 伊 賀 町 の 地 区 防 災 計 画 策 定 

令 和 ⑥ 年 ⑥ 月 ①⑧ 日 国 土 交 通 省 中 部 地 方 整 備 局 三 重 河 川 | ・ 櫛 田 川 の 浚 湾 工 事 ・ 堤 防の 嵩 上 げ 等 の 質 問 

国 道 事 務 所 への 要 望 

令 和 ⑥ 年 ⑥ 月 ②⑥ 日 |  第 三 回 安 全 防 災 部 会 ・ 山 下 町・ み ど り 苑 の 地 区 防 災 計 画 策 定 

令 和 ⑥ 年 ⑦ 月 ②④ 日 第 四 回 安 全 防 災 部 会 ・ 豊 原 町 ・ 暑生 町 の 地 区 防 災 計 画 策 定 

令 和 ⑥ 年 ⑧ 月 ②⑧ 日 |  第 五 回 安 全 防 災 部 会 ・ 清 水 町 ・ 櫛 田 町 の 地 区 防 災 計 画 策 定 

令 和 ⑥ 年 ⑨ 月 ⑰ 日 第 六 回 安 全 防 災 部 会 ・ 挿 水 地 区 防 災 計 画 策 定 の 素 案 作 リ 

令 和 ⑥ 年 ①0 月 ③0 日 第 七 回 安 全 防 災 部 会 ・ 挿 水 地 区 防 災 計 画 策 定 の 素 案 作 リ 

令 和 ⑥ 年 ⑪ 月 ②⑦ 日 第 八 回 安 全 防 災 部 会 ・ 挿 水 地 区 防 災 計 画 策 定 の 素 案 作 リ 

令 和 ⑥ 年 ⑫ 月 ① 日 |  防 災 訓 練 ・ 松 阪 市 防 災 出 前 講 座 ・ 松 阪 消 防 署 AED、 煙 体 験 

令 和 ⑦ 年 ① 月 ②① 日 防 災 計 画 策 定 役 員 会 ・ 挿 水 地 区 防 災 計 画 取 り ま とめ 

令 和 ⑦ 年 ① 月 ②⑨ 日 |  第 九 回 安 全 防 災 部 会 ・ 挿 水 地 区 防 災 計 画 策 定 の 校 正 

令 和 ⑦ 年 ② 月 ②⑥ 日 第 十 回 安 全 防 災 部 会 ・ 挿 水 地 区 防 災 計 画 策 定 の 仕 上 げ 

令 和 ⑦ 年 ③ 月 ⑰ 日 |  松 阪 市 防 災 会議 ・ 地 区 防 災 計 画 提 案 
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